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帰国　四月二十五日（日）







　日曜日であっても、一〇六号室の朝は早い。理由は孝こう太た郎ろうとルースが毎朝剣けんの練習をしているからだ。これは日曜であっても変わらず行われる。毎朝一同が寝ねている間に起き出して、二人で部屋を出ていく。それがここ数すうヶか月げつの間繰くり返かえされた朝の風景だった。

　しかしこの日、ルースは現れなかった。彼かの女じよが来て起こさなければ、孝太郎は眠ねむったままになる。おかげで孝太郎は八時半近くになっても、部屋の壁かべ際ぎわに横たわっていた。

　ドタドタドタ

　無ぶ遠えん慮りよな足音と共に、何者かが孝太郎の脇わきを通り過ぎていく。その人物はそのままテレビの前に陣じん取どって、リモコンで電源を入れる。日曜の朝は放送されているアニメが多いので、アニメ好きのこの人物にとっては、非常に重要な時間帯だった。

「………ああっ、早さ苗なえちゃんっ、そんなにバタバタ走ったら、里さと見みさんが起きちゃいますよぅっ！」

　一いつ緒しよにいたもう一人の人物が、最初の人物をたしなめる。この新たな人物は、最初の人物の足音が孝太郎を起こしてしまう事を恐おそれていた。

「いいじゃない、起きたって」

「起きたらまた勉強させられちゃいますぅ！」

「いいじゃない、勉強すれば。あんた、大学行くんでしょう？」

「勉強させられたら、テレビが見られなくなりますぅ！」

「いいじゃない、録画すれば。文明の利器」

「わたしは今見たいんですぅ！」

　二人目の人物も最初の人物と一緒に並んでテレビを見始める。幸いな事にここまでの騒さわぎでは、寝ね起おきの悪い孝太郎が目を覚ます事はなかった。そしてアニメの放送が始まってからは二人は口数が減るので、結局この二人によって孝太郎が目覚める事はなかった。

「………里見君、こんなところで寝てる。ふふ」

「危ないわよ、藍あい華かさん。寝ている里見君に不用意に近付くと、大変な目に遭あうから」

　続いて新たに二人の人間が六畳間に姿を現す。この二人は壁際で寝ている孝太郎の顔を覗のぞき込みながら、親密さを感じさせる口調で言葉を交かわしている。昨日一晩語り明かした事で、距きよ離りが縮まった二人だった。

「笠かさ置ぎさん、大変な目ってどんな感じですか？」

「里見君は寝ね相ぞうが悪いだけじゃなくて、よく寝ね惚ぼけて手近なものに抱だき付つくのよ。ゆりかちゃんは起こそうとして逆にプロレス技わざをかけられてたし、ルースさんなんかはカブトムシが沢たく山さん住んでいる木と勘かん違ちがいされてしがみつかれてたわ」

「ふふふ、里見君らしいですね」

「だから危ないってば」

「………私もそういう、仲良しならではの事を体験してみたいんです」

「物好きねぇ、藍華さんは………」

「私、こういう風に仲の良い人達たちと一緒に暮らすのは初めてで………」

「毎日修学旅行みたいで楽しいわよ」

「あはは………」

　互たがいに家族を持たない二人だから、共感する部分は多い。表面上は似ていないが、心の奥おく底そこは似た者同士なのだ。語り明かしてその部分を理解したおかげで、今の二人は随ずい分ぶんと打ち解けた空気を作り出すようになっていた。

「叩たたき起おこせば良いんですわ。ただでさえ狭せまいのに、こんなに長く横になって………」

「クランさん、里見君と旅をしていた時はどうされていたんですか？」

「軽く持ち上げて落とすとかが効果的でしたわ。幸い、あの鎧よろいをリモートコントロールすれば簡単でしたし」

　更さらに二人の人物が六畳間に姿を見せる。この二人は、ここまでの面々と比べると、比ひ較かく的てき穏おだやかな印象のある二人組だった。

「………なるほど、参考にします」

「ハルミ、腕わん力りよくのないあなたでは難しい―――って、あなたの場合は魔ま法ほうを使えば簡単でしたわね」

「まだ魔ま法ほう使つかいになった実感はないんですけれど………」

　この二人は、片方が健康面に問題を抱かかえていた為ため、今日は朝から健康診しん断だんを行う事になっていた。もう一人の方が個人的に先進的な医い療りよう機器を持っていたので、現代医学よりも進んだ検査や治ち療りようが出来る。健康に問題を抱えた者にとっては、心強い友人と言えるだろう。二人はその診断の待ち合わせ場所に、この部屋を選んでいた。

「そろそろみんな揃そろったか？」
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　そして更にもう一人。この人物は、六畳間を出てすぐのところにある台所から顔を出した。この人物は自ら進んで一〇六号室の家事を担当する事が多い。今もそうで、その豊かな黒くろ髪かみを三さん角かく巾きんで覆おおい隠かくし、朝食の準備をしている最中だった。

「ティアちゃんとルースさんがまだよ」

「ふむ………」

「キリハ、朝ご飯何？」

「鮭さけの塩焼きと味み噌そ汁しる、ほうれん草のおひたしだ」

「やったっ！　あたりの朝ご飯！」

「あのあのぉ、里見さんはどうしますかぁ？」

「そろそろ起こしてくれ」

「ええぇぇえぇぇえぇぇぇぇぇ～～～～」

「なんですの、その酷ひどい顔は」

「虹にじ野のさんは、里見君が起きると勉強をさせられるから、起こすのが嫌いやなんです」

「虹野ゆりか、あなたは贅ぜい沢たくだわ」

「真ま希きちゃんは実態を知らないからそんな事が言えるんですよぅ！」

　部屋には寝ている孝太郎以外に、七人の人間がいる。

　早苗、ゆりか、真希、静しず香か、クラン、晴はる海み、キリハ。

　孝太郎を取り囲んでいるこの七人は、全員が例外なく年とし頃ごろの少女だった。この一年ほどの間に、彼かの女じよ達たちはそれぞれ違ちがう理由でこの部屋を訪おとずれた。しかし結果的に誰だれもが互いを認め合うに至り、固い絆きずなで結ばれた仲間同士となったのだった。










　孝太郎と少女達には、あともう二人だけ仲間がいる。顔を洗い終えて洗面所から出てきた孝太郎は、部屋にその二人の顔がない事に気付いた。

「あれ？　ティアとルースさんは？」

　遠くからでもよく目立つ、美しい金きん髪ぱつが自じ慢まんのティア。

　真ま面じ目めで実直、しかしその分だけ任せて安心のルース。

　宇宙の果てからやってきたお姫ひめ様さまと、その護衛を務める女騎き士し。いつもならとっくに姿を現していていい時間なのだが、一〇六号室には二人の姿はなかった。

「………実は昨晩、二人に少しトラブルがあってな。その対応に追われている」

　孝太郎の疑問に答えたのはキリハだった。彼女は茶ちや碗わんにご飯を盛る手を休めて、孝太郎に説明を続けた。

「朝には顔を見せると言っていたから、もうすぐやってくるだろう」

「トラブルって？」

「状じよう況きようが複雑でな。我われから話すより、本人の口から説明して貰もらった方がいいと思う。少し待ってやってくれ、里見孝太郎」

「そうか………」

　孝太郎は難しい顔で考え込みながら、いつも座すわっているあたりに腰こしを下ろす。そして視線を部屋の一番奥おくの壁かべ、宇宙戦せん艦かんの『青騎士』へと続くゲートへ向ける。するといつになく真しん剣けんな孝太郎の表情に気付き、向かい側に座っていた晴海が労いたわりの言葉をかけた。

「やっぱり、ティアミリスさんの事が心配ですか？」

「心配という意味では、今はみんなが心配です。俺おれ達たちが考えていた以上に、状況は複雑ですから」

　ゆりかとキリハの敵が、裏でこっそりと手を組んでいた。この状況においては、誰もが身の危険に晒さらされていると言えるだろう。孝太郎にとって、心配の種は尽つきなかった。

「ただ、みんなは顔が見えていますから………顔が見えていない分だけ、ティアの事が気になる事は確かです」

　顔の見えない場所にいる人間には、何もしてやれない。それは孝太郎にとってもどかしい状況だった。

「里見君、そんなに心配する必要はありませんよ」

「桜庭さくらば先せん輩ぱい………」

「もしティアミリスさんの命にかかわるほど重大な問題なら、キリハさんはもっとずっと前に里見君を起こしていますから」

「それは………確かにそうですね」

　孝太郎は晴海の言葉に頷うなずくと、視線をキリハに向ける。するとキリハは孝太郎の視線を受け止め、軽く微ほほ笑えんで頷いた。

　―――という事は、個人的に難しい判断が迫せまられる状況なのか………。

　本当に危険な状況なら、キリハはこんなに呑のん気きにしてはいない。かといって簡単な問題なら、キリハの口から真実が語られるだろう。そのどちらでもなかった以上、ティアには危険はないが、彼女にとって重大な決断が迫られている、という状況の筈はずだった。

「心配しても始まらないよ。まずはご飯ご飯！」

　早苗はそう言いながら、いつものように孝太郎の背中にしがみつく。美お味いしいご飯は元気のもと。元気がないとティアの手助けは出来ない。早苗はしっかりご飯を食べて、ティアがやってくるのを待つつもりだった。

「………それもそうだな。よし、朝飯にしよう」

「うんっ！」

　早苗のおかげで孝太郎の顔に元気が戻もどる。するとそれに呼応して、六畳間全体の雰ふん囲い気きが和やわらぐ。ティアとルースの不在は、誰にとっても気になる問題だった。










　一〇六号室にティアとルースが姿を現したのは、ちょうど孝太郎達たちの朝食が終わった頃ころの事だった。やってきた二人は疲つかれ気ぎ味みで、そしてその表情は暗く、どこか悲しげに見えた。

「………良かった、全員揃っておるようじゃな」

　和室に姿を見せるなり、ティアは大おお真ま面じ目めに話を切り出した。ルースはその背後で沈ちん黙もくを守っている。そんな二人の様子を見ただけで、孝太郎には彼女達の抱えたトラブルの深刻さがおぼろげに伝わってきていた。

「皆みなのもの、少し話がしたい。わらわに時間を貰えないじゃろうか？」

　そうティアが言うと、思い思いの時間を過ごしていた少女達は、文句ひとつ言わずに再びちゃぶ台に集まってくる。そして全員の顔がちゃぶ台に集合したのを見て、ティアは軽く頭を下げた。

「ありがとう、感謝する」

「ティア、一体何があった？」

　孝太郎が先を促うながすと、ティアは孝太郎に視線を合わせた。そしてしばらく孝太郎を見つめて僅わずかに瞳ひとみに涙なみだをにじませた後、ティアはゆっくりと話し始めた。

「………実は、フォルトーゼ本国で母上が病気で倒たおれたらしいのじゃ」

「母上って、エル………えと、現皇こう帝ていのエルファリア陛下が―――ってことか？」

　孝太郎は記き憶おくの中からその名前を引っ張り出し、ティアに確かく認にんする。するとティアは口調と同じくらい重々しく頷いた。

「そうじゃ。わらわとは違って、母上はあまり身体からだが丈じよう夫ぶではない。公務の忙いそがしさが祟たたって、体調を崩くずしてしまわれたようなのじゃ」

「そういえば、今のフォルトーゼは………」

　孝太郎は今のフォルトーゼの政治情勢を詳くわしくは知らなかったが、ティアやクランの口から時々漏もれてくるその手の情報は覚えていた。ティアの母親であるエルファリアは軍縮を掲かかげる平和主義者だ。結果的に軍部との折り合いが悪くなっていて、改革は一進一退の様相を呈ていしている。エルファリアは軍部の過激な反発を抑おさえ込まねばならないので、公務が忙しくなるだろう事は孝太郎にも容易に想像がついた。そして続いていた激務に、身体の方が悲鳴を上げてしまった、という訳なのだった。

「じゃから………これは非常に不本意ではあるのじゃが………」

　ティアはそこで一度言葉を切り、ちゃぶ台に集つどっている全員の顔を見回してから、その先の言葉を口にした。

「………わらわはフォルトーゼへ帰ろうと思う。そして皇位継けい承しよう権けんは………諦あきらめる」

　ティアがその言葉を口にした瞬しゆん間かん、一〇六号室の空気は凍こおり付いた。










　ティアが一〇六号室へやってきたのは、皇位継承権を得る試練の為だった。ティアが皇位継承権を得る為には、ころな荘そう一〇六号室を支配下に置く必要があった。だからティアはこの場所へ姿を現し、そして孝太郎や他の少女達と出会った。ティアは一〇六号室を支配下に置くまではフォルトーゼの本国へは帰らない覚かく悟ごだった。

　だが、それも母親であるエルファリアの急病ともなれば事情は違ってくる。元々ティアが皇位継承権を欲ほつしていたのは、自身の発言力を強めて、政治的に難しい立場にある母親の力になる為だった。青騎士への憧あこがれも、母親を守る為である部分が大きい。だからその母親が倒れてしまえば、ティアには帰って看病するという選せん択たく肢ししかない。母親であるエルファリアの病気を放置して、自分だけの幸福を追求できるほど、ティアは子供ではなかった。

　そこでティアは帰国の決断を下した。まだ試練は達成されていないが、急病とあれば事は一刻を争あらそう。試練の達成を待っていては、取り返しのつかない事になりかねない。これはティアにとって、不本意ではあったが、決して譲ゆずれない選せん択たくだった。










　地球を離はなれるとなれば、ティアにはやらなければならない事が多い。それ故ゆえに昨晩は眠らずに朝を迎むかえた。そして夜が明けてからも、ティアは帰国の準備に追われていた。

「少ないじゃろうと思うておったが………こうしてみると意外に多いものじゃな」

「それだけわたくし達は、この星の人達と触ふれ合あってきたという事なのでしょう」

「うむ………」

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへ提出する休学の申しん請せい書しよを用意したり、仲の良かった知り合いに別れの挨あい拶さつをしたり。そうした帰国の準備の中で、最後に行ったのが自身の荷物の整理だった。

　ティアは『青騎士』の私室で、荷物を一つずつ慎しん重ちようにプラスティック製のコンテナへしまい込んでいく。

　通学に使っていた鞄かばん。その中に詰つめ込まれた教科書やノート。高校で身に着けていた制服や小物類。昨年の夏に海で着た水着。趣しゆ味みで買った本やＣＤ。徹てつ夜やで遊んだゲーム機とそのソフト。

　一〇六号室に置かれていた物もあれば、『青騎士』の私室に置いてあった物もある。そのどれもが思い出深いものばかり。手に取れば、それらが使われていた時の事がまざまざと思い出だされる。それらはただの道具というだけでなく、ルースの言うようにこの星での成長や想おもい出でが刻まれた、大切な記念品なのだった。

「離れ難がたいな、この星からは………」

「はい………」

　やってきた当初は、ティアは可能な限り早く試練を片付けて、母親の待つ本国へと帰き還かんするつもりだった。この地の人間など、原始人ぐらいにしか思っていなかったので、長居するつもりなど毛ほどもなかった。しかし今になると、可能な限りこの星に留とどまりたいと感じている。それはこの星の人間の事を、かけがえのない存在だと感じるようになっていたからだった。

　ティアは荷物の整理の手を止め、壁際に目をやる。そこには保存処理を施ほどこした、真しん紅くのチューリップが飾かざられていた。それはこの地でティアが手に入れた、一番大切な宝物だ。そんなティアの様子に気付き、ルースもまた整理の手を休めて彼女に笑いかけた。

「………一番の心残りは、やはりサトミ様ですか？」

　真紅のチューリップは、ルースの部屋にも飾られている。同じ人間から贈おくられた、プレゼントだった。

「うむ。ずっと一緒だという約束を、果たす事が出来なんだ」

　ティアとルースはかつて、チューリップの贈り主ぬしと共に生きようと決意した。しかしティアの母親の急病という不測の事態に遭そう遇ぐうし、その決意は覆くつがえされてしまった。現在の状況では、チューリップの贈り主は一〇六号室を離れられない。そしてティアは、どうしても急病の母親のもとへ帰らねばならない。どうにもならない運命だった。

「わらわ達の決意は、この程度だったのかのう………」

「殿でん下か………」

　それは本気で選んだ筈の人生だった。にも拘かかわらず、呆あつ気けないぐらい簡単に覆ってしまった。ティアはこの事で、自分の愛情の弱さを思い知らされた気がして、悲しくてならなかった。そしてルースも同じ事を感じている。ルースもまた、重大な決意と共に、ティアと同じ人生を選んだ筈だったから。

「済まぬ、コータロー………許せ………」

　チューリップの贈り主の名が、思わず口から零こぼれる。ティアの決断は苦く渋じゆうに満ちたものであったから、零れ落おちたその声は、かすかに震ふるえていた。

『ティア、ちょっといいか？』

　ティアの私室に訪問者があったのは、そんな時の事だった。










　孝太郎には『青騎士』に備わった全機能を利用する権限が与あたえられている。これには、本来皇族しか入れない特別な居住区画へ入る許可も含ふくまれている。孝太郎はそれを使ってティアとルースに会いにやってきていた。

『しばし待て』

　部屋のドアのところに取り付けられたインターホンから、中にいるティアの声が聞こえてくる。孝太郎はティアの私室の前に立ち、ドアが開くのを待った。その間に、孝太郎は自分の服装の最終チェックをする。今はとても重要な場面だったので、失礼があってはいけなかった。

　―――思えば、ティアミリス皇女殿下に会いに来たのは、これが初めてだったかもしれないな………。

　孝太郎はこれまで友人の『ティア』に会いに来た事はあっても、『ティアミリス皇女殿下』に会いにやってきた事はなかった。孝太郎にとって、ティアをきちんと皇女として扱あつかうのはこれが初めてかもしれない。おかげで今の孝太郎は少しだけ緊きん張ちようしていた。

『………よいぞ』

　ティアの声と共に、孝太郎の目の前でドアが静かに横にスライドする。するとドアを抜ぬけた正面に、ドレスで着き飾かざった金髪の少女が立っていた。孝太郎はその姿を目にすると、姿勢を下げてその場に片かた膝ひざを突ついた。

「………ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます、ティアミリス皇女殿下。私は里見孝太郎。主君を持たぬ漂ひよう泊はくの騎士であります」

　この時の孝太郎の言葉は、演劇の時に何度も練習した台詞せりふをアレンジしたものだった。おかげで言葉は孝太郎の口から淀よどみなく溢あふれ出てくれた。

「コータロー………？」

　いつもなら気軽に部屋へ入ってくる孝太郎が、騎士然とそこにいる。ティアはその事に戸と惑まどい、目を見張って立たち尽くしていた。

「本日は是ぜ非ひとも皇女殿下にお願いしたい儀ぎがあり、ここにまかりこしました。入室の許可を賜たまわりたく存じます」

「そなた、一体何を………」

　普ふ段だんとは雰囲気がまるで違う孝太郎を前にして、ティアは戸惑うばかりだった。だから孝太郎が入室の許可を求めているにも拘わらず、何も答えずに立ち尽くしていた。

「殿下、サトミ・コータロー様が入室の許可をお求めです」

　孝太郎には何か考えがあるようだ―――それを感じ取ったルースが、孝太郎の意図を汲くんでティアに先を促した。

「あ、ああ、うん………許可する。入るがよい」

　するとそこでようやくティアは、孝太郎に部屋へ入る許可を与えた。

「ありがたき幸せ。失礼致いたします」

　孝太郎は少し緊張した面おも持もちでティアの私室へ入ってきた。ティアは孝太郎の意図が読めずに混乱していたから、同じく緊張して胸が高鳴っていた。おかげで二人は、まるで初対面のような緊張感の中で向かい合う事となった。

「改めて御ご挨あい拶さつ申し上げます。私は里見孝太郎。主君を持たぬ漂泊の騎士であります」

　孝太郎はティアの前に進み出ると、片膝を突いて再び名乗った。

「な、何用じゃ？　申してみよ」

　それに答えるティアの声は、少しだけ上ずっていた。彼女は今も混乱の中にあった。孝太郎は口調も態度もいつもとは違っている。服装も日曜日であるにも拘わらず、春風高校の制服を着ている。しかも普段は上まで留めないボタンを全すべて留め、襟えりもきちんと留められている。加えて、部屋に入る前に脱ぬいでしまってはいたが、普段は被かぶらない学がく生せい帽ぼうまで身に着けていた。一言で言うならば、何もかもが真面目過ぎた。

　―――殿下………おやかたさま………。

　困こん惑わく気味のティア。静かな雰囲気の孝太郎。そんな二人の様子を、ルースは祈いのるような気持ちで見守っていた。何か特別な事が起こりつつあると、感じながら。

「本日まかりこしましたのは、皇女殿下にお願いしたい儀があっての事であります」

　孝太郎は顔を伏ふせたまま、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。そんな孝太郎を見ていると、だんだんティアは不安になってくる。目の前にいるのは、本当に孝太郎なのか、と。

「それは………？」

　ティアは有り得ない不安を感じながら、先を促す。すると孝太郎は顔を上げ、正面からティアを見つめた。

　―――あっ………。

　その瞬間、ティアの小さな胸の中から不安が消えていった。そして普段の彼女の気持ちが戻ってくる。孝太郎は笑え顔がおだった。ティアとルースが愛してやまない、いつもの笑顔だった。

「武芸は十人並、領地はたった六畳の田舎いなか騎き士しではありますが―――」

　孝太郎はそう言いながら一枚の大きな紙を取り出し、手近なコンテナの上に載のせる。

　―――これは!?

　ティアは再び目を見張った。その紙は、今日まで六畳間の支配権をかけて行われてきたゲームの点数表だった。その表には孝太郎と四人の少女の名前、そしてその得点が書き込まれている。だがこの時、実際に得点が書き込まれていたのはティアと孝太郎の二人だけだった。

　ティアの得点は二百十八点。ティアの記憶にある通りの数字だった。

　孝太郎の得点は八百六十二点。他の三人の得点の所には、斜しや線せんが引かれている。ティア以外の全ての得点が、何な故ぜか孝太郎のところに集められていた。

「―――ティアミリス皇女殿下、どうかこの私めを、殿下の家臣の一いち翼よくに、加えては頂けないでしょうか？」

「えっ………」

　思わぬ言葉。それを耳にした瞬間、ティアの思考が止まる。耳にした言葉の意味が、うまく理解できなかった。

「おめでとうございますっ、ティア殿下っ!!」

　そんなティアに代わって、表情を喜びで埋うめ尽くしたルースが叫さけぶ。傍そばで見ていたルースには、孝太郎の意図がきちんと伝わっていた。

　ここでティアが孝太郎の願いを聞き入れれば、孝太郎は名実共にティアの家臣となる。するとそれに伴ともない、ポイントは全てティアの物となる。その結果、ティアは一〇六号室の支配者として確定する。それが意味する事は只ただ一つ。

「お喜びくださいっ、試練の達成ですっ!!　これで殿下はっ、皇位継承権を獲かく得とくなさったのですっ!!」

「皇位、継承権………？」

　それはティアが与えられた試練を突とつ破ぱしたという事。彼女が皇位継承権を獲得したという事だった。

「はいっ！　殿下は立派に試練を乗のり越こえ、皇族の義務を果たされたのですっ！」

「わらわが、皇位継承権を………得た………？」

　ティアは呆ぼう然ぜんとした様子でルースの顔を見つめている。しかし彼女の笑顔を見ても、ティアには実感が湧わいてこない。ティアは明確な答えを求め、孝太郎に視線を戻した。

「コータロー、ルースの言葉はまことか？　わらわは、試練を達成したのか？」

「まだです。私はまだ、殿下のお答えを伺うかがっておりません」

「答え？」

「殿下、どうかお答え下さい。私は殿下の家臣にして頂けるのでしょうか？」

「あ………」

　孝太郎の穏おだやかな言葉と、優やさしい視線。それを感じて、ティアは少しずつ今の状況を理解し始める。

　―――コータローは、わらわを主君として、認めてくれたのじゃな………。

　やがてその理解は、大きな喜びへと変化していく。今やティアの心臓は、ロックバンドのドラムのように激しく打ち鳴らされている。彼女は逸はやる気持ちを抑えながら、孝太郎に話しかけた。

「………サ、サトミ・コータロー」
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　ティアは冷静になろうと必死だった。しかし言葉は震え、声が掠かすれる。にじんだ涙で視界は歪ゆがんでしまう。遂ついに訪れたこの時に、冷静でいる事など不可能だった。

「はっ」

　孝太郎は頭を垂れ、従属の意思を示す。そんな孝太郎に対し、ティアは宣言した。

「汝なんじを我わが騎士とし、『ティアミリスの青騎士』の称しよう号ごうを与える」

「………謹つつしんで拝命いたします。マイプリンセス………」

　こうしてティアと孝太郎は、主従の契ちぎりを交わしたのだった。










　ティアが帰国すると知り、孝太郎が真っ先に心配したのは、彼女の皇位継承権の問題だった。母親が病気で倒れてしまった以上、ティアが近いうちに再び地球を訪れる可能性は極きわめて低い。そうなるとティアに与えられた試練は失敗となり、皇位継承権を永久に失う事になる。

　そこで孝太郎は、ティア以外の侵略者の少女達に頭を下げた。孝太郎とティアの事を信じて、一時的に侵しん略りやくゲームのポイントを全額貸してくれ、と。すると少女達はこれを快かい諾だくしてくれた。そして孝太郎はティアの家臣になった。これによりティアは一〇六号室と原住民を支配下に置いたことになるので、試練を達成して皇位継承権を得た。

　しかし地底の急進派や悪の魔法少女達を刺し激げきしない為には、一〇六号室をティア単独の支配地域にしておく訳にはいかない。そこで最終的には、次のような処理が為なされる事になっている。

　ころな荘一〇六号室はマスティル家のサトミ領と定められ、孝太郎はその領主に就任。そして孝太郎はティアの本国帰還後に、侵略者の少女達へ借りていたポイントを返へん却きやくし、領主として領土問題の解決にあたる。

　こうする事で、ティアの試練を達成しつつ、状況は元に戻る訳だ。少し強ごう引いんなやり口にも思えるが、手続き上はこれで何も問題はない。孝太郎や侵略者の少女達に明確な信しん頼らい関係が生まれていればこその、トリックプレー的な解決方法だった。本来なら、こんなやり方はティアも望まなかったに違いない。しかしこの状況においては、唯ゆい一いつ最善の解決策なのだった。










　主従の契りを交わした直後、ティアはまっしぐらに孝太郎に駆かけ寄より、思い切りその身体を投げ出した。

「コータロー!!」

「うわっ!?」

　まさか全力で飛んでくるとは思っていなかったので、孝太郎は片膝をついたままの格好で、大おお慌あわてでティアの身体を受け止めなければならなかった。ティアは孝太郎がそうするだろうと信じ込んでいたから、その勢いは強く激しく、受け止めた孝太郎は両りよう腕うでで思い切り彼女を抱き留とめる必要があった。

「家臣になると言うたなっ、コータロー!!　わらわはこの耳でしかと聞いたぞっ!!　もはや冗じよう談だんでしたなどという言葉では、済まされんからなぁっ!?」

　ティアは激しい喜びの表情を涙で濡ぬらしながら、両腕で孝太郎の頭を抱き締しめる。それはずっと欲ほしかったぬいぐるみを買って貰えた時の子供の姿に似て、孝太郎と自分の隙すき間まを可能な限りなくそうと、全力で両腕に力を込めていた。

「わらわはそなたの主人じゃっ!!　どれだけ遠く離れようともっ、唯ゆい一いつ無む二にの主人なのじゃっ!!」

「おっ、おいっ、ティア………叙じよ勲くんの手順が間ま違ちがってるぞ。剣はどうした!?」

　フォルトーゼにおける叙勲の手順は、口頭での称号の授じゆ与よと併あわせて、騎き士し剣けんの刃はの腹の部分で左右の肩かたに触れるのが習わしとなっている。にもかかわらず、ティアはそれを省略し、孝太郎に抱き付いてしまっていた。

「よいのじゃっ！　それはもう、半年前に済ませておるっ！　そなたの返事だけが、半年遅おくれておっただけの事じゃっ！」

「なんだって？」

「ふふふ、サトミ様、実は半年前にクラン殿下と戦った後に、叙勲の儀ぎ式しきはあらかた済ませてあったのです。もっとも、サトミ様は寝てらっしゃいましたけれど………」

　意味が分からずに困惑する孝太郎に、笑顔のルースが説明する。

　半年前、最初の演劇の上演の時。ティアはクランに襲おそわれたところを、孝太郎に救われた。ティアはそのお礼に、寝ている孝太郎に叙勲の儀式を行った。あの頃はまだ素す直なおになり切れない時期だったから、眠っている孝太郎に対する一方的な儀式となった。だからこの日、孝太郎の意思を確認した段階で、儀式は半年もの長い時間をかけて成立したという事になるのだった。

「既すでに必要な手順は済んでおるっ！　胸を張れっ、我が騎士よっ！」

「無む茶ちやを言うなっ！　こんな風に抱き付かれていて、胸を張れるもんかっ！」

　孝太郎は片膝を突いた姿勢で、頭にはティアが抱き付いている。この前のめりの姿勢で胸を張るのは、ティアよりもずっと身体が大きい孝太郎であっても難しかった。

「為なせば為る！」

「為らんわっ！　………まったくぅ………人が折せつ角かく真ま面じ目めにやってやろうって意気込んで来たってのに………」

　せっかくティアの家臣になるのだから、きちんと手順を守って、正式な儀式をやってやりたかった孝太郎。しかしティアはそんな孝太郎の思いやりを無視して、儀式を一部省略してしまった。呆あきれた孝太郎は、すっかり喋しやべり方かたが普段通りに戻ってしまっていた。

「大切な事は、想いと誓ちかいが新たな絆に変わった事を確かめる事じゃ。儀式そのものではない。こうしている以上に意味のある儀式など、この世にあるものか」

「それは凄すごい正論だがな、そうやって言い訳に使う為のものじゃないんだぞ？」

「あぅ………まさかそなた………ほんとうはわらわがきらいなのか？」

　ティアの表情が曇くもる。少しだけ身体を離して、心配そうに孝太郎の顔を覗き込む。

「そうじゃないっ！」

「だったら言い訳などではないじゃろう。これでよいのじゃ」

　しかしすぐに笑顔に戻ると、また孝太郎の頭を抱き締めてしまう。ティアはこれまで以上の強さで孝太郎を抱き締める。別れが近い事を知っていたから、自身の身体に最愛の人の体温を刻み込んでおきたかった。

「おまえなぁ………」

「………よく覚えておいておくれ、コータロー」

　ティアは孝太郎の耳元に囁ささやきかけながら、その頭をそっと撫なでる。

「これがわらわじゃ。決して完全無欠の皇女ではない。粗そ雑ざつで欠点だらけ、わがままで勝手な女じゃ。遠く離れても、その事をずっと、覚えていておくれ………」

「………なぁ、ティア」

「うん？」

「お前には言うほど大きな欠点がある訳じゃない。………ただ、ずるいだけだ」

「ふふ、褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておこう」

　孝太郎の頭を撫でるティアの手は、どこまでも優しい。

「………別れの言葉は、言わぬぞ」

「ああ。またいつか会えるんだろう？」

「それがいつになるかは分からぬが………そのつもりじゃ」

　ティアは母親のもとへ帰る。そこで何らかの形で決着が着くまで、再び孝太郎に会う事はないだろう。しかしティアはそのままで終わるつもりはなかった。いつか地球に舞まい戻り、孝太郎と共に生きるつもりだった。その時に一〇六号室の問題が片付いていたら、孝太郎をフォルトーゼに連れ帰るのも良いだろう。不本意ながら一時的に離れる事になったが、ティアは幸せな未来を、諦めるつもりはなかった。

「しかし………不思議なものじゃ」

　ティアは孝太郎の頭を撫でながら、しみじみと呟つぶやく。

「何がだ？」

「さっきまで、そなたとの約束を守れぬ事を恥はじておった。共に生きると決心したというのに、こうしてそなたと別れて帰らねばならなかったから」

「また会えるなら、恥じる事はないさ」

　自分達たちの未来は、決して暗くはない。

　孝太郎はそれを信じようと決めていた。

「うむ………そなたが家臣となってくれたからじゃろうかのう。今はそのような気持ちに変わっておる。現金な性格じゃろう？」

「その方がいい。お前は人の上に立つ人間だ。楽観的な方が、みんなが安心する」

「そなたもか？」

「当たり前だろ。お前は俺おれのお姫様なんだぞ？」

「………」

「どうした？」

「凄く………嬉うれしくて、幸せなのじゃが………そのぉ、は、恥ずかしくてな………」

「お前………この一年ずっとそれを言い続けてきた癖くせに、今いま更さら恥はずかしがるなよ」

「しかし………いざ、そなたの姫ひめになってみると………その、な………？　心の準備が出来てなかったというか………」

「………お前はさ、そういうところがずるいと思うぞ」

　そして孝太郎はティアの想いに応こたえるように、彼かの女じよの身体を抱だき返した。

「………そなたはわらわの騎士じゃもの………」

　こうして二人は新たに主従の絆を結び、そして別れの時を迎えた。

　しかし二人は悲観していない。

　何故なら今日まで積み重ねてきた絆が、二人を再会させると信じているからだった。










　孝太郎との話が終わると、ティアはルースに孝太郎の見送りを任せ、自身は私室に残った。ティアは荷物の整理を続けるという話だった。

「………のちほど、殿下にお礼を申し上げなくては………」

　ルースは歩きながら、一度背後を振ふり返かえる。そして離れていくティアの私室のドアを見ながら、申し訳なさそうな表情を作った。

「どういう事ですか？」

　孝太郎が尋たずねると、ルースは孝太郎を見上げる。二人きりだったから、孝太郎とルースは腕うでを組んで歩いている。おかげで二人の距きよ離りはキスが出来そうなくらいに近かった。

「殿下は恐おそらく、わたくしにおやかたさまとお別れをする時間を下さったのです」

「ティア………」

　言われて孝太郎も背後を振り返る。私室のドアは見えなくなりつつあったが、孝太郎にはティアの笑顔が見えたような気がした。

「………最近のあいつは優しすぎる。もう少しわがままで良い筈なんだが………」

「結局、おやかたさまの仰おつしやられた通りかもしれませんね」

「えっ？」

　ルースの言葉に孝太郎は足を止め、彼女の顔を見下ろす。するとルースも同様にして孝太郎を見上げた。

「もし殿下が、おやかたさまがおやかたさまなのだと知っていたら、こんなにすんなりと帰国の決断が下せたかどうか………」

　ルースは思う。

　もしティアが、孝太郎が青あお騎き士しであると知っていたら、孝太郎を地球に残して帰るという決断が出来たのかどうか。普ふ通つうに考えれば、フォルトーゼに対して絶大な恩がある青騎士を、皇族として置いていく選択が出来る筈がない。しかしそれではキリハやゆりか達のトラブルの解決を待たねばならず、その時にエルファリアの病状がどうなっているのかが分からない。そして万が一、エルファリアが命を落としていたら、ティアの心中はいかなるものになるだろう？

　孝太郎はティアの決断に影えい響きようが出てはまずいからと、ルースに青騎士の正体をティアに伝えないように言った。その時のルースは複雑な気持ちだったが、今にして思えば、孝太郎の決断は正しかったのだと思えた。

「歴史的に見て、フォルトーゼの皇族は青騎士をこの場所に残して帰る訳にはいかない、か………」

「はい。おやかたさまの判断に間違いはございませんでした。賢けん明めいなるご配はい慮りよに、深く感謝致します」

　ルースはここで深々と頭を下げた。そして同時に深く安あん堵どする。もし自分が感情のままにティアへ真実を伝えていたら、状じよう況きようは悪くなっていた筈だったから。

「ただ、個人としてのわたくしと殿下にとっては………おやかたさまとお別れしなければならないのは痛つう恨こんの極みです」

　ルースはその瞳に涙をにじませて、孝太郎を見上げる。ティアだけではない。彼女もまた、孝太郎と共に生きようと誓っていたから。

「ルースさん………」

「すみません、わたくし、わたく、しっ………」

　次の瞬間、ルースは身体を投げ出すようにして孝太郎にしがみつき、声を殺して泣き始めた。ルースにとって、孝太郎と離れるのはティアと離れるのと同じくらい辛つらい。宇宙の果てで奇き跡せきのように出で逢あった、唯一無二の相手であったから。その相手と別れねばならない。幾いくら再会を約束していても、身を切られるよりも辛かった。それに耐たえ兼かねたルースには、もはや泣く事しか出来なかった。

「おやかたさまっ、あなたはっ、あなたはどうしてっ、こんな風にわたくし達の前に現れたのでしょうっ！　もっと、もっと普通にっ、現れて下さればよかったのにっ！」

　もっと単純な出会いであれば、ただ孝太郎を連れて帰国すればよかった。しかし運命はそれを許さない。孝太郎は多くの人間に必要とされている。ティアとルースの二人で独どく占せんしてしまう訳には、いかないのだった。

「すみません………」

　孝太郎には詫わびる事しか出来なかった。孝太郎にとっても、共に長い時を過ごしたティアやルースと別れるのは辛い。しかし他にどうする事も出来ない。孝太郎には地球でやる事があり、ティアは母親に会わねばならない。孝太郎に出来た事は、泣き続けるルースに詫びて、その身体をそっと抱き締めてやる事だけだった。

「サトミさまっ、サトミさまぁっ！」

　それからしばらくの間、ルースは孝太郎に抱き付ついたまま泣き続けた。それは、結局最後まで悲しみの涙を見せなかったティアの分まで、泣いているかのようだった。










　ティアとルースが地球を離れたのは、その日の夜の事だった。

「皆みな様さま、今日まで長い間、大変お世話になりました」

「楽しい毎日じゃった。そなたらには感謝の言葉だけでは足りぬ」

　六畳じよう間の片かた隅すみで、ティア主従が別れの言葉を口にした。二人の背後の壁かべには『青騎士』へと続く、光ひかり輝かがやく通路が口を開けている。ティアとルースは一年前とは逆に、その通路を使って去っていこうとしていた。そしてその通路が消えてしまえば、二度と彼かの女じよ達たちが姿を現すことはない。仮に再会があるとしても、ずっと先になる筈はずだった。

「ティア、こんな事で終わりじゃないよね？」

　いつも元気で明るい早苗だが、この時ばかりは表情が暗かった。早苗は口をへの字に曲げて、ティアとルースを見つめている。この時早苗が考えていたのは、かつてティアが口にした言葉だった。

　早苗が身体を取とり戻もどす時に、ティアは言った。異星人である事に悩なやんでいた時期があったが、そんな事は無む理り矢や理りにでも乗り越えてみせる、と。そして早苗も、記憶がなくなるという運命を、無理矢理に乗り越えろ、と。

　だから早苗は、ティアにこの別れも乗り越えて欲しいと思っている。今はお別れをしなければいけない状況だが、いずれまた共に笑いあえると信じたかった。

「無論じゃ。わらわはこんな事では諦めぬ。そなたらと大おお騒さわぎしながら生きると決めたのじゃ。すぐには無理かもしれぬが、必ず舞い戻る」

「約束だよ？」

「うむ。わらわは嘘うそはつかぬ。待っておれ」

「うんっ！」

　ティアは早苗の期待に応え、力強く頷うなずいた。そんな彼女の様子を見て、早苗はようやく笑顔を取り戻した。二度と会えない訳ではない。だったら笑顔で送り出すべきだった。

「ティアちゃん、これ」

　早苗の次はゆりかだった。

　パサ

　彼女は近所のコンビニの買かい物もの袋ぶくろをティアに差し出した。

「うん？　これは？」

「お菓か子しと漫まん画がの最新号ですぅ。宇宙船の中は退たい屈くつだろうと思ってぇ………」

　袋ふくろの中身は、ゆりかなりの心こころ遣づかいだった。

　フォルトーゼは一千万光年の彼方かなたにある。それだけの距離を移動するには、フォルトーゼの科学力であっても何日もの時間を要する。そこでゆりかは移動の暇ひま潰つぶしになりそうなものをプレゼントしようと考え、財さい布ふの中身と相談した結果、お菓子と漫画雑誌に落ち着いたのだった。

「ありがとう、ゆりか。楽しませて貰もらおう」

　ティアはゆりかの贈り物ものを笑顔で受け取った。

　実を言うと、暇潰しなら『青騎士』の中に山ほど用意されている。それは宇宙旅行における常備品と言えるだろう。また、船内時間を凍とう結けつしてしまえば、暇潰しすら必要ではなくなる。

　しかしティアはゆりかの気持ちが嬉しかったので、何も言わずに受け取った。本当は必要のないものだとか、コンビニのお菓子と雑誌は皇女へのプレゼントとしてはどうなのかとか、そんな事はどうでもいい事だった。

「いずれこちらに戻る時には、フォルトーゼの本やお菓子を持って参ろう」

「はいっ、是非にぃ！」

　ゆりかがティアの事を仲の良い友達としか思っていない事を、ティアは嬉しく思っている。それは今のティアにとって、皇女として敬意を向けられるよりも、ずっと嬉しい事なのだった。

「ティア殿どの」

「キリハ………急に立ち去る事になってしまい、大変申し訳なく思っておる」

　続いてキリハがやってくると、ティアは丁てい寧ねいに謝罪した。

　キリハの抱かかえている問題からすると、ティアというライバルが消失して、一〇六号室のパワーバランスが乱れる事が一番の問題だった。キリハとは敵対している急進派の者達が勢い付いてしまうと困るからだ。

「里見孝太郎が汝の代理となる訳だし、悪の魔ま法ほう少女の実在も証明された。短期的には汝が思うほど大きな動きにはならないだろう」

　しかしキリハ本人はそれほど気にしていなかった。

　孝太郎が領主としてこの部屋に残る訳だし、悪の魔法少女という一〇六号室を狙ねらう新たな敵の存在も確かく認にんされた。急進派は悪の魔法少女と裏で繋つながってはいるが、それを大っぴらに出来ない以上、表向きは動き出す訳にもいかない。おかげでキリハには、準備の為ための十分な時間があった。

「そうか。そなたがそう言うならば安心じゃの」

「任せておいてくれ。汝が戻るまで、部屋は我らが死守する」

「頼たのむ。信用しておるからの」

　キリハの手て強ごわさはティアが一番よく知っている。戦力で圧あつ倒とうしていてもなお、ティアが倒たおせなかった相手なのだ。キリハに任せておけば安心だった。

「………パルドムシーハ」

　ティアとキリハが話をしている間に、クランがルースの袖そでを引っ張った。

「クラン殿下………しばらくお別れでございますね」

「ええ。寂さびしくなりますわ」

　クランはフォルトーゼには帰らず、地球に残る事になっていた。公式には科学的な調査の続行という事になっているが、実際は孝太郎達たちのバックアップの為だった。

「それよりパルドムシーハ、少し覚かく悟ごを固めておく必要があるかもしれませんわよ」

「えっ？」

「実はわたくしの情じよう報ほう網もうの方には、エルファリア陛下の病気の事が流れてきておりませんの。もしかしたら、よっぽど悪い病状なのかもしれませんわ。だからティアミリスさんの事をその………」

「ありがとうございます、クラン殿下。感謝致します」

　クランのシュワイガ家は、ティアのマスティル家とは敵対関係にある。そしてシュワイガ家は科学技術に定評があるので、マスティル家とは逆に軍部との繋がりが強い。そのおかげでティアの持っている情報とは、少し性質の違ちがう情報が手に入る。

　現皇こう帝ていエルファリアの病気は、軍部やシュワイガ家としては喉のどから手が出るほど欲しい情報の筈。にもかかわらず、それが情報網に流れていない時点で、よほど厳重な情報規制がかけられている事が想像されるのだ。口にはしなかったが、クランはエルファリアが既に病死している可能性すらあると考えていた。

「何の話じゃ？」

　そこへキリハとの話を済ませたティアがやってくる。すると二人はそこまでの話題を打ち切り、ティアに笑いかけた。

「クラン殿下に色々と引ひき継つぎを」

「そ、そうですわ」

「そうか、そうじゃったな。わらわ達の代わりに、後を頼むぞ、クラン」

「………ええ、任されましたわ」

　咄とつ嗟さに口裏を合わせたクランとルースだったが、幸いティアが二人のやり取りを疑う事はなかった。ティアは笑顔を作り、素直にクランに別れの言葉を告げた。

「ティアちゃん、私と藍華さんからはこれを」

「昨日の今日で残念ですけれど………お元気で」

「ありがとう。そなたらも達者でな」

　静香と真希もプレゼントを用意していた。ティアは手て渡わたされたプレゼントの紙かみ袋ぶくろを覗のぞき込むと、相好を崩くずす。

「服か………嬉しい贈おくり物じゃ」

　静香と真希が用意したプレゼントは、駅前のショップで買った服や小物だった。地球ならではの贈り物で、しかも個人的に長く楽しめるもの、という観点から選えらび抜かれた品々だった。ティアも女の子であるから、このプレゼントは非常に嬉しいものだった。

「………なんだか、いろいろ負けた気がしますぅ」

　プレゼントの価格、品質、女の子としてのセンス。

　ゆりかは自分と静香達たちのプレゼントを比べて、大きく肩を落としていた。

「そんな事ないわよ、虹野さん。ティアミリスさんは、ちゃんと虹野さんのプレゼントを喜んでくれているわ」

「うむ。ハルミの言う通りじゃ。あれはあれで良いものじゃ。恥じる事はない」

「そう言って貰えると、救われますぅ」

「それに虹野さんがそうやって恥ずかしがっていたら、私のプレゼントなんてもっと恥ずかしいわ。………はい、ティアミリスさん」

「これは？」

「以前の演劇の台本です。そこに演劇部の皆みなさんから、寄せ書きを貰ってきました」

「おお！」

　続いてやってきた晴海が差し出したのは、一月に行われた演劇の台本だった。そしてその表紙には、演劇部の面々の寄せ書きが添そえられている。晴海が方々手を尽つくして用意したものだった。

「大変だったであろう？」

「いいえ。連れん絡らくしたら、皆さん自分から来て下さって………ティアミリスさんによろしくと仰っていました」

「そうか………時間があれば、演劇部の者達にも礼を言いたかったのだが………」

　しばらく台本の表紙を撫でていたティアは、やがて窓の向こう、夜の闇やみの中にひっそりとたたずむ吉祥春風高校の方向に目を向ける。かつてそこで繰くり広ひろげられた演劇は、ティアに大きな成長をもたらした、思い出深いものだった。

「ティアミリスさんの台本のおかげで、私にもたくさんお友達が出来て………だから、とても残念です」

「ハルミ………わらわもじゃ。そなたとは一度ゆっくり話がしてみたかった」

　ティアと晴海は握あく手しゆを交かわす。お互たがい、心のどこかで意識し合っていた相手だった。ティアは晴海の皇女然とした演技に憧あこがれていて、晴海はティアの太陽のような存在感に憧れていた。互いに無い物を持つ相手だから、相手から学ぶものは決して少なくない。そういう相手との別れは、二人にとってとても残念な出来事だった。

「ティア、ルースさん」

　少女達がお別れを済ませるのを待ち、最後にやってきたのが孝太郎だった。

「コータロー」

「サトミ様、今日までお世話になりました………」

　ティアとルースは孝太郎の前に立ち、その顔を見上げる。宇宙の果てで巡めぐり合あった沢たく山さんの友人達。そして積み重なる日々の中から、奇跡のように見み出いだした、最愛の相手。目前に迫せまった別れを前に、二人は泣き出してしまわないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「ティア、お前はよくやったよ。胸を張って帰るといい。そして、久しぶりにお母さんに甘あまえてこい」

「うむ………そうさせてもらおう………」

「ルースさんも、ご家族に会って、ゆっくりして下さい。そしていつかまた、二人でここへ会いに来てください。俺おれ達たちはいつまでも待っていますから」

　そんな孝太郎の言葉に、他の少女達もしっかりと頷く。この時の孝太郎の言葉は、一同の総意だった。

「サトミ様………はい………はいっ！」

　堪こらえ切れず、ルースは涙なみだを流し始める。そんなに簡単に涙を我が慢まんできるほど、浅い付き合いではないから。

「コータロー、この部屋の事はそなたに一任する。土地が小さいからといって油断するでないぞ。わらわが戻るまで、領主として立派にここを守り抜ぬけ」

「心配ない。俺は神聖フォルトーゼ銀河皇国のティアミリス皇女殿でん下かを相手に、一歩も退ひかずにこの部屋を守り切った男だぞ」

「………そうであったな」

　しかしここでもやはり、ティアは涙を堪えた。その瞳ひとみは潤うるみ、揺ゆれていたが、涙を零こぼす事はなかった。それが彼女の皇女としての意地であり、また、再会を誓う強い意志の現れでもあった。

「では、そろそろ参るとするか」

「もう行くのか？」

「うむ。こうしていると、そなたらを全員連れて行きたくなるでな。………ルース」

「はい。皆様、本当にありがとうございました。………さようなら」

「さらばじゃ」

　ティアとルースは最後にもう一度別れの言葉を告げ、身を翻ひるがえした。そして部屋の奥おくにある『青騎士』へと通じる光のゲートへ向かう。

「ティアッ、時々お手紙ちょうだいねっ！　あたしも出すからっ！」

「さらばだティア殿。また会える日を、楽しみにしている」

「ティアちゃんっ！　漫画の続き、買っておきますぅっ！」

　そんな二人の背中に、後に残った七人の少女達の声が飛ぶ。その数の多さと強さに、ティアとルースは自分達が幸せであった事を改めて知らされた。

　ブゥン

　二人の接近を感知して、小さなうなりと共に『青騎士』へと通じるゲートが開く。その瞬しゆん間かん、孝太郎は二人の事を呼び止めたい衝しよう動どうに駆られた。

　―――待て、行くな二人ともっ！

　だが、孝太郎は結局その言葉を口には出ださなかった。それが彼女達を困らせると、知っていたから。言葉は孝太郎の胸の中で反はん響きようするばかり。孝太郎は一人だけ、何も言えなかった。

　しかしティアとルースが姿を消す直前、二人は何気ない感じで背後を振り返った。それはまるで、孝太郎の心の声が届いたかのような、そんなタイミングだった。そしてただ無言で孝太郎を見つめる。孝太郎の姿を、その目に焼き付けようとするかのように。

　―――ティア、ルースさん………。

　そうして二人は、光の中へ消えていった。

　残された八人はもはや何も言えず、部屋には静せい寂じやくが訪おとずれた。部屋に音が戻るのは、それからしばらく後の事だ。そしてそうなる少し前に、鮮あざやかに晴れた満天の星空を、一筋の青い流れ星が、駆け抜けていくのだった。







晴海とアライア　五月一日（土）







　ティアとルースが帰国した数日後。孝こう太た郎ろうはクランのもとを訪れていた。

　ティア達が帰国してしまったので、ころな荘そうの防衛力は大きく落ち込んでいた。これはティアやルース達自身はもちろん、宇宙戦せん艦かん『青騎士』の支し援えんが得られなくなった為だった。人的な穴は真ま希きや晴はる海みがカバーするにしても、宇宙戦艦である『青騎士』の穴を埋うめられるのはやはり宇宙戦艦しかない。そこでクランは自身の宇宙戦艦『朧ろう月げつ』をフォルトーゼから呼よび戻し、『青騎士』の代わりにころな荘上空へ配置した。『朧月』は『青騎士』に比べると攻こう撃げき力りよくでは若じやつ干かん劣おとっていたが、クランの属するシュワイガ家が科学に強い分だけ隠おん密みつや索さく敵てきの性能では優すぐれている。その為『朧月』は敵の先制攻こう撃げきを防ぐ上では決して『青騎士』に劣おとる艦かんではない。おかげで一〇六号室はこれまで通りの防衛力を確保する事となった。

　そしてこの事には、もう一つ重要なメリットがあった。この『朧月』は科学で突とつ出しゆつした業績のあるシュワイガ家が作り上げたものなので、当然、最新の医い療りよう機器が導入されている。その為、持病を抱えている人間にとっては、この『朧月』の存在は非常に心強いものなのだった。










　この日、孝太郎がクランのもとを訪れたのは、先日『朧月』の機器を使って改めて行われた晴海の健康診しん断だんについて、詳くわしい話を聞く為だった。孝太郎は、晴海がアライアの代わりにシグナルティンを扱あつかった事について、クランから意見を聞きたかったのだ。

「個人的な情報になりますから、ハルミ自身のデータは割かつ愛あいしますわよ？」

「ああ」

　クランは自身の研究用デスクに腰こし掛かけ、備え付けのコンピューターから晴海の健康診断の結果を呼び出した。そしてその内容について、孝太郎に分かる表現で説明を始めた。

「大まかに健康診断の結果を言いますと、特に目立った問題はありませんでしたわ。生まれつき身体からだが弱かったりはしますけれど、フォルトーゼの科学力で大分フォローして差し上げられますし」

　フォルトーゼの医学は、地球のそれを大きく凌りよう駕がしている。晴海は生まれつき身体が弱いが、フォルトーゼの医い療りよう技術があれば、健康な人間に近い生活を送ることもそう難しくはなかった。

「わたくし達の仲間になった事で、敵の攻撃に晒さらされる危険が増えましたけれど、反対に病気のリスクは低減して、全体では大きな変化はないかもしれませんわね」

「そうか………そういう面もあるなら、先せん輩ぱいを俺達の問題に巻き込んでしまった事も、少しは気が軽くなるな」

　孝太郎は晴海を今後の戦いに巻き込んでしまうであろう事を気に病やんでいた。だが、結果的に高度な医療を施ほどこす事が出来るようになったので、悪い面ばかりではないと考える事も出来るだろう。

「………何事にも、良い面と悪い面がありますわ」

　クランはそう言うと、コンピューターを操作する手を休め、軽く目を細める。眼鏡の向こう側にあるその瞳は、いつになく優やさしい。

「わたくしとあなたが出会った事だってそうでしょう？」

「そういえば………」

　孝太郎とクランは、初めは敵同士だった。激しい争いを繰り返し、ともすれば命を奪うばいかねないような勢いで戦っていた。それは明らかな悪い面だろう。しかし今は違う。互いを大切に思い、支え合っている。これは二人の出会いがもたらした、良い面だった。

「ティアミリスさんだってそうですわ。わたくし達とは離はなれ離ばなれになりましたけれど、久しぶりにお母様と再会できるのですから」

「ああ、そうだな」

　ティアはずっと家族と離れて暮らしていた。地球で出来た友人とは別れる事になってしまったが、家族とは再会できる。ティアの視点に立てば、決して悪い事ばかりではない筈だった。

「………さて、ここからが本題ですわ」

　クランはそう前置きして眼鏡の位置を直すと、再びコンピューターの操作を始めた。表示されている映像が切きり替かわり、別のデータが表示されていく。

「結論から申しますわね。心理分ぶん析せきの結果は、ハルミはあくまでハルミ、という結論になりましたわ」

「そうか………」

　孝太郎はクランの報告を聞くと、一度大きく息を吐はき出した。実は孝太郎は、この報告が聞きたくて、クランを訪ねてきたのだ。

　少し前、晴海はまるでアライアのようにシグナルティンを操あやつった。すると自然と孝太郎の頭の中に、こういう推論が浮うかんだ。晴海とアライアには、何らかの関係があるのではないか、と。

　そこで孝太郎はクランに、晴海の健康診断だけでなく、心の方の診断も行うように依い頼らいした。その結果が、先さき程ほどのクランの言葉だった。

「ハルミはアライアさんの記き憶おくを持っていますけれど、人格にはその影響は出ておりませんの。ハルミの中にあるアライアさんの記憶は、演劇の役作りのイメージと完全に一体化していますわ。おかげでハルミの記憶とアライアさんの記憶には明確な線引きがあって、ハルミがアライアさんと自分の記憶を混同するような状態にはありませんの」

「待ってくれ、アライア陛下の記憶はどこからやってきたんだ？」

「魔法は専門外なのでここからは推測になりますけれど………恐らくは、シグナルティンからだと思いますわ」

「あの剣けんが？」

「わたくしはそう考えておりますわ。シグナルティンは真の力を発揮する上でアライアさんを必要としている。しかしこの時代にはアライアさんはいない。そこでシグナルティンは代役を求めた」

「それで桜庭さくらば先輩が選ばれた？」

「ええ。ハルミは演劇の役作りの為に、明確にアライアさんのイメージを持っていますでしょう？　また同じ理由から、自分とアライアさんの境界線も明確に意識出来ている。ですから、そのイメージの上にアライアさん本人の記憶を上書きすれば、ハルミの記憶を混乱させる事なく、シグナルティンの使い方を伝えられる、という事になりますわね」

「そういう事か………」

　クランの説明は孝太郎にも納なつ得とくのいくものだった。

　孝太郎と真希の契けい約やくがそうであったように、シグナルティンは必要以上に他人の精神に介かい入にゆうする事を好まない。そのあたりはシグナルティンの封ふう印いんを解放したアライアの精神性を継けい承しようしている。

　そうなるとシグナルティンがアライアの代役を求めて、彼女の記憶を誰だれかに伝えようとする場合、もっとも記憶の影響を受けにくい人間を選ぶ事は想像に難かたくなかった。そうなると、晴海の存在はシグナルティンにとって渡わたりに船だったろう。演劇の役作りという下地があるおかげで、彼女が記憶に混乱させられる恐れはなかったから。

　それにシグナルティンが保持しているアライアの記憶は、演劇のラストシーンと同じ場所で途と切ぎれている。だから記憶が上書きされても役作りのディティールが増すだけで、矛む盾じゆんは起こらない。

　こうした様々な理由から、晴海ほど矛盾なくアライアの記憶を受け入れられる人間は、他に存在していないのだった。

「アライア陛下なら、きっとそういうやり方をするだろう」

「実は可能性はもう一つあるのですけれど………こちらは魔法以上に夢みたいな話なので、流石さすがにないと思いますわ」

「どういう事だ？」

「単なる偶ぐう然ぜん、という事ですわ。たまたまアライアさんと同じ事が出来るハルミが、そこにいたという。しかしそれは科学的ではないでしょう？」

「そうだな。お前には受け入れにくいだろう」

「こんなの、科学に携たずさわる者として、プライドが許しませんわ」

　クランは偶然とだけ言ったが、実はこの時彼女は、もう少しだけ踏ふみ込んだ想像をしていた。

　―――ハルミはアライアさんの生まれ変わりで、それが偶然ベルトリオンの先輩として身近なところで生きていた。シグナルティンはそんな彼女に接せつ触しよくして、生まれ変わる前の記憶を呼び覚ました………などという都合のいい偶然が、あってたまるものですかっ！

　この想像を口にすることは、科学者である彼女には難しかった。あまりにもおとぎ話めいていて、彼女のプライドが許さなかったのだ。

「ともかく、ハルミはハルミ。彼女はアライアさんではない。そういう事ですわ」

「よく分かった。ありがとう、クラン。これですっきりしたよ」

　孝太郎はあの日からずっと気になっていたのだ。何らかの形で、晴海の中にアライアがいるのではないか、と。だから晴海にどう接していいのかが分からなくなり、ここ数日彼女との会話がぎこちなくなってしまっていた。

　しかし今のクランの話から、晴海はアライアの記憶を持ってはいても、あくまで晴海だという事が分かった。その事を理解した孝太郎は、アライアに会えなかった事を残念に思いながらも、晴海が晴海のままである事に安堵しているのだった。







皇帝エルファリア　五月十九日（水）







　ゆりかの大学受験対策が始まってから、一ヶか月げつが過ぎようとしていた。孝こう太た郎ろうの厳しい指導により、算数ドリルは週ごとに一学年ずつ上がっている。その為今日のゆりかは、小学五年生のドリルに挑ちよう戦せんしていた。

「………えっとぉ、太た郎ろう君の三科目の平均点は六十点なんだからぁ、国語の点数が八十点だったらぁ、四科目の平均点はぁ、七十点かなぁ～？」

　平均という統計の初歩を学び始めたゆりか。だがまだ完全な理解には至っておらず、この時の計算結果は間ま違ちがっていた。

「はっ、ちがうっ!!　これはひっかけ、きっと罠わなですぅっ!!」

　しかしこの一ヶ月で鍛きたえ上あげられたゆりかは、危ないところで誤りに気付いた。

　―――里さと見みさんが最後に出した問題が、こんなに簡単に解ける筈がないっ！　きっと何かっ、私が見落としている罠があるはずっ！

　それは数学的な思考で気付いた訳ではなく、この一ヶ月の間に孝太郎との勉強で身に付いた、危険に対する直感が気付かせたものだった。見せかけの希望は、より大きな絶望の入り口である―――今のゆりかは、その事を誰よりもよく知っていた。

「そうだぁっ！　平均との平均は取っちゃダメなんだったぁっ！　まず平均点から三科目の合計を出してぇ、そこに八十を足してぇ、その後に四で割って平均を取れば………えとっ、六十五ですぅっ!!　里見さんっ、出来ましたよぉっ!?」

　自らに迫る危険を察知したゆりかは、見事に正しい答えを導き出した。嬉うれしくなったゆりかは、得意げな満面の笑え顔がおで算数ドリルを広げ、孝太郎に向かって差し出した。

「………」

　だが、その孝太郎は窓の外を眺ながめたまま、沈ちん黙もくを守っていた。だからゆりかは、問題が解けた事を伝える為に、もう一度孝太郎の名前を呼ばなければならなかった。

「………さとみさん？」

「ん？　ああ、済まん。出来たのか？」

「はいぃっ！　太郎君の四科目の平均点は、六十五点ですぅ！」

　ゆりかは再び笑顔になると、孝太郎に算数ドリルを手渡した。孝太郎はその解答を確認すると、大きく頷いた。

「正解だ」

　この問題は、この日の仕上げにやらせた問題だった。その問題にゆりかは正しく解答したので、ゆりかはこの日の課題をきちんと習得したという事になる。だから今日はもう厳しくする必要はない。孝太郎は満足してゆりかに笑いかけた。

「よく頑がん張ばったな、ゆりか」

「はいっ！」

　孝太郎の気配が緩ゆるんだのを感じ取り、ゆりかは孝太郎に向かって軽く頭を差し出す。それは早さ苗なえがよくやる仕草で、最近はゆりかも真ま似ねするようになっていた。

「えらい、えらい」

「虹にじ野のゆりか、がんばりましたっ！」

　孝太郎の大きな手が、ゆりかの頭を撫なでる。ゆりかは嬉しそうに目を細め、されるがままになっていた。ゆりかは最近、こうして孝太郎に褒ほめられるのが大好きだった。ゆりかは女の子として、孝太郎に良いところを見せたいという願望がある。こうやって褒められると、その願望が満たされる上に、スキンシップとしても単純に嬉しい。おかげで最近のゆりかは何とか褒めて貰おうと、勉強に対しても前向きになり始めている。そしてこの時においても、その前向きさが発揮されていた。

「うん？　今日はもうお終しまいで良いんだぞ？」

　孝太郎はこの日はもう終わりで良いと考えていたのだが、ゆりかは何な故ぜかそのまま算数ドリルのページをめくっていた。

「はいぃ。でもでもぉ、明日の分の予習をしておこうと思ってぇ」

「それは感心だな。だが、あまり無理はしないようにな？」

「はいっ！」

　予習をしておけば、明日の勉強が楽になる。それは褒めて貰いやすくなるという事。そして今がそうだったように、予習をしている事自体も褒めて貰える。勉強は自分達たちの未来にとってどうしても必要なもの。だったらこうして前向きになった方が、ゆりかにとって嬉しい事が多いのだった。

　ブゥゥゥゥン

　そんな時、ポケットの中で孝太郎の携けい帯たい電話が唸うなり始める。孝太郎が取り出して画面を覗くと、そこには一番の悪友の名前が表示されていた。

「………マッケンジーか。こんな時間に珍めずらしいな」

　孝太郎は携帯電話を手に立ち上がる。一〇六号室は人間が多いので、電話をするには向かない。孝太郎はゆりかをちゃぶ台に残して、六畳じよう間から出て行った。

「いってらっしゃい、里見さん。………よし、もうちょっとやっておこうっと」

　ゆりかは孝太郎の背中を見送ると、再びドリルと向かい合う。するとゆりか達の勉強が終わったのを見計らい、他の少女達がちゃぶ台へ集まってきた。

「里見君、また星空を見ていましたね………」

　最初に口を開いたのは、ゆりかの横に座すわった晴はる海みだった。

　晴海の自宅の部屋は、クランの『朧月』を介かいして一〇六号室と繋がっている。技術的にはティア達が『青あお騎き士し』と行き来していたのと同じものだ。おかげでここ最近は、一〇六号室でその姿を見る事が多くなっていた。

「やっぱりティアの事が気になるんじゃない？　まぁ………その辺はあたし達もそうなんだけどさ………」

　早苗はせんべいをかじりながら晴海の言葉に答えると、そのまま視線を窓に向けた。そこには夏の美しい星空が広がっている。そのずっと向こうに、ティアとルースは帰って行った。だから孝太郎だけでなく、早苗達たちもまた、そうして星空を見上げる事が多くなっていた。

　ちなみに早苗の自宅の部屋も、晴海の部屋と同じ方法で一〇六号室に繋がっている。早苗の両親はゆりかの事を信しん頼らいしているので、早苗は晴海以上に一〇六号室にいる事が多くなっている。ダークネスレインボゥの脅きよう威いがある以上、彼かれらは早苗をゆりかの傍そばに置いておきたいのだった。

「一年以上一いつ緒しよに過ごした相手だもの。普ふ通つうはそうよ」

　静しず香かも早苗と一緒に星空を見上げる。静香にとっても、ティアとルースは身近な付き合いをしてきた相手だった。最初の頃ころは、無む茶ちやをするティアを怒ど鳴なり続ける毎日だった。しかしそれは最初だけで、想おもい出での殆ほとんどは楽しいものばかり。そんな二人が帰ってしまったので、まるで日常生活の一部分が、ばっさりと切り取られてしまったかのような気分だった。

「………やっぱり私じゃあ、ティアさんやルースさんの代わりにはなれないんですね」

　最近一〇六号室へやってきた真ま希きは、他の者達と比べると若じやつ干かんティアやルースとの繋がりが薄うすい。おかげで彼かの女じよの気持ちは、ティア達よりも、この場にいる少女達や孝太郎に向けられていた。

「誰も、他の誰かの代わりにはなれない。この場にいる人間の誰が欠けても、我々は同じような気持ちを味わうのだろう」

　寂しそうに表情を曇くもらせた真希に、キリハが言葉をかける。すると真希は顔を上げ、自分の胸にそっと手を当てた。

「私でも？」

「もちろんそうだ。汝なんじも既すでに、我々の生活の一部なのだからな」

「あ………はいっ！」

　キリハのフォローのおかげで、真希は少しだけ表情を明るくして頷うなずいた。真希にもキリハの言葉は実感があった。やってきてから既に一ヶ月。この部屋での生活は真希にとって重要な意味を持ち始めている。それをキリハの側から言葉にして貰もらえた事で、真希は自分の居場所はここでいいのだと感じ始めていた。

「ただ………あの人の場合は、それだけとは言い切れないと思いますわ」

　最後に口を開いたのはクラン。彼女は狭せまい畳の上を嫌きらい、自身の発明品を使って宙に浮いている。その姿は、かつての早苗を彷ほう彿ふつとさせるものだった。

「大だい丈じよう夫ぶです。その部分は、私達みんなで支えれば平気です」

　ゆりかはペンを置くと、きっぱりとそう断言した。

　家族を衝しよう撃げき的てきな形で失った孝太郎にとって、親しい人間との別れは特別な意味を持つ。だがゆりかは悲観していない。自分達ならきっと孝太郎を守ってやれる。今のゆりかはそれを固く信じているのだった。

「………どうした、みんなで真ま面じ目めな顔をして？　何かあったのか？」

　ちょうどそこへ賢けん治じとの電話を終えた孝太郎が帰ってくる。そして孝太郎は部屋の空気の重さに気付き、不思議そうに首を傾かしげた。

「とぉ～～～うっ！」

　そんな孝太郎に向かって、ゆりかが飛びかかっていく。そして孝太郎の身体からだにしがみつき、いつもかけられている関かん節せつ技わざをかけようとする。ゆりかは知っている。必要なのは、言葉でも、沈黙を守る事でもない。行動し、注ぎ続ける事なのだ、と。そして同じ事をゆりか自身も求めている。孝太郎とゆりか双そう方ほうの為ために、こうする事が必要なのだった。

「なんだなんだぁっ!?」

「くぅらぁええぇぇえぇぇぇぇぇっ!!」

「なんだか分からんが、甘いっ!!」

　めきめきめき

「ぎゃあああぁあぁぁぁああぁぁぁぁっ!?」

　しかしゆりかの格かく闘とう技ぎの技量などたかが知れている。孝太郎にあっさりと技わざを破られ、反対に締しめ上げられ始める。ゆりかの表情は痛みで大きく歪ゆがんでいる。だが彼女は、この結果に満足していた。

「ゆりかちゃん………」

「見事だ、虹野ゆりか。彼女は我々に何が必要で、どうすればいいのかを知っている」

　一見、技を返されて逆に酷ひどい目に遭あっているだけのように見えるこの状じよう況きよう。

　しかしそれこそが必要であって、ゆりかは迷う事なく実行した。

　その事が、見守る少女達の胸にも少しずつ浸しん透とうしていった。

「たーっ！」

「わあっ!?　今度は誰だっ!?　さ、さくらばせんぱいっ!?」

　ゆりかに触しよく発はつされて動き出したのは、普ふ段だんは大人しい晴海だった。彼女はゆりかに答えを与あたえた人物。それだけに、誰よりもその行動の意味を知っていた。

「えいっ」

　晴海はうろ覚えの記憶を頼たよりに、孝太郎の足を捕つかまえて関節技をかけようとする。しかし力の弱い彼女では、孝太郎の力を抑おさえ込む事が出来ない。そこで晴海はその美しい髪かみを振ふり乱みだしながら、他の少女達に呼び掛かけた。

「みんなっ、手伝ってっ！」

「格かく闘とうなら得意よっ！」
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「ここはこのあたしっ、早苗ちゃんにお任せなさいっ！　背中に乗ってはや一年！　孝太郎のくすぐったいところは全部知っているっ！」

　晴海の言葉に真っ先に応こたえたのは静香と早苗。二人は嬉き々きとして孝太郎への攻撃に参加した。

「まったくもう………肉体労働は専門外ですわっ」

「私は意外と得意です。それに、楽しそうじゃないですか？」

　クランと真希もそれに続く。二人とも蚊か帳やの外は嫌いやだった。

「ふふ、面おも白しろくなってきた」

　そして最後はキリハ。孝太郎への悪いた戯ずらが生いき甲がい斐の彼女にとって、この状況で黙だまって見ている事などあり得なかった。

「なっ、なんなんだいきなりっ、わはははははっ！　いててててて、あははははっ！」

　技をかける者、くすぐる者、ただ抱だき付ついて動きを封ふうじる者。

　七人がかりで攻せめられると、流石さすがの孝太郎もまるで身動きが取れず、無力にくすぐったさと痛みとに耐たえなければならなかった。

「なんできゅうにこんなっ、いででででっ、そこはまずいっ、まずいからっ、わはははははっ!!」

「諦あきらめろ、里見孝太郎。抵てい抗こうは無意味だ」

「わ～～～～!!」

　孝太郎の何度目かの悲鳴が、一〇六号室に木こ霊だまする。だがその次の瞬間、孝太郎の悲鳴を掻かき消けすほどに大きな音が六畳間に響ひびき渡った。

　ファオンファオンファオン

　それは大きな不安を誘さそう、けたたましいサイレンだった。そのサイレンは孝太郎とクランが身に着けている腕うで輪わから鳴なり響いていた。

『大規模の時じ空くう震しんを感知。信しん頼らい度ど九十八パーセントでワープアウト反応と推定』

　サイレンの音で、全員が反射的に動きを止めていた。部屋には静寂が戻もどり、聞こえるのは腕輪から流れ出る状況報告の声だけ。そしてこの声は、クランの宇宙戦艦『朧月』の人工知能のものだった。

『空間歪わい曲きよく率りつから質量を算定。警告。数分後に四隻せきの艦かん艇ていがワープアウト。編成は皇族級宇宙戦艦一、宇宙空母一、中型の戦せん闘とう艦かん艇てい二。信頼度は九十パーセント。緊きん急きゆう事態です、マイプリンセス』

　そしてその報告の内容は、大きな戦いの始まりを告げる号ごう砲ほうだった。










　腕輪から警告を受けた孝太郎達たちは、大おお慌あわてで『朧月』のブリッジへ移動した。単にティアが再び来訪するなら事前に連れん絡らくがある筈はずだし、四隻もの宇宙船を揃そろえてやってくるとも思えない。地球の周辺宙域に出現しようとしているのが何者であっても、何らかの事件が起こりつつある事は間違いない状況だった。

『緊急救難信号を受信。超ちよう空くう間かん通信を利用して発信されています。発信源は特定出来ませんが、信号の強度からみて、信頼度九十九パーセント以上で四隻のいずれかからの発信と推定』

　ブリッジに上がった直後、新たな報告がもたらされた。それは出現しようとしている四隻の船から、救難信号が発信されているというものだった。それがどの船から発信されているのかは定かではない。そのうちの一隻からなのか、それとも四隻全すべてからなのかも分からない。ワープ中の艦との通信は難しいので、状況はまるで分からなかった。

　しかしクランは、その報告を聞いた瞬間に発信者の名前を口にした。

「………ティアミリスさんですわ」

「確かなのか？」

「ええ。この状況ではティアミリスさん以外に考えられませんわ」

　この時クランは、救難信号の発信者はティアで間違いないと考えていた。

　もしこれが単なるワープ中の事故を知らせる信号であるなら、超空間通信の全帯域を使って発信されている筈だった。にもかかわらず、使用している帯域は『朧月』が通常利用している帯域に絞しぼられている。つまりこれは地球の近くに『朧月』がいる事を知っている人間による通信だという事だ。そして出現しようとしている四隻の艦の中に、一隻だけ皇族級宇宙戦艦が含ふくまれている事からすると、それが『青騎士』であると考えるのが妥だ当とうだった。

「そして恐おそらく、大きなトラブルを抱かかえている筈ですわ」

「………だろうな」

　クランの言葉に、孝太郎は厳しい表情で頷く。しかしその隣となりにいた早苗には意味が分からず、首を傾げた。

「ねぇメガネッ娘こ、どうして分かるの？」

「わたくしに助けを求めているからですわ。ティアミリスさんがわたくしへの配はい慮りよを無視して、助けを求めなければいけない理由は何ですの？」

「そっか。あんたってあたし達とは仲良しだけど、実家はティアんとことライバルなんだもんね」

　ティアは本来、この場所にいるクランの事を隠かくしておきたい筈だった。そうしないとシュワイガ家の中でクランの立場が悪くなるからだ。しかしそれを分かっていてなお、ティアは助けを求めざるを得なかった。つまりそれが必要なほど、重要かつ危険な状況にあるという事なのだった。

「クラン、助けに行くぞ。その『青騎士』らしい戦艦が出てくる位置へ向かってくれ」

「そう仰おつしやると思いましたので、既に向かっていますわ」

「済まん、恩に着る」

　孝太郎は感謝の言葉を口にしながら、クランの肩かたに手を置く。するとクランは孝太郎の手に自身のそれを重ねて笑う。

「構いませんわ。ティアミリスさんに勝ち逃にげをさせる訳には参りませんもの」

「そうだな、お前の言う通りだ」

　孝太郎はクランの肩を軽く握にぎり締めると、彼女から離れて『朧月』ブリッジ前方へ移動していく。そこには大型のディスプレイがあり、漆しつ黒こくの宇宙とそこに輝かがやく星空を映し出して窓の代わりをしていた。そしてその星空に重なり合うようにして、様々な情報が映し出だされている。四隻の宇宙船がそこに出現するのは、もうすぐだった。










　最初に星空の中に現れたのは、四つの青い光だった。それは唐とう突とつに『朧ろう月げつ』の進行方向上に現れた。近くに一つ、遠くに三つ。『朧月』が予測した通りの位置だった。

『時空震感知。四隻の宇宙艦艇のワープアウト。皇族級宇宙戦艦一、宇宙空母一、宇宙戦艦一、宇宙防衛艦一。艦かん籍せき確かく認にん、先頭の艦は神聖フォルトーゼ銀河皇国所属、皇族級宇宙戦艦七番艦「レイオス・ファトラ・ベルトリオン」。他三隻は所属、艦かん名めい共に不明』

　出現した四つの光は、まるで流れ星のように輝く尾おを引きながら飛んでいく。するとこれも流れ星と同様に、光がゆっくりと衰おとろえていく。その代わりに、光の中にある巨きよ大だいな物体が徐じよ々じよに姿を現す。四つの光の中にあったのは、四隻の巨大な宇宙船だった。

『ワープアウトと同時に「レイオス・ファトラ・ベルトリオン」より重力波通信によるメッセージを受信。「所属不明の艦艇より攻撃を受けている。至急、救きゆう援えんを乞こう」』

　四隻の宇宙船は、一隻を三隻が追いかけるような位置関係で飛行を続けていた。

　先頭の一隻は全長一キロメートルを超こえる一ひと際きわ巨きよ大だいな宇宙船で、しかも人間の形をしている。そしてその後を、三隻の宇宙船が横並びになって追いかけていた。

「あれってティアちゃんの宇宙船よねっ!?　やられてるわっ!!」

　静香が『朧月』のブリッジの正面に設置されているモニターを指さして悲鳴を上げる。追われている人型の宇宙船―――『青騎士』は、その船体に大きな傷が幾いくつも刻まれていた。傷からは船内の機械装置が覗のぞき、傷の周辺は真っ黒に焼やけ焦こげている。おかげで白と青で塗ぬり分わけられた優美な船体は、その輝きを大きくくすませてしまっていた。

「孝太郎っ、ティアが撃うたれてるよっ！　急がないとっ！」

　その傷を刻んだのは、もちろん追つい跡せきしている三隻の宇宙船だった。今も攻撃は続いていて、宇宙空間をレーザーやビームの光が華はなやかに彩いろどっている。そしてその光を、時折ミサイルの噴ふん射しや炎えんがかき乱す。それに対して『青騎士』の側からも反はん撃げきは行われていたが、この時点までで受けたダメージが大きいせいか、反撃は散発的なものに留とどまっていた。

「まずいっ!!　クランッ、何とかできないかっ!?」

「やってみますわっ！」

　孝太郎の求めに応じて、クランは自分の席にある装置を操作して『青騎士』をカバーするように『朧月』に命じると、通信回線を開いた。

「………こちらは神聖フォルトーゼ銀河皇国第二皇女クラリオーサ・ダオラ・フォルトーゼ。所属不明の三隻の艦艇に告ぐ。ただちに攻撃を止やめて投降なさい。今なら命は助けて差し上げましてよ」

　クランの声は重力波通信の全帯域を使って発信された。フォルトーゼの艦艇であれば、この声が聞こえない筈はなかった。

「キリハさん、攻撃停止命令が通用すると思うか？」

　孝太郎は厳しい表情でモニターの様子を見つめながら、傍かたわらのキリハに意見を求める。するとキリハは少し考えてからそれに答えた。

「………通用する可能性は低くはない。だが、むしろ通用した時の方が状況は複雑だ」

　そのキリハの言葉が終わる前に、三隻の宇宙船は攻撃を中止して速度を緩め始めた。

「クランッ！」

「分かってますわっ！」

　そしてその隙すきを突ついて、クランは三隻の宇宙船と『青騎士』の間に『朧月』を割り込ませる。純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力では『青騎士』に劣る『朧月』だが、ダメージを負った今の『青騎士』よりは強い。危険だが『青騎士』を守る為には必要な行こう為いだった。

　こうして三隻の宇宙船と『朧月』の睨にらみ合あいが始まった。三隻の宇宙船は出方を決めかねているのか、そのままで動こうとしない。

「………クラン、もしもの時は『青騎士』と連れん携けいして反撃を」

　孝太郎は額に汗あせをにじませながら、クランの肩に手を置く。その手に僅わずかに力が入ってしまうのは、この状況が極きわめて危険である事を理解している為だった。

「………ええ………わかって、いますわ………」

　クランは眼鏡の位置を直しながら、食い入るように前方のモニターを見つめている。クランも危険を感じていた。『朧月』と傷付いた『青騎士』では、この三隻の宇宙船と戦って勝てるかどうかは分からないのだ。

「さて、どう出る………？」

「いっちゃえっ、いっちゃえっ」

「こんな場所で死にたくないですぅっ！」

「神様………」

「………何も出来ないのがもどかしいですね」

「殴なぐって済めば簡単なのにぃっ！」

　宇宙船同士の戦いとなると、六畳間の少女達に出来る事は殆どない。クラン以外の六人の少女達は、ただティアや自分達の無事を祈いのる事しか出来なかった。そして『朧月』のブリッジの緊きん張ちよう感かんが最高に達した、その時だった。

『宇宙空母が小型のコンテナを射出。重力震感知、ワープフィールドの発生を確かく認にん。三隻の不明艦かんが後退します』

　三隻の宇宙船は再び青い光に包まれる。宇宙船を包つつんだ光は、長ちよう距きよ離りを短時間で移動する為の技術だ。彼らは戦いを止め、撤てつ退たいを選せん択たくしたのだ。

「………コータロー、どうしますの？」

「そのまま行かせてしまえ。状況がよく分からない」

「分かりましたわ」

　三隻の宇宙船はクランが求めたように投降はしなかったが、クランは彼らを攻こう撃げきせず、そのまま見送った。すると三隻の宇宙船は青い光に包まれて加速していき、流れ星のような長い尾を引き始める。

『三隻の不明艦がこの宙域を離れます』

　そして尾の長さが出現した時と同じぐらいの長さになった時、三隻の宇宙船は唐突に姿を消した。その飛行速度は光の速度を大きく上回っている。誰に目にも、消しよう滅めつしたようにしか見えなかった。

　そして彼らが消えた後には、空母から射出された小さなコンテナが、ぽつんと一つだけ残されていた。










　画面の中でゆっくりと大きくなる『青騎士』は傷だらけだった。孝太郎は元の優美な姿を知っているだけに、この姿はショックだった。そしてこれ程ほどの激しい攻撃を受けるような危機を、ティア達は自分達だけの力で乗り切ってきたのだ。

　―――ティア、フォルトーゼで一体何があった？

　船体のダメージの大きさと同じだけ、孝太郎の胸の中で不安が募つのる。一刻も早く、ティアとルースの無事を確かめたかった。

「クラン、すぐに向こうへ行けないか？」

「少しお待ちなさいな。宇宙船三隻の超空間航法の影えい響きようで、この辺りの空間が不安定ですの。生身の人間を転送するのはまだ危険ですわ」

「そうか………」

　孝太郎は不安を押おし殺ころし、近付いてくる『青騎士』の姿を見つめる。『青騎士』が『朧月』に接触するまで、もう何分かの時間が必要だった。

「それよりコータロー、先さき程ほどのコンテナの中身が分かりましたわ」

　クランは自身のパネルを操作して、孝太郎の前に立体映像を表示させる。奇き妙みような事に、そこに表示されていたのはフォルトーゼ様式の男性用スーツだった。それも宇宙服や戦闘用のそれではない。ファッショナブルで上品な仕立ての、新品のフォーマルスーツだった。

「これが中身か？」

「ええ。無人機を送った意味がまるでありませんでしたわね」

　コンテナを『朧月』で直接回収するのは危険だった為に、クランは無人の作業機械を送って詳しよう細さいな調査を行った。だがコンテナの中には危険物は入っておらず、布の反応しかなかった。そこでコンテナを開かい封ふうして中身を取り出したところ、出てきたのがこのスーツだった。

「他には？」

「何も入っておりませんでしたわ。プレゼントなら、メッセージカードぐらい付けてくれてもいいでしょうに………」

　クランはすっかり困こん惑わく顔がおだった。コンテナに爆ばく弾だんでも詰つめて置おき土産みやげにしたのかと思いきや、出てきたのは一着の男性用スーツ。敵なのかそうでないのかすら、分からない状況だった。

「スーツ、スーツか………」

　孝太郎にはこのプレゼントが誰だれから誰に贈おくられたものなのか、見当がついていた。

　―――まさか本当に約束を守るとはな………厄やつ介かいな奴やつがやってきたもんだ………。

　孝太郎の想像が当たっているのならば、この贈り物ものは贈り物として意図されたものではない。むしろその逆で、挑ちよう戦せん状じようであると考えるべきものだった。そうやってほんの束つかの間ま、孝太郎の意識がスーツとその贈り主に向いていた時。

「コータローッ！」

　ここ一ヶ月ほどの間、耳にしなかった声。しかし誰もが待ち続けた、その忘れ得ぬ声が、『朧月』のブリッジに響き渡った。










　その声の主は、ブリッジに飛び込んでくるなり全力で走り始めた。そしてまるで弾だん丸がんのような勢いで加速すると、迷う事無く全力で踏み切きり、身体からだを宙に投げ出した。するとその頭を飾かざる金色の髪が、空中で大きく広がる。それはさながら、たなびく金色の旗のようだった。

「おっ、おい、待て待てぇっ！」

「ただいま戻ったぞっ！　全力で迎むかえよっ！」

　その人物は空中に綺き麗れいな放物線を描えがいて、孝こう太た郎ろうに向かって突っ込んでくる。そして落下地点の孝太郎に向かって両りよう腕うでを伸のばす。そのまま抱き付くつもりであるのは誰の目にも明らかだった。

「待てというにぃぃぃぃっ！」

「待てるかぁぁぁぁぁぁっ！」

　どすーん

　その人物がただ抱き付いただけであれば、孝太郎はびくともしなかっただろう。しかしその人物は全力疾しつ走そうで勢いを付け、何段か高い位置から思い切りジャンプし、想像を絶する勢いで孝太郎に抱き付いた。そのあまりの勢いに孝太郎は呆あつ気けなくその場に押し倒たおされてしまう。これはもはや体当たりとしか言えないような、暴力的な愛情表現だった。

「あいたたたたぁ………」

「この馬ば鹿か者ものがっ！　何を転んでおるっ！　わらわの全すべてを受け止められぬとでも言うのかっ!?」

　孝太郎をブリッジの床ゆかに押し倒した人物は、そのまま身体に跨またがって、不満げな視線を孝太郎の顔に注ぐ。すると彼女の金色の髪が、孝太郎の顔をくすぐった。

「………それは比ひ喩ゆ表現だぞ、ティア」

「言うセリフが違ちがうじゃろう、我わが騎士よ」

　彼女の頬ほおが軽く膨ふくらむ。子供じみたその顔は、孝太郎にかつて過去のフォルトーゼで出会った一人の少女の顔を思い出させた。その懐なつかしい記き憶おくのおかげもあり、孝太郎の胸の中からは、彼女への苦情の言葉は綺麗に洗い流されていた。

「………おかえり、ティア」

「ふふ………ただいま、コータロー」

　こうしてその少女―――ティアミリス・グレ・フォルトーゼは、孝太郎達のもとへと帰ってきたのだった。










　待ち切れないティアの為に、ルースは『青騎士』から『朧月』まで小型の宇宙船を操縦してきた。『朧月』に着き必要な手続きをしている間に、ティアはすっ飛んで行ってしまったので、ルースがブリッジへ向かったのはティアから僅かに遅おくれての事だった。

　そんなルースがブリッジに到とう着ちやくした時、彼女が見たのは華か麗れいに宙を舞まうティアと、そんな彼女に押し倒される孝太郎の姿だった。

「ああ………」

　ティアと孝太郎が戯たわむれている。そんな何という事もない当たり前の光景を見ただけだというのに、ルースの瞳ひとみからは大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落おちる。

　―――帰ってきた………わたくし達は………おやかたさまや皆みな様さまのもとへ、帰ってくる事が出来た………。

　最低でも数年は再会出来ない事を覚かく悟ごしていた。現皇こう帝ていのエルファリアが病気で倒れたとなれば、後こう継けい者しや問題やその後の引ひき継つぎなどで皇族達はしばらく身動きが取れなくなる。それが済んだとしても、エルファリアの病気が治らなければ地球へ行くなど夢のまた夢。そして逆に病気が治らず他界などという事になれば、事情は更さらに複雑になる。

　しかし奇妙な運命の巡めぐり合わせが、ティアとルースに一ヶか月げつあまりという短い時間で再び地球の土を踏ふませる事となった。情勢は悪く、楽観できるような状況ではないのだが、ルースは親しい者達の顔を見て、安あん堵どせずにはいられなかった。

「ティア、重い」

「重いとはなんじゃっ！　それが敬愛する主人に対する言葉かっ!?」

「敬愛はしてるけど、お前は胸が小さいからな」

「またそうやって意地悪を言うっ!!　この間、胸は関係ないと言ってくれたではないかぁっ!!」

「今は関係あるぞ。気が変わった」

「そういう事を言うのはこの口かっ！　このこのっ、このぉっ！」

「いてっ、いてててっ、いだだだだだだっ！」

　そして何より、最愛の男性と再会できた事がルースには嬉うれしかった。その男性は、ここしばらく常に皇女然としていたティアを、あっという間に子供の顔に戻してしまった。それがティアにとってどんな意味を持っているのか、ルースにはよく分かる。ルースにとってもそれは同じだったから。

　―――でも………。

　しかしその反面、現在のティア達の状況からすると、再会するという事は愛してやまない者達を自分達の問題に巻き込んでしまうという事でもあった。その為、ルースは喜びと後ろめたさが同居した、複雑な心境にあった。

「孝太郎、ルース発見！」

　そんな時、早さ苗なえがルースの姿に気付き、孝太郎に伝える。

「ほんとか!?」

「きゃあっ!?」

　すると孝太郎は強ごう引いんにティアを抱き上あげると、ルースの方へ走ってきた。

「これコータロー！　わらわを手て荒あらに扱あつかうでないっ！　もっとこう、慈いつくしみと愛情を込めてじゃなっ！」

「愛用品ほど、手荒に扱うものだろう？」

「それなら仕方がな―――って、いやいや、そんな言葉では騙だまされんぞっ！」

「仕方がないなぁ、もう………」

「ホレ、あれをやるのじゃ」

「あれって？」

「お姫ひめ様さま抱だっこ」

「はいはい、仰おおせのままに、マイプリンセス」

「ふふん♪」

　ルースに近付いてくる間も、孝太郎とティアは口論を続けている。言葉はいつになく激しい。口論には暴力的な行為も織り交ぜられている。しかし二人の顔はいつになく明るくて。だからルースは涙が止まらなかった。

「ルース！」

　ルースの目の前までやってきた時、ティアは孝太郎の腕うでからするりと抜ぬけ出して、ルースの背後に回り込んだ。

「殿でん下か？」

　ルースが反射的にティアを目で追った時、ティアがルースにだけ聞こえるように小声で囁ささやいた。

「………そなたもしっかり甘あまえて参れ」

「えっ？」

　その瞬しゆん間かんだった。ティアは両手で思い切り、ルースの背中を突き飛とばした。

「きゃああぁぁああぁぁっ!?」

　それで完全にバランスを崩くずしたルースは、腕を振り回まわしながら前に向かって倒れ込んでいく。だが、そんなルースを孝太郎がしっかりと抱き留とめた。孝太郎はルースの真正面にいたから、そうするのは難しくなかった。

「大丈夫ですか、ルースさん」

「おやか―――いっ、いえっ、サトミ様っ！　大丈夫ですっ、あっ、ありがとうございましたっ！」

　突とつ然ぜん突つき飛ばされて驚おどろいた事、多くの前で孝太郎を『おやかたさま』と呼んでしまいそうになった事。その二つの事に動どう揺ようして、ルースの声は裏返りかけていた。そしてそのすぐ後、今度は孝太郎の腕にしっかりと抱かれている事に気付き、顔を赤らめる。

「あ、あ、えぇっ？　あの、えとぉ………」

　ルースはもう言葉が出て来なかった。気持ちばかりが昂たかぶって、言葉が完全に空回りしている。伝えたい事は山ほどあるのに、伝えるべき言葉が口から出てくれない。ルースは何とかしようと口の開閉を繰くり返かえすが、言葉は出ず、その瞳から涙だけが溢あふれ続けた。

「………ルースさん」

　孝太郎は自分の腕の中にいるルースが泣いている事に気付き、右手を伸ばして彼女の頬を拭ぬぐってやった。しかし涙は止まらなかったから、孝太郎は二度三度と涙を拭わねばならなかった。

「あ、あの、わたくし………」

　ルースは何をしていいのか、何を言えばいいのかが分からず、ただ孝太郎にされるがままになっていた。

「………お帰りなさい、ルースさん」

「あ………」

　その言葉が耳に届いた瞬間、ルースは一つだけ、自分にも言える言葉がある事に気が付いた。そしてルースは懸けん命めいにその言葉を口にする。

「………ただいま、かえりました………サトミ様………」

　それは生まれてから今日まで、数え切れないほど繰り返し口にしてきた言葉だ。

　しかしルースにとって、これほど懸命にその言葉を口にしたのは、生まれて初めての経験だった。










　それからしばらくの間、孝太郎とティアとルース、他の七人の六畳じよう間の少女達たちは、再会と無事とを喜び合った。そして時間の経過と共にそれぞれの気持ちが落ち着いたところで、ティアはフォルトーゼに戻って何があったのかを話し始めた。

「………実は、母上が御ご病びよう気きであるというのは、嘘うそだったのじゃ」

　少し前までは喜びの笑え顔がおを浮うかべていたティアだったが、事情の説明を始めた途と端たん、その表情は重苦しいものへと変化していた。ティアと過ごした一年のおかげで、孝太郎は彼かの女じよの表情から多くの事を読み取る事が出来る。だから孝太郎は、とても嫌な予感がし始めていた。

「嘘？　お前のって事か？」

「そうではない。何な故ぜわらわが嘘などつかねばならぬ」

「それもそうか。じゃあ、誰の嘘だったんだ？」

「母上を皇帝の座から引きずり下ろそうとしている連中じゃ。つまりのう、フォルトーゼでは、クーデターが起こっていたのじゃ」

「なんだってぇっ!?」

「ちょ、ちょっとお待ちになってティアミリスさんっ!!　クーデターというのは本当ですのっ!?」

　フォルトーゼの話題だったので、孝太郎の横で一いつ緒しよにティアの話を聞いていたクランだったが、クーデターという言葉が出た途端、十人で囲んでいるテーブルに両手を突いて、ティアの方に身を乗り出した。

　クランもフォルトーゼ出身の皇女。最近の彼女は皇女としての自覚が芽生え、立派な皇族として成長を続けている。そしてクーデターといえば国の一大事。今のクランにとっては、黙っていられるような話題ではなかった。

「残念ながら事実じゃ。軍部は母上が進めていた軍縮が、いよいよ看過できなくなったようでの。母上を軟なん禁きんしてしまったのじゃ」

　ティアの母親、現皇帝のエルファリアは、軍縮を掲かかげる平和主義者だった。

　この時代、フォルトーゼは軍事力が強くなり過ぎていた。強大な力は、コントロールが難しい。コントロールが出来る程度の、手て頃ごろな軍事力に抑え込んでおかなければ、いつか暴発して取り返しのつかない事件が起こる。それがエルファリアの主張だった。

　すると軍部はこれに猛もう反はん発ぱつ。フォルトーゼを長年守ってきたのは自分達だというプライドと、莫ばく大だいな利益を生む既き得とく権益を守るべく、エルファリアに対して大小問わず様々な妨ぼう害がい工作を繰り返した。

　その妨害工作こそが、エルファリアが懸け念ねんしてきた問題そのものだった。そして妨害工作が過熱していった結果、クーデターという状況を発生させた。皮肉な事に、軍部はエルファリアに反発するという行為の中で、自らがコントロール不能の状態にあるという事を証明してしまっていた。

「という事は、エル………えと、ティアのお母さんが病気だという情報は、ティアをおびき寄せる為ための罠わなだったって事か？」

「うむ。軟禁した母上が言う事を聞かなかったので、わらわを捕とらえて交こう渉しようのカードに使うつもりだったようじゃ」

　暴発した軍部は、病気を理由にエルファリアを軟禁。それでもエルファリアが軍縮を撤てつ回かいしなかった為に、ティアを捕えて脅きよう迫はくする事を考えた。そこでティアに暗号の通信を送り、フォルトーゼに呼よび戻したのだ。

「道理でわたくしの方の情じよう報ほう網もうには、エルファリア陛下の御病気についての情報が流れてこない筈ですわ。病気になど、なっておられなかったんですもの。しかも軍部自らが軟禁している。流れていないのではなく、流せなかったのですわね」

「待った、だったらどうしてお前達は無事なんだ？　騙されたんだろう？」

「それは、ぎりぎりのところで罠の可能性に気付いたからじゃ。………ルース、頼たのむ」

「はい」

　ここから、説明はルースが引ひき継ついだ。

「実はこちらを発たつ直前、クラン殿下がわたくしに御ご自じ身しんの情報網に陛下の御病気の情報が流れていない事を教えてくださいました」

「そういえば、そうでしたわね」

　軍縮を進め軍部との折り合いが悪いマスティル家と、科学に強く軍部との繋つながりが強いシュワイガ家では、得られる情報の性質が大きく異なる。クランは自身の使っている情報網にエルファリアの情報が流れていない事に気付き、ルースに警告を与あたえていた。

「その時はクラン殿下もわたくしも、陛下の御病気が重くて情報統制が厳しいのかもしれないと考えておりましたが、フォルトーゼに到着する直前にティア殿下にその事をお話ししたところ、嫌いやな予感がすると仰いまして」

　軍部が政敵である皇帝の病気という最重要の情報を見落としている。ティアはその状じよう況きように強い違い和わ感かんを覚えた。そしてもしそれが意図的なものであったならと考え、その時点で軟禁やクーデターの可能性を視野に入れていた。これは戦いくさ上手なティアならではの直感といったところだった。

「そこで予定通りには帰国せず、旧臣を通じて内密に帰国致いたしました。本当に御病気であれば、笑い話で済みます。しかし逆であれば、笑い話では済みませんでしたから」

「そしてティア殿どのの予想通り、笑い話では済まなかった訳か」

　そんなキリハの指し摘てきに、ルースは大きく頷うなずいた。

「はい。フォルトーゼでは実際に水面下でクーデターが進行していて、エルファリア陛下は皇こう宮ぐうの一室に軟禁されていました」

「それでどしたの？」

　早苗が興奮気味に口を挟はさむ。ティアとルースが無事に逃げてくるという結末は分かっているので、早苗にとっては冒ぼう険けん物語を聞くような感覚だった。

「古くからの忠臣達の協力を得て、エルファリア陛下を救出しました。そして『青あお騎き士し』で地球まで逃げて参ったのです」

「じゃあ、さっきあんた達をおっかけてたわるものは、クーデター軍なんだ？」

「はい、その一部です。パルドムシーハとウェンラインカーの騎き士し団だんが、フォルトーゼ近きん傍ぼうの宙域で頑がん張ばってくれたおかげで、この宙域まで来ているのはあの三隻せきだけですが」

　ウェンラインカーはパルドムシーハと並ならび称しようされる騎士の名家で、白銀の姫ひめの時代から皇家に対して鉄の忠誠を捧ささげてきた。今回の皇家の危機に際しても、迷う事無くマスティル家の味方として参さん陣じん。パルドムシーハ家と共に騎士団を繰り出し、『青騎士』の脱だつ出しゆつに一役買っていた。

「でもでもぉ、どうして地球に逃げてきたんですかぁ？　隠れるなら他の場所の方がいいんじゃないですかねぇ？」

　臆おく病びようなゆりかだけに、隠れ場ば所しよについての考えは的確だった。

　ティアが地球で一年間暮らしていた事は、フォルトーゼでも知られている。そこへ逃げる事は、クーデター軍側も考える筈だった。だからゆりかには、この場所に隠れる事は危険に感じられた。

「理由は二つある」

　ゆりかの指摘を受けると、今度はティアが話を引き継いだ。

「一つ目は、星間外交のルールじゃ。宇宙の外交には、正式な国交がない星には不干渉という原則がある。じゃから地球に隠れれば、クーデター軍も無理な攻撃は出来ん」

　クーデター軍はエルファリアを病気を名目に軟禁した。だからエルファリアやティアには犯罪や権力濫らん用ようの疑いがある訳ではない。そんな時に理由もなしに地球の住人を巻き込むような攻撃が行われれば、クーデター軍への疑ぎ惑わくを生み、国民の支持を弱める。世論がエルファリア側に傾かたむくような事は出来ないから、ティア達の罪状がでっち上げられるまでの期間は、地球に対する大規模な攻撃が行われる心配はなかった。

「二つ目は、この星以外にはわらわ達の領土が残っていなかったという事じゃ」

「領土ですかぁ？」

「うむ。フォルトーゼ本星はクーデター軍に押さえられているし、他の星の領地も同様に連中の手が回っておる。じゃが、領地になったばかりのこの星は違う」

「ティア、まさかその領地というのは………」

「………正当なわらわ達の領地の中で、唯ゆい一いつクーデター軍の手が伸びていない土地………それは、ころな荘そう一〇六号室しかない。わらわ達には、ここしかなかったのじゃ」

　ティアは孝太郎を経由して間接的にだが一〇六号室を管理下に置いている。他の場所がクーデター軍の影響下にある以上、この場所だけがティアにとって最後の砦とりでとなる場所だった。

「つまり………」

　ティアはそこまで説明すると、胸の前で両手を組み合わせ、祈るような姿勢で孝太郎の顔を見上げた。

「………わらわ達は、コータロー、汝なんじに保護を求めてやってきたのじゃ。それも………汝とこの場所に集つどう者達を、戦いに巻き込む事を承知の上で、じゃ………」

　どんな時でも常に強気で、皇女然としているティア。しかしこの時だけは、不安と弱気とが、その表情と瞳とを彩っていた。

「もはや、わらわ達だけではどうにもならぬ………。手が、知ち恵えが、力が足りぬ。じゃがそなたらを巻き込みたい訳ではない！　わらわはそなたらを不幸にする事など、望んではおらぬっ！　しかし他に頼たよれる者がおらぬのじゃっ！」

　それは血を吐はくような訴うつたえだった。

　追おい詰められ、行く場所がなくなったティア達。そんな彼女らが頼ったのが孝太郎達たちだった。

　早苗の霊れい力りよく、キリハの頭脳、ゆりかや真ま希き、晴はる海みの魔ま法ほう、クランの科学、静しず香かの武術。そしてそれらの力を一つに束ねている孝太郎。数で劣おとるティア達にとって、孝太郎達の特とく殊しゆ性せいは大きな武器だった。

　しかしティア達は、孝太郎達を争いに巻き込んでいいと考えていた訳ではない。本当にどうにもならなかった。こうして絆きずなにすがる以外に、方法がなかったのだ。

「どうか助けておくれ、コータロー！　それに皆みなも！　勝手な事を言っておるのは重々承知しておる！　そなたらには関係のない危険を持ち込んでしまったのじゃからっ！　じゃがっ、じゃがなっ、わらわを信じてくれるのはそなたらしかおらぬっ！　わらわが信じられるのもそなたらしかおらぬっ！」

　真の危機に際して、ティアが頼ったのは普ふ通つうの人間だった。伝説の騎士でも、暁あかつきの女め神がみでもない、多少の力は持っていても、ティアとなんら変わらない者達だった。

「じゃからぁっ!!」

　しかしその者達と一緒なら、きっとなんとかなる。そう信じられる。彼かれらこそが、ティアに残された最後の希望だったのだ。

「………どうかわらわに………わらわに、力を………貸しておくれ………」

　ティアはその願いを口にすると、頭を下げてぎゅっと両目を閉じる。身体は強こわ張ばり、両手は固く握にぎり締しめられていた。ティアは、自分が無む茶ちやで罪深い事を求めていると分かっていたから、そうせずにはいられなかった。

「………何をしている。顔を上げろ、ティア」

　孝太郎の声。

　その強い言葉と、そこに込められた断固とした意志が、ティアの胸を叩たたいた。

「えっ？」

　孝太郎の言葉で金かな縛しばりを解かれ、ティアは恐おそる恐る顔を上げた。すると孝太郎と目が合う。その視線は、言葉と同じぐらい強かった。

　―――コータ、ロー………？

　これまでティアは、こういう目をした孝太郎を見た事がなかった。だからティアにはそれがどんな感情に裏打ちされているのかが分からなかった。

「顔を上げて、表情を引き締めろ。胸を張れ。その格好は、王者の姿ではない」

　この時の孝太郎は、いつになく厳しかった。ゆりかに勉強を教えている時ですら、ここまでの迫はく力りよくはなかっただろう。

「コータロー、いったい、なにを………」

　ティアは孝太郎の気き迫はくに気け圧おされてしまう。今のティアは、どこにでもいる普通の女の子のように、戸と惑まどっていた。

「お前は根本的に間ま違ちがっている」

「わからぬ………そなたは何を言っておるのじゃ？」

「お前と俺おれの関係は何だ？」

「それは………」

　ティアは一いつ瞬しゆん口ごもった後、答えを口にした。

「わらわは、そなたの姫じゃ。そしてそなたは………わらわの騎士じゃ」

「だったら、するべき態度と、言うべき言葉がある筈はずだ」

　その瞬間、ティアは孝太郎が何を求めているのかを理解する。

「………で、でも………」

　しかし理解は出来ても、なかなかそのようには出来なかった。この一年でティアの中に芽生えた優やさしさと愛とが、その発はつ露ろを妨さまたげていた。

「形式の事を言っているんだぞ。そこに込める感情の話じゃない」

「コータロー………」

「ちゃんとやれ」

「………」

　孝太郎の意図を理解したティアは両の目を閉じ、一度大きく深呼吸する。そして次の瞬間、その両目を大きく見開いた。するとティアの顔は一変していた。その瞳には強い意志の力が宿り、表情は鋭するどく引き締められている。そこにいるのは数秒前までのような不安げな女の子ではなく、戦いを決意した指導者だった。

　そしてティアは口を開いた。

「我が騎士コータローよ、祖国の奪だつ還かんの為に、身命を尽つくせ」

　それは高圧的で、一方的な命令だった。一年前の孝太郎であれば、絶対に拒きよ絶ぜつした筈の言葉だった。

「それでいい」

　だがそれを耳にした孝太郎は頷き、ティアに笑いかけた。期待した通りの姿と言葉だったから、孝太郎の笑顔はとても明るく満足げだった。けれど孝太郎はすぐにその笑顔を消した。代わりにその顔に刻まれたのは、誇ほこり高たかき騎士の表情。そして孝太郎は、ティアの前で片かた膝ひざを突つき、右手をそっと自分の胸に当てた。

「仰せのままに、ティアミリス皇女殿下」

　ティアが泣かずにいられたのは、そこまでだった。










　ティアを助けるつもりだったのは、何も孝太郎だけではなかった。『朧月』のブリッジにやってきていた六畳間の少女達は、最初から全員がそのつもりでいた。

「ティアってさ、ときどき馬ば鹿かだよね。あたし達がヤダって言う訳ないじゃない」

「そうですそうですぅ。みんなぁ、ティアちゃん達の事がぁ、大好きなんですからぁ」

「いずれ我われの戦いにも、皆の協力が必要になる。ここで汝に遠えん慮りよされると、我の時にも遠慮しなければならなくなる」

「ティアミリスさんは、私の大事なお友達です。あと、大事な脚きやく本ほん家かさんです」

「ティアちゃんとルースさんはうちの店たな子こなんだから、その敵は私の敵よ」

「ティアさんとは友達になったばかりですけれど、友達とは助け合うものだって事は分かります。それに、里さと見み君がやる気になってるし………理由なんて必要ないです」

「大体、こそこそとクーデターというのが気に入りませんわ。文句があるなら、正面から行くべきでしてよ」

「………お前最初、ティアを暗殺しにきたんだったよな？」

「そろそろそれはお忘れなさいっ、コータロー！」

　親しい相手が困っているなら、助けてやりたい。それは孝太郎達にとって自然な感情だった。それにこれまで互たがいの命を守り合った事は一度や二度ではない。この時だけ拒絶する理由など無いのだった。

「………すまぬ………わらわ達の為に………本当に、ありがとう………」

「ありがとうございます、皆様。今日の事は、一生忘れません………」

　ティアとルースは涙ながらに礼を述べる。

　ティア達は慌あわてて逃にげてきたから、褒ほう美びになるようなものを何も持っていない。しかしそれでも、孝太郎達は迷わず手を貸してくれた。それが嬉しくてならない。

　だから二人はただひたすら、礼の言葉を繰り返した。それ以外に感謝と喜びとを、示す方法がないのだった。










　それからしばらく時間が経たち、それぞれの気持ちが落ち着いた頃ころ。孝太郎は脱だつ線せんしていた話を元の位置へ戻もどした。

「それでティア、これからどうするつもりなんだ？」

「………そ、そうであったな。ちょっと待っておくれ」

　孝太郎に意見を求められたティアは慌てて涙を拭うと、両手で二、三度顔を叩いて気合を入れ直した。するとティアの表情に強い意志が戻ってくる。再び孝太郎と顔を見合わせた時、ティアは頬が少し赤くなっている以外は、いつもの元気な彼女だった。

「これからの事なのじゃが、まずは情報収集にあたる事になる。フォルトーゼにも僅わずかながら味方がおるでの、彼らから情報を得て、機会を窺うかがう事になるじゃろう」

「何の情報もなしに、いきなりフォルトーゼに向かっても、大した事は出来ないか」

「そういう事じゃ」

　ティアは頷くと話を続ける。

「また、これに並行して、我らは身を守らねばならん。クーデター軍はいずれわらわと母上に何らかの嫌けん疑ぎをかけて捕えようとするじゃろう。じゃが、もちろんそうさせる訳にはいかぬ。次々と送り込まれてくるであろう敵を、排はい除じよし続けなければならぬじゃろう」

　エルファリアとティアを逃がしてしまったクーデター軍はこれまでの方針を変へん更こうし、口を封ふうじる為に二人の捕ほ獲かくか殺害を狙ねらってくる筈だった。そうなると何かの罪を二人に着せて、犯罪者に仕立ててしまうのが手っ取り早い。それならば逮たい捕ほの時に抵てい抗こうしたので殺してしまいましたという言い訳も立つ。

「となると、当面の問題は送り込まれてくる敵の強さと数だろうな」

　話を聞いていたキリハが、問題点を整理する。

　ティア達の側から積極的に行動を起こすには、まだ情報が足りない。だから情報が集まるまでは、身を守る事が最優先だ。そうなると、あらかじめ敵の強さと数を想定して、準備をしておかねばならない。これを誤ると、後々酷ひどい目に遭あうのは明らかだった。

「そなたはどう考える？」

「この日本で軍事行動を行うには、自然と兵の数に限界がある。多くても五十人は上回らないだろう」

　この五十という数字は、キリハ達大地の民が、地上戦のシミュレーションを行った時に算出した数字だった。兵の数は当然多いほど強くなるが、その分だけ目立ってしまう。ティアとエルファリアの捕獲や殺害は、高い隠おん密みつ性せいが必要な任務なので、五十名を超こえる兵力で追い回すのは合理的ではなかった。

「宇宙の方はどうじゃろうか？」

「基本的に宇宙戦は考えていない筈だ。幾いくらフォルトーゼの技術力でも、地上から観測されないように戦うのは難しいのだろう？」

「クラン、そのあたりはどうじゃ？」

「そうですわね………わたくしの『朧月』並みのステルス性能があれば、地球の軌き道どう上での交戦も有り得るでしょうけれど、現実的ではありませんわね。その状態で『青騎士』に勝てるとは思えませんし………」

　地球の人間に見付かりたくないのは、宇宙でも事情は変わらない。宇宙は地上以上に身を隠かくす場所がないので、戦おうとすると目立ってしまう。そうならない為には、地球から遠く離はなれて戦うか、クランの『朧月』と同じようなステルス艦かんが必要になる。だが宇宙戦せん艦かんにステルス装置を積むと、代わりに戦せん闘とう能力が低くなってしまう。クーデター軍でもそれは同じ筈なので、単独のステルス艦ではティアの『青騎士』には勝てないだろう。もちろん数を揃そろえれば出来なくはないだろうが、そのステルス性ゆえに連れん携けいして戦うのが難しいので、現実的ではなかった。

「という事は『青騎士』を現在の軌道から動かさなければ、攻こう撃げきを受ける心配はないという事じゃな」

　通常『青騎士』は地球の周回軌道を回り、小しよう惑わく星せいのふりをしている。それを見付けるのは難しいし、仮に見付けても地球に近い軌道なので簡単には手が出だせない。『青騎士』の側から動かない限り、攻撃を受ける心配はない筈だった。

「ちょっといいかな？」

　そこで静香が手を挙げた。

「なんじゃ？」

「狙われそうにないなら、ティアちゃん達は『青騎士』に隠れるべきなんじゃない？」

「悪くない選せん択たくじゃが、わらわと母上の両方が同じ場所にいるのはまずい。それに補給路を断たたれればいずれ干ひ上あがってしまう。地上での戦いは避さけられぬじゃろう」

　万が一を考えれば、ティアとエルファリアが同じ場所にいるのはまずい。違う場所に隠れて、両方が同時に捕つかまったり殺されたりするのを避けなければならないのだ。

　また『青騎士』に積まれている物資も無限ではない。定期的に地上から補給しなければならないが、クーデター軍に地上を押おさえられてしまえば補給は出来なくなる。補給がなければ隠れ続ける事は不可能だった。

　この双そう方ほうの理由から、どうしても地上で戦う必要があるのだった。

「そうだな。俺も単純な籠ろう城じよう策さくには反対だ」

　だがこの時、孝太郎にはもう一つ、宇宙での籠城を避けたい事情があった。

「………地球にあいつが来ているとなれば、軌道上の『青騎士』が見付からない保証はない」

「あいつ？　それは誰だれの事じゃ？」

「ＤＫＩのエゥレクシスだ。あいつがまた、地球に来ているんだ」

「サトミ様っ、それは確かですかっ!?」

　エゥレクシスという名前が出た途端、ルースの顔色が変わる。それも当然で、エゥレクシスは彼女のかつての婚こん約やく者しやであり、軍と協力体制にある複合企き業ぎようドラゴンナイトインダストリーの総そう帥すいだった。

「ええ、間違いありません」

　孝太郎は頷く。

　孝太郎は、エゥレクシスが地球へ来ているのは間違いないと思っていた。そう考える理由はただ一つ。先さき程ほど回収したコンテナの中身だった。

　かつて孝太郎とエゥレクシスが戦った時、ミサイルの爆ばく発はつで孝太郎の服がぼろぼろになってしまった。その時にエゥレクシスが言っていたのだ。スーツを一着進しん呈ていする、と。

　そして先程のコンテナの中身は、男物のスーツ。それがエゥレクシスから贈おくられた品だという事は容易に想像がついた。

「あいつがいる以上、さっきの所属不明の宇宙船はＤＫＩの新型の筈。一体どんなカラクリが仕込まれているか………」

　エゥレクシスの企業、ＤＫＩは独自に開発した技術を多数保有している。かつて孝太郎と戦った時も、エゥレクシスは様々な技術を使ってきた。幸い退けはしたものの、ＤＫＩの力は侮あなどれない。『青騎士』を見付けだす為の何らかの手段があるかもしれないのだ。

　―――もしくは、あのスーツがそうだったのかもしれない………あいつに踊おどらされているのかも知れないが、ティア達をずっと宇宙に置くのはまずい………。

　孝太郎はこの時、その『何らかの手段』が、例のスーツである可能性もあるだろうと考えていた。約束のスーツを贈る事で、エゥレクシスとＤＫＩの存在を印象付け、宇宙で隠れても見付けられてしまうかもしれないという疑いを植え付ける。孝太郎はそんな風に考えていたのだ。

　しかしそう考えていてもなお、孝太郎は宇宙へ隠れ続けるリスクは高いと思った。やはり、補給を断たれるのはまずい。罠を疑いつつも、地上での迎げい撃げきをしない訳にはいかないのだった。

「そのあたりも含ふくめて、策を練る必要があるようだな」

　キリハの結論も孝太郎と同じだった。その表情は厳しい。

「頼めるか、キリハ？」

「敷しき居いは高いが………何とかやってみよう」

　こうした状況では、攻こう撃げき側がわが圧あつ倒とう的てきに有利だ。防ぼう御ぎよ側がその全すべての攻撃方法を想定するのは難しい。頭脳に秀ひいでたキリハであっても、困難な課題だった。

「ティア殿下、そろそろ空間が安定してまいりました」

　今後の話が一通り済んだところで、ルースがティアに何かのデータが表示された立体映像を見せた。

「うむ、そうじゃな。向こうに連れん絡らくを」

「はい」

　するとティアはルースに何かの指示を出した後、孝太郎達に向き直った。

「実はコータロー、そなたらに紹しよう介かいしたい方がおる」

「紹介したい方？」

　ティアが敬語を使っている時点で、その可能性は絞しぼられる。そして先程から度たび々たび話題に出ていながら、この場にいない人物もあった。

「我わが母上、エルファリアじゃ」

　ティアがその名を口にするのと同時に、彼女の背後に一人の美しい女性が姿を現す。三隻の宇宙船のワープの影えい響きようで使えなかった転送ゲートが回復し、その女性は『青騎士』から直接『朧月』のブリッジへ姿を現した。

「………初めまして、皆さん」

　その女性こそ、神聖フォルトーゼ銀河皇国第百二十代皇こう帝てい、エルファリア・ダーナ・フォルトーゼその人だった。










　エルファリアも着の身着のまま逃げてきたので、普ふ段だんに比べるといささか大人しい衣服やアクセサリーを身に着けている。しかしそれでなお、その身を覆おおうものは目玉が飛び出るぐらいに高価なものばかりだった。明らかにそれと分かるくらい高価な布地を丁てい寧ねいに仕立て上げたドレス。ティアに似た豊かな金きん髪ぱつを飾かざる、宝石だらけの髪かみ飾かざり。銀色のラインを宝石で飾った純白の靴くつ。他にも数えればきりがない。エルファリアは多くの植民惑わく星せいを持つ、銀河時代の巨きよ大だい国家の皇帝に相応ふさわしい、華か麗れいな姿で現れた。

「娘むすめがいつもお世話になっております。ティアの母、エルファリアです。どうぞお見知りおきを」

　しかし彼女は非常に気さくな人物だった。平和主義者というのも頷ける、柔にゆう和わで優しい笑顔で一同に語り掛かけていた。

「………あ、あの人が身に着けてるものだけでぇ、豪ごう邸ていが三つは買えるぅ………」

「ゆりか、しっかりっ!!　とんでもないお金持ちだけど、いい人っぽいよっ!?」

「はー………二千年以上続く国の皇帝って、こういう方なのね………」

「あれがティア殿の母上か………御ご健けん勝しようのようで何よりだ」

「クランさんやティアさんも、いずれあんな感じに？」

「そのつもりですわ。次の皇帝になろうとする以上、最低限エルファリア陛下と肩かたを並べる必要がありましてよ」

「………本物の皇帝陛下か………きちんと拝見させていただいて、次の舞ぶ台たいでの演技に役立てなくちゃ………」

　六畳間の少女達は、エルファリアの美しさに思わず息を呑のんだ。身に着けているものだけでなく、エルファリア自身も輝かがやかんばかりに美しかった。大人の落ち着いた魅み力りよくと、一児の母とは思えないほどの若々しさが同居し、それを内側から溢れ出でる仁徳が裏打ちしている。おかげで身に着けている高価な品々が嫌いや味みに見えない。むしろその美しさと存在感を増す事に一役買っていた。立っているだけで絵になる人物、それが皇帝エルファリアだった。

「………随ずい分ぶんな若作りだな」

　多くの者達がエルファリアに圧あつ倒とうされる中、一人だけ普段通りの人物がいた。その人物はエルファリアに冷やかな視線を送り、彼女の美しさをバッサリと切り捨てた。

「そろそろ三十代後半の筈だが………女の子みたいだなぁ………」

　フォルトーゼの皇帝を前にしても、堂々たる悪態が口から飛び出す人物―――それはこの場にいる唯一の男性、孝太郎だった。
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「あっ!?」

　その不敬な言葉を耳にした事で、エルファリアは孝太郎の存在に気付いた。この時エルファリアが耳にしたのは決して褒ほめ言こと葉ばではなかった。しかし彼女はまるで褒められたかのように、満面の笑えみを浮かべた。そして彼女は少女のように瞳ひとみを輝かせ、孝太郎に駆かけ寄よっていった。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますっ、レイオ―――」

「わああぁぁああぁぁあぁぁああぁぁぁぁぁっ!!」

　エルファリアが口にしかけた危険極きわまりない言葉にいち早く気付き、孝太郎は大おお慌あわてで彼女を捕まえてその口を塞ふさいだ。そして孝太郎はエルファリアの首に腕うでを回して強ごう引いんに引き寄せると、その耳元に囁ささやきかける。

「エル、それ以上言ったら、お前が皇帝でも殴なぐるぞ」

「ふが、ふがふが」

　エルファリアは孝太郎の雰ふん囲い気きを察して、小刻みに首を縦に振ふる。すると孝太郎はようやくエルファリアから手を放した。だがエルファリアはすぐには離れず、そのまま孝太郎の耳元に囁きかけた。

「………レイオス様、もしかして、この期ごに及およんでまだティアに本当の事を仰おつしや　っていないのですか？」

「………言える訳ないだろう。お前、ティアを危険に晒さらしたいのか？」

「………もはやクーデター以上の危険など、ないと思うのですが………」

　突とつ然ぜんの奇き声せい。皇帝に対する雑な扱あつかいと、それを許す皇帝。更さらには怪あやしげな密談。

　孝太郎とエルファリアの奇き妙みような行動に、その場に集っている多くの少女達は呆あつ気けにとられていた。そこでティアが代表して、孝太郎とエルファリアに質問する。

「コータロー、そなた母上と話をした事があったのか？」

　ティアの知る限り、これまで孝太郎とエルファリアが接せつ触しよくした事はない。ティアはこれまで何度かエルファリアに孝太郎の話をしていたが、世間話程度のものだった。しかし二人の様子は初対面のそれには見えない。だからティアは、孝太郎は『青騎士』へのフルアクセスが許可されているので、何かの拍ひよう子しに通信でもした事があるのではないかと考えていた。

「い、いや、俺の勘かん違ちがいだった。他人の空似ってやつだ。なっ、エル」

「エル？」

　ティアはその妙みように親しげな呼び方に首を傾かしげる。それで自身の更なる失策を悟さとった孝太郎は、慌てて言葉を訂てい正せいした。

「じゃなかった………えと、エルファリア陛下」

「そうですよティア。私とレイオス様は初対面―――」

　ゴンッ

「絶対わざとやってるだろうっ、皇帝陛下っ!?」

「いたたたた………そんな事ありませんよ、初対面なんですからっ」

「んん？？」

　しかし話がまとまりかける度たびにエルファリアがかき回すので、孝太郎がティアを納なつ得とくさせたのは、それからもうしばらく後の事だった。










　この時の孝太郎とエルファリアのやり取りを見て、ルースはある一つの結論に辿たどり着つこうとしていた。

「………これは、もしかして………」

　その結論とは、孝太郎とエルファリアは、孝太郎が過去の世界から戻ってくる過程で出会っているのではないか、というものだった。

　その結論を前提にしてこれまでの事を考えると、思い当たる節は多かった。その最たる例が、『青騎士』のマニューバースーツ―――孝太郎の青い鎧よろいだろう。

　孝太郎が初めて鎧を着た時、鎧のサイズは孝太郎の体格にぴったりと合っていて、微び調ちよう整せいの必要がなかった。当時のルースはそれを運命的な巡めぐりあわせと考えたが、冷静になって考えてみるとこれは奇妙な出来事だった。

　鎧は考古学者だったエルファリアが、古文書の記述をもとに復元したデザインという事になっている。過去のフォルトーゼにいた孝太郎の体格が古文書に記され、エルファリアがそれをもとに再デザインしたと考えると自然に思えるが、実はそうではない。

　孝太郎が初めて鎧を身に着けた日と、過去のフォルトーゼに向かった日には、数すうヶか月げつの開きがある。成長期真まっ只ただ中なかの孝太郎が、その数ヶ月の間、体格が全く変化しなかったとは考えられない。身長だけに限っても、数センチの変化があって然しかるべきだった。よって本当にエルファリアが古文書の記述に従ったのだとすれば、孝太郎が初めて鎧を身に着けた時に、その数センチの成長分の調整が行われる筈なのだ。しかし鎧の調整は行われなかった。

　それが何を意味するのか。全くの偶ぐう然ぜんを除けば、ルースには一つしか理由が思い浮うかばない。それは、エルファリアは『青騎士』の建造前に孝太郎と出会った事があり、その時に鎧の運用データを入手していた、というものだった。そうでなければ、初めて鎧を着た時の孝太郎の体格など、知る方法がないのだから。

「………この分では、ティア殿でん下かの試練がサトミ様の部屋の侵しん略りやくであった事も、偶然ではなかったのかも………」

　エルファリアは考古学者として有名だが、同時にコンピューターの専門家でもある。この時代におけるフォルトーゼの考古学者には、古い時代のコンピューターを分ぶん析せきする技術が求められるからだ。

　そんなエルファリアであれば、何年も前から準備を進めていれば、ティアの試練が孝太郎の部屋の侵略になるように細工をする事は可能だろう。事前に試練の内容を決するコンピューターをハッキングしておけばいいのだから。そしてエルファリアには、実際にそれを実行する強い動機がある。

　政治的に敵が多いエルファリアだから、大きな政治的な行動―――例えば軍縮の推進のような―――を起こす前に、娘のティアを安全な場所へ置こうとする筈だった。そしてどこが最も安全かと考えた時、フォルトーゼの人間であれば、迷わずこう答えるだろう。

　青騎士レイオス・ファトラ・ベルトリオンの傍そばが、一番安全だ、と。

　―――もしかしたら、わたくし達たちは何もかも、エルファリア陛下の計算通りに動かされているのかも………。

　ティアが青騎士マニアとして育ったことも。ルースが護衛に選ばれたことも。

　ティアを守る為ために。そしてあるいは、孝太郎にティアを選ばせる為に。

　エルファリアは全てを仕組んだのではないか。

　ルースは今、それを疑い始めていた。










　エルファリアの自己紹しよう介かいが済むと、孝こう太た郎ろう達の自己紹介が始まった。これは今後の作戦会議と並行して、一人ずつエルファリアと二人だけで話をするという形式で行われた。ティアとルースを除くと、初対面―――という事になっている―――人間は全部で八人。おかげで最後のクランが話を始めるまでには、一時間近い時間を要していた。

「お久しぶりね、クランさん」

「陛下もお変わりなく」

「また会えて良かったわ」

　エルファリアはそう言いながら、笑え顔がおの質を少しだけ変えた。軽く細められた瞳、柔やわらかな眼まな差ざし。古い友人に向けられた、篤あつい友情の眼差しだった。

「実は今日までずっと、あなたを見守ってきました」

「わたくしを？」

　クランは自分の胸に手を当てる。眼鏡の奥おくにある瞳は、驚おどろきに満ちていた。

「ええ。あなたが成長して、段々私の記き憶おくの中のあなたの姿に近付いていって………いつ私の知っているあなたになるのか、それを楽しみに待っていたのです」

「では、わたくしが地球へ向かった時には………」

「遂ついにその時が来たと、小こ躍おどりしましたよ」

「ティアミリスさんの心配は、なさらなかったのですか？」

「するものですか。結果は知っていましたし、何よりレイオス様のお傍ですから」

　エルファリアとクランは、同時に孝太郎の方を見る。

　孝太郎は今、大おお真ま面じ目めな顔でティアやキリハと話をしていた。それは里さと見み孝太郎という少年の顔ではなく、戦いくさに臨のぞむ伝説の英えい雄ゆう・青あお騎き士しの顔。これまではクランが独ひとり占じめしてきた顔だった。

「むしろ心配なのは、今の方でしょうね」

「そうですね。今はとても厳しい状じよう況きようで―――」

「違ちがう違う、そんな事は心配していませんよ」

　クランはエルファリアの言う心配を、クーデターの事だと考えていた。しかしエルファリアは笑顔で首を横に振る。彼かの女じよはそんな事を心配しているのではなかった。

「クーデターなど、なるようになります。フォルトーゼの皇族が、青騎士と共に歩んでなお敗れたのなら、本ほん望もうというもの。民たみの為に全力を尽くせば、後こう悔かいなどありません」

「では、一体何を心配していらっしゃるのですか？」

「あの子です。ハルミと名乗っていらっしゃった………」

「ハルミが？」

　エルファリアの心配事はなんと、孝太郎の背後で作戦会議に耳を傾かたむけている、桜庭さくらば晴はる海みだった。しかしクランには晴海が脅きよう威いのようには見えない。エルファリアが何を心配しているのか、クランには分からなかった。

「あの子、本当に白銀の姫ひめにそっくりね。まるで、生まれ変わりのようだわ」

「まさか………確かにハルミはこの時代におけるシグナルティンのチューナーで、アライアさんの記憶を持っていますけれど………ハルミはあくまでハルミであって、アライアさんとは別人ですわ」

「『もし、わたくしが一番最初にコータロー様に出で逢あっていたなら………。もし………最初に力になって欲ほしいと願ったなら………その時は、どうなさいましたか？』」

「えっ？」

「レイオス様を引き留とめようとした時の、白銀の姫の言葉です。以前あなたから貰もらった鎧の運用データの、翻ほん訳やく機きの履り歴れきの中にありました」

　二十年前、エルファリアはクランに頼たのんで、孝太郎の鎧のデータを貰った。データにはフォルトーゼの歴史上重要な事実が直接記録されていたから、考古学者としては喉のどから手が出るほど欲しいものだったのだ。

「白銀の姫がレイオス様にそう告げ、ハルミが誰よりも早くレイオス様と出会い、そして今、その傍かたわらで白銀の姫の代わりを務めている。何が心配といって、これほどまでに心配な事はありませんよ」

　エルファリアは苦く笑しようする。それが偶然でないのならば、一体何を意味するのか。娘の幸せを願うエルファリアにとって、最大の心配事だった。

「………運命は、ティアの味方ではないかもしれない」

「心配ありませんわ、エルファリア陛下」

　しかしクランは、エルファリアのように心配はしていなかった。今度はクランの方が笑う番だった。

「たとえ陛下の御ご心しん配ぱいが的中していたとしても、ベルトリオンはハルミ一人で受け止められるほど、簡単な男ではありませんから」

「随分な自信ね、クランさん」

「女の勘かん、というやつですの」

「困りましたね。また一つ、心配事が増えてしまったわ」

「わたくしは、簡単には引き下がりませんわよ？」

「まぁ、ふふ………それにしてもシュワイガ家のあなたから女の勘という言葉を聞くと、とても不思議な感じがするわ」

「それはいくら陛下でも許せない侮ぶ辱じよくですわ。………自覚はありますけれど。ふふ」

「ふふふふふっ、正式に謝罪します、クラリオーサ皇女」

　やがて二人は一いつ緒しよに笑い始める。二十年ぶりの再会は、こうやって実に和なごやかに進んでいた。しかしそんな和やかな空気に、水を差すものがあった。

　ブゥゥゥゥゥゥン

　突然、クランの腕うで輪わが震ふるえはじめる。

「あら？」

「どうしました？」

「ええと………家からの通信ですわ。何かしら？」

　クランは手近な端たん末まつを操あやつって、届いた通信を呼び出した。

「これは………!?」

　そしてそこに記されていた内容を目にした瞬しゆん間かん、クランの中から和やかな空気は一気に拭ぬぐい去さられていた。










　クランに届いた通信は、実家のシュワイガ家を経由して送られてきた、軍部からの要よう請せいだった。その内容は、クランに『朧月』ごと後退して欲しいというものだった。

　軍部はクランの心境の変化や成長を知らないので、今もクランがティアを付つけ狙っていると考えている。つまり軍部にとっては味方という事なので、この騒そう動どうに巻き込みたくはなかった。また、ティアが再び救難信号でクランを利用する可能性もある。それを避ける為に、彼かれらはクランに後退する事を求めたのだ。

　先程クランが『青騎士』を守ったのは、法律に照らせば当然の行こう為いだった。星間法で定められた緊きん急きゆう救難信号を受信し、所属不明の艦に追われている『青騎士』に遭そう遇ぐうすれば、たとえ政治的に敵対関係であっても、クランはティアの味方をする必要がある。そしてその事情が分かっているからこそ、三隻せきの所属不明艦はクランと争あらそわずに退いた。

　軍部は繋つながりの深いシュワイガ家とは事を構えたくない。しかしクランが地球の周辺宙域にいる限り、再びティアに利用される事は目に見えている。だったらシュワイガ家に手を回して、クランに後退して貰う。これがクランに届いた通信の真意だった。










　クランは通信を受け取った直後に、孝太郎達たちに相談した。今のクランは孝太郎とティアの味方であり、しかもエルファリアは二十年前からの友人だった。そして親しい者達に何の相談もなく後退するほど、彼女は冷れい酷こくではなかった。

「………まずい事になりましたわ。わたくしに後退しろという事は、攻撃が近いという証しよう拠こ。しかも宇宙での戦いも想定していると考えるべきですわ」

「クラン、安あん全ぜん圏けんまで後退しろ」

「嫌いやですわ！」

　孝太郎は後退を勧すすめたが、クランは大きく首を横に振った。

「わたくしにクーデター軍に従えと仰いますの!?　冗じよう談だんじゃありませんわっ!!　まだ未熟であっても、わたくしはフォルトーゼの誇ほこり高たかき皇族ですわっ!!」

　成長したクランは、クーデター軍の卑ひ劣れつなやり口を認めていない。ティアとエルファリアを支持して、戦うつもりでいた。

「頼む、クラン。民間人を連れて、後退して欲しいのじゃ」

　しかしこの時のティアの言葉が、クランの勢いを大きく削そいだ。

「民間人？」

「そうじゃ。わらわと母上の脱だつ出しゆつの手助けをしてくれた者達が『青騎士』に乗っておる。彼らを乗せたままでは戦えぬ。万が一に備えて、どうかそなたの『朧月』で保護を」

「それは………」

　ティアの話を聞いて、クランは迷い始める。

　ティアは『青騎士』での戦いを視野に入れている。そしてその時に、捨て身の攻撃が必要になるかもしれないという事も。だが、恩のある者達を乗せたままでは、そうした攻撃は難しい。ティアやルースだけなら脱出も簡単だが、多くの民間人を抱かかえているとなかなかそうもいかない。その分だけ取とり得うる作戦の幅はばは狭せばまってしまう。

「俺おれからも頼む、クラン。本当の危機の時に、ティアやエルファリア陛下を連れて逃げるのはお前の役目だ。それまでは戦いから離れて、隠れていてくれないとまずいんだ」

　ステルス性能の高い『朧月』なので、クーデター軍に気付かれない距きよ離りまで後退したとしても、それほど遠くはならない。そしていざという時の為に、無傷の『朧月』が潜ひそんでいる事は非常に意味のある事だった。

「………わかり………ましたわ………」

　クランは悔くやしそうにしながらも、最終的に孝太郎とティアの言葉に従った。それが必要である事は分かっている。しかし戦いに臨む皇帝と青騎士を見送るのは、皇族としては悔しい状況だった。

　―――運命は、わたくしの味方ではないのかも、しれませんわね………。

　クランの脳のう裏りに、先程のエルファリアの言葉が過よぎる。クランはこの時、自分がクライマックスで舞台に駆け上あがる主演俳優達を見送る、脇わき役やくの一人でしかないのかも知れないと考えていた。










　ティアとエルファリアを追つい跡せきしていたクーデター軍は、新造された艦かん艇ていを使い、所属も明らかにしていない。つまり存在する筈はずのない、幽ゆう霊れいのような軍隊として活動していた。その為地球近きん傍ぼうの宙域にいるにもかかわらず、直接クランと連絡を取る訳にはいかず、一いつ旦たん本国を経由して通信のやり取りが行われていた。おかげで通信には大きなタイムラグがあり、また、綿密なやり取りも難しい状況にあった。

「エゥレクシス様、シュワイガ家から返答があった模様です」

「どうだった？」

「クラリオーサ皇女殿下は後退なさるようです。ただし昨日の今日で理由もなく後退すると、後々我々との関かん与よが疑われるので、幾いくらか猶ゆう予よが欲しいと」

「向こうは何日欲しがっているんだ？」

「三日を目め途どにとなっています」

「ふむ………確かに急な話ではあるし、最初軍部は殿下に情報を流さなかった。三日ならまずまずといったところか」

　クランについての報告を受けたエゥレクシスは、考え込みながら椅い子すの背もたれに深くもたれかかった。ここは宇宙空母のブリッジ。彼が座すわっている椅子は、正確には指揮官の為の特別席だった。

　孝こう太た郎ろうの睨にらんだ通り、三隻の所属不明艦はエゥレクシスの指揮下にあった。ＤＫＩが秘ひ密みつ裏りに戦せん闘とう艦かん艇ていを生産し、エゥレクシスと遠えん戚せきで繋がりの深いメルケムハウン騎き士し団だんが中心となって運用している。指揮系統は艦かん長ちよう以下がメルケムハウン家。エゥレクシスはその上に位置し、艦長に指示を出す立場にあった。

「タイムリミットぎりぎりですね」

「だが間に合った。どの道このタイミングで出来る攻撃は一度きりだ。多少の遅おくれは気にする必要はない。今後を思えば、むしろシュワイガ家との関係を重視すべきだろう」

　軍部はエゥレクシスとＤＫＩという外部の人間と装備を利用する事で、非合法かつ秘密裏にティアとエルファリアを追っている。しかしそれには時間制限がある。活動が長期に及べば、流石さすがに隠いん蔽ぺいしきれなくなるからだ。

　そしてその後は合法的に追う必要があるが、その為には事前にティアやエルファリアに罪を着せる工作をしなければならない。もちろん皇帝と皇女の違い法ほう行こう為いなどをでっち上げる訳なので、その手間は決して小さくはない。その準備が整うまでの期間は、手出しが出来なくなる。

　従ってティア達に攻こう撃げきを仕し掛かけられる時間には、一度長めの休みが入る。クランが後退するのはその休みの期間よりもいくらか前であったので、エゥレクシスはあまり気にしていない。最初から攻撃は一度しか出来ないだろうと考えていたので、エゥレクシスのプランには何ら変へん更こうはないのだった。

「むしろ気になるのは彼だよ」

「彼？」

　艦長は最初、エゥレクシスが言げん及きゆうしている人物が分からず、軽く首を傾げた。

「分からないかい？」

「………ああ、スーツを贈った？」

　この時のエゥレクシスの表情は、コンテナにスーツを詰つめて射出した時と全く同じだった。おかげで艦長にもすぐ、エゥレクシスが誰だれの話をしているのかが分かった。

「そう………あの規格外の少年―――コータロー君を倒たおせるかどうかに、全てがかかっていると言っていいだろう」

「勝てますか？」

「勝つよ。その為に準備を続けてきたんだから」

　エゥレクシスは笑顔だった。彼はその表情に緊きん張ちよう感かんを漲みなぎらせながらも、どこか自信ありげで楽しそうだった。傍らの艦長には、その姿がまるで仲の良い友達とゲームを始める直前の、少年のように見えた。

「………楽しそうですね、エゥレクシス様」

「楽しいね。不ふ謹きん慎しんに聞こえるだろうが、楽しくて仕方がない」

「私には楽しんでいる余よ裕ゆうはありません。フォルトーゼの将来を左右する局面です」

「私はフォルトーゼの将来は心配していないよ。誰が政権を取ろうが、エルファリア陛下の治世よりは、私の理想に近い政治になる筈だからね」

「たとえそれが、ティアミリス皇女であっても？」

「私はそう思うよ」

　エルファリアの治世下で起きたクーデター。それを踏ふまえずにその後の政権運営が為なされるとは思えない。そこに付け込んでＤＫＩが利益を上げるのは簡単だし、世の中を良くしたいというエゥレクシスの個人的な願望にも沿う。エゥレクシスは、クーデターが起きた時点で、既すでに多くの目的を達していた。

「そして私は、どんな世の中でも生き抜ぬく自信がある」

「既に負けはない。生き抜く自信もある。だからこそ、彼ですか？」

「ああ。死力を尽つくしてなお、敵かなわないかもしれない相手だ。これまでそんな相手には出会った事がなかった。分かるかい？　私は今、生まれて初めて本気を出だしているんだ」

　孝太郎に出会うまで、エゥレクシスは常に勝者だった。彼は本気を出さずとも、全すべての敵を退ける事が出来た。その反面、彼は人生に張り合いを感じていなかった。軍部に協力して世界を変えようとしたのも、張り合いを求めていたからという面がある。また、彼が現場に出てくるのも同じ理由だった。本来、ＤＫＩ総そう帥すいである彼が現場に出てくる必要はどこにもないのだ。

　そんな彼が出会ったのが孝太郎だった。人知を超こえた力を持ち、粗あら削けずりだが年ねん齢れいに見合わぬ余裕が垣かい間ま見みえる。どんな経験をすると孝太郎のような人間が出来上がるのか、エゥレクシスには想像もつかない。そして想像がつかない事が楽しくて仕方がない。それ以上に、戦って敗れた事が嬉うれしい。ようやく自分の全てを必要とする敵が現れたという事に、エゥレクシスは強い喜びを見み出いだしていたのだ。

「まるで負けても構わないと仰っているように聞こえますが」

「そんなつもりはないよ。私はこれでも負まけず嫌ぎらいでね。まあ確かに、負ければ楽しみが長引くという面はあるんだが」

「そこはエゥレクシス様の負けず嫌いに、期待させていただきます」

「心配ない。私のは筋金入りだよ」

　エゥレクシスと艦長は共に笑う。遠戚という事もあり、エゥレクシスとメルケムハウン騎士団の繋がりは強い。それは互たがいを信しん頼らいしていればこその笑顔だった。







地上戦　五月二十二日（土）







　クランが軍部に要求した三日という猶予は、様々な準備の時間に割り当てられた。それは『青騎士』の応急修理であったり、地上での避ひ難なん先さきの確保、ティア達が連れてきた民間人を『朧月』へ移したりといったものだった。

　そして情報収集と議論を繰くり返かえした後、キリハは人員の配置を次のように決定した。

　まず、宇宙の『青騎士』にティアとルース、そして孝太郎の三人を置く。これはエルファリアとティアを地上と宇宙とに分けて、同時に攻撃目標とならないようにする為の措そ置ちだった。最悪の場合は、ティアとルースはそのまま地球を離はなれる事になっている。そして孝太郎が宇宙に配置されたのは、宇宙と地上の双そう方ほうに対応する為だった。地上が苦戦しているなら、地上へ降下して援えん軍ぐんに向かう。宇宙に敵が出たら、そのまま『青騎士』の操そう艦かんにあたる。逆は難しいので、孝太郎は自然と宇宙に配置される事となった。

　クランは『朧月』に多くの民間人を乗せて、戦せん闘とうの予想される宙域から離れた。ステルス装置を使って身を隠かくしているので、『朧月』が戦いに巻き込まれる心配はない。そうやって民間人を守り、非常時には孝太郎達の救助に当たるのがクランの役目だった。

　残る六人の少女達は、地上でエルファリアを守る事になっている。これにはキリハの部下達が協力していた。だがキリハ達は元々穏おん健けん派はなので、戦いが得意な者達はそう多くはない。また、急進派のけん制にも人手は割さかねばならない。おかげでこのタイミングでキリハが集められた援軍は十数名といったところだった。少女達と合わせると、全部で二十名あまり。キリハは敵が投入してくる地上兵力は五十人程度と予想している。少女達が飛とび抜けて強いとはいえ、この二十名でエルファリアを守り切れるかどうかは、微び妙みようなところだった。

　キリハが決戦の場に選んだのは、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市の外れにある小高い山だった。これは町への被ひ害がいを避さける為と、事前に罠わなを仕掛けたりして戦いの準備をする為だった。その為には可能な限り町から離れるのが望ましいが、離れ過ぎるとキリハの予測より多くの兵が投入されてしまう。そこで遠過ぎず近過ぎず、という絶ぜつ妙みような距離感が必要で、キリハが一番気を使った部分だった。










　空席だらけの『青騎士』のブリッジに、緊張気味のルースの声が響ひびき渡わたる。

「殿下、サトミ様、地上の配置が予定通り完かん了りようとの報告が参りました」

「何とか間に合ってくれたか………」

　オペレーター席のルースに軽く目をやった後、ティアは自身の席に身体からだを預け、小さく安あん堵どの息をついた。クランが作ってくれた三日の猶予では、敵が来るまでに全ての準備が済むかどうかは分からなかった。しかし幸いな事に、準備はたった今無事に終しゆう了りようし、後は敵を待つばかりとなった。

「相手がエゥレクシスで助かったな」

　ギッ

　地上の状況が表示されているモニターを見ていた孝太郎は、最後の項こう目もくにチェックが入るのを見届けると、手近な席に腰こしを下ろしてティアの方を振り返った。

「どういう事じゃ？」

「あいつはもう戦後の事を考えているよ。だからクランが離れるのに十分な時間が過ぎるまでは攻せめて来ない。相手がただの騎士や軍人だったら、もっとせっかちに攻めてきていたかもしれないな」

　孝太郎はエゥレクシスという人間を、冷静で計算高い男と評価している。過去のフォルトーゼでの経験が、孝太郎にそういう風に考える力を与あたえていた。特にエゥレクシスは苦戦させられたデクストロゥという男と顔が似ているので、孝太郎の中では自然と彼に対する警けい戒かいが高くなっていた。

「そういう奴やつが相手なんだ。ティア、目先の勝利に拘こだわるなよ。あいつが相手なら、勝ったはいいが戦い続けられなくなりました、なんて事も有り得る」

「………」

　そんな孝太郎の言葉に、ティアは目を丸くする。しかしこれは、孝太郎の言葉が理解できなかったからではない。むしろその逆で、孝太郎の言葉が余りに騎士として、指揮官として適切であった為だった。

「どうした、ティア？」

「い、いや………そなたがその………落ち着いておるもので………それが少し………」

　ティアの知る限り、孝太郎は戦闘の経験はあっても、戦争とは無む縁えんであった筈だった。戦争に限れば、初うい陣じんといってもいいだろう。にも拘かかわらず孝太郎は冷静で、まるで何度も戦争に参加した事のある歴戦の勇者のようだった。

　―――しまった………でもこの状況じゃ、隠している訳にもいかないし………。

　孝太郎はここで初めて、自分が高校生らしからぬ言動をしていた事に気付いた。しかしこの状況では高校生に戻もどる訳にもいかないので、ここは誤ご魔ま化かす事にした。

「何度も戦いに駆かり出されてれば、俺だって色々考えるさ」

「………それもそうか。済まぬ、妙な事を言った。忘れておくれ」

　幸いティアはそれ以上何も言わなかった。この時のティアには心配事が多かったから、孝太郎の言動に拘っている余裕はなかったのだ。

「殿下、サトミ様、地上で動きがありました！」

　そしてルースのこの報告により、ティアは孝太郎の言動の事を綺き麗れいに忘れ、表情に緊張感を取り戻した。これは孝太郎も同様だった。

「何が起きたのじゃっ!?」

「作戦領域外延部を巡じゆん回かい中だった無人探査機が、二機立て続けに信号ロスト！」

「二機立て続けという事は、事故や野生動物の仕し業わざじゃない！　ティアッ、来たぞ！」

「うむ！」

　それまで静かだったブリッジが途と端たんに騒さわがしくなる。モニターには複数の情報が表示され、警告音や人工知能からのメッセージがブリッジに響き渡った。

「探査機が信号ロストの直前、微び弱じやくな重じゆう力りよく震しんを感知しています！　地上の兵力は、軌き道どう上に配置された艦かん船せんから、武装の支し援えんを受けているようです！」

　武装の支援というのは、ティアとルースが『青騎士』から武器を呼び出すのと同じ方法だった。エゥレクシスは呼び出した武器を使って、探査機を破は壊かいしたのだ。

「その手で来たか、エゥレクシスッ！」

「どういう事じゃ？」

「エゥレクシスは地上と宇宙、両方を同時に攻撃するつもりだ！」

「そうかっ、これを放置すれば地上は全ぜん滅めつする！」

　孝太郎に続いて、ティアもエゥレクシスの作戦に気付く。

　現在の『青騎士』は動力の殆ほとんどを切って小しよう惑わく星せいのふりをしながら地球を回っている。その為『青騎士』を見付け出すのは難しい。そこでエゥレクシスは『青騎士』をおびき出す事にした。だからわざわざ宇宙船から武器を呼び出して探査機を破壊した。それも丁てい寧ねいに二機。これはエゥレクシスからのメッセージなのだ。このまま『青騎士』が出て来なければ、三隻の宇宙船は地上の支援に徹てつする、と。兵士だけならともかく、軌道上の宇宙船までが攻撃に加われば、地上の少女達の敗北は必至だ。そしてそれはエルファリアを守り切れないという事。ティア達は出て行かざるを得ない状況だった。

「ルースさんっ、敵てき艦かんの位置はっ!?」

「計算中ですっ！」

　ルースの小さな手が忙いそがしくオペレーター用の操作パネルを行き来する。彼女は武装を転送する時の通信波から、発信源の宇宙船の位置を特定しようとしていた。

　武装の転送には事前に重力波による通信が必要になる。破壊される寸前に二機の探査機と『青騎士』で、その通信波をキャッチしている。通信の内容までは分からないが、その強度と方向は分かっているので、そこから発信源を計算できるのだ。

「出ましたっ、三隻とも月の裏側ですっ！」

　ルースは計算結果を立体映像にして表示する。すると科学にはそれほど詳くわしくない孝太郎でも、一目でエゥレクシスの意図が理解できた。

「そうかっ、この位置関係なら、戦うにはもってこいだ！」

　月は地球の周りを回っている。その為、月の裏側は地球からでは直接観測できない。三隻の宇宙船はそこにいた。その場所でなら、どれだけ激しく戦っても地球の人間に見られる心配はない。人工衛星だけが問題だったが、月の裏側を観測できる衛星は少ないので、フォルトーゼの技術であれば対処は難しくない。エゥレクシスはその場所へ『青騎士』をおびき寄せ、戦うつもりなのだった。

「『青騎士』っ！　偽ぎ装そう解除、ジェネレーター出力最大！　短たん距きよ離りの空間歪わい曲きよく航法で月軌道へ向かう！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　ルースの報告を聞くなり、ティアは『青騎士』に移動を命じた。エゥレクシスの罠なのは明らかだが、今は分かっていて飛び込まなければならなかった。

「ティア、俺の鎧よろいを出せ！　俺が『青騎士』の船体を動かす！」

　孝太郎の鎧は、元々『青騎士』の操縦装置の一部だ。鎧を着て動けば、その通りに船体が動く。『青騎士』は宇宙戦せん艦かんだが人の形をしているので、この方法で船体を動かせば、腕わん部ぶの武装の向きや、脚きやく部ぶに装備されたブースターの噴ふん射しや方向を変更できる。これは『青騎士』ならではの独特の性質と言えるだろう。

「待つのじゃコータロー！　そなたは地上へ向かっておくれ！」

　しかしこの孝太郎の申し出に、ティアは首を横に振ふった。三対一の劣れつ勢せいにおいては『青騎士』独自の性質を利用した戦い方をしなければ、勝てる見込みは薄うすい。それが分かっていながら、ティアは孝太郎へ地上へ行く事を求めた。

「どういう事だ!?　それじゃあお前達は―――」

「聞けっ！　この『青騎士』であっても、月の裏側へはすぐには辿たどり着つけぬっ！　それまでの間に、地上が全滅していては困るのじゃっ！　じゃからそなたはすぐに地上へ向かっておくれ！」

　空間歪曲航法、いわゆるワープが出来る『青騎士』なので、月の裏側にも一いつ瞬しゆんで移動する事ができる。しかし移動直後に撃げき沈ちんされては困るので、いきなり敵の真ん中に飛び込む訳にはいかない。ある程度距きよ離りを取り、出現直後に総そう攻こう撃げきを受けないようにしなけれなならない。するとワープ後に通常航行で移動する必要があるので、どうしてもいくらか時間が必要になってしまう。その間に地上が全滅していては意味がない。そこでその時間を稼かせぐべく、孝太郎には地上へ向かって欲しい。それがティアの考えだった。

「………分かった。気を付けろよ、ティア」

　孝太郎は心配な気持ちをぐっと堪こらえ、ティアの指示に従う事に決めた。

「分かっておる。無理に勝つ気はない。通信の妨ぼう害がいをしながら、逃にげ回まわるだけじゃ」

　ティアは逃げ回るだけと言ったが、実はそれが難しい事は理解している。そして孝太郎もまた、その危険性を知っている。それでも、それが必要である事が分かっているから、彼らはそれ以上の議論をしなかった。

「ルースさん、ティアを頼みます―――って、あなたにはこんな事を言う必要はありませんでしたね」

「いいえ。お言葉は身に刻んでおきます」

　ガシュッ

　ルースの言葉と同時にブリッジの床ゆかが開き、直立した姿勢の青い鎧が出現する。孝太郎はこれを身に着けてから地上へ向かう事になる。

「………コータロー、行く前にわらわ達たちに何か言っていけ」

「何かって何を？」

　孝太郎はティアの言葉に答えながら、正面装そう甲こうを展開した鎧に身体を滑すべり込ませる。すると鎧は自動的に装甲を閉じ、孝太郎に合わせた調整が始まる。各部でモーターが唸うなりを上げ、孝太郎の身体に負担がかからないよう、鎧の関節の位置が変更される。お馴な染じみの起動プロセスだった。

「わらわ達の元気が出そうな言葉で構わぬ」

「簡単に言うなよ。それが一番難しいのに」

「いいから言え」

　ティアは知っている。もしかしたら、この時、この瞬間が、今生の別れになるかもしれないという事を。だから最後に、孝太郎の言葉を聞いておきたかった。どうという事のない言葉で構わない。必要なのは、そこへ込められた気持ちだった。

「ティア、これが終わったら、好きなだけゲームの相手をしてやる」

「………言うたな？　必ず果たして貰うぞ？」

　ティアの期待した通りの言葉が返ってきた。そこへ込められた多くの想おもいが、彼女の涙なみだを誘さそう。だがティアは、涙を堪えて笑顔を作った。

「ああ。それとルースさん」

「はい」

「何か願い事を考えておいて下さい。この戦いが無事に片付いたら、ルースさんの言う事を何でも聞きますから」

「何でも？」

「ええ」

「………分かりました。とっておきのお願いがありますから、それに致いたします」

　ルースも瞳ひとみに涙をにじませる。しかし戦いを前に、弱気は禁物だ。ルースはすぐに涙を拭い、気持ちを引ひき締しめた。

「………不公平じゃ。何な故ぜわらわはゲームで、ルースは何でもなのじゃ？　そなたはルースにだけ優やさし過ぎる。格差の是ぜ正せいを要求するぞ」

「当たり前だろ。お前は自分を何だと思ってるんだ？」

　鎧を着た孝太郎は、苦笑しながらブリッジの出口へ向かう。地球へ降りるのに使うのは小型の救きゆう命めい艇ていだ。それはブリッジとは別の場所に設置されていた。

「そなたの姫じゃ！　もっと大事にせよ！」

「だったらわかるだろう」

「わからぬ」

「バーカ」

　孝太郎はブリッジの入り口を通とおり抜けると、最後にもう一度だけティアとルースの方を振り返った。

「………ティア、今のお前にはな、いつでもどこでもどんなことでも、俺に願い事を言う権利があるんだ」

「そ………」

　ティアは孝太郎の言葉に強い衝しよう撃げきを受け、表情を大きく歪ゆがめる。驚おどろきが大き過ぎたせいで、直前まで言うつもりだった言葉は、完全に意識の外へ消え去っていた。しかしティアが動きを止めていたのはほんの一瞬の出来事だった。入り口のスライド式のドアが閉まりかけている事に気付き、ティアはその向こうへ消えようとしている孝太郎に必死で呼よび掛かけた。

「だ、だったら絶対にわらわのもとへ帰ってまいれっ！」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　そんな言葉を残し、孝太郎はドアの向こう側へ消えていった。

「良かったですね、殿でん下か」

　ドアが閉まるのを見届けると、ルースはティアに笑いかけた。しかし当のティアは、がっくりとその細い肩かたを落としていた。

「………もっと、なにか気の利きいた事を、言えばよかった………」

　一方的にわがままを言っただけで、孝太郎を送り出してしまった。ティアはその事を悔くやんでいたのだ。

「ふふ………またお会い出来た時に仰おつしやれば宜よろしいではありませんか」

「そうじゃな………会えたら、そのようにしよう」

　ティアは軽く微ほほ笑えみ、目を細める。

　これから罠に飛び込む以上、その機会がやってくる可能性はそれほど高くはない。しかしおかげでティアには、勝たなければいけない理由が出来た。

　勝って孝太郎と再会し、皇女として気の利いた事を言う。その為ために、死力を尽くす。

　ティアの小さな胸には、そんな強い決意が満ちているのだった。










　救命艇に乗った孝こう太た郎ろうが、大たい気き圏けんへの突とつ入にゆうを開始した頃ころ。地上では一足先に、キリハ達とクーデター軍の地上部隊が戦闘を開始しようとしていた。そしてその情報は、エルファリアと一いつ緒しよにいる晴はる海みのところへも届けられた。

『ハルミ、そろそろ戦闘が始まりますわ。残念ですけれど、わたくしの手伝いはここまでですわ』

　晴海にその報を届けたのはクランだった。クランは『揺ゆり籠かご』を上空に配置して、戦場全体の監かん視しにあたっていた。しかしいくら『揺り籠』に姿を隠す機能が付いていても、実際に戦闘が始まってしまえば、接近した敵に存在を知られてしまう可能性は大きかった。そこで通信を切り、より高い高度に移る事になっていた。

「ありがとうございます、クランさん。また後ほど」

『皆みなさんの勝利を祈いのっていますわ』

「はい、ありがとうございます」

　晴海が口にした二度目の礼の直後に、クランとの連れん絡らくが途と切ぎれる。晴海は腕うで輪わを操作して通信の機能を終了させると、エルファリアの傍そばに戻っていった。

「エルファリア陛下、戦いが始まるようです」

「そうですか………」

　エルファリアは窓の外へ目を向ける。エルファリアと晴海は、戦場となる小高い山の中にある、小さな山さん荘そうに潜んでいる。この山荘は木々が生おい茂しげる森の中にひっそりと建っているから、窓から見えるのは薄うす暗ぐらい森の風景だった。しかし晴海は、エルファリアが見ているものは森の木々ではない事を知っている。彼かの女じよが見ているのは、木々のずっと向こうにいるキリハ達。目には映らない協力者達を、心配しているのだった。

「私達の為に、何の関係もない人々を戦わせる事になろうとは………」

　現在の状じよう況きようは、エルファリアにとって痛つう恨こんの極きわみだった。幾ら必要とはいえ、軍縮を推おし進すすめた結果、無関係の人間に戦いを強しいてしまった。しかもそこには年若い少女達が多数含ふくまれている。仕方がないとはいえ、エルファリアはその事をうまく納なつ得とくする事ができずにいた。

「陛下、そんな寂さびしい事は仰らないで下さい。確かに私達は、フォルトーゼの事は存じません。しかしティアミリスさんの事は知っています。とても素す敵てきな女の子で、私達の大切なお友達です。そして陛下は、そんなティアミリスさんのお母様であらせられます。それだけで、私達には命を懸かける理由になります」

「ハルミ………しかし………」

「それともエルファリア陛下は、私達の事をティアミリスさんのお友達だとは、認めて下さらないのですか？」

　晴海は相手が大国の皇こう帝ていであると知りつつも、臆おくする事なく自分の意見を述べた。

　―――現代のフォルトーゼの事を良く知っていたら、こんな事は言えなかったかもしれないな………。

　晴海が知っているのは、演劇の舞ぶ台たいとなった過去のフォルトーゼ。その頃の事なら手に取るように分かるのだが、現代のそれは分からない。おかげで皇帝というよりも、ティアの母親という印象が強く、晴海は自信を持って自分の気持ちを口にする事が出来た。それと同時に、自分がとんでもなく大だい胆たんな事を言っているんだろうという事も分かっていて、その事がおかしくて仕方がなかった。

「ハルミ、あなたは………」

　話の深刻さに反して、優しくも楽しげな笑え顔がおを見せる晴海。そんな晴海の様子を見て、エルファリアは晴海自身の実感とは別の感想を抱いだいていた。

　―――この確信めいた言葉………堂々たる振る舞まい、上品すぎる仕草………。市し井せいの一少女というには、あまりに出来過ぎている………やはり、この少女は………。

　危機に置かれた事で、普ふ段だんは内気な性格に覆おおい隠され垣間見る事が出来ない、晴海の内側にあるものが表面に出て来ている。そこにあるものがあまりに高貴で美しく、エルファリアには晴海が皇女を名乗っても、不自然ではないだろうとすら感じていた。

「申し訳ありません。やはり失礼でしたね………申し訳ありません」

　言葉を詰まらせたエルファリアの様子を否定の顕あらわれと捉とらえた晴海は、すぐに詫わびの言葉と共に頭を下げた。この時彼女は、調子に乗り過ぎたと後こう悔かいしていた。

「そんな事はありませんよ、ハルミ。私はただ、ティアが素す晴ばらしい友人達を得たと、感激していたのです」

　エルファリアは晴海に笑いかける。この時のエルファリアの言葉には嘘うそはない。本当にティアは素晴らしい友人達と巡めぐり合あったと思った。ただ、素晴らしいが故ゆえに、別の意味においては心配事になる。娘むすめの幸せを願う母親としては、気持ちは複雑だった。

「本当ですか？　そう言っていただけると嬉しいです」

「だからこそ、皆が無事であればいいのですが………」

「大だい丈じよう夫ぶ。きっとみんな、無事に帰ります」

「………あなたは強いのですね、ハルミ」

「女の子ですから。………恐おそれながら、陛下も以前はそうだったのでは？」

「そうですね。あの頃の強い想いを思い出して、信じて待ちましょう」

「はいっ」

　だが、二人が笑い合っていられたのはそこまでだった。

　ドンッ、ドドンッ

　遠くから大きな爆ばく発はつ音おんが聞こえてくる。遂ついに戦いの幕が切って落とされたのだった。










　クランの視線の先にあるモニターの画面の端はしで、明るい光が瞬またたく。すると光が中央に来るように画面が移動し、更さらにズームアップする。大きく表示されたのは爆ばく炎えんと砂さ塵じん。何らかの武器により攻撃が行われた証あかしだった。

「………遂に始まりましたわね………」

　クランは『朧ろう月げつ』のブリッジにある指揮官席に着き、パネルを忙せわしく操作して交戦エリアの上空に配置した『揺り籠』に命令を与えていく。これ以上、孝太郎達たちの手伝いは出来ないものの、万が一の時に備えて戦せん況きようは知っておかねばならない。だからクランは『揺り籠』のセンサー類を総動員して、戦況の確かく認にんに努めていた。そして『揺り籠』から届けられた情報は、次々と映像に加工されてブリッジのモニターに表示されていった。

「陛下………」

「姫ひめ様さま、おいたわしや………」

　映像が増える度たびに、ブリッジには囁ささやき声が増えていく。『朧月』のブリッジにいるのはクランだけではない。『青あお騎き士し』から『朧月』へ移った民間人―――ティア達の脱だつ出しゆつを手伝った者達―――のうちの一部が、エルファリアやティアを心配して、邪じや魔まをしないから観戦させて欲ほしいとクランに願い出たのだ。クランはこれを承しよう諾だく。おかげでブリッジには数十人の男女が詰め掛け、肩を寄せ合って心配げにモニターを見つめていた。

　―――正直、羨うらやましいですわ、ティアミリスさん………。

　かつてのクランなら、民間人などブリッジから追い出していただろう。しかし今はそうせず、しかもティアの事を羨ましいと思っていた。自分が同じ状況に陥おちいったら、果たして国民はこうして心配してくれるのだろうか。クランにはその自信がない。そしてそれは、自身が皇女たる資質に欠けていたという証明でもある。クランにとっては、これまでの自分の愚おろかしさを再さい認にん識しきさせられる状況だった。

「心配は要いりませんわよ、皆さん。ティアミリスさん達は強いですから。それに万が一の時には、この『朧月』も出しゆつ陣じんする事になっていますの。ですから安心して見ていらっしゃいな」

　今のクランは、これまでの彼女とは明らかに違ちがう。だから国民が心配してくれるかどうかは、この先少しずつ変化して行く筈はずだった。

「クラリオーサ殿下………お気き遣づかいに感謝致します」

「あ、当たり前ですわ。皆さんはフォルトーゼの国民。わたくしは皇女なのですから」

　その片へん鱗りんは既にある。それは今、クランに頭を下げている者達が証明していた。

　しかし他人の好意を受ける事に慣れていないクランなので、その事についてはまだ自覚するには至っていないのだった。










　問題の爆ばく発はつは、その少し前に二機の偵てい察さつ機きが破壊された場所から、エルファリア達が隠れている山荘に少し近付いた位置で起こった。そこに事前に仕掛けておいた罠が作動したのだ。

「………やはりこの罠は感知できないようだな。しかしこの一帯にエルファリア殿どのが隠れている事にはきちんと気付いている………侮あなどれない相手のようだ」

　キリハが用意したのは、爆ばく発はつ物ぶつを使った罠だった。

　フォルトーゼの科学力は優すぐれているので、単純な爆ばく弾だんを作っただけでは探知されてしまう。そこでキリハが考えたのは、爆発の魔ま法ほうを込めた呪符をベースにして、爆ばく薬やくを添てん加かした完全に非金属の爆弾だった。敵の接近を感知して爆発の魔法が作動。そこで起こる爆発を、爆薬が更に大きなものへ変える。威い力りよくが高い上に、フォルトーゼの探知機にかからない、非常に効果的な武器だった。

　また、この爆発物には敵の接近を知る為の仕掛けとしての側面もある。実際にこの爆発物のおかげで、敵が接近しつつある事を知る事が出来た。それによりキリハ達は現場に急行、事前に作り上げた防ぼう御ぎよ陣じん地ちで敵を迎むかえ撃うつ事となった。

「まだよく分からないわね………」

　キリハの隣となりで静しず香かが暗くら闇やみに目を凝こらす。静香は一同の中で群を抜いて視力がいいが、夜になって周囲が暗い事もあり、接近する敵の姿は見えていなかった。

「そうだ、早さ苗なえちゃんなら、そろそろ見えるんじゃない？」

「んー、まだ遠いからはっきりとは見えないけど、敵意の雲は感じるよ」

　早苗の目には森のずっと向こう側に広がる敵の霊れい気きが見えていた。森の霊気が厚いせいでその向こう側ははっきりとは見通せないのだが、多くの人間の敵意が一ひと塊かたまりになって、まるで雲のようになっているのは感じられていた。

「どんな感じだ？」

「正面に大きい雲がひとつ。そのちょっと右側に小さいのがひとつ。もっとあるかもしれないけど、この距きよ離りじゃわかんない」

「最低限、本隊と別働隊はあるという事か………早苗、霊れい視しを続けて、何か変化があったら教えてくれ」

「あい」

　キリハはここまでで得た情報から頭の中で作戦を練り直していく。敵が二手以上に分かれてくる事が分かったので、このまま放置する訳にはいかなかった。

「ゆりか」

「なんですかぁ？」

「我われの部下を三人連れて、右前方を移動中の別働隊を止めてくれ。あれを自由にさせたくない」

「わたしがぁっ!?」

　ゆりかは目を剥むく。ゆりかは、自分は誰だれかの指揮下で動くのだろうと思っていたので、兵を与えられて独自に戦いに行くのは予想外だった。

「ああ。汝なんじほど多た彩さいな力を持った人間はいない。汝にしか頼たのめない事なのだ」

　単純な攻こう撃げき力りよくならティアが、総合的な戦せん闘とう力りよくなら静香が、それぞれ群を抜いている。

　しかしあらゆる局面に柔じゆう軟なんに対処できるのは、魔法が使えるゆりかなのだ。単独での活動にも向いた、優れた特とく徴ちようだった。

「じっ、自信ないんですけどぉ………」

「キリハさん、ゆりかでは荷が重いわ。私が行きましょうか？」

「そうですそうですぅ！　攻こう撃げきは真ま希きちゃんの方が得意ですぅ！」

　ダークネスレインボゥは魔法の悪用を得意とする。つまり、こうした状況での奇き襲しゆう攻こう撃げきなどはお手の物なのだ。この時真希が交代を申し出たのはそれが理由だった。

「いや、真希は敵の本隊の攪かく乱らんに必要だ。ここはゆりかに行って貰もらう」

「そっ、そんなぁっ～～～」

　しかしキリハはあくまでゆりかの投入を考えていた。真希は精神操作系の魔法に長たけているので、より数の多い敵にぶつけたい重要な戦力だった。また、真希は精神操作系に特化している分だけ、ゆりかよりも多様性で劣おとる。キリハの考えでは、これはあくまでゆりかの仕事だった。

「がんばれゆりか」

「早苗ちゃん、そう簡単そうに言わないで下さいよぉ」

「追おっ払ぱらってくればいいんだからさ、思い切ってやってきなさいって」

「こっちのつもりはどうあれ、向こうは殺す気で来るじゃないですかぁっ！」

「じゃあ、何もしないでここにいる？　孝太郎が降りて来たら、スッゴイ怒おこるよ？」

「………。うっ、うっ、ううっ、が、頑がん張ばりますぅ………」

　臆おく病びようなので最初は渋しぶっていたゆりかだったが、死より恐ろしい未来がある事に気付き、地底人の兵士を三人連れて夜の闇やみの中へと消えていった。

「孝太郎がいないと、ゆりかって全然だよね」

「大丈夫かしら、ゆりかちゃん………」

「やっぱり私が行った方が良かったんじゃ………」

「そうも言っていられない。こっちも楽な敵ではない筈だ。静香と早苗は一緒に前へ。真希は我と一緒に来てくれ」

　この場所にいる六畳間の少女は五人。それぞれに三人ずつ地底人の部下が付き、彼かの女じよ達たちの行動を支援する。この結果、五つの隊が出来上がった。指揮官のキリハは、この五つの隊を適てき宜ぎ組み合わせて運用する。現状においてはまず、ゆりかの隊に敵の別働隊の頭を抑おさえに行かせた。そして接近戦に強い静香と、その静香の強化や中ちゆう距きよ離りでの射しや撃げき戦せんが出来る早苗を前に出し、本隊を迎げい撃げきする。真希とキリハ自身は後方に陣じん取どり、長射程武器による支し援えん攻こう撃げきや、魔法による攪乱を担当する事になっている。

　―――ティア殿の不在が、後々効いて来なければいいのだが………。

　キリハには不安材料は少なくない。しかし泣き言を言っていられる状況ではない。彼女達は何が何でも勝たなければならない。そうしなければ、彼女達が望む未来はやってこないのだから。










　夜の森の中に、白いスーツを身に着けた外国人の青年が立っていた。それだけでも十分に異様な光景なのだが、それをさらに異様にしていたのは、その周囲を固める黒い戦せん闘とう服ふくの男達だった。

「エゥレクシス様、前衛が敵と接せつ触しよく。交戦を開始しました」

「にしては、最初の爆発以降、やけに静かだが」

「この星の人間に見付かりたくないのはお互たがい様さまなのでしょう」

「目立ちたがりは、私ぐらいという事か」

　部下からの報告を聞いたエゥレクシスは、苦く笑しようしながら自分の服を見下ろす。彼かれの身体を飾かざっている純白のスーツは、夜の闇の中でもひときわ目立っている。遠くから見ても、一目でそれが彼であると分かる姿だった。

「敵はこちらよりも隠おん密みつ性せいの高い武器を利用しています」

「ティアミリス殿下が提供した武器ではない………という事は、それほど数はいないな。全部で二十から三十人がいいところだろう」

　町からはある程度距離があるので、ビームやレーザーが主体のフォルトーゼ製の武器であれば、音で無関係の地球人を呼び寄せる心配はない。にも拘らず、更に隠密性が高い武器を使っているという事は、力押おしが出来ないと言っているようなものだ。その為、お互いに投入できる兵力に上限がある戦いだが、相手はそれよりも更に少ない事が予想されるのだった。

「しかし中に数名、極きよく端たんに戦闘力の高い兵が含まれているようです。損害多数です」

「ふん、そうでなくてはな………」

　極端に戦闘力の高い兵、という言葉を耳にした瞬しゆん間かん、エゥレクシスは実に楽しそうに口くちの端はしを持ち上げる。

「その極端に強い兵の中に、騎き士し剣けんを使う少年は含まれていたか？」

「そうした報告は入っておりません」

「そうか………」

　期待した答えが得られず、エゥレクシスは残念そうに肩を落とす。その姿は友達が待ち合わせをすっぽかした時の子供のようだった。それは普段の新しん進しん気き鋭えいの最高経営責任者としての姿からはかけ離はなれていたから、周囲の兵達は珍めずらしい事もあるものだと不思議に思っていた。

「いかがいたしましょう？」

「任せる。数で勝っている以上、アレを使って無理をせずに追い詰つめていけば大丈夫だろう」

　エゥレクシスはつまらなそうに指示を出だす。彼の『友達』が現れてくれない事には、この戦いはただ作戦通りに進行して、つまらない結果となる。これ以上、エゥレクシスが指示を出さなければいけない局面はない筈だった。

「了りよう解かいしました」

「ただし、騎士剣の少年が現れたら、下手に手出しをせずに報告を。私が出る」

「それほど危険な相手なのですか？」

「人の形をしたジョークだよ、あの少年は」

「肝きもに銘めいじておきます。………行くぞ！　前の連中だけを戦わせるな！」

　隊長に引き連れられ、黒い戦闘服の兵士達が前進していく。後に残されたのはエゥレクシスと、その護衛にあたる数名の兵士だった。

「………早く来てくれよ、コータロー君。私が待ちくたびれる前にな」

　エゥレクシスは頭上を見上げる。空では星が美しく瞬いているが、そこには彼が求める星は輝かがやいていない。彼の求める青い流れ星は、まだ遠い彼方かなただった。










　ゆりかによる奇き襲しゆうは成功していた。

　彼女は魔ま法ほう使つかいなので、科学的な装備しか持たないフォルトーゼの兵士達に気付かれないように忍しのび寄よるのは簡単だった。そこからの攻撃も見事で、初手の一いち撃げきで三名の敵兵を戦せん闘とう不能へ追い込んでいた。

「きゃー！　きゃー！　きゃー！」

　シュバババッ、シュバババッ

　問題があるとすれば、その後だった。

　敵は攻撃に備えて散開していたので、ゆりかの攻こう撃げき魔ま法ほうで一度に捉える事が出来たのは三名だけだった。そして彼らには他に七名の仲間がいた。ゆりかの攻撃の直後にその七名が反はん撃げきを開始し、集中豪ごう雨うのような勢いでビーム砲ほうを連射し始めた。

「たすけっ、助けて里さと見みさぁんっ!!　い～～や～～!!」

　クーデター軍の兵士達が使う武器は、地球のものよりも段だん違ちがいに威力が高い。人数も多いから、攻こう勢せいに回れば常識外れの攻撃力を発揮する。そんな激しい反撃に晒さらされ、ゆりかは大おお慌あわてで後退していった。

　幸い一緒に来た三人の護衛が援えん護ご射しや撃げきをしてくれたおかげで、ゆりかは防ぼう御ぎよ魔ま法ほうが全すべて破られる前に、事前に掘ほってあった塹ざん壕ごう―――射撃戦の為の防ぼう御ぎよ用の穴―――に飛び込む事が出来た。

「し、しぬかとおもった………」

　ゆりかは塹壕の底に寝ね転ころんだまま、安あん堵どの溜ため息いきをつく。事前に五重に張った防御魔法も、今は一枚を残すのみ。もう少し距離があったら、やられていたかも知れなかった。

「ゆりか様、敵が後退していきます」

「ほ、ほんとですかぁっ!?」

　護衛の一人がもたらした朗報に、ゆりかは飛び起きて顔だけを塹壕から出した。すると護衛の言うように、後退していく敵兵の姿が見えた。彼らは倒たおれた三人を連れて、下がっていく最中だった。

「このまま帰ってくれないかなぁ………」

「その望みは薄いでしょう」

「ですよねぇ………」

　ゆりかは半分泣きながら杖つえを構えた。この時彼女は、怖こわくて逃げ出したいのを必死で我が慢まんしていた。

　事前のキリハの予想では、敵の数は最大で五十人程度という話だった。そのうちの三名が戦えなくなったからといって、敵が退いてくれる筈はない。

「それに向こうもチームワークばっちりみたいだしぃ………」

　その上、敵は仲間達を放っておいて攻撃を続行するという力押しはしなかった。きちんと手て際ぎわよくゆりかを追い払はらい、倒れた仲間達を連れ帰った。それだけ慎しん重ちようで、仲間達と信しん頼らいしあっているという事になる。すると次の敵の攻撃は生半可ではない事が想像される。危険な兆候だった。

「………ゆりかふぁいおー、ゆりかふぁいおー！　ゆりかふぁいおー!!」

　ゆりかは自分を鼓こ舞ぶし、次の攻撃に備えて魔法を準備していく。正直、怖くて仕方がない。許されるなら逃げてしまいたかった。しかしここでゆりかが逃げれば、大事な友達が傷付く。下手をすれば死んでしまうだろう。明日の朝を迎えた時に、六畳間にひとりぼっちであったなら。何が怖いと言って、それが一番怖かった。その事を思えば、この場所に踏ふみ止とどまって戦う方がまだましだった。

「ゆりか様、敵が来ます！」

「今度は思い切って仕し掛かけを全部使っちゃって下さい！　それが済んだら、粘ねばらず次の塹壕へ後退します！」

　勇気を振り絞しぼり、ゆりかは魔法少女の顔で三人の護衛に指示を伝えていく。一年前には強く望んでいた、一人きりでの六畳間の占せん有ゆう。それを避さけるべく、今のゆりかは必死になっていた。

「こちらゆりかですぅっ!!　キリハさんっ、聞こえますかぁっ!?　奇襲に成功、三名を撃げき破は!!　これから本格的な戦闘に入りますぅっ!!」

　ゆりかは通信機のマイクに一方的に怒ど鳴なりつけると、少しずつ近付いてくる敵兵に杖の先せん端たんを向け、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。

「ポイズンクラウドッ、エフェクティブタイムトワイスッ！」

　ゆりかが使ったのは、広い範はん囲いに毒雲を発生させる魔法だ。この毒雲には致ち死し性せいはないのだが、多くの兵を確実に弱体化させる非常に効果的なものだった。ゆりかは、この魔法が魔法少女らしくないと感じられ、あまり好きではなかった。しかしこの局面ではどうしても必要だった。何としてもここで敵を止めなければならない。その為の手段を、選んではいられなかった。










　右手側でゆりか達が戦闘を開始した頃、中央のキリハ達の前にも敵兵が姿を見せ始めていた。キリハ達もゆりか同様に塹壕に身を隠かくしていた為に、敵兵は一気に距離を詰めようとはせず、幾いくらか離れた位置にある木々や岩の後ろに集結し始めていた。

「キリハ、そろそろ撃ってくるよ」

　早苗は敵の発する霊気が読める。まだ距離はあったが、攻撃の意思が高まって、今にも破は裂れつしそうになっているのが感じられていた。

「………潮時か。真希、一番から五番を爆ばく破はしてくれ」

「了解。一番から五番に起き爆ばくコードを送信」

　真希は復唱しながら手にしていた杖に意識を集中する。そして杖に関連付けられている爆弾の幾つかに、起爆命令を送った。

　ドムンッ

　くぐもった音と共に、五つの爆弾が同時に破裂する。この時爆発した爆発物には、大した殺傷能力はない。キリハは相手はプロなので、たとえ感知出来ない爆弾でも、攻撃目的で設置された爆弾は、二度目以降は見付けられてしまうだろうと考えていた。だから彼女はこの爆発物を遮しや蔽へい物ぶつそのものを破は壊かいする為に使った。これならば敵に設置場所を見破られる恐れは低く、また爆発物も大量に必要とせず目立たなかった。

　敵兵達は突とつ然ぜん遮蔽物を失って、その場所に呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。そしてその姿を、これもあらかじめ設置しておいた照明が明るく照らし出す。いきなり遮蔽物を失い、姿が照らし出され、しかも照明のせいでまぶしくてあたりが見えない。攻撃して下さいと言わんばかりの敵兵の隙すきを、もちろんキリハが見み逃のがすはずもなかった。

「攻撃開始っ！　撃ちまくれっ！」

「早苗ちゃんっ、ごーっどあろー！」

「マルチプルマインドブラスト・ターゲットオプションサイドワインダー！」

『霊子力兵装安全装置解除、照準良しだホー！』

『射しや撃げきを開始するホー！』

　キリハの号令一下、遠えん距きよ離り攻こう撃げきを担当する者達たちが一いつ斉せいに攻撃を開始した。

　早苗の武器は自身の霊れい力りよくで生み出した弓と矢。真希は攻撃魔法。埴はに輪わ達たちと地底人達は霊子力兵器。攻撃はその全てが霊力による攻撃に揃そろえられていた。相手はフォルトーゼの科学で身を守っているから、単純な物理攻撃は殆ほとんど効果がない。反面、霊力による攻撃は防げない。だからこの選せん択たくは必然であった。

　また結果的に武器は全て非殺傷兵器となった。霊力による攻撃は身体からだへのダメージが殆どなく、霊れい体たいを直接攻撃して自由を奪うばう。これは少女達にとっても、穏おん健けん派はに属するキリハの部下達にとっても、ありがたい武器だった。

　撃っても死なないと分かっているから、この場にいる誰もが迷わず攻撃に踏み切きる事が出来た。心理的な負担は殆どなく、先制攻撃は狙ねらった通りの効果を上げた。

「うわああっ!?」

「がはっ!!」

　クーデター軍の兵士達が次々と倒れていく。この時、射しや撃げき攻こう撃げきを行ったのはキリハ以下十数名。この攻撃により、クーデター軍の兵士は七名が地面に倒れ伏ふした。キリハの予想では、正面の敵は数は四十名程度。この攻撃により、一気に二割近い兵を無力化出来た計算だった。

「怯むなっ、反撃しろっ！　照明を割れぇっ！」

　仲間達がやられたのを見て、クーデター軍の兵士達も行動を再開する。そこは流石さすがにプロフェッショナルといったところで、彼らは素す早ばやく姿勢を下げて狙われにくくしながら、反撃に移った。最初の攻撃目標は、彼らの視界を遮さえぎっているサーチライトだった。

　シュバババッ、パンッ

　クーデター軍の兵士の武器は、ビームを発射する大型ライフル。その狙いは正確で攻撃力も高く、あっという間に照明は打うち砕くだかれてしまった。これにより周囲は再び夜の闇に包まれ、キリハ達はクーデター軍の兵士達を狙えなくなってしまった。

「ここで私の出番よねっ！」

　照明が砕かれた、まさにその瞬間。照明が視界を奪っている間にひそかに接近した静香が、敵兵に襲おそい掛かった。静香は敵兵の群れの中に飛び込むと、すらりと伸のびた手て脚あしを振ふり回まわし、まるで小さな竜たつ巻まきのように敵兵を薙なぎ払った。

「うわあっ!?」

「だあっ!!」

　これによりまた数名、敵兵が倒れる事となった。

「なんだこいつはっ!?」

「敵だっ、敵が紛まぎれ込んでいるぞっ!!」

「おおっといけないっ！」

　更に攻撃するかに見えた静香だったが、すぐに攻撃を中断して手近な茂みへ飛び込み、逃とう走そうを図はかった。実は静香が一方的に攻撃していられる時間はそう長くはない。照明が消えてからの数秒間は、敵兵達は暗さに順応できず目が殆ど見えない。静香はその僅わずかな時間を利用して攻撃と撤てつ退たいをする必要があったのだ。

　シュババババッ

　比ひ較かく的てき早く暗さに慣れた敵兵の一部が、静香の飛び込んだ茂みにビームを打ち込む。

「こわいこわいっ！」

　だが静香は既すでに茂みの先へ逃にげ出していたので、ビームはそのまま茂みと地面を焼くに留とどまった。

「今よっ、キリハさんっ！」

　静香は頬ほおのあたりから伸びる通信機のマイクに向かって叫さけぶ。するとその直後、静香の背後に強きよう烈れつな閃せん光こうが発生する。それは真希が放った閃光の魔法だった。クーデター軍の前衛は、その殆どがこの閃光を見てしまった。おかげで暗闇に順応しかけていた目は再び見えなくなり、暗視ゴーグルは役立たずとなった。

　静香が敵兵の群れに飛び込んだのは、敵兵を倒す事ばかりが目的ではなかった。突とつ然ぜん攻こう撃げきを仕掛ける事で周囲に散っていた視線を集め、もう一度閃せん光こうを見せる事が隠されたもう一つの狙いだったのだ。そして閃光はキリハ達にとっては明かりとなり、再び浮うき足あし立だつ敵兵達の姿を照らし出してくれた。当然、それに対する攻撃は迷わず行われた。

「………ねぇ、キリハ。あんたってさ、いつもこんなあくどい事考えてるの？」

　弓を使って矢を放ちながら、早苗は傍にいるキリハに尋たずねる。キリハの策に嵌はまり、多くの敵兵が簡単に倒されていく。魔法や霊力といった特とく殊しゆな力を使えるとはいえ、早苗にとっては呆あきれた状況だった。

「いや、必要な時だけだ」

　キリハも霊力のライフルを撃ちながら、何気ない様子で返答する。この時点で倒れた敵兵の数は、合計十五人。先制攻撃としては、出来過ぎの結果だった。

「だよね。よかった………。それとさ、キリハ」

「うん？」

「今度さ、孝太郎への悪戯いたずらの仕方、教えてくれる？」

「いいだろう」

「やったぁ！」

「ただいまっ！」

　そこへ静香が戻もどってくる。静香は僅かに息切れしていたが、身体には大きな傷を負った様子はない。怪我は攻撃時と移動時についた擦り傷程度。ほぼ無傷の帰き還かんだった。

「藍あい華かさんっ、どんな感じ？」

「ええと、ほぼキリハさんの作戦通りです。全部で十五人倒しました」

「大成功じゃない。ゆりかちゃんが向こうで頑張ってくれてるおかげね。後で良くお礼を言わなくちゃ」

　ゆりかの頑張りがなければ、この成果は得られなかっただろう。敵の別働隊が予定通りにキリハ達の側面を突ついていたら、攻撃どころではなかったのだ。

　期待以上の結果に、静香は笑顔を覗かせる。これは真希や早苗も同様で、戦果と全員の無事に、誰もが安堵していた。しかしキリハだけは、厳しい表情を崩くずしていなかった。

「そのゆりかから連絡だ」

　キリハは厳しい表情のまま、耳に着けた通信機を弄いじる。すると全員の通信機から、ゆりかの声が飛び出してくる。その声は切羽詰まっていて、殆ど悲鳴のようだった。

『まっ、まずいですぅっ!!　ティアちゃんが武器を出す時の感じでっ、ロボットがいっぱい出て来てぇっ、きゃあああぁああぁぁぁぁっ!!』

　最後は本当の悲鳴だった。そしてそれを最後に、ゆりかからの通信が途切れる。

「ゆりかちゃんっ!?」

「ゆりかっ、ちょっとゆりかってばっ！」

　静香と早苗が慌あわててゆりかを呼ぶ。だが通信機は沈ちん黙もくしたままで、ゆりかの声は聞こえてこなかった。

「………ここからが本番という事だ。ＤＫＩという企き業ぎようの本気が来るぞ」

　キリハは通信機でゆりかへの呼び出しを続けながら、鋭い視線を敵の方へ向ける。彼女の視線の先では奇き妙みような光景が展開していた。空中に開いた黒い穴から、次々と機械仕掛けの人間が姿を現す。身長や体格はほぼ大人の人間と同じサイズ。武器や防具は人間のものをそのまま利用できるから、特殊なものを必要とせず、運用は非常に簡単。

　ドラゴンナイトインダストリー製、汎用人型兵器モーターナイト。

　宇宙にいる三隻せきの宇宙船から送られてきた、機械仕掛けの騎き士し達たちだった。










　キリハ達が新たな脅き威よういと直面していた頃ころ。山さん荘そうに隠れている晴海とエルファリアのもとにも危険が迫せまっていた。実は戦いが始まった直後ぐらいから、小型の無人探査機がエルファリアやティアの姿を捜さがして、山中を飛び回っていたのだ。

　―――なんだろう、この変な感じ………。

　晴海は覚醒した魔力が強化した感覚によって、無人偵察機の気配を感じ取っていた。しかし彼かの女じよにはその自覚が無かったので、その気配を漠然とした不安として感じていた。

「どうしたのですか、ハルミ」

「陛下………それが、なんだか急に気持ちが落ち着かなくなって………何かこう、このままでは危ないような………分かる筈ないんですけど、そんな事………」

　晴海は何度も首を傾げながらエルファリアに事情を説明する。晴海は理由もなく不安を感じ始めた自分に戸と惑まどっていた。彼女は先日魔法使いになったものの、自発的に魔法を使っていない時まで、魔力が影えい響きようしてくるとは思っていなかったのだ。

　―――この少女の気のせい？　それとも、白銀の姫ひめの力？

　晴海については少々思うところのあるエルファリアだから、すぐにその事を考えた。そしてそれを確かめる為ためにも、エルファリアは晴海に提案した。

「ハルミ、貴女あなたは魔法を使えるのでしたね？」

「はい。使えるようになったばかりですけれど………」

「その魔法で周囲を探ってみてはどうでしょうか？　気のせいならそれで気持ちが晴れるでしょうし、本当に危険が迫っているならそれはそれで役に立ちます」

「なるほど、確かに仰おつしやる通りです。やってみます」

　晴海はエルファリアの提案を受け入れ、魔法を使う事に決めた。

　―――何を使えばいいのかな………？

　彼女が使える魔法のレパートリーは多い。そこから敵を探すのに適切な魔法を選ばねばならない。だがゆりかや真希ならすぐに思いつく事も、初心者の晴海にはなかなか思い付かなかった。

「どうしました？」

　動きが止まった晴海に、エルファリアが声をかける。すると晴海は恥ずかしそうに頬を染め、正直に理由を口にした。

「その………何の魔法を使うと敵を見付けられるかな、と………」

「そうですね………フォルトーゼからの敵が来ている以上、金属を探すといいかもしれませんね。兵士が使う道具には、基本的に金属が使われていますから」

　武器、防具、通信機。自動車や飛行機、宇宙船も。近代的な道具には必ずと言って良いほど金属が使われている。文明の発展は金属の発展と同義で、両者は切っても切り離せない関係にある。だから金属を探せば敵は見つけられる。これは皇こう帝ていになるまでは考古学者として活躍していたエルファリアならではの発想だった。

「金属………そうですね、やってみます！」

　晴海は金属を探知する魔法を知っている。正確には岩石を探す魔法なのだが、精製された金属に対しても有効だった。晴海は胸の前で両手を組み合わせると、目を閉じて精神を集中させる。そしてシグナルティンの力を呼び寄せ、古代語の呪文でその力の方向性を整えていく。

『………集い来たれ、大地の精霊。我わが前に跪き、その名を知らしめよ。叫べ、大地の系譜………』

　晴海は淀よどみなく、歌うように古代語の呪文を口にする。複雑な言語なので、考古学者でもあるエルファリアですら、ここまで完全な発音は出来ない。それはまるで生まれつき慣れ親しんだ言葉であるかのようだった。

　―――上位古代語………古代フォルトーゼの儀ぎ式しき言語………記き憶おくがあるだけで、ここまで正確に発音できるものかしら………？

　晴海に白銀の姫の記憶が受け継がれている事はクランから聞かされている。しかしエルファリアにはそれだけとは思えなかった。それ以上の人知を超こえた何かが、晴海の中に隠されているような気がしてならなかった。

「………よしっ」

　そんなエルファリアの気持ちをよそに、晴海は魔法を完成させた。すると彼女の意識の中に、周囲にある様々な金属の存在が伝わってくるようになる。山荘の骨組み、床ゆか板いたを固定している釘、壁かべの中を這い回るケーブル。複雑な配線を持つテレビは、まるで金属で作った綿菓子のようだった。

「これは………何だろう？　………何か………飛び回ってる………？」

　山荘の外まで感覚を広げた晴海は、そこで奇妙なものを感じ取った。バレーボールほどの大きさの金属の塊かたまりが、百数十メートル先を動き回っている。山中なのでケーブル類以外には他に金属らしいものは見当たらないので、動き回る金属の塊は酷く目立っていた。

「一つじゃない………二つ………いや、三つかな？」

「何か見付かりましたか？」

「はい。何なのかは分かりませんが、これくらいの大きさの金属の塊が三つ、空中を飛び回っているみたいなんです」

　バレーボールの大きさと言ってもエルファリアには伝わらない。そこで晴海は両手を広げて輪を作り、その大きさを示した。

「………それは恐おそらく探査装置です。私とティアを捜しているのでしょう」

「いけないっ！　このままでは見付かってしまいますよ!?」

　こうしている間にも、三つの金属の塊は晴海達の隠れている山荘へ近付いてきていた。この分ではすぐに山荘は見付かり、金属の塊―――探査装置は中を調べようとするだろう。山荘は人が隠れるには絶好の場所である事は、誰の目にも明らかなのだ。

「すぐに逃げましょう！」

「無理です。探査装置は音や熱、光学映像やレーダーを使って目標を捜します。この建物から出てしまえば、すぐに発見されてしまうでしょう」

　まだ見付かっていないのは、山荘の建物が探査装置の目や耳を遮ってくれているからだった。しかし外に出てしまえば守ってくれるものは何もない。晴海が探査装置をすぐに見付けたのと同じで、周りに何もないこの場所では、晴海達を見付け出す事は造作もない事だった。

「このまま隠れている方が安全です」

「でも、もしあれが中へ入ってきたら………」

　もしエルファリアが敵の手に落ちれば、今現在戦っている少女達の頑張りが無駄になってしまう。晴海は何としてもエルファリアを守ろうと考えを巡らせ始めた。

　―――この建物から出たらすぐに見つかる………かといってこのままなら、あれはすぐにここへやってくる………あれを壊せば敵が来てしまうし………だったら、この家の中で隠れてやり過ごすしかないけれど………宇宙人の科学を相手に、そんな事が出来るの？

　探査装置はすぐにやってくる。それまでの僅かな間に、晴海はエルファリアを守る方法を考え出さねばならない。これまで平凡な日常を生きてきた少女にとって、これは非常に難しい問題だった。










　探査装置が山荘を見付けたのは、指定されたエリアを巡じゆん回かいしている最中の事だった。与あたえられたアルゴリズムに従って周囲を見回したカメラが、山荘の姿を捉とらえたのだ。

　探査装置は、見付けた山荘を優先調査対象と判断し、近くにいた二機の仲間を呼び寄せた。人間が建物の中に隠れるのは当たり前なので、装置のアルゴリズムは建物の調査が優先されるように組まれていたのだ。そして集合した三機の探査装置は役割を分担し、一機が外で建物全体を監かん視ししつつ、残る二機が山荘の中へ向かう事になった。

　二機の探査装置はレーザーを使って木製の外壁を切断、音もなく山荘の内部への侵入を果たした。すると内部へ入ってすぐに、室内に人間がいた痕跡を発見した。まだ熱を出している給湯器を発見したのだ。異星人の文明であるが故ゆえに、それが給湯器だと結論するまでに探査装置の人工知能も幾らか時間を要したが、これは明らかに山荘に人がいる事を示す証しよう拠こだった。そして現在の状じよう況きようからすると、それが目標の人物である可能性が極きわめて高い。そこで探査装置はこの建物の調査の優先度を更さらに一段階上げ、より詳しよう細さいな調査を行う事に決めた。

『あははははっ』

　そんな時だった。この山荘にある別の部屋から、女性の笑い声が聞こえてきた。捜索する対象として教えられていたのは二人の女性だったから、探査装置は声に吸い寄せられるようにして廊下へ出た。

　ドアを抜ぬけて廊下へ出た探査装置は、二つ隣となりの部屋から漏れる物音を聞きつけた。それは男性と女性双そう方ほうを含む、複数の人間による話し声だった。

　女性の笑い声、話し声。

　人工知能は益々興味を深め、問題のドアの前まで移動する。そしてドア越しに熱源センサーで確かく認にんすると、確かに中に人がいる事が分かった。しかしそれ以上の詳くわしい事は分からない。そこで探査装置は本体部分からケーブル状のパーツを伸ばして、ドアの隙すき間まに差し込んだ。

　このケーブル状のパーツは、先端部分に光学カメラやマイクなどを備えている。入り組んだ場所に差し込んで、その先を調べる為のものだった。

「いいなぁ、こんなところに行ってみたいなぁ………」

　部屋の中にいたのは二人の黒くろ髪かみの女性だった。一人は二十歳前の少女。もう一人は四十代と思おぼしき女性だった。部屋には少女と女性がいるだけで、他には誰もいない。彼女達は大きなソファーに腰こし掛かけ、その向かいに置かれている旧型の映像装置―――テレビの事だ―――を見つめている。話し声はその映像装置から聞こえてきていた。少女と女性はその映像装置を見ながら一喜一憂している。二人の手にはカップが握られ、そこからは湯気が立ち昇っていた。

　そんな二人の姿を見た探査装置は、これまでの情報を組み合わせて、論理的な説明を付けた。

　まず、給湯器の熱とカップの中身の関連性が指し摘てきされた。彼女達は給湯器のお湯を使った飲み物を飲んでいる。続いて先さき程ほどの笑い声。これは映像装置を見ながら一喜一憂している少女と女性のもの。そして話し声。これは映像装置から出ている音声。

　全てに論理的な説明が成り立った事で、探査装置は二人の女性から興味を失った。映像装置を見ながらくつろいでいる現地住民。それが人工知能の結論だった。変装の可能性もあったが、髪かみの色が違ちがっている上、顔の画像解析によると全くの別人と出た。

　現地住民の優雅な夜にこれ以上構っている時間はない。探査装置はケーブル状のパーツを引っ込めると、別の部屋の探索を開始する。しかし山荘には他に人間の痕跡はなく、また、山荘から逃げ出した人間もいない。程無く探査装置はこう結論した。この建物に、目標の人物は存在しない、と。その結論に従い、二機の探査装置は来たルートをそのまま戻っていく。入ってきた穴から外へ出て、与えられた仕事を続けるつもりだった。

　ビー、ビー、ビー

　だが、探査装置が再び女性達の部屋の前に差し掛かった時の事だった。

　突とつ然ぜん二機の探査装置が警報を鳴らし始める。これまではずっと隠密行動だったが、この時から探査装置は身を隠そうという努力を完全に放棄していた。

　するとこの警報を聞いて、部屋の中の二人が驚おどろいて立ち上がる。立ち上がった二人は突然の警報に怯え、ドアを見ながら立ち尽くしていた。

　ドガッ
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　その直後、探査装置はドアを突き破って部屋の中へ突とつ入にゆうした。部屋の中にいる二人の女性は、飛び込んできた二つの金属球に驚き、その表情を強張らせる。

　パリーン

　だが次の瞬間、探査装置は部屋を一気に通とおり抜けると、窓ガラスを突き破って外へ飛び出した。そして外にいたもう一機の探査装置と合流すると、スピードを一気に上げて、飛び去っていった。

「いったい、なにが………」

　黒髪の少女は窓に近付くと外の様子を窺うかがった。するとそこに広がる星空を、一ひと際きわ大きな青い流星が通り過ぎていく。

「流星………？」

　流星は明らかに人工物だった。通常の流星とは異なり、その青い光は大気との摩擦で生じたものではなく、流星自体を守るエネルギー場だった。流星は長い尾おを引いて森の向こうへ飛んでいく。そして探査装置は、流星を追うようにしてそちらへ向かった。

「里見君が、降りてきたんだ………」

　黒髪の少女―――晴海は、程無く流星の正体に思い至る。そして何な故ぜ探査装置が姿を消したのかも。探査装置は『青あお騎き士し』から降下してきた孝太郎に気付き、この場所の探査よりも孝太郎の情報収集を優先したのだ。そしてそれは、晴海達がうまく探査装置をやり過ごした事を意味していた。

「た、助かった………あれが部屋に入ってきた時は、もう駄目かと………」

　晴海は長く続いた緊きん張ちよう状態から解放され、その場に座り込んでしまった。だが心臓は今も早鐘のように打ち鳴らされており、彼女の気持ちが落ち着くまでには、もう少し時間が必要だった。

「晴海の作戦が当たりましたね」

　へたり込んだ晴海のもとへ、もう一人の黒髪の女性が近付いてくる。

「陛下………」

　晴海がその女性を見上げると、女性の姿が一いつ旦たん輪郭を失い、別の女性の姿に変化していく。新たな姿は、高価なドレスに身を包み、頭に冠を飾かざった、妙みょう齢れいの外国人女性。探査装置が捜索していた二人のうちの一人、皇帝エルファリアだった。

「探査機が迫っている時に、隠れないと聞かされた時にはびっくりしましたけれど、これは完全にあなたの作戦勝ちですね」

「上う手まくいって良かったです」

　エルファリアの穏おだやかな笑え顔がおを目にして、晴海はようやく笑顔を浮かべる事が出来た。そして自分がやった事を思い返し、よく危機を乗り切れたものだと安堵する。

　探査機の接近を知った時、晴海が真っ先に考えたのは山荘のどこかへ隠れてしまう事だった。しかしこの考えはすぐに放棄された。相手はフォルトーゼの先進科学。全てのセンサーを誤ご魔ま化かして隠れるのは不可能に思えたのだ。例えば体温の痕跡を追われてしまえば隠れても無意味となる。無人を装う為には、姿を隠すだけでなく、直前まで人がいた痕跡まで全て消さなければならない。いくら魔ま法ほうがあっても、僅かな時間でそれをするのは難しい。あのタイミングで探査機を騙せるとしたら、いいところ一つか二つ。そこで晴海が考えたのが、隠れない、という大だい胆たんな作戦だった。

　晴海は魔法を使い、エルファリアの姿を自分の母親の姿に変えた。そしてそれ以外、何もしなかった。そうする事で、全く関係ない人間がこの場所にいるのだと、探査機に信じ込ませようとしたのだ。

　この場合、痕跡を消す必要はない。体温だってそのまま放置でいい。全ての痕跡を消して隠れるよりも、見た目を誤魔化すだけの方が遥かに簡単だった。しかしその反面、時間をかけて詳細にデータを取られればエルファリアだとバレてしまうというリスクも抱かかえていた。それこそ体温のデータを詳細に分ぶん析せきしただけでも、人物の特定は可能かもしれなかった。だから、これは大きな賭けだった。

　幸いな事に、探査機はそこまで詳細なデータを取らなかった。これは時間的な制約や、地球人に見付かりたくないという都合が重なっての事だった。また、その直後に孝太郎の接近を感知した事が大きかった。おかげで探査機はあっさりと晴海達に見切りを付け、山荘から離はなれていった。

　こうして晴海は賭けに勝ち、エルファリアを守り切った。エルファリアの言うように、完全に晴海の作戦勝ちだった。

「でも、まだ信じられません。こんなにうまくいくとは………」

「何事もそんなものです。どれだけ困難に見えても、やってみると意外と簡単だったりしますから」

　だが晴海はまだ、自身の勝利を実感するには至っていない。これまで普ふ通つうの少女として暮らしてきた晴海だから、映画や演劇の登場人物のように活躍した事を、自分の事としてうまく受け入れられずにいたのだ。

「ありがとう、ハルミ。助かりました」

「あ、い、いえっ、とんでもないっ！」

　今の晴海が感じていたのは、ただ無事で済んだという安堵感。そして友人の母親に礼を言われた事に対する、気恥ずかしさだった。










　キリハの危惧した通り、人型ロボット兵器が登場した段階で戦せん況きようは一気にクーデター軍側に有利な展開となった。このモーターナイトと名付けられたロボット兵器は、人間以上の俊敏さと力、そして打たれ強さを併せ持っている。その為、クーデター軍は倒された味方の代わりにこのロボットを前面に押おし立て、キリハ達を攻こう撃げきし始めた。

　出現したロボットは全部で十五体。キリハ達に倒された兵士の数と同数だった。だがその戦せん闘とう力りよくは兵士と同じではなく、それを大きく上回っていた。このロボットは腕わん力りよくが強いので、人間用の手持ち火器の中では最大サイズのものを携行している。にも拘かかわらず、動きは俊敏で、しかも打たれ強い。更に厄やつ介かいなのは、ロボットが魂を持たない事だ。おかげで霊力系の攻撃では、並の銃と変わらないダメージしか与えられない。こういう相手の場合は物量で倒すのが基本だが、数で劣おとるキリハ達にはそれは難しい。今の彼かの女じよ達たちにとって、非常に厄介な相手だった。

　もちろんこのロボットにも弱点はある。市街地では目立ち過ぎて使えない事や、人間ほどには人工知能の判断力が信頼できない点などがそうだった。だが、単純な撃うち合いの局面では、それらは弱点にならない。今がまさにそうで、ロボットは通信装置を利用した完全な連れん携けいのもとに、着々とキリハ達に迫っていた。

「どっ、どうなっているのよこれぇっ!?」

　最前線でロボットと殴り合いを展開していた静香が悲鳴を上げる。

　このロボット達も、流石に接近戦では静香に及ばない。一対一なら、静香は鼻歌交じりに倒せたに違いない。しかしロボットが二体以上になった時、状況はガラリと変わる。

「こっ、こんなの反則でしょぉっ!?　どうしろっていうのよぉぉっ!!」

　高速な通信によってネットワークを形成したロボット達は、完璧な連携で攻撃する事が可能だった。それは人間同士の連携の域を超えていて、格かく闘とう戦せんのような本来連携が不可能な状況でも行われる。つまり複数のロボットが連携してコンビネーションパンチを放つ、などという事が可能なのだ。

　静香が一体のロボットと戦っていると、時折そこに二体目の攻撃が挟み込まれる。三発のコンビネーションパンチだった筈はずが、突然四発に切り替わるのだ。逆に命中する筈の攻撃が防がれる場合もある。

　これではいくら達人の静香であっても、どうにもならなかった。まるで阿あ修しゆ羅ら像ぞうと戦っているかのような感覚だった。早苗の霊力により身体能力が底上げされているからこそ、まだ倒たおされずに済んでいるが、攻撃を防ぐだけで精一杯。しかも相手は疲れないしミスもしない。この状況が長くは続かないのは明白だった。

「がんばれ静香ぁっ！　ド根性っ！」

　静香にエールを送りながら、早苗が援えん護ご射しや撃げきをする。この時の早苗の攻撃は霊力の弓ではなく、かつてのようにポルターガイストによる攻撃だった。ロボットは魂を持たないので、純じゆん粋すいな霊力による攻撃は効果が薄うすい。そこで仕方なくポルターガイスト現象を起こして、手近なものをぶつけるという戦法を取っていた。

　だが、やはり早苗も苦戦していた。周囲には攻撃に向いた物はそれほど落ちていない。石は沢たく山さん落ちているが、それをぶつけたところでロボットはびくともしない。大きい石をぶつければダメージになるが、この場合は素早い動きで避けられてしまう。魂を持たないロボットだから、霊れい視しで行動を先読みして当てる事もできない。早苗にとっても、ロボット達は戦い辛づらい相手だった。

「サンダーランス・モディファー・ハイコンセントレート・アーマーピアシングッ！」

　そんな中、唯ゆい一いつ敵にダメージを与えられるのが真希だった。真希は魔ま法ほう使つかいなので、攻撃の種類を相手に合わせて変へん更こうできる。真希は魔法を高出力化してロボットの防ぼう御ぎよを強ごう引いんに突とつ破ぱ、内部に大量の電流を撃ち込むという攻撃を繰くり返かえしていた。

　だが、真希が危険だと分かっていて放置してくれるクーデター軍ではない。援えん護ごに回っていた通常の兵士達が、最優先で真希を狙い始めた。おかげで真希は降り注ぐ銃弾や砲ほう撃げきにも対処せねばならず、思ったように攻撃する事が出来ないでいた。攻撃できるのが真希一人だと分かっていれば、封じ込めはそう難しくはない。

「………やはり、ティア殿どのとルースの不在が響いてきたか………」

　キリハは埴輪達を使って真希を守りながら、唇を噛かんでいた。

　もしこの場にティアとルースがいてくれたら、より強力な攻撃ができた筈だった。『青騎士』から武器を呼び出すのでも、上空からレーザーで直接砲撃するのでも構わない。これにより多くのロボットを倒す事が出来ただろう。だが今、そのティアと『青騎士』は、月の裏側へ向かっている。そこにいる三隻の宇宙船を排はい除じよするために。その三隻の宇宙船がロボットを送り込んできているので、どうしてもそうせざるを得ない状況だった。

　そしてティアの不在の影響は、そうした攻こう撃げき力りよくの不足だけには留まらない。ティアの強きよう靭じんな意志の力、勝利へ導くリーダーシップ、そういった指揮官としての力が、この場所では不足している。キリハもある程度は指揮官としての資質を備えているが、ティアほどではないという自覚がある。キリハが策を練り、ティアが先頭に立って実行する。それがこれまでに培ってきた、最高のチームワークだった。ティアは彼女らにとって輝かがやく旗印。それを欠いている今、自分達たちがどこへ向かっているのかが、はっきりとは分からないのだった。

「みんな急いでっ！　早くキリハさん達のところに行ってくださいぃっ！」

　そんな時、右手の茂しげみの中からゆりかとその護衛の三人が飛び出してくる。ゆりかは三人を先に行かせ、自身はそこへ踏ふみ止まり、三人が逃げる時間を稼いでいた。

　これまでゆりか隊はキリハ達の右前方で、クーデター軍の別働隊を一手に引き受けていた。四人という少ない兵力で激戦を潜くぐり抜けた結果、全員が満まん身しん創そう痍いだった。

　護衛の三人は重傷で既に戦える状況にはなく、うち一人は死んでいてもおかしくないほどの傷を負っている。彼かれらは比較的怪我が軽い二人で動けない一人を支え、キリハ達のもとへ向かっていた。

　それを守るのが一番怪我が軽いゆりか。しかしそのゆりかにしても、身体には大小様々な傷や火傷やけどが刻まれていて、決して無事とは言い難がたい姿だった。だが守らなければならないものがある限り、ゆりかは決して退かない。接近してくるロボットに魔法を撃ち込み、あるいはロボットの攻撃を防ぎ、これまで自分を守ってくれた三人の護衛が逃げる時間を必死に稼ぎ続けていた。

「虹にじ野のゆりかっ、もういいっ、お前もこちらへっ！」

　ゆりかの奮戦の結果、三人の護衛達は無事にキリハ達のところへ辿り着いた。三人は塹ざん壕ごうの底に倒れ込むようにして身体を横たえる。それを見たキリハはゆりかを呼び、埴はに輪わを彼女のもとへ向かわせた。

「はっ、はいぃっ！」

『ゆりかちゃん、早く逃げるホー！』

『そんなに時間はないホー！』

「ありがとう、カラマちゃんっ、コラマちゃんっ！」

　ゆりかは埴輪達に守られながら後退する。程無くゆりかもキリハ達のところまで逃げ帰る事ができた。するとゆりかは荒い呼吸を整えつつ、キリハに尋ねた。

「キリハさんっ、こっちはどうですかっ!?　みんな無事ですかっ!?」

「無事とは言い難い。これ以上損害が出る前に、後退した方がいいかもしれない」

　キリハ達は晴海達がいる山荘を囲むようにして、多くの防ぼう御ぎよ陣じん地ちを用意していた。そのうちの一つに敵が接近したので、キリハ達はそこで迎え撃った。だから彼女達には、別の防御陣地へ後退するという選せん択たく肢しが残されていたのだ。

「待ってキリハさん、私達がここを退いたら、右手の別働隊が完全にフリーになる！　桜庭さくらばさん達が危ないわっ！」

　真希は後退には反対だった。防御陣地は幾いくつも作ってあるので、一つ後ろに下がれば再び罠わなや仕し掛かけを利用した攻撃が可能になる。だが、それは敵に仕切り直しの機会を与える事にもなる。そして後方にいる晴海とエルファリアとの距きよ離りも詰まるから、安易な後退は危険だった。

「分かっている！　だから向こうにも連れん絡らくして、別の―――」

　シュバッ

　その時、敵のロボットが放った一条のレーザーが、キリハの右みぎ肩かたを撃ち抜いた。キリハが全体の戦略に気を取られた事で、ほんの僅かに生まれた隙すき。そこにロボットによる攻撃が重なったのだ。

「うぐっ」

　激痛に顔を歪め、キリハはその場に膝を突く。傷口はレーザーに焼かれた為に出血はしていないが、キリハは右みぎ腕うでが完全に動かなくなっていた。おかげで彼女は手にしていたライフルを取り落としてしまう。

「みんなっ、逃げるよっ！　ゆりかっ、得意の悪役魔法でも何でもやってっ！」
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　キリハが攻撃を受けた瞬しゆん間かん、早苗が後退を決断する。早苗はリーダー役のキリハが傷を負った時に、仲間達の士気が大きく落ちたのを感じ取ったのだ。下がっても危険は変わらないかもしれないが、ここに留まれば今すぐにでもやられる。そう直感した早苗は、珍しくリーダーシップを発揮し、率先して後退に動き出した。

「キリハッ、立てるっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ………怪我は腕だけだ」

　早苗は手の平に集めた霊れい力りよくを傷に押し込んで一時的に痛み止めを施ほどこすと、戻ってきた静香と協力してキリハを立ち上がらせる。するとその直後、戦場には毒々しい色の霧状の何かが発生する。ゆりかが作り出した毒と酸の雲だった。毒雲は敵を包み込み、ダメージを与えながら視界を遮さえぎってくれる。これにより敵兵の攻撃は止やんだが、ロボットは熱源センサーによって雲を見通しているので、攻撃が止まらなかった。

「だったらこれでっ！　ファイヤーウォール！」

　真希は毒雲と自分達の間に、燃え上がる炎ほのおの壁を立てた。高温で燃え盛る炎は、熱源センサーにとっては閃光に等しい。おかげでロボット達の攻撃は止み、逃げ出すチャンスが生まれた。

「今よっ、みんなすぐに行って！」

　真希は仲間達に合図を出し、自身も身を翻ひるがえして後退に移る。だが、そこで思いもよらない事が起こった。

　ドンッ

　後退しつつあった真希や仲間達の中心で、突如として大きな爆ばく発はつが起こった。

『きゃああぁぁあぁぁっ!!』

　少女達の悲鳴が重なる。爆発で生じた激しい爆風により、彼女達は大きく跳はね飛ばされた。そして多くの者達が地面に叩き付けられ、意識を失う。意識があったのは、最後尾で爆発から遠かった真希だけだった。

「………な、なにが………」

　真希は痛みをこらえて身体を起こそうとしたが、受けた衝しよう撃げきが大きく身体は言う事を聞いてくれなかった。唯一動いたのは首だけ。そこで真希は首を巡らせて、背後にいる敵の方に目を向けた。

　チュイィィィィィィ

　そこには数体のロボットがいた。彼らは毒雲も炎の壁も無視して、強引に彼女達の後を追ってきていたのだ。

　―――そうか………あいつらは全部使い捨て………考えが甘かった………。

　相手が生身の人間であれば、真希達はこのやり方で逃にげ出す事が出来ただろう。毒雲を突っ切り、炎の壁を突破するなど、自殺行こう為い以外の何物でもないからだ。

　だが、この時の相手はロボットだった。ロボットは自身が傷付く事を厭いとわない。指揮官もロボットの損害など気にしない。真希達を殲せん滅めつする事しか考えない。毒雲も炎の壁も構わず前進して攻撃。人間では出来ない独特の戦術を、彼女達は予想できなかったのだ。

　―――ここで、死ぬのかな………。

　真希はもう動けなかった。漠然と死を思いながら、身体から力を抜く。死を前にしているにもかかわらず、真希には不思議と恐怖はない。真希は知っている。怖こわいのは死ではなく、孤独である事なのだと。今は仲間達と一いつ緒しよという実感があったから、真希は死を恐れていなかった。

　―――さとみくん………ごめんなさい………。

　心残りは孝太郎の事。孝太郎を孤独にさせる事が、悔やまれてならなかった。だがどうする事も出来ない。身体はもう動いてくれなかったから。

　―――しぬまえに、もういちど、あいたかったなぁ………。

　それを最後に、真希の意識が遠のき始める。緊張感が途切れた事と大きな疲労、そしてダメージによる痛みにより、意識が保てなくなっていたのだ。

　―――あおい、ひかり………。あれは………さとみ、くん………？

　意識が途と切ぎれる最後の瞬間、真希はぼやけた視界の中に、青い光を見付けた。そしてその光の中心には、青い鎧よろいを着た少年の姿がある。その姿を目にした真希は、満たされた気持ちで意識を失った。それが現実であれ、幻であれ、真希にとっては同じ事だった。










　里見孝太郎という少年にとって、これまで怒いかりとは基本的に自身の無力さに向けられるものであった。単純で感情表現が直接的であるが故に、孝太郎は怒っているように見える事が多いのだが、実際にそれが周囲に向けられるのは稀まれであった。

　だが、この時の孝太郎は明らかに怒っていた。それも半はん端ぱな怒りではない。アライアとシャルルがさらわれた時に匹敵するほど、この時の怒りは激しいものだった。

「………お前達は何故そっとしておいてくれない………俺おれ達たちは、ただ寄り添っていたいだけだというのに………」

　ギリッ

　孝太郎の手がシグナルティンの柄えを握にぎり締しめる。鎧の小手と剣けんの柄が擦れ合い、耳障りな音を立てる。それは孝太郎の心の軋きしみが、漏れ出て来たかのようだった。

　救きゆう命めい艇ていで地上へ降下した孝太郎は、クランが提供してくれた位置情報をもとに戦せん闘とうが行われている場所へ向かった。そこで孝太郎は倒れて動かなくなっている二十人の仲間達の姿を見付けた。その殆ほとんどが重傷を負い、放置すれば死んでしまいかねない状態にあった。そしてその二十人の中には、孝太郎にとって特別な意味を持つ少女達が含ふくまれていた。キリハ、早苗、ゆりか、真希、静香。孤独を抱え、他人のぬくもりを求め、支え合って生きるようになった仲間達。孝太郎にとって、彼女達の喪失はあってはならない事だった。一人たりとも欠けずに、笑顔で生きていてくれなくては困る。それが今、命が危ぶまれるほどの傷を負い、倒れ伏ふしている。孝太郎には到底許せる筈がなかった。

「………お前達が機械で良かった」

　ジャキッ

　孝太郎が剣を構える。剣の先には、十五体のロボットの姿がある。敵の強さなど関係ない。何であれ、全すべてを叩き伏せるつもりだった。今は一刻も早く、仲間達を救わねばならなかったから。

「今の俺おれは、力の加減が出来そうにないんでな」

　孝太郎は怒っている。

　もしその瞳ひとみに宿る怒りの炎を取り出だせたなら、炎は瞬またたく間にロボット達を焼き尽つくしたに違いない。それほどまでに、孝太郎の怒りは激しかった。










　地球から遠く離れた『朧ろう月げつ』のブリッジ。そこでは多くの人々が、モニターに映し出される戦いの様子を見守っていた。彼らはティアとエルファリアの脱だつ出しゆつに手を貸した人々なので、この戦いの意味をよく分かっている。だから少女達が倒れ伏した時、すすり泣きの声が漏れ始めていた。このままでは敬愛する皇帝がクーデター軍の手に落ちるのは時間の問題だった。

「誰だれだろう、この騎士様は………？」

「さあ………ただ、物好きなやつだよな」

　だが、モニターに一人の騎士が映し出された時から、人々の様子が変わり始めた。

　それは騎き士し剣けんに騎き士し鎧よろいと、今となっては映画やドラマでしか見る事がなくなった、クラシックな出いで立たちの騎士だった。特に目を引くのは、その騎士の若さと、身に着けた鎧の色だろう。

　その騎士は明らかに若く、まだ子供と言っても通じるほどの年ねん齢れいだった。ちょうどティアミリス皇女と同じくらいの年齢だろう。

　そして彼が身に着けた鎧の色は、目にも鮮やかな青。それは騎士のパーソナルカラーとしては、滅多に使われない色だった。過去に存在した偉大な騎士が使っていた色なので、尊敬の念と、比較されたら困るという理由から、殆ど使われないのが通例だった。

「あおいんだから、あおきしだよ！　きまってるじゃない！」

　大人達に混じって一緒にモニターを見ていた一人の少年が、誰もが考えつつも口にしなかった事を指摘した。そう、鎧が青なら青騎士である筈だった。

「ひめさまたちがピンチだから、たすけにきたんだよ！　ぜったいそーだよ！」

「坊主、青騎士って言ったってな、流石さすがに『あの』青騎士じゃないだろう。鎧が青いだけの目立ちたがり屋じゃ、すぐにやられるのがオチさ」

　フォルトーゼの者達にとって、青騎士は特別な意味を持つ偉人だった。青騎士は二千年前の救国の英えい雄ゆうで、今なお尊敬されている伝説の人物だ。しかし伝説はあくまで伝説。本物の青騎士がそこにいる筈もなく、モニターに映っている人物は、単に青い鎧を身に着けているだけの、普通の騎士である筈だった。また、普通なら青騎士に敬意を表して青い鎧を避さけるから、よほどの目立ちたがり屋である事が窺われる。それは少年に反論した者だけでなく、この場にいる全ての大人達に共通した認識だった。

「そんなはずないよ！　あれはあおきしなんだから！」

　だが少年は信じている。皇こう帝ていと皇女がピンチなのだから、青騎士は現れる。そして悪者を倒してハッピーエンドになる。それが少年が信じ、憧あこがれている、英雄伝説だから。

「ぜったいかつよ！　あんなちかいもたててないロボットきしに、あおきしがまけるはずない！」

　そうやって少年が力強く言い切った、その瞬間の事だった。問題の騎士が剣を抜き、動き出した。しかしそのスピードがあまりに速かったから、見守る者達には騎士の姿が消えたように見えた。そしてその次の瞬間、少し離れた場所に騎士の姿が現れる。騎士は剣を振り抜いた姿勢でそこに立っていた。

　ドンッ、ドドンッ

　同時にロボットが三体、続けざまに爆発する。それは青い鎧の騎士が移動したと思われる経路上にいたロボット達だった。

「なんだっ!?　この騎士がやったのかっ!?」

「他に誰もいない！　きっとそうだ！」

「あれは新型のロボット兵器なんだろう!?　それをいとも簡単に!?」

　ブリッジの人々は驚愕に包まれていた。これまでの戦いを見てきたから、ロボットの強さは誰もが知っている。にも拘らず、青い鎧の騎士はロボットを一度に三体も切り倒してしまった。信じられない光景だった。

「ほらぁっ！　だからいったじゃないっ！　かつよっ！　あおきしだもんっ！」

　少年は自分の考えが正しかった事を喜びつつ、すぐにモニターの方に向き直った。今は大人と話すよりも、青騎士を応援する方が大事なのだ。

「がんばれぇっ、あおきしー！　わるいやつらをやっつけろー！」

　少年の声援が届いたのか、モニターの真ん中で再び騎士が剣を振ふるう。するとまた一体ロボットが破は壊かいされた。剣の切れ味は凄まじく、ロボットが攻撃を防ごうと構えた武器ごと、真っ二つに両断していた。

「まさか………」

　初めは誰もが少年の言葉を否定していた。だがロボットが切り倒される度たびに、少しずつ少年の言葉が正しいかもしれないと思えてくる。それほどまでに騎士の戦いぶりは鮮やかで、誰もがその名を思い出さざるを得なかった。

　青騎士レイオス・ファトラ・ベルトリオン。青い鎧がトレードマークの伝説の英雄。

「とべー！　とんでみせてー、あおきしー！」

　だが今の時点でそれを心の底から信じている者は、まだ一人しかいなかった。







大召喚　五月二十二日（土）







　ロボット達はキリハ達にとっては相性の悪い相手だったが、孝こう太た郎ろうにとっては非常に相性のいい相手だった。キリハ達に不足気味だった単純な攻撃力は、シグナルティンが得意とする領域だ。またロボット達の動きは速く、連携は素す晴ばらしいが、彼らは孝太郎の防御力を貫ける武器を持っていない。鎧の作り出す空間歪わい曲きよく場ばと魔法による障しよう壁へき、この強固な二重のバリアーを貫くのはロボット達では不可能だった。これはロボットの汎用性を高めた結果、使っている武器自体は量産品であった事が原因だった。一品物ばかりで身を固めた孝太郎と、大量生産品のロボット。これではロボット達には勝ち目がなかった。同じようなものに見えても、先日の真ま耶やとは違う。今のロボット達は、ちょうど先程のキリハ達と同じ立場と言えるだろう。そして逆に敵が孝太郎であったなら、むしろキリハ達は楽勝だったかもしれない。これは個々の能力の偏りが生んだ、じゃんけんの三竦みに近い状じよう況きようだった。

「これで五体目っ！」

　孝太郎はシグナルティンを振るい、何の躊躇もなくロボットを破壊する。人間が相手であれば、孝太郎は少なからず攻撃の威い力りよくを加減する。しかし今は加減していない。命を持たない機械が相手なら、持てる力の全てを振るっても問題はない。しかも孝太郎は今、天を衝つくほどの勢いで怒っている。ロボット達にとっては不幸と言う他ほかはなかった。

　そんな孝太郎が六体目のロボットに狙ねらいを定めた時だった。

「………やはりモーターナイトだけでは君の相手は難しかったようだね」

　残された十体のロボットの向こう側から、聞き覚えのある声が聞こえてきた。そして声と共に姿を現した巨きよ大だいな影。それは身長五メートルに及ぶ、鋼鉄製の巨人だった。

「出て来たな、エゥレクシス」

「覚えていてくれたのか。嬉うれしいよ、コータロー君」

　ジャコン

　巨人の頭部が軽く上にスライドし、逆に胸の正面装そう甲こうは下にスライドする。するとその向こう側に、孝太郎の知る青年の顔が現れた。それはルースの元婚こん約やく者しやで、フォルトーゼの大だい企き業ぎようＤＫＩを率いる、エゥレクシス・ボランナムだった。そしてエゥレクシスはまるで友人に向かってするように、優雅で洗練された笑顔を孝太郎に向けていた。

「俺は嬉しくない。………好き勝手やってくれたようだな、エゥレクシス」

　そんなエゥレクシスを、孝太郎は鋭い視線で睨みつける。少女達を傷付けた張本人を前にして、孝太郎が冷静でいられる筈はない。孝太郎にとって少女達は、毎朝昇ってくる太陽に等しい。彼女達は日々の生活を照らす光なのだ。そんな彼女達が傷付き倒れている。それは世界を照らす光を奪われるようなもの。許す訳にはいかなかった。

「私も本意ではないよ。女性を攻撃するのはエレガントではないからね。けれど、君を倒すにはどうしても必要だった」

「俺を？」

「そうさ。エルファリア陛下とティアミリス皇女を倒そうとすれば、最大の障害になるのは君だ。何よりも先に君を倒す以外、目的は達せられない」

　エゥレクシスがロボットを作ったのも、それを六畳間の少女達にぶつけたのも、全ては孝太郎を倒す為ための手段だった。エゥレクシスは過去の経験から、孝太郎を最優先の攻撃目標に定めていた。エゥレクシスと軍部が皇帝と皇女に攻撃を仕掛ける際、孝太郎から横槍が入れば防ぎ切れない。だったら事前に孝太郎を倒してリスクを回避する。それがエゥレクシスの経営判断だった。

「そして君は古き善き騎士道に生きる者だ。その精神は尊敬に値あたいするが、攻撃する場合にはそこを狙うのが効果的だ。仲間達を全て守りながら、私に勝つのは難しい」

「そういう事か………考えたな………」

　エゥレクシスの操あやつる巨人と、その左右を固める十体のロボット。これまでその陰かげに隠かくれていたクーデター軍の兵士達が、孝太郎を迂回して前進を始める。彼らは孝太郎の足を引っ張る為に、倒れた少女達を狙っている。孝太郎は兵士達の接近を阻はばみながらエゥレクシスとロボットを倒さなければならない。この構図を作り上げる為に、エゥレクシスは六畳間の少女達に大規模な攻撃を仕掛けた。キリハの予測を超えて大兵力が展開されたのは、エゥレクシスの狙いがエルファリアやティアではなく、孝太郎だったからなのだ。孝太郎が狙いなら、多少の手掛かりは残って構わない。そして孝太郎を始末した後に、手掛かりの残らない方法でゆっくりとエルファリアやティアを倒せばいいのだから。

「さあ始めようか、コータロー君。君の持ち時間は残り少ないぞ」

「………二千年経っても、相変わらずお前が一番厄介だな、デクストロゥ………」

　こうして孝太郎はシグナルティンの柄を固く握り締め、その切っ先をエゥレクシスの乗っている巨人へと向けたのだった。
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　戦いはエゥレクシスの優勢で進んでいた。その原因はやはり、エゥレクシスが乗っている鋼鉄の巨人だった。

「くうっ、手て強ごわいっ！」

『当たり前だよ。君を倒す為に作り上げたんだからね』

　戦いが始まって間もない時期なのに、孝太郎の鎧には大きな傷が幾つも刻まれていた。孝太郎は激しい攻撃に晒さらされ、防戦一方となっていたのだ。孝太郎は鎧を着ているから、前回戦った時よりも更さらに強い。にも拘らず、孝太郎は劣れつ勢せいに追い込まれてしまっている。それ程までにエゥレクシスは強かったのだ。

「それにこのロボット達っ！　さっきまでとは動きが違ちがうっ！」

『こうできるようになるまでに、手間がかかったよ』

　エゥレクシスが乗っている鋼鉄の巨人は、前回の孝太郎との戦いで得たデータを基もとにして改良が加えられた新型だった。ウォーロードと名付けられたこの巨人には、総合的な改良の他に、一つ大きな特とく徴ちようが付け加えられていた。それはモーターナイト―――従えた十体のロボット達―――と連携して戦う機能だった。

　フォルトーゼの現代戦において基本となる考え方は、相手を守るバリアーをどう無効化するのかというものだった。前回の戦いは奇き襲しゆうに近い状況だったので、孝太郎はその種の防御をあまり行っていなかった。しかし戦いが起こると事前に分かっている状況では、確実にバリアーで身を守るであろうことが予想された。そこで孝太郎の防御を破る手段を用意する必要があった。

　そこで考え出されたのが、多数の兵士による完全な同時攻撃だった。単発の攻撃では防御を破れなくても、同時に着弾すれば可能性はある。僅わずかなタイムラグもなく多くの攻撃が同時に命中すれば、バリアーを維持するのは難しい。だが生身の人間にはそこまでの連携は不可能だった。だからこそ、モーターナイトが作り出された。

　モーターナイトはモーターナイト同士でもかなりのレベルで連携できるが、その真の力はウォーロードと共にあって初めて発揮される。ウォーロードに装備された高価な戦術支し援えんコンピューターが、攻撃の命中タイミングまで計算に入れて、モーターナイトに指示を与あたえる。これによりウォーロードの攻撃と完全に同期して、モーターナイトの攻撃が行われる。基本となるウォーロードの攻撃が比ひ較かく的てき強力であるから、この攻撃は非常に危険なものとなる。また、ウォーロードの指示に合わせてモーターナイトは武装を次々と切り替えて戦うから、変幻自在の攻撃を繰り出してくる。一人で戦う孝太郎にとっては厄介な敵だった。

　実のところ、ウォーロード自体は以前と比べてさほど強くなってはいない。単独では孝太郎には及ばないだろう。そしてそれはモーターナイトも同じ。だが個々の力で孝太郎に及ばなくても、一個の群れとして完全に機能すれば、勝ち目はある筈。そして作戦を工夫して孝太郎の力を削そぎ、同時に勝利条件をより簡単なものへ変える。それがエゥレクシスが孝太郎を倒す為に考え出したプランだった。

『一人はみんなの為に、みんなは一人の為に―――騎き士しの相手には相応ふさわしいだろう？』

　ウォーロードの顔に取り付けられたスピーカーから、操縦しているエゥレクシスの声が聞こえてくる。その声の冷静さに反して、攻撃は苛か烈れつを極めた。

　ヴォンッ

　ウォーロードの左腕に組み込まれた、大口径の拡散ビームショットガンが咆ほう哮こうする。発射されたビームは広こう範はん囲いに広がり、孝太郎に襲おそい掛かかった。

「ちぃっ」

　孝太郎はそれを回避しようとするが、広範囲を攻撃するように作られたショットガンの範囲から抜ぬけ出すのは難しい。しかも孝太郎の回避を妨げるようにモーターナイトが攻撃してくるから、鎧の力をもってしても完全にはかわし切る事が出来なかった。

『歪曲場負荷増大。アラートメッセージ。継続的なダメージにより、歪曲場は一分以内にダメージ許容量をオーバー。戦闘の継続は危険、即時撤てつ退たいを推奨』

「分かってる！　だが撤退は出来んっ、何とかしろっ！」

『仰おおせのままに、マイロード』

　ショットガンの攻撃を受け、鎧の人工知能が悲鳴を上げていた。ダメージが次々と報告され、良くない予測ばかりが増えていく。孝太郎は一喝してそれを黙らせたが、気持ちは人工知能と同じだった。

　ウォーロードは完全に孝太郎と戦う事を前提として作り上げられている。動きの速い孝太郎を捉とらえる為に、弾速の速いレーザーや、拡散するショットガン、誘導ミサイルなどで武装されていた。命中率を重視した武器ばかりなので、攻撃力では同クラスの機動兵器に劣っている。だが孝太郎と比べると、大人と子供の体格差があり、必要以上の攻撃力を備えていた。そしてそんなウォーロードをモーターナイト達が援護し、必要に応じて同時攻撃を行う。

　孝太郎は、個々に強い敵とは、これまで何度も戦ってきた。弱い集団とも戦った事がある。だが、強い集団と戦うのはこれが初めて。孝太郎には、戦い辛い相手だった。人工知能は黙らせたものの、同じような悲鳴を上げたい気分だった。特に今は、目の前の敵ばかりを気にしていられない状況にある。孝太郎は焦っていた。

　―――このままじゃみんなが………どうしたらいいっ!?

　孝太郎は回避運動をしながら左手に意識を集中し、キリハの小手を使って火球を発生させた。その火球はクーデター軍の兵士達に向かって飛んでいく。だがエゥレクシスの攻こう撃げきを回避しながらという事もあって、孝太郎は火球を飛ばす際に適切な狙いを定める事が出来なかった。おかげでその火球が引き起こした爆発は、期待したほどの結果を出さず、兵士達を足止めするには至らない。兵士達は多少の手傷を負いつつも、倒れたままの少女達に向かって前進を続けた。

「くっ、もう一度だっ！」

　焦った孝太郎は更に兵士達を攻撃しようとする。だが、そう簡単にやらせては貰えなかった。

『君の相手は私だよ』

　孝太郎の足元をウォーロードのレーザーが薙ぎ払う。すると地面には大きなひび割れが刻まれた。危険を感じた孝太郎は、そこを飛び越こえるようにしながら鎧の姿勢制御スラスターに点火する。

「邪じや魔まをするなっ、エゥレクシスッ！」

『そうもいかない立場でね！』

　スラスターは猛然とした勢いで推進剤を吐はき出し、孝太郎の身体からだの向きを強引に入れ替える。続けて孝太郎は脚きやく部ぶと背面に装備されている緊きん急きゆう用ブースターを作動させ、エゥレクシスのウォーロードに突っ込んでいった。

「あいつの相手ばかりしていられない！　これで決着をつけるっ！」

　敵の兵達は少女達の間近まで迫せまっていた。少女達が敵の手に落ちれば、孝太郎は大人しく負けを認める以外にない。孝太郎は勝負を急がなければならなかった。

「バリアーを前面に集中、ブースター出力全開っ！」

『仰せのままに、マイロード』

　強い気き迫はくを漲みなぎらせた孝太郎は、両手でシグナルティンを構えて全速力で突進する。その姿はブルーの長い尾おを引いた、流星のようだった。

　―――コータロー君、いくら出で鱈たら目めな力を持っていようが、君は人間だよ………。

　鬼気迫る勢いで向かってくる孝太郎を前にして、エゥレクシスは安あん堵どする。全てはエゥレクシスの狙い通りに進行していた。

　孝太郎に普ふ段だん通りの力を出させない為には、一体何をすればいいのか。それを考え続けたエゥレクシスは、最終的に孝太郎の人間性、つまり心を利用する事を考えた。

　仲間達に重傷を負わせる事で冷静さを奪うばい、戦いにタイムリミットを設定して焦らせ、兵達が近付く姿を見せ付ける事で不安を煽る。その結果、孝太郎は勝負を急がなければならなくなり、あらゆる点において普段の力を発揮できなくなった。

　決着を急ぐあまり、孝太郎はエゥレクシスの隙が見当たらないのに強引に攻撃を仕掛けなければならず、逆に自身は隙だらけの状態。そして最短コースを飛ぶ直線的な動きになり、一いち撃げきで倒たおすべく最大のダメージを与える騎士剣を選せん択たく、近接攻撃を仕掛けようとしている。

　そこまで分かっていれば、やられる心配はない。エゥレクシスは冷静に左腕の拡散ビームショットガンの下に取り付けられているグレネードランチャーを発射した。その弾は低く重たい発射音と共に、孝太郎に向かって真っすぐに飛んでいく。

「そんなもの一つぐらいでっ!!」

　孝太郎は気にせずそのまま突っ込んでいった。グレネード弾―――爆発する弾―――が一発だけであれば、バリアーは破られても鎧は耐たえてくれる筈はず。そう考えた孝太郎は、強ごう引いんに突とつ破ぱを図はかったのだ。

「………いつもの君なら、これはかわしたんだろうな」

　グレネードランチャーは低速で誘導性も備えていない。孝太郎対策が万全のウォーロードが、それをあえて装備している意味に、孝太郎は気付くべきだった。だが焦っていた孝太郎は、そこまで考えが及ばなかった。

　バンッ

　弾は孝太郎に命中する前に爆発した。いや、正確には爆発ではない。中に収められていたものを大きく展開したのだ。

「これはっ!?　しまったっ!?」

　そのグレネード弾には、爆ばく薬やくの代わりに特とく殊しゆ繊維で編まれたネットが収められていた。孝太郎はバリアーを張っていたから、ネットはバリアーの表面を滑るようにして広がり、孝太郎をすっぽりと包み込んだ。そしてネットに絡み取られた孝太郎は、大きくバランスを崩くずして地面に叩き付けられた。

　ゴシャアァァッ

「ぐぅっ!!」

　激しい衝撃に孝太郎の息が詰まる。その直後、孝太郎にモーターナイトのビーム砲ほうによる攻撃が降り注ぐ。叩き付けられた衝撃と、ネットに絡みつかれた事で、孝太郎は身動きが取れない。ビームは全て孝太郎に直撃した。

　シュバババババァッ

　衝撃と高熱とで、孝太郎の傍そばにある土砂が舞い上がる。おかげで孝太郎の姿は一時的に見えなくなった。

「どうだ………？」

　エゥレクシスは油断なく孝太郎のいるあたりに目を凝こらす。センサー類も動員して、孝太郎の動きを追う。以前戦った時、似たような状況で油断して敗北した。エゥレクシスは同じ失敗を繰くり返かえさなかった。

「………やった、か？」

　夜風が土砂を吹き払う。するとビームで作られた小さなクレーターの底に、倒れ伏した孝太郎の姿が見えた。センサーの分ぶん析せき結果からすると、それは立体映像ではなく本物だった。そこでようやくエゥレクシスは肩の力を抜く。彼かれは孝太郎に勝ったのだ。

　―――コータロー君が自分の事だけしか考えない男であれば、こうして勝てていたかどうか………。彼が人間らしい人間であってくれて良かった………。

　危ない橋を無事に渡わたり切ったエゥレクシスの安堵は深い。個の力で言えば、彼は孝太郎には遠く及ばない。だから孝太郎が少女達を見捨てる選択をしていたら、こうして倒れているのは彼の方だったかもしれないのだ。そんなリスクはあったが、エゥレクシスは孝太郎を信じて作戦を決行した。奇き妙みような話だが、エゥレクシスは信じて報われたのだった。

「う、うぅ………」

　そんな時、倒れていた孝太郎の手が僅かに動く。

「あれだけの攻撃を受けて、まだ生きている!?」

　モニター越しにそれを見たエゥレクシスは我わが目を疑った。彼は慌あわてて正面装甲を展開すると、自身の目で改めて確かく認にんする。しかし見み間ま違ちがいではなかった。

「まさかそんな………」

　モーターナイトのビームは全て直撃した。バリアーは一いつ瞬しゆんでオーバーヒートし、十本のビームは孝太郎を焼いた筈だった。実際、孝太郎を包つつんでいた特殊繊維のネットは完全に焼き尽くされて影も形もない。しかし孝太郎はそれでなお死なず、あろう事か起き上がろうとしている。エゥレクシスには信じ難がたい光景だった。

「ま、負けられるかっ………みっ、みんなが、危ないってときにっ………」

　孝太郎を守ったのはシグナルティンだった。孝太郎の生命の危機を察知したシグナルティンは、内に秘めた魔力を解放して孝太郎を守った。引き換えに、今のシグナルティンは輝かがやきが衰おとろえている。その勢いは普段の三分の一もないだろう。孝太郎共々、息も絶え絶えという状況だった。

「う、うおおあぁぁぁぁぁぁっ！」

　孝太郎は残された力を振り絞しぼり、輝きが衰えたシグナルティンを杖つえ代わりにして、その場に立ち上がる。

　―――なんとしてもっ、なんとしてもみんなを守らないとっ！

　倒れたままではいられなかった。諦められない人達たちだった。彼かの女じよ達を救えるなら、命と引き換えでも構わなかった。その強い思いが、孝太郎の身体を支えていた。

「エ、エゥレクシス………みんなは、返して貰もらうぞ………」

　孝太郎は身体を引き起こすと、エゥレクシスを睨み付ける。その身体は満身創痍だったが、目の輝きは衰えていない。エゥレクシスは孝太郎の眼光に圧おされ、思わず息を呑のんだほどだった。

「………見事だ、コータロー君。君のような友が欲ほしい、心底そう思うよ。だが君の願いは叶わない。君は負けたんだ」

　エゥレクシスはウォーロードを操り、右手で構えた剣を孝太郎の喉のど元もとに突つき付ける。そうされても孝太郎は何も出来ない。立ち上がっただけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「まだだ………まだ………」

「納なつ得とくできないなら、後ろを見たまえ」

　エゥレクシスは右手で剣を突き付けたまま、左手で孝太郎の背後を指し示す。

「君の大事な仲間達は、既すでに我々の手中にある。もう戦う必要はない。武器を置け。それが誰の為でもある」

　孝太郎は言われるままに背後を振り返った。すると六畳間の少女達が倒れているあたりに、クーデター軍の兵士達の姿が見えた。彼らは孝太郎が倒れている間に、そこへ辿り着いていたのだ。

「………みんな………まに、あわなかった、のか………」

　強い絶望感に見舞われながら、孝太郎はその場に立たち尽くした。そして倒れたままの少女達を見つめ続ける。するとクーデター軍の兵士の一人が少女達に近付いていく。その兵士は一人ずつ顔を確かめると、早さ苗なえに歩み寄った。

「………！　………！」

　遠くて孝太郎には聞き取れなかったが、兵士は早苗を口汚く罵っていた。そして意識のない早苗の髪かみを掴んで強引に引っ張り上げると、その身体を蹴り付ける。するとその細く華きや奢しやな身体は、糸の切れた操り人形のようにぐにゃりとその場に崩れ落ちた。その兵士は先さき程ほどの戦闘で早苗に攻撃された事を覚えていて仕返しをしたのだ。

「早苗っ!?」

　兵士達の仕返しはそれだけに留まらなかった。彼らは他の少女達にも同じように暴力を振るい始める。意識のない少女達には為なす術すべもなかった。

「エゥレクシス！　すぐに止やめさせろっ！　あいつらに一体何の恨みがある!?」

　孝太郎は慌ててエゥレクシスの方に向き直り、兵士達の非道な行為を止めさせるよう必死で訴うつたえる。この場の責任者はエゥレクシスだ。彼には兵士達の暴挙を止める権利と義務がある筈だった。

「痛ましい事だ。もちろんすぐに止めさせよう。だが、その前に教えて欲しい事がある。皇帝陛下と皇女殿でん下かはどこにいる？」

　兵士達の暴挙は、エゥレクシスの意図するものではなかった。しかし彼はこの状況を利用して、孝太郎を脅きよう迫はくするつもりになっていた。

「言う訳がないだろうっ!?」

「選びたまえコータロー君。慣れ親しんだ同族か、それとも厄やつ介かい者ものの異星人か。悩むまでもないだろう？」

「ふざけるなっ!!」

　エゥレクシスは仲間の安全と引き換えに、エルファリアとティアの身柄を引き渡すように求めていた。だが、孝太郎にとってはどちらも同じだった。ティア達を引き渡せば早苗達たちは助かるかもしれないが、今度はティア達が危険な目に遭あう。だから孝太郎にはどちらも選べなかった。異星人とか、地球人とか、そんな事はもう関係なかった。誰もが等しく大切な人達だったから。

「ティアは厄介者なんかじゃない！　お前達には売れない！」

「だったら仕方がない。仲間達がなぶられるのをそこで見ているがいい」

　殴なぐる、蹴る、踏ふみにじる。ナイフを取り出した者もいた。兵士達の暴力は次第にエスカレートし、仕返しでは済まない領域に及ぼうとしている。それは孝太郎を脅迫する為の演技なのかもしれないが、それでも目を覆いたくなるような行こう為いだった。

「………お、お前ら………」

　ギリィッ

　激しい怒りと何も出来ない悔しさに、孝太郎は思い切り奥おく歯ばを噛み締める。それは奥歯が砕けてしまいそうな程の激しい力だった。

「………人の命を、なんだと思っているんだ………？」

　孝太郎の心の奥の方で、何かが大きく軋む。少女達が傷付けられる度たびに、胸の奥にある大切な何かがひび割れて壊れていくような感覚があった。

「私はいつもそれを自問してきた。だからこそ、エルファリア陛下の治世を終わらせる事に決めたんだ」

「その為になら、人の命を駆け引きの駒こまにするというのか？　そして、平気で踏み潰すとっ!?」

「その覚かく悟ごをせねば、世界は変えられん！　何の犠牲もなしに全てを救えるほど、この世界は優やさしくはないっ！」

　エゥレクシスは興奮気味にまくしたてる。彼にとっても痛い部分だった。救おうとするものを踏み潰さなければ変えられない。そして変えなければずっとそのままになる。それはエゥレクシスが何年も悩なやんできたジレンマだった。そして彼は、それでも変えると決心した。しかし心が痛まない訳ではないから、そこを突かれると気持ちが昂たかぶってしまう。

　そんなエゥレクシスの姿を、孝太郎は静かに見つめていた。少し前までの興奮が、嘘うそのように。エゥレクシスの覚悟に触れた時から、孝太郎は落ち着きを取とり戻もどしていた。

「………ずっと、戦いの中ではやるまいと思っていたんだ………」

　孝太郎は目を伏せ、ぽつりと呟つぶやく。

「何の話をしているんだ？」

　雰ふん囲い気きの変化に気付き、エゥレクシスは怪け訝げんそうに孝太郎の顔を見つめる。兵士達も同じ事に気付き、少女達を痛め付ける手を休めて、孝太郎に注目していた。

「………友達だからって、言ってくれたから。だから、俺おれ達たちの厄介事に巻き込むような事はしたくなかった。何もかもが終わって、平和で無意味なタイミングで、やるつもりだったんだ………」

　ギッ

　孝太郎は右手を固く握にぎり締しめる。それは怒りではない。孝太郎は今、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。そして同時に、自分の無力さが悔しくてたまらない。

「………観光案内をして、美お味いしいものでも食って貰って、みんなで馬ば鹿かみたいに騒いで、思い出話に花を咲かせてさ。俺はそういう風にしたかったんだ………」

「なんなんだ、コータロー君、君は一体何の話をしている!?」

　エゥレクシスは孝太郎の言葉に困こん惑わくしながらも、その静かな口調の向こう側から、不思議な威圧感を覚えていた。それが彼に不安を誘い、言動から落ち着きを奪ってしまっていた。

「………何てことはないさ。俺達が馬鹿だっていう話だよ。二千年以上も争いを止められない、馬鹿ばっかりだってな」

　問われた孝太郎は顔を上げると、真正面からエゥレクシスと視線を合わせた。

　孝太郎の瞳ひとみには光が戻ってきていた。それは強固な信念に裏打ちされた、強い意志の輝きだった。そして言葉にも力がある。焦りや弱気はもうない。戦いを決意した時の、強い孝太郎が戻ってきていた。

「世界を変えるには犠牲がいる。そう言ったな？」

　孝太郎は覚悟を決めた。

　このままでは少女達が危険な目に遭う。それを変えるべく、孝太郎は自分自身の無力さと愚おろかしさを受け入れ、どんな手を使ってでも少女達を守ると決めた。その為の犠牲は、惜しまない。たとえそれで、大切な友人を争いに巻き込んでしまう事になろうとも。ティアがその覚悟をして、孝太郎達のところへ戻ってきたように。

「そうとも！　それが現実だ！」

「ならば………覚悟はあるんだろうな、エゥレクシス？」

　孝太郎の鋭い視線がエゥレクシスを射い貫ぬく。果たして自分と同じだけの覚悟が、エゥレクシスにもあるのかどうか。孝太郎はそれが気になっていた。

「何の覚悟だ!?」

　孝太郎の迫はく力りよくに圧されたエゥレクシスは、懸けん命めいに動どう揺ようを抑おさえ、それを気取られないように強めに言葉を返す。

「お前自身が、犠牲になる覚悟だ。それとも世界を変える犠牲というのは、お前だけが例外なのか？」

「何をするつもりか分からないが、無駄な事は止めろ！　君には何も変えられない！」

　孝太郎は何か得体の知れない事をやろうとしている。エゥレクシスはその不安を払拭したくて、更に声を張り上げた。動揺は隠し切れないところまで膨らみつつあった。

「その通りだ。変えるのは俺おれじゃない。俺にはそんな力はない」

　孝太郎の力は全すべて借り物だった。孝太郎自身の力は、剣けんの技量くらいのものだろう。他の全ては他人が与えてくれたもの。これまでも、これからも。そして今、やろうとしている事すらも。だがそれがたとえ他人の力であろうと、どれだけ無様であろうと、それで大切な人達が救えるなら。

　孝太郎はもう、迷わなかった。

「後こう悔かいするなよ、エゥレクシス。この方は誰だれにも止められないっ！」

　孝太郎は右手を持ち上げ、固く握り締める。するとその手の甲が輝き始める。そしてその輝きは幾何学的な模様を描えがいていく。孝太郎の右手は鎧よろいの小手に覆われているから、それはまるで装甲の表面に彫り込まれた、光の彫刻のようだった。

『古いにしえの盟約により、再会を約束されし者よ！　我が召喚に応こたえ、その姿を顕あらわせ！』

　孝太郎の口から古代フォルトーゼの儀ぎ式しき言語、上位古代語の言葉が紡がれる。その言葉が紡がれる度に、孝太郎の手の甲の輝きは強まり、周囲を覆い尽つくしていく。そして周囲を覆い尽くした光は、びりびりと大気を震ふるわせ始めた。

「これはなんだっ!?　時空震だとっ!?　何かが出現しようとしているっ!?」

　エゥレクシスは自分が置かれている状況が理解できず、あたりを見回しながら不安におののく。それは彼の部下である兵士達もそうで、周囲を覆い尽くした光と、震える大気に困惑し、怯えてただ立ち尽くしていた。

　この状況を理解しているのはただ一人。詠えい唱しようを続ける孝太郎だけだった。

『幾百万の刻ときと、幾千万の道みち程のりを超え、来たれ古き王っ！』

「やめろコータロー君!!　仲間達がどうなっても構わないのか!?」

「もう遅いっ!!」

　孝太郎はエゥレクシスの制止を無視して凄味のある顔で笑うと、最後の一節を全力で叫んだ。

『光震わせ、出いでよっ!!　偉大なる煉れん獄ごくの覇者、火か竜りゆう帝ていアルゥナイアァァァッ!!』

　その瞬しゆん間かん、光はこれまで以上に強くなり、周囲の空間を満たした。おかげで何も見えなくなり、まるで何もない真っ白な世界に投げ込まれたかのようだった。

『………案ずるな、友よ。これは愚かしい行為ではない。むしろお前が真の危機に際して儂わしを喚よんだ事を誇らしく思う』

　まるで地鳴りのような太く大きな声。それがあたりに響くのと同時に、周囲を圧していた光が一点に向かって収束していく。それは孝太郎の背後。少女達の倒れている方向だった。孝太郎はその声の主を求め、そちらを振ふり返る。

「おいでくださいましたか！」

　孝太郎は安堵と懐かしさで僅かに顔を綻ばせつつ、声の主を捜した。特徴的な姿をしているから、その姿を見付けるのは簡単な筈だった。だが、何な故ぜか見付からない。その事に孝太郎が戸と惑まどった時、再びあたりに大きな声が響いた。

『ようやく儂を喚んだな、青騎士よ』

　声は孝太郎の想像よりもずっと近くから聞こえてきた。孝太郎が慌ててそちらへ目を向けると、力なく倒れ伏ふしていた少女の一人が、立ち上がろうとしていた。

「おっ、大家さんっ!?」

　それはころな荘そうの大家、笠かさ置ぎ静しず香かだった。静香はゆっくりと立ち上がると、腰こしに手を当てて悠ゆう然ぜんと微笑む。

『久しいな。壮健で何よりだ』

　孝太郎が求める人物の声は、静香の口から出て来ていた。そして今の静香の笑え顔がおは、普段のそれとは違っている。力強く余よ裕ゆうに満ちた、王者のそれであった。

「大家さんっ、どうして大家さんがっ!?」

　孝太郎は混乱する。孝太郎が呼び出したのは二千年前の世界で出会った友人であって、静香ではない。しかしその声は静香の口から出て来ている。その表情も普段の静香のそれではなかった。

「もしかしてっ！」

　孝太郎はある事に気付き、慌てて自身の両目に霊れい力りよくを込めた。すると静香の置かれている状況が理解できるようになった。

　―――そういう事か!!　アルゥナイア殿どのは、大家さんの中にいるっ!!

　見た目は静香だった。だが、静香の霊れい体たいに重なるようにして、全く別の霊体が存在している。孝太郎の目には、その絶大な霊力がはっきりと見えていた。そして静香の瞳は赤く輝いている。その瞳の輝きは、確かに孝太郎には見覚えがあるものだった。

「貴様っ、動くんじゃないっ！　じっとしていろっ！」

「無駄な抵てい抗こうはよせっ！」

　だが、兵士達にはそれが分からない。

　強きよう烈れつな光が現れて、何が起こるのかと恐おそれおののいていたら、結局何も起こらなかった。そして拍ひよう子し抜ぬけしていたところに、倒れていた少女が一人立ち上がった。

　彼らの認識はそんなものだった。だからこれまでと同じように、静香の自由を奪おうとその身体に手をかけた。

『軽々しく儂の身体に触ふれるな下郎どもっ！　そうしていいのは友だけだっ！』

　静香はその表情を怒りに変え、兵士達を一喝する。

「うわぁっ!?」

「なんだぁぁぁっ!?」

　すると他には何もしていないというのに、静香に触れた兵士達が跳ね飛ばされる。

　―――気迫だけで吹き飛ばした………やはりあれは本物!!

　それを見て孝太郎は確信した。静香の中には、強大な存在がいる。

『覚えておくがいい!!　儂の名はアルゥナイア!!　誇ほこり高たかき竜族の王にして、あまねく火か炎えんの支配者!!　原初の光に還りし後も、決して忘れるなっ!!』

　それは孝太郎の召喚に応えて現れた伝説の巨竜。

　火竜帝アルゥナイアだった。










　静香が伝説の竜の名を口にした直後、その身体が真しん紅くの炎に包まれた。だがその炎は彼かの女じよの身体を焼く事はなく、むしろ守るかのようにその身体の表面を覆おおっていった。数秒の時間が過ぎ、その炎が消えた時、静香の姿は大きく変化していた。人間と竜、そのちょうど中間のような姿に変貌していたのだ。

　静香の頭には角が生えていて、髪の毛と瞳の色が真紅に変わっていた。口元からは獣を思わせる犬歯が僅かに覗いている。そして胴体と腕うでや足は、まるで鎧を着ているかのように、真紅の鱗で覆われていた。背中には翼よく竜りゆうを思わせる翼つばさ、腰の後ろからは長い尾が伸のびている。それはまるで人間と竜の間に生まれた子供のような姿だった。

『青騎士っ、こっちは儂に任せろ！　この姿では出だせる力に限りが有るが、それでも普ふ通つうの人間には負けん！』

「頼たのみますっ！」

「何をしたかと思えば、ミュータント化だと？　苦し紛まぎれだな、コータロー君！　多少他の生物の特性を取り入れたぐらいでは、人間はそうそう強くはならない！」

　最初は驚おどろいていたエゥレクシスだったが、この時点では余裕を取り戻していた。
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　エゥレクシスは静香の変身を脅きよう威いとは考えていなかった。いくら生物学的な強化を施ほどこしても、所詮は生物。フォルトーゼの武器や防具には及ばない。元々強かった静香なので多少は手こずるだろうが、兵士達が倒せない程の敵ではない筈だった。

『儂もそう思う。この小さな姿では、あまり大きな力は出せないからな』

　シュゴォォォォォォウゥゥゥゥゥゥンンン

　その瞬間、静香は大きく開いた口から炎を吐き出した。だがこれは炎というには余りにも高温で、しかも勢いがあった。だから炎を吐くというよりも、口からプラズマのビームを発射したという表現の方が近かった。そして静香は口から発射したビームで無造作に空中を薙なぎ払はらった。

「馬鹿なっ!?」

　驚愕するエゥレクシスの目に、バラバラになって消し飛ぶ小型戦せん闘とう機きの姿が映った。小型戦闘機は地上戦をする兵士の支援の為に利用される自動化された無人兵器だ。現代の地球で言うなら軽戦闘車両に相当する。だが小型という名前ではあっても、決して脆ぜい弱じやくなものではない。それがたったの一撃で撃げき破はされてしまった。しかも一機ではない。空中に浮かんでいた小型戦闘機の大半が、今の一撃で撃うち落とされてしまっていたのだ。

『やはり全部は撃ち落とせなかったか………』

　静香はこの結果に満足しておらず、残念そうに肩かたを落とした。しかし攻撃を受けた方にとってはそうではなかった。その場にいた兵士達は、今の一撃を見て誰もが理解した。目の前の少女は、生物という枠組みから抜け出した、常識外れの存在であるのだと。

「うわぁっ、うわああぁああぁぁぁっ！」

「くるなぁっ、くるなぁぁあぁぁぁっ！」

　間近で静香の力を目まの当たりにした兵士達は、慌てふためき恐慌状態に陥おちいった。逃にげる者、その場に座り込むもの、銃を乱射するもの、反応は様々。しかし全員に共通して言えるのは、兵士としてのチームワークが、完全に崩壊したという事だった。

『ふん、二千年経って随ずい分ぶんと兵の質が落ちたな。アライア殿の兵なら、向かってきただろうが………文明に頼たよりすぎて、心の力は衰えたか………』

　静香は兵士達の様子に少々呆れながら前進する。その王者の風格を漂わせた堂々たる歩みは、踏み出すたびに地面を踏み砕く。その強大な力と圧あつ倒とう的てきな質量は、少女の姿をしていても健在であった。

『………リディスにファウナ、二人に分かれてはいるがカリスもいる………そして儂が宿りしはマリーと言ったか………他にも懐なつかしい気配が………なるほど、ならば儂がここにいるのも必然というもの！』

　この時、静香が前に出たのは少女達を守る為ためだった。彼女の傍には少女達が倒れたままになっていたから、前に出なければ彼女らは兵士達の攻撃に巻き込まれる恐れがあったのだ。

『儂の友らを傷付けたツケは払って貰うぞ！』

「化け物めっ！」

　静香の戦闘能力の高さと、兵士達の様子を理解したエゥレクシスは、慌ててウォーロードの装そう甲こうを閉じた。静香をこのまま放置すれば、兵士達は全ぜん滅めつする。ウォーロードとモーターナイトで早急に静香を倒す必要があった。

『連れん携けいモード再設定！　対機動歩兵で―――いや、対機動兵器だ！』

『了りよう解かい、連携モード変へん更こう。機動兵器戦を想定。戦術最適化、ウェポンセレクター・プリセットＦ』

　再びウォーロードの操そう縦じゆう桿かんを握ったエゥレクシスは、人工知能に次々と命令を与えていく。それはごく僅かな時間であったが、静香が兵士達に襲い掛かる姿を眺めながらであったから、エゥレクシスの気持ちは焦っていた。兵士達の全滅は、何としても避さけなければならない。彼らはエゥレクシスにとって、目的を共有する大事な仲間達なのだった。

『行くぞ、ウォーロード！』

「お前の相手は俺だぞ、エゥレクシス」

　だが兵士達の許もとへ向かおうとした矢先、エゥレクシスの前に孝太郎が立ち塞がった。

『そこをどけ、コータロー君！　君の相手をしている暇はない！』

「そうもいかない立場でね。………さっきのお前は、そう言っていたな」

　孝太郎はふらつく身体を両足で何とか支えながら、シグナルティンの切っ先をウォーロードへ向ける。身体はふらついていたが、その目はまだ死んでいなかった。

『今の君に何が出来る!?　そのぼろぼろの身体で戦うつもりなのか!?　無駄な事は止めて、そこをどくんだ!!』

「おいおい、それじゃあ話が違ちがうだろう、エゥレクシス」

　孝太郎は気力を振り絞り、エゥレクシスに笑いかける。孝太郎としてはエゥレクシスを行かせる訳にはいかなかった。エゥレクシスの狙ねらいは当然静香だ。だが静香は強い。まともにやるよりも、倒れている少女達を人質に取る方がいい。それが分かっていたから、孝太郎は薄れかける意識を必死に繋ぎ止めながら、エゥレクシスの前に立ちはだかったのだった。

「目的の為に犠牲を払う覚悟があるんじゃなかったのか？　部下達は放っておいて、俺と戦えよ。ティア達の情報と、俺の命が狙いだった筈だろう？」

「お互たがいに、仲間の命がかかっているという事か………」

　孝太郎の目的と覚悟を悟り、エゥレクシスは考えを改める。この状じよう況きようでは孝太郎は決して後には退ひかない。まずは孝太郎を倒さなければならなかった。

「いいだろう、決着をつけようコータロー君」

「さっきまでと同じだと思うなよ」

　孝太郎とエゥレクシスは互いに武器を構える。アルゥナイアを召喚したおかげで、状況は孝太郎の望んだ方向に推移している。だが、孝太郎は決死の覚悟だった。自分も鎧もダメージは大きく、エゥレクシスをそう長く足止め出来ない事は分かっていたのだ。

「………せめて、アルゥナイア殿が向こうを片付けるまで、時間が稼げれば………。みんな、力を貸してくれ………」

　孝太郎は小声でそう呟くと、シグナルティンを固く握り締める。今こそあらゆる力を振り絞る時だった。それが自分の力である必要はない。借り物の力でいい。見苦しくても構わない。それで守りたいものを守れるのなら、孝太郎は誰のどんな力でも構わなかった。大切なのは、そんな事ではないと知っているから。

　するとまるでその言葉に答えるかのように、一人の少女の声が孝太郎の耳に届いた。

『………その言葉は、一番最初にわたくしに仰おつしやって下さいませ』

　それは音として届いた声ではなかった。孝太郎が手にした剣の力を介かいして、届けられた声だった。

「陛下!?」

　少女の言葉が聞こえてきた時、孝太郎が最初に思い描いたのは銀色の髪の少女だった。かつてその少女が、全く同じ言葉を口にしていたのだ。しかし孝太郎はすぐにそれが別人であると気付く。銀色の髪の少女はここにいる筈がないし、別にもう一人、心当たりがあったのだ。

「桜庭さくらば先せん輩ぱい？」

『ふふふ、もうバレちゃいました。うまく演技したつもりだったんですけど………』

　声の主は晴はる海みだった。彼女にもシグナルティンをコントロールする力がある。だから晴海が孝太郎の想おもい出での少女のように呼び掛かけて来ていたのだ。

『どうしてここに？　エルファリア陛下は？』

　孝太郎は口を閉じ、心の声だけで晴海に呼び掛ける。この先はエゥレクシスに聞かれたくない内容の話だった。

『シグナルティンの力が衰えれば、どこにいても私には分かります。だから陛下には隠かくれて頂いて、ここへやってきたんです』

　無人探査機をやり過ごした後も、晴海はエルファリアと山さん荘そうに隠れていた。短期的には下手に動くよりも、調査済みの場所に潜伏していた方が安全だと思われたのだ。もちろん念の為に魔ま法ほうで痕跡を消す事も忘れなかった。

　そんな時、晴海はシグナルティンの魔力が急激に衰えた事を感じ取った。それは孝太郎達が非常に危険な状況にあるという証しよう拠こ。そこで晴海はエルファリアを山荘に残して、孝太郎の許へ向かったのだった。

『無む茶ちやな事を………』

『どのみち私一人では陛下を守り切れません。こうするしかなかったんです』

　エルファリアを一人残すのはリスクが高かったが、今後晴海が一人でエルファリアを守るのも現実的ではなかった。孝太郎達を倒した敵を振り切り、ティアかクランにエルファリアを届ける。それがどれだけ難しいか、晴海にはよく分かっていた。だからリスクを比較して、晴海は孝太郎達を救いに行くべきだと判断した。これはエルファリアも同じ意見だった。

『それに里さと見み君は、その傷だらけの身体でも戦うつもりだったのでしょう？　だったら私も、この身体で戦って良い筈です』

『桜庭先輩………』

『里見君、私も一いつ緒しよに戦います。傍でずっと、あなたを守ります』

　それは、晴海にとって一世一代の愛の告白だった。

『白銀の姫ひめには立場があって出来なかったけれど、私はただの女の子だから………最後の最後まで、あなたと共にいきます』

　晴海は自分がとても恵まれていると感じていた。白銀の姫は青あお騎き士しを愛しながらも、国の為に自身の想いを諦めざるを得なかった。だが晴海は違う。晴海はごく普通の家庭に生まれた女の子で、自分の人生を自分で決める権利があった。そして今、晴海には白銀の姫と同じ、愛する人を守る力がある。演劇で白銀の姫の人生を我が事のように体験した晴海には、彼女が他人とは思えなかった。だから晴海は、白銀の姫が望んで果たせなかった事を果たしたいと思うようになっていた。晴海が自分自身の想いと一緒に、白銀の姫の想いを抱かかえて孝太郎と共に生きれば、僅わずかなりとも白銀の姫の想いが果たされる事になるだろうから。

　だから晴海は自分の為だけでも、白銀の姫の為だけでもなく、二人分の想いを共に果たさんが為に、戦いに身を投じる決意をしたのだった。

『分かりました。俺に力を貸して下さい、桜庭先輩。情けない話ですが、俺一人ではエゥレクシスには勝てません』

『はいっ！』

　晴海はこれまでずっと胸の奥にしまってあった想いを込めて、孝太郎の言葉に答えた。孝太郎に晴海の想いが届いたかどうかは分からない。けれど、孝太郎は晴海を必要だと言ってくれた。それだけで、今は満足だった。

　―――白銀の姫………どうか、あなたの想いを、私に貸して下さい！　私達の大切なあの人を、ずっとずっと、守っていく為にっ!!

　そして晴海は両手を胸の前で組み合わせると、シグナルティンの力を呼び醒ます。今の晴海には、自身とアライア、二人分の想いがある。その想いによって呼び起こされたシグナルティンの力は、二人分の力を大きく超えて、剣を輝かせるのだった。










『祈いのりの言葉は済んだかい、コータロー君』

「俺には祈る必要はないんだ。代わりに祈ってくれる人がいるんでな」

　シグナルティンが輝き始めたのは、孝太郎とエゥレクシスの戦いが始まろうとする、まさにその時の事だった。それまで弱々しく輝いていた剣は、突とつ然ぜんその輝きを増してゆく。それは先さき程ほど孝太郎がアルゥナイアを召喚した時に匹敵するほどの輝きだった。

『何をするつもりだっ!?　何度も思い通りにはさせんぞっ!!』

　剣の輝きを見て危険を悟さとったエゥレクシスは、迷わずトリガーを引き絞った。するとウォーロードの左腕に装備された拡散ビームショットガンが咆哮する。それと同時に十体のモーターナイトもビーム砲を発射した。連携は完璧で、ショットガンとビーム砲は全く同じタイミングで孝太郎に襲おそい掛かった。

「良い判断だがっ、遅いなエゥレクシスッ！」

　十一発のビームは孝太郎が立っていた場所に降り注ぎ、クレーター状の大きな穴を作った。しかし孝太郎は既にその場所にはなく、この時のエゥレクシスの攻こう撃げきは穴を掘ほっただけで終わった。

「お前はお祈りが始まる前に、俺を撃つ必要があったんだっ!!」

　孝太郎は一気にエゥレクシスとの距きよ離りを詰つめていた。その動きは速く、先程までの辛そうな様子はない。孝太郎は先程のシグナルティンの輝きにより、完全ではないものの、身体に刻まれた傷は癒いやされ、失われた体力も取り戻していたのだ。

『さっきの光かっ！　だがそれでも鎧の設計より速く動ける訳ではあるまいっ！』

　だが、ウォーロードは孝太郎の動きを追つい尾びしていた。接近してくる孝太郎に向かって、右肩に装備されているレーザー砲ほうが連射を開始する。レーザーは光なので、発射した瞬間には孝太郎に命中していた。レーザーとは発射後に回避できる代物ではない。

「ただ速く動けばいいってもんじゃない。そいつらを使っているお前なら、よく分かっている筈はずだぞ」

　しかしレーザーが孝太郎に命中した瞬間、その姿が煙のように消え去る。エゥレクシスが攻撃した孝太郎は、晴海が魔法で作り出した精巧な幻まぼろしだったのだ。

　ズドンッ

　その直後、ウォーロードの右側に配置されていたモーターナイトが二体、同時に爆ばく発はつする。孝太郎は爆発した二体のすぐ傍そばにいた。孝太郎の狙いはウォーロードではなく、モーターナイトだったのだ。

『里見君っ、下がってっ！』

　孝太郎は晴海の指示に従って一気に後退する。近くにいた三体のモーターナイトが孝太郎を狙っていたのだ。

『集つどえ、水の精せい霊れい！　舞え、風の精霊！　二柱の力を糧かてとして、出でよ雷の精霊！　黒雲より出でし竜が如く、その顎あごを開け！　打ち砕けっ！　天雷の咆哮ぉっ!!』

　だが実際の攻撃に移る前に、突如として天空から降り注いだ強烈な雷が、三体のロボットに襲い掛かった。十億ボルトを超こえる高電圧が相手では、モーターナイトのバリアーも紙かみ屑くず同然。三体のロボットは為す術もなく強烈な電流をその身に浴びて、内側から破は裂れつするようにして呆あつ気けなく四散した。

「………凄すごいな、こりゃあ………」

　もし孝太郎が後退していなかったら、一緒に雷に巻き込まれて大変な事になっていただろう。先程の晴海の警告は、モーターナイトの攻撃を告げるものではなく、むしろ晴海の攻撃に巻き込まれないようにする為のものだったのだ。

『………わ、私もこれにはびっくりしました………』

　この結果は晴海にとっても予想外だった。人間が相手ではなかったから、晴海は上位に位置する攻こう撃げき魔ま法ほうを加減せずに放った。すると晴海の思惑を大きく超えた威い力りよくの魔法が飛び出した。その結果である焼け焦げた地面と爆散したロボットの破片を見ながら、晴海は少しだけ恐ろしくなっていた。力の使い方を誤れば、味方をも危険に晒す。だから晴海は自身が大きな力を得たのだという事を、深く心に刻み込んだ。

『やりすぎました………』

「急な戦いですから、あまり気にし過ぎないで！　先輩はよくやっています！」

『はっ、はいっ、ありがとうございます、里見君っ！』

　元気を取り戻した晴海の声を聞きながら、孝太郎は次の目標に狙いを定める。

　―――お供のロボットを狙っていると思っているだろうから、ここは一度っ!!

　孝太郎の次なる狙いは、エゥレクシスの操るウォーロードだった。残りのモーターナイト達たちはウォーロードの向こう側にいるから、連れん携けい攻こう撃げきを受ける心配もない。今が攻撃のチャンスだった。

『君は一体何者なんだっ、コータロー君っ!!』

　あっという間に五体のモーターナイトを失い、エゥレクシスは気持ちの余裕を失いつつあった。エゥレクシスは接近する孝太郎に向かってミサイルを発射。同時にレーザーを連射して孝太郎の進路を妨ぼう害がいしようとする。

「前も言っただろう、ただの被ひ害がい者しやだと！」

　孝太郎は剣を振って空中を薙ぎ払った。すると晴海にコントロールされたシグナルティンは、剣先から衝しよう撃げき波はを発生させる。その衝撃波は接近しつつあったミサイルを爆発させた。その爆炎が孝太郎の姿を覆い隠し、レーザーの威力を大きく減衰させる。威力が弱まっていれば、レーザーは鎧と魔法のバリアーで完全に防ぐ事が出来る。孝太郎はレーザーを浴びながらも、怯ひるまず前に出た。

「俺はその辺にいる、普通の学生だよ！」

『私にはそれだけとは思えない!!　君の力は、現実を逸脱している!!』

　孝太郎自身の剣の技わざに加え、鎧が操る科学と霊子力技術、身に宿した霊能力と魔法。挙句の果てに超常生物を呼び出した。孝太郎の扱あつかう力はバラエティに富み、一つ一つが極きわめて高いレベルにある。そして孝太郎は、それらを全て調和させて戦っている。その結果もたらされるのは、常識を上回る戦闘能力だった。

「俺の力なんて微々たるもんだ。みんな借り物なんだからな。きっとお前が使えば、もっとずっと強いだろうさ！」

　ウォーロードに接近した孝太郎は素す早ばやくシグナルティンを突つき出した。狙いは右肩のレーザー砲。レーザーは回避が出来ない為に、最優先の攻撃目標だった。

　ドンッ

　シグナルティンがウォーロードのバリアーを打ち破るのと同時に、孝太郎は左手で電撃を発生させた。その電撃はシグナルティンを伝わって、レーザー砲を刺し貫く。すると小さな爆音を残して、レーザー砲はばらばらになって四散した。

『笑えないジョークだなっ！　私にはそれほどまでの借り物を得る力はないっ！』

　エゥレクシスは咄とつ嗟さに左の拳こぶしで孝太郎を叩き落とそうとするが、それよりも早く孝太郎はウォーロードの右肩を踏み台にして大きくジャンプする。そんな孝太郎を、自動的に五体のモーターナイトが追尾し、それぞれのビーム砲が狙いを定めた。

『集え、水の精霊！　舞え、風の精霊！　二柱の力を糧として、出でよ雷の精霊！　とぐろ巻く蛇、立ち昇る竜たつ巻まきが如く、その姿を示せ！　渦巻け！　天雷の螺ら旋せん！』

　だが、発射されたビームが孝太郎を捉とらえる事はなかった。晴海が強烈な電流を使って生み出した高磁界が、発射直後のビームに干渉してその進行方向を捻じ曲げたのだ。変化は微々たるものだったが、孝太郎への狙いを外すには十分だった。

「桜庭先輩、うまいっ！」

　孝太郎はシグナルティンを大きく振りかぶり、モーターナイト達に斬りかかった。高磁界はモーターナイトのシステムにも悪あく影えい響きようを与あたえており、吐はき出したエラーを訂てい正せいするほんの僅かな時間だけだが、彼かれらの動きを止める事が出来た。晴海の魔法の使い方は非常に的確で、一つで攻防両面の働きをした。そして孝太郎は、晴海が作ったチャンスを最大限に活用した。

　ジャジャキィィィィンッ

　金属を切断する音が複数連なり、五体のモーターナイトはそれぞれ数個ずつのパーツに分断されて宙を舞った。エゥレクシスはパーツが次々と地面に降り注ぐ様子と、その金属片の雨のずっと向こう側で、静香が最後の味方兵士を無造作に殴り倒たおす姿を見た。

『………君の真の力は、現実の力として顕あらわれるものではない。他人に、君へ力を託そうと思わせる、君の在り方そのものだ………』

　エゥレクシスは血を吐くような思いで、その言葉を絞り出した。

　それは余りにも鮮やか過ぎる逆転劇だった。エゥレクシスは完全勝利の手前まで来ていたのに、孝太郎はそこから逆転してみせた。孝太郎の力は、エゥレクシスの想像を大きく上回っていたのだ。その絶大な力が全て他人から貸し与えられたものであるなら、その人物達はどれだけ孝太郎の事を信用しているのだろう？　しかもそれは一人ではない。孝太郎の強さからすると、明らかに多くの人間が力を貸している筈だった。エゥレクシスは自分がそこまでの助力を得られる人間だとは到底思えない。エゥレクシスは認めざるを得なかった。自分の器うつわが、孝太郎には遠く及ばないという事を。

「だったら俺は、その真の力とやらを、誇りに思おう。そして俺に向けられた信しん頼らいを、決して裏切るまい」

　孝太郎の力がエゥレクシスの言うようなものであるのなら。

　それは孝太郎が孝太郎であり、六畳じよう間の少女達が六畳間の少女達であったという事。そしてその十人の間に芽生えた絆きずなが、本物であったという事なのだ。

「………俺達の勝ちだ、エゥレクシス」

　だから孝太郎は絆を誇ろうと思った。そして絆を裏切るまいと思った。

　孝太郎は一人ではない。

　いつでも九人の少女達が共にあるのだ。

「まだだ、コータロー君っ！」

　エゥレクシスはウォーロードの操作パネルの端はしに取り付けられている赤いボタンを、拳で殴りつけるようにして押おし込んだ。

　ドムッ

　するとウォーロードの操縦席部分が分ぶん離りし、後方に向かって飛び去っていく。エゥレクシスが押したボタンは、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ装置のスイッチだったのだ。

「しまったっ!?」

『たとえ君を倒せなくても、君に勝つ方法はまだ残っているっ！』

　エゥレクシスにとって、仲間である兵士達を置き去りにするのは辛つらい選せん択たくだった。しかし現状において、兵士達を全員回収するのは至難の業わざだ。ウォーロード一機で孝太郎と静香を相手にして勝てる見込みはない。だからエゥレクシスは、脱だつ出しゆつを選択せざるを得なかったのだ。

「そうかっ、狙いはティアだなっ!?」

『そうともっ！　君との戦いは、直接的な戦いだけではないっ！』

　だがこれは自分の身を守る事だけが目的ではない。宇宙で戦っているティアの身柄を押さえれば、取り引きの材料には十分すぎる。兵士達は―――生存している者に限られるが―――後でも取り返せるのだ。

「させるかぁっ!!」

『もう遅いっ!!』

　孝太郎がエゥレクシスを攻撃しようと身構えた瞬間、エゥレクシスを乗せた操縦席部分は空中に開いた黒い時空の穴へ飛び込んだ。

「お前だけ行かせるもんかぁっ!!」

　孝太郎は鎧の緊きん急きゆう用ブースターに点火してエゥレクシスを追う。まだ開いたままになっている時空の穴に飛び込むつもりだった。

『遅いと言った筈だっ！』

　だが孝太郎が穴に飛び込む直前、地上に残されたままのウォーロードが爆発した。

　ズドンッ

　その瞬間、孝太郎の目の前で時空の穴が掻かき消けすように消失する。おかげでそこへ飛び込むつもりだった孝太郎は、穴があった筈の場所をただ通過しただけで終わった。

「くそっ、だったらっ！」

　エゥレクシスを取り逃したものの、孝太郎はそのまま諦あきらめるつもりはなかった。すぐに鎧の通信機能を起動して、月の裏側で敵てき艦かんと交戦中のティア達を呼び出そうとする。

『ネットワークとの接続が切断されています。通信はできません』

「なんだとっ!?」

　しかし鎧の人工知能の答えは無常だった。

　孝太郎はティア達と通信する事が出来なかった。










　ティア達と通信できなかったのは、ウォーロードの爆発の影響だった。ウォーロードは通信を邪じや魔まする為に自爆したのだ。

　フォルトーゼの宇宙船は通常、重力波によって通信を行う。これは電波を使うよりも安定した通信方法なのだが、それでも妨害する手段はある。電波通信を妨害する為に電場を乱すように、重力場を乱してやればいいのだ。その為にウォーロードは動力炉を意図的に暴走させて自爆した。

『………重力場が乱れた状態では、通信だけでなく物体の転送も出来ませんの！　もちろん人間の移動などもってのほかですわ！』

　重力波通信は使えないので、今孝太郎の腕うで輪わから聞こえてきているクランの声は、電波通信で送られてきたものだった。クランは月軌き道どうよりも更さらに外側にいるので、その声が届くのに時間がかかる。今の孝太郎にとっては、その僅かな待ち時間さえ気持ちを焦らせる原因となっていた。

「このままじゃティアがやられてしまうぞ!?」

　クランのおかげで、孝太郎にもエゥレクシスの策略の全貌が見えていた。

　エゥレクシスの最初の狙いは、彼が言っていた通り孝太郎だった。地上に強ごう引いんな攻撃を仕し掛かけ、孝太郎をおびき出して倒す。これが策略の第一段階だった。

　続く第二の狙いは、宇宙の『青騎士』を月の裏側におびき寄せる事だった。リスクを分散させる為に宇宙に潜伏している『青騎士』にはティアかエルファリアのどちらかが乗っている可能性が高い。その身柄の確保か、殺害が目的だった。三隻せきの宇宙船が『青騎士』を無視して地上に対してあからさまな支し援えんを行っていれば『青騎士』は出て行かざるを得ない。実際にティアは罠わなと分かっていて、月の裏側へ向かわざるを得なかった。

　そして三つ目。これは孝太郎を倒せなかった場合に、ウォーロードを自爆させて孝太郎達たちをしばらく地上へ足止めするというものだった。そうすれば宇宙で孤立している『青騎士』を攻撃する時間が稼げる。最初に強引な攻撃を仕掛ける事には、孝太郎達を一ヶ所に集めて足止めをする、陽動の意味もあったのだ。

　こうしたエゥレクシスの策略が功を奏し、孝太郎達は宇宙で戦うティアのもとへ向かう事が出来ずにいた。『青騎士』は高度に自動化された兵器だが、それでもティアとルース二人だけでの操そう艦かんは荷が重い。相手が三隻ともなれば、人手は多い方がいい。地上に取り残されたままでは、クランの『朧ろう月げつ』を経由して送られてくる映像を眺めている事しか出来ない。孝太郎は気ばかり焦り、もどかしい状況だった。

「クランさん、クランさんのお力で、何とかなりませんか？」

　晴海は銀色の髪かみを揺らしながら、孝太郎の鎧よろいが表示させているクランの立体映像に尋たずねる。晴海の髪は、先さき程ほどの戦闘でシグナルティンの魔力を多用した影響か、僅かに銀色の輝かがやきを帯びていた。それは晴海本来の儚げな容姿と相まって、見る者を魅了する神秘的な雰ふん囲い気きを作り上げていた。

『………上空の『揺ゆり籠かご』を大たい気き圏けんに突とつ入にゆうさせて、あなた方を乗せて再び宇宙へ上がったとしても、到底間に合いませんわ』

　軌道上からの往復、そして月までの三十八万キロ。いかにフォルトーゼの先進科学であっても、それだけの事をやるには時間がかかってしまう。

「手詰まりか………」

　ギッ

　孝太郎の拳が固く握にぎり締しめられる。鎧がその力を増ぞう幅ふくしているので、もし何かを手にしていたのなら、それはバラバラに砕け散っていたに違いなかった。

『青騎士よ、詳くわしい事情は分からないが、要は星の世界に出たいという事か？』

　これまで黙だまって成り行きを見守っていた静香が口を開く。彼女は両りよう腕うでを組んでじっと孝太郎の顔を見つめていた。

「そうです。宇宙―――星の世界で、友達が戦っているんです」

『ふむ………あの大きな衛星の裏か………確かに何か、騒そう動どうがあるようだな』

　静香は月を見上げて軽く目を細めると大きく頷うなずいた。何の魔法も使っていないが、彼女の感覚はそこで生じている空間の歪みやエネルギーのぶつかり合いを感じ取っていた。

「しかし今やれる方法であそこへ向かっても、時間がかかりすぎるんです」

『そういう事か。ならば青騎士、儂が今すぐあそこへ連れて行ってやろう』

　静香はまっすぐに月を指さした。同時に胸を張り、腰こしに手を当て、自信ありげな表情を作る。冗じよう談だんや勘かん違ちがいのそれではない、力強さがそこにはあった。

「出来るんですか!?」

『簡単ではないがな。儂にも限界はある』

　静香の中にいる、伝説の巨竜アルゥナイア。孝太郎からすると全知全能のように見えるが、もちろん限界は存在している。現に彼は実体で地球へやってくる事が出来なかった。やはり二千年と一千万光年はあまりにも遠過ぎたのだ。

　そこで彼は魔力と魂のコピーだけを地球に送り込んだ。そして孝太郎の右手の紋章を目印にして、十数年前からころな荘そうに住んでいる静香に、それらを少しずつ蓄積し続けた。彼は今日いきなり現れたのではなく、それだけの長い準備を必要としたのだ。

『星の世界へ上がり、あの衛星の裏まで飛ぶだけで、恐らく儂の力の大半を使い切るだろう。それが回復するまでは、儂には殆ほとんど何も出来なくなる。それでも構わぬか？』

　今の静香―――アルゥナイアには、孝太郎を宇宙へ連れて行くだけの力しかない。そこから先の戦いは、支援する事が出来ない。そういった事を覚かく悟ごの上で、それでもなお宇宙へ、ティアの許へ行きたいかどうか。アルゥナイアはそれを尋ねているのだった。

「もちろんです！　お願いしますっ、アルゥナイア殿どのっ!!」

　孝太郎にはその覚悟がある。

　当たり前だろう。

　今の孝太郎は、ティアに仕える騎士なのだから。







伝説再臨　五月二十二日（土）







　ティアとルースを乗せた『青騎士』が月の裏側に到とう着ちやくした時、そこでは三隻の宇宙船が横に広がって待ち構えていた。本来は遠い上に月の夜側なので宇宙船は見えない筈だが、ＣＧ処理されたモニター映像には、その姿がくっきりと映し出だされていた。

「やはり罠であったな」

「はい。敵の宇宙空母より艦かん載さい機きが多数発進しました」

「向こうの予定通りか………。自動迎げい撃げきシステム起動、火器管制と操舵をわらわに回せ。他は任せる」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　三隻の宇宙船に地上への支援を止やめさせる為には、『青騎士』で攻撃を仕掛けて通信を妨害する必要があった。これにより地上戦が勝利する可能性が高まる。

　ここまでで敵艦から地上へ送られたのは、地上支援用の小型戦せん闘とう機と、ウォーロード用のモーターナイトが十数機ずつに留まる。もしこれよりも多くの兵器が送られていたら、地上戦はクーデター軍の勝利で終わったに違いなかった。

「ルース」

「はい」

「先に詫わびておく。済まぬ。恐おそらく、生きては帰れぬ」

　地上に隠れたエルファリアを守り、地上戦のメンバーを勝たせるには、誰だれかがこうして敵艦を攻撃しなければならなかった。ティア達が使える宇宙戦せん艦かんは二隻だが、立場上クランの『朧月』は戦闘に参加できないので、ティアの『青騎士』一隻だけで戦わねばならない。しかし一隻だけでは勝つのは難しかった。

「何を仰いますか。何事も共にと、誓ちかったではありませんか」

「そうであったな」

「むしろ詫びるなら、わたくし達二人で、サトミ様に詫びなければなりません」

「そうだな………だったらルース、もしもの時は月に落ちよう。そうすればあやつをずっと見守っていられる」

「それは素す敵てきなアイデアでございますね。是ぜ非ひ、そう致いたしましょう」

　ティアとルースは、既すでに敗戦を覚悟していた。

　ティアの勘かんでは、彼かの女じよ達たちが勝利する可能性は半分もなかった。『青騎士』はフォルトーゼの宇宙船の中では最強の皇族級宇宙戦艦にあたるが、過去の戦闘による損傷が完全に修復されておらず、しかも数の上で負けている現状では、負ける可能性の方が高かった。

「ただし、黙ってやられる必要はないかと」

「当然じゃ。戦うからには勝つつもりでやらねばな。でなければ、後に続く者に申し訳が立たぬ」

　それでもティアとルースは勝つつもりでいた。

　ティアは勝って孝こう太た郎ろうと再会し、何か気の利きいた事を言ってやりたかった。ルースは孝太郎に願い事を伝えたかった。

　ティアとルースは、そんな決死の戦いに挑まねばならないのだった。










　先制攻撃は『青騎士』の方からだった。『青騎士』は宇宙戦艦の中でも最大サイズの皇族級にあたる。動力は大型のものが使われているので、そのエネルギーを利用する砲撃は当然遠くまで届く。幾いくつかあるエネルギー兵器の中で、ティアが最初の攻撃に使ったのはレーザー砲だった。

「『青騎士』っ！　高収束レーザー！」

『仰せのままに、マイプリンセス。高収束レーザー「シャイニーフラワー」砲門解放。トリガーを指揮官席へ』

　ティアはブリッジにある指揮官用の席にいた。ティアはそこで船を操あやつりながら、同時に攻撃を担当する。船を操ると言っても、そこにはいわゆる船のような、舵輪があったりはしない。彼かの女じよの席は戦闘機の操縦席のようになっていた。ティアは戦闘機のそれによく似た操縦桿を握り締め、そこに取り付けられたトリガーに指をかけている。宇宙戦艦は立体的な操作が必要になる為ために、操艦のスタイルは戦闘機そのものだった。

「殿でん下か、防衛艦が前に出て来ました。歪わい曲きよく場ばの発生を確かく認にん」

　ルースはティアの近くにあるオペレーター席にいた。そこはティアの視界でいうと右下隅のあたりになる。彼女はそこで情報処理と艦内の管理を専門に行う。大まかな分け方をすると、攻撃がティアで、防ぼう御ぎよがルースという役割分担になる。ルースはその役割を存分に発揮し、ティアに敵の情報を伝えていった。

「防衛艦が先頭で、これに艦載機が続きます。その背後に戦艦。空母はセオリー通り、最後方です」

　敵の編成は空母、戦艦、防衛艦の三隻。

　空母は艦自体の戦闘能力は低いが、艦内に多数の戦闘機を抱えている。それらを発進させて攻撃を担当する。機動性の高い戦闘機による集団攻撃は防ぎにくく、かつ高い攻こう撃げき力りよくを誇る。しかし戦闘機一機の攻撃力では敵艦を守るバリアーを破れない場合も多い。その為空母は防御力に劣おとる事と併あわせて、単艦で運用される事は殆どない。

　戦艦は攻撃に優すぐれている。大型のジェネレーターを使った砲により、敵艦のバリアーを弱体化するのが仕事だった。戦艦が砲撃で敵のバリアーを弱らせれば、空母の戦闘機の攻撃が通用するようになる。要は戦艦が弱らせ、空母が倒すという分担だった。空母の必須のパートナーと言えるだろう。

　防衛艦は先の二隻とは逆に、防御を担当する艦だった。戦艦とは違い、その能力の殆どが防御に振り分けられ、強固なバリアーを備えている。反面、攻撃力は皆かい無むと言って良いだろう。この艦は先頭に立って、敵の攻撃を防ぐ役割を担う。そしてこの艦の大きな特とく徴ちようとして、無人である場合が多いという点が挙げられる。防御に使う盾なので、特とく殊しゆな状じよう況きようでない限り、わざわざ多くの人間を乗り込ませるような事はしないのだ。

　敵はこの三隻の艦を効果的に使っていた。防衛艦を最前列に出し、空母から発進した戦闘機を守る。戦艦がそれに続き『青騎士』への攻撃を担当。空母は無理に前に出ない。戦艦が砲撃して『青騎士』の防御を弱らせつつ、防衛艦が戦闘機を守りながら接近、戦闘機で倒す。空母は後方で戦闘機の母艦や、艦隊旗艦の役割を果たす。それがクーデター軍の狙ねらい。基本に忠実な用兵だった。

「艦や兵器はＤＫＩの新型じゃろうが、戦術は至ってオーソドックスじゃな………」

　ティアは敵艦隊が基本に忠実である事が気になっていた。以前の戦いで見せたエゥレクシスの頭の良さからすると、ティアにはこの布ふ陣じんが単純過ぎるように思えたのだ。

「いかがいたしますか？」

「考えている時間はない。防衛艦を迂回して、戦艦に仕掛ける」

　ティアは操縦桿を操って『青騎士』に回避運動を取らせながら、敵の戦艦に艦首を向ける。この時の『青騎士』の動きは戦闘機のそれのようだった。フォルトーゼの科学は重力や質量を操る事が出来るので、戦艦といえども機動性は高いのだ。ティアはそうやって船体を振ふり回まわしながら、操縦桿のトリガーを絞った。

「敵戦艦に命中！　歪曲場の強度が三十パーセント低下！」

「この距離ではそう何度も当てられぬ！　ルース、少し無茶をするぞ！」

「はい！　戦闘機が防衛艦の歪曲場から離脱！　防衛艦は戦艦の防御に徹てつするようです！」

「向こうはこちらの痛いところが分かっておるようじゃの！　戦闘機は捨て置き、戦艦へ攻撃を集中するぞ！　今の戦闘機は大した脅きよう威いにならん！」

　ティアの砲撃は戦艦に命中したが、それだけでは撃げき破はに至らなかった。レーザーは遠くまで届く半面、同じだけエネルギーを使う別の武器に比べて威力の面で劣る。だから戦艦を倒す為に接近してより強力な武器で攻撃したいのだが、それは敵の側も理解している。互たがいに戦艦の砲撃でバリアーを弱らせる必要がある以上、攻防共に優先すべきは戦艦。そしてティア達には個々の戦闘機に構っている余よ裕ゆうがないと分かるから、防衛艦は戦闘機の護衛を捨てて戦艦の防御に切り替えたのだ。

「『青あお騎き士し』っ！　可変特性ビーム砲！」

『仰せのままに、マイプリンセス。可変特性ビーム砲「パウダースノー」砲門解放』

「今度は先程とは違ちがうぞっ！」

　ティアは武器をレーザーからビームに切り替える。ビームはレーザー程は遠くには届かないものの、威力が大きい。ここからはビームの方が適切な距離だった。

「殿下っ、敵戦艦の艦首にエネルギー反応！　撃うってきます！」

「任せよっ！　砲撃に当たるようなヘマはせんっ！」

　敵戦艦が砲撃を開始する。撃ってきたのは『青騎士』と同じくビーム砲。敵は主砲の撃ち合いで勝負を決しようとしていた。

「戦闘機が三編隊、本艦を追尾！」

「嫌いやがらせでもするつもりか!?」

　戦闘機は三機で一つの編隊を組む。三編隊なので、合計九機の戦闘機が『青騎士』の後を追っていた。だが前述のように戦闘機の攻撃では『青騎士』の防御を破る事は出来ないから、ティアはこれを放置して攻撃を続行した。

「ビームの一斉射後、そのまま防衛艦の横を通過する！　すり抜ぬけざまにミサイルを放り込んでやれ！」

『仰せのままに』

「殿下っ、ミサイルの発射直後に撹乱粒子を散布します！」

「任せる！　ゆくぞっ！」

　ティアは巧みな操艦で『青騎士』を滑らかに旋回させると、防衛艦に守られた戦艦へ突進する。防衛艦を挟んだまま砲撃戦をやるのは得策ではない。そこでティアは防衛艦を抜いて、戦艦に接近戦を挑むつもりだった。

「こうすればそちらからは撃てんじゃろうっ！」

　まだ距離があるので、ティアは戦艦との間に防衛艦が来るようにする。すると防衛艦からしか攻撃が来なくなるので楽になった。防衛艦の攻撃力は戦艦に大きく劣る。防衛艦からの攻撃は散発的で、ティアが操る『青騎士』を捉えるには至らない。ティアはビーム砲を連射しながら防衛艦に突っ込んでいく。すると防衛艦は砲撃を止め、バリアーによる防御に徹し始めた。

「砲撃により、敵艦の歪曲場の強度が五十六パーセント低下！」

「よしっ！」

『ミサイルを発射』

「撹乱粒子を散布します！」

　ビーム砲はティアの狙い通り防衛艦を直撃、艦を守るバリアーの働きを大きく減退させた。ティアはそのまま『青騎士』に防衛艦の横を擦り抜けさせる。それと同時にミサイルが発射され、防御力の落ちた防衛艦に殺到した。また通信やレーザーを乱反射させる防御用の粒子が大量に散布され、防衛艦からの反はん撃げきを防いだ。

　そして防衛艦の横を通り抜けた『青騎士』の正面に、敵の戦艦が姿を現す。ここまではティアの考え通りに展開していた。この戦艦を倒せれば、ティア達にも勝機が見えてくるだろう。

「殿下、敵の戦闘機群が攻撃を開始！」

「馬ば鹿かな、このタイミングで何をするつもりじゃっ!?」

　だが、ここでティアが予想していなかった事が起こった。『青騎士』を追尾していた九機の戦闘機が、突とつ然ぜん攻こう撃げきを開始したのだ。『青騎士』の防御が破れていない以上、この攻撃は全くの無意味。『青騎士』は傷付かない筈だった。

　しかし。

「殿下っ、青騎士の歪曲場の強度が二十二パーセント低下！」

「なんじゃとっ!?」

　ティアの予想に反して『青騎士』を守るバリアーは大きく削り取られていた。これは戦闘機の攻撃力としては異常なものだった。この威力ならば何度も攻撃を受けるうちにバリアーは負荷で消しよう滅めつする。フォルトーゼの戦場の常識では、考えられない出来事だった。

「九機の戦闘機から発射されたビームは、全すべて同時に同じ場所へ着弾しています！」

「そうかっ、それが奴やつらの新しい策かっ！」

　ＤＫＩが新たに作った戦闘機には、地上へ送られたモーターナイトと同じ仕組みが採用されていた。これにより戦闘機は、空母が指定した目標に対して完全な同期攻こう撃げきを行う。個々の攻撃では『青騎士』のバリアーは破れないが、全く同時に同じ場所へ攻撃を受ければ、いかに皇族級宇宙戦艦であっても耐たえられない。エゥレクシスとＤＫＩは『青騎士』と戦う上で、証しよう拠こが残り易い新兵器を使うよりも、旧来の技術で効率的にダメージを与える方法を選択したのだ。

「戦艦から高エネルギー反応！」

「最大船速っ、緊急用ブースター点火っ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　敵の手の内を知ったティアは、無理な攻撃は仕掛けず、すぐに離脱を決めた。ティアは『青騎士』に備わった最大のスピードで、戦艦からの離脱を試みる。戦闘機をそのままにして戦艦と撃ち合いをすれば、あっという間にやられるのは明らかだった。

　ゴォォォン

　その途中で『青騎士』が大きく揺れる。戦艦からの砲撃を浴びたのだ。

「左脚きやく部ぶ第三ブロックに被弾！　ハッチ閉鎖、消火剤散布！」

「してやられた！　手強いと分かっていてこれか！」

　戦闘機の攻撃でバリアーの強度が下がり、しかも先程の砲ほう撃げきと、今の緊急離脱にエネルギーを奪われていたのが問題だった。その結果、バリアーが回復し切らないタイミングで戦艦からの砲撃を受けてしまった。これではいかに『青騎士』でも、無事では済まなかった。ティアの操艦であったからこそ、脚あしに損傷を受けただけで済んだ。これが別の人間による操艦であれば、状況はもっと悪かったに違いなかった。










　地球から帰き還かんしたエゥレクシスが宇宙空母に戻もどった頃ころ、艦隊は『青騎士』に対する本格的な攻撃を開始していた。これにより『青騎士』は少しずつダメージを蓄積し、徐じよ々じよに戦う力を失いつつあった。

「概ね予定通りのようだな」

「はい、エゥレクシス様。ただ、流石さすがにティアミリス皇女といったところです」

「ティアミリス殿下は、軍縮を掲かかげるエルファリア陛下の娘むすめとは思えないくらい、戦いの天才だからな」

「ＲＴＳを使っているのに、まだ倒せていないのは驚おどろきです」

　ＲＴＳ、正しくはラウンドテーブルシステム。古代の騎士が作戦会議に使ったとされる円卓をその名に冠したこの装置は、ＤＫＩが無人機用に開発した新型のコンピューターシステムだった。これにより、無人機は他の無人機と完全な連れん携けいが出来るようになる。つまりモーターナイトや戦闘機に同期攻撃の力を与えたのは、このシステムなのだった。

「何事にも例外はあるという事さ。コータロー君なんぞ、円卓を見事に叩き割って見せてくれたぞ」

「報告は聞きましたが………事実なのですか？　にわかには信じ難がたいのですが」

「ああ。あの少年は論理と確率の及ばない領域にいるよ。本当に、悪いジョークが服を着て歩いているようなものさ」

「そんなものを相手に、よくご無事で………」

「無事ではないよ。連れて行った部下達は、殆ど連れ帰れなかったからね」

　エゥレクシスはここで忌々しそうに表情を歪ゆがめる。彼にとって、倒れた部下達を置き去りにせざるを得なかった事は、苦々しい失敗として記き憶おくされていた。自身の読みの甘さを痛感せざるを得ない。孝太郎との戦いを楽しみにしていたエゥレクシスも、これだけは納なつ得とくのいかない結末であった。

「だが、戦いというのは一ヶ所の勝敗で決まるものではない。ここでティアミリス皇女の身柄を手に入れれば、地上での敗北は帳消しに出来る」

「エゥレクシス様のお膳立てを、無駄には致しません。我々は勝ちます。安心してご覧になっていて下さい」

「そうさせて貰もらおう」

　エゥレクシスの意を汲くんだ艦かん長ちようが次々と指示を出し、着々と『青騎士』への包囲網を狭めていく。エゥレクシスはその様子を黙って見つめていた。

　エゥレクシスは地上では負けたが、最も危険な敵を地上に封じ込める事に成功した。だからこのまま宇宙で勝利して、孤立したティアミリス皇女の身柄を押さえれば、皇こう帝ていエルファリアだけでなく、地上に取り残された仲間達たちを取とり戻す事が可能な筈はずだった。

「………コータロー君、君は私よりも強かったが………勝つのは私だ」

　エゥレクシスは勝利を確信している。

　そしてそれは彼の眼前で、実現しつつあった。










　戦いはクーデター軍が優勢で展開していた。より正確には、最初からクーデター軍が優勢だったと言えるだろう。ティア達が順調だったのは、敵の策に乗って戦わされていただけだったから。

　元々『青騎士』は受けたダメージの修理が完全ではなく不調だったが、戦闘機群の攻撃と戦艦の砲撃により更なるダメージを受け、今や傷だらけで宇宙空間に浮うかんでいた。船体は焼やけ焦こげて黒ずみ、装そう甲こうの亀裂からは破損した船内が垣間見え、青く美しかったその姿は見る影もなかった。

「………地上での戦いは、終わったじゃろうか………」

　ティアは小声でそう呟つぶやくと、ブリッジ正面にあるモニターの中央に浮かびあがった月を眺める。観測を基に画像処理が施された月の映像は、夜側からであっても真円を描き、美しく輝いていた。

「恐らくは。そしてクーデター軍が降伏を勧告してこないところを見ると、サトミ様達は勝たれたのでしょう」

　ルースも一いつ緒しよに月を眺める。

　モニターには月以外にも、多数の情報が浮かび上がっていた。船体に受けたダメージ、周囲を囲む敵、即時撤てつ退たいを求める人工知能の声。どれも警告ばかりで、ティア達のプラス材料は何もない。

　ティアにもルースにも分かっていた。自分達にはもう、勝利はありえない事が。そして地上の様子は推測する事しかできないから、戦いを止める事も出来ない。だから二人はただ月を、そしてその向こう側にある筈の地球を、眺めていたのだった。

「それだけが救いじゃな」

「エルファリア様はご無事です。あとは、サトミ様にお任せしましょう。あの方なら、きっと陛下を守り、盛り立てて下さいます」

「うむ………あれは伝説級皇女である、わらわの騎士じゃからの。きっと母上を守り通してくれよう」

　ティアはルースに微ほほ笑えみかけると、操縦桿を傾かたむけて『青騎士』の船体を反転させる。すると月の代わりに、敵の姿が正面に入ってくる。防衛艦に守られた戦闘機群、それに続く戦艦、最さい後こう尾びに控える空母。傷だらけの『青騎士』に比べ、敵の艦隊はほぼ無傷と言って差し支えのない状態だった。

「ルース、手動の操縦が途切れた時に備えて、自動操縦をセットしておくれ」

「目的地は？」

「月じゃ」

「………はい」

　頷く瞬しゆん間かん、ルースの瞳ひとみから一筋の涙なみだが零こぼれる。ルースには、ティアが最後の攻撃を仕掛けようとしている事が分かった。そして、彼女がどんな想おもいでいるのかも。皇女としての責務を最後まで果たしながら、最後の瞬間だけは自身の想いに殉じたい。ティアの気持ちは痛いほど分かる。ルースもまた、同じ想いを抱かかえていたから。

「セットが完かん了りようしました」

「ではそろそろ参るとしようか。皇女ティアミリスと守護騎士ルースカニアの最後の戦いぶりを、連中に見せ付けてくれよう！」

「はい、存分に！」

　ティアとルースが少女の顔をしていたのはそこまでだった。二人は皇族と騎士として、最後の最後まで戦い抜く覚悟だった。










　モニターに映し出された『青騎士』の姿を見て、エゥレクシスはティアが最後の勝負に出た事を悟さとった。青騎士のブリッジ後方に、レーザーとビームで形作られた大きな旗が翻っていたのだ。旗の中央にある花を模かたどった紋章は、ティア自身のもの。これはティアが出しゆつ陣じんしている事を示す旗なのだった。

「おお………ティアミリス殿下の御み旗はたが………」

「やはり、殿下が乗っておられたのか………」

　ティアの旗が揚あがると、宇宙空母のブリッジには動どう揺ようが走った。クーデター軍の一いち翼よくを担っているとはいえ、多くの兵にとって皇家は今も崇敬の対象だった。おかげでブリッジにいる兵達は動揺を隠せなかった。これは他の艦でも同様だった。

「落ち着け！　我々は何も殿下を殺そうというのではない！　無用な戦いを止めて頂こうというだけだ！　『青騎士』のブリッジに当てないように気を配れ！」

　だが艦長が一喝すると、ブリッジには再び落ち着きが戻る。艦長を含め、クルーを務めるメルケムハウン騎き士し団だんは、二千年を超こえる長い歴史を持つ。だから主従の結びつきが深く、艦長の指導力は強い。おかげで動揺はすぐに収まってくれていた。

「お見事、艦長」

「お恥はずかしいところをお見せいたしました」

　部下の不始末は艦長の不始末。騎士の称しよう号ごうを持つ艦長にとっては、部下が戦いを前に動揺している姿は、他人に見られたくないものだった。

「気にしなくていい。我々が相手にしているのは、まさにそういうものなんだ。古い慣習や常識に裏打ちされた、旧態然とした支配体制。普ふ通つうは動揺して当たり前なのさ。むしろ君の一言でそこから抜け出せた事を、褒ほめてやった方がいい」

「………恐縮です、エゥレクシス様」

　メルケムハウン騎士団がエゥレクシスに従うのは、エゥレクシスの人格面に信しん頼らいを置いているからだった。そうでなければ幾ら軍の上層部からの命令であっても、大だい企き業ぎようのトップでメルケムハウン家の遠えん戚せきであったとしても、一介の民間人に従いはしない。この時もそうで、艦長はエゥレクシスの見識に感心していた。

「それはそれとしてだ。あの旗が揚がったからには、ティアミリス殿下は最後の勝負に出るつもりだろうな」

「玉砕覚悟で来られるでしょうから、気を抜くと手て酷ひどいしっぺ返しを食らうでしょう」

「だろうな………艦長、君に任せる。実際の兵器の運用は君達の独壇場だ」

「はっ、御期待に応こたえます」

　エゥレクシスもメルケムハウン騎士団には信頼を置いている。また企業のトップとしての経験から、上司の出しゃばりすぎが失敗の元である事も知っている。だから彼かれは戦いを艦長に任せ、自身は指揮官席に座すわったまま、正面のモニターに映っている『青騎士』の姿を見つめていた。

　―――確かに、これと戦うのは覚悟がいる………。

　画面に大映しになっている宇宙戦艦『青騎士』の姿。そこで翻るティアの旗。ダメージを受けて傷だらけになってはいても、堂々たる王者の風格は、いささかも損なわれていなかった。










　ティアは『青騎士』の船体を大きく揺らして回避運動をしながら、敵てき艦かん隊たいに接近していく。するとそれを迎え撃ったのが防衛艦に守られた戦闘機群。『青騎士』との距きよ離りが詰まると、戦闘機の群れは防衛艦の陰から抜け出して、迎撃態勢を取った。

「殿下、戦闘機が六編隊、接近してきます！」

「レーザーとミサイルで迎撃！　オートで撃たせ続けよ！」

『仰せのままに、マイプリンセス。レーザーガトリング、ハイマニューバーミサイル、自動迎撃モードで攻撃態勢』

　戦闘機は三編隊九機ずつが、同期攻撃を仕掛けてくる。六編隊という事はそれが二セット分なので、放置すれば受ける被ひ害がいは甚大だった。それらに対応する為に、ティアは『青騎士』に防御用の兵器を起動させた。そして防御はそれらに任せ、ティア自身はあくまで攻撃に専念するつもりだった。

「敵戦艦に高エネルギー反応！　砲撃来ます！」

「この忙しい時にっ！」

　ティアはトリガーを絞って主砲のビーム砲を二連射すると、すぐに操縦桿を大きく右へ倒した。敵の攻撃を回避する事を優先したので、『青騎士』が発射したビームは敵の戦艦を掠めただけで、宇宙の彼方かなたへ向かって飛び去っていった。続いて『青騎士』はティアの求めに応じて右へ大きく旋回していく。

「歪曲場を船体側面に集中展開っ！」

　同時にルースが防御の為のバリアーを張る。その直後、敵の戦艦が放ったビームが『青騎士』に襲い掛かる。だが回避が早かった事と、集中させたバリアーのおかげで船体にダメージはなかった。

「ルース、もう一度じゃっ！」

「戦闘機群、なおも接近っ！」

　だがここで『青騎士』の大きな旋回半径の内側を回り、戦闘機が接近してくる。それを『青騎士』がレーザーとミサイルで迎撃したが、撃墜できたのはごく僅わずか。殆どがそのまま『青騎士』に接近してきてしまった。

「ならばこうじゃあっ！」

　危機を察知したティアは、ここで思い切った手に出た。右手を操縦桿から離すと、近くにあった別の操縦桿に手をかける。

「『青騎士』っ！　対艦エネルギーソード、射しや撃げきモード！」

『仰せのままに、マイプリンセス。対艦エネルギーソード「シグナルティン」射撃モードにセット』

　ティアが右手で掴つかんだのは『青騎士』の右みぎ腕うでを操る為の操縦桿。操そう艦かんと同時に腕を動かすのは難しいので、これまでは使わずにきたものだった。

「くぅらぁええぇぇえぇえぇぇぇぇっ!!」

　オオオォォォッ

　全長数百メートルに及ぶ『青騎士』の腕が動き出す。ティアは腕を動かす事で生じる反作用をスラスターの噴ふん射しやで巧みに打ち消しながら、右腕を大きく振り回した。腕のメカニズムが生み出す作動音、そして噴射するスラスターの轟音が、船殻を伝わってブリッジにも届いていた。その音が感じさせる。身長一キロメートルを超す巨人の腕の一振りは、圧倒的な力を秘めているのだと。そしてその腕の先にあるのは同じく巨きよ大だいなビームソード。ティアはそれをビーム砲として使い、接近してくる戦闘機群を横に薙なぎ払はらった。

「三機撃墜っ！　戦闘機にエネルギー反応っ、連れん携けい攻こう撃げきが来ますっ！」

　宇宙戦艦が腕を使うというセオリーに無い攻撃ゆえに、ティアの攻撃は一度に三機の戦闘機を撃墜する事が出来た。だがそれでもまだ十機以上の戦闘機が残っている。戦闘機の群れは傷付いた『青騎士』に止めを刺すべく、同時に襲おそい掛かかってきた。

「ジェネレーター出力最大っ！　歪曲場を集中展開っ！　残りのエネルギーは全部エネルギーソードへ回せぇっ！」

　ティアはそのまま『青騎士』の右腕を振り回し、船体の正面へ持ってくる。戦闘機による連携攻撃は一ヶ所に集中するから、その場所へビームソードを割り込ませて盾に使ったのだ。本来備わったバリアーとビームソードを共に防御に使った事で、『青騎士』はこの時の連携攻撃を何とか防ぎ切った。

「ジェネレーターがオーバーヒート、緊きん急きゆう冷却中！　歪曲場が負荷により崩壊！　対艦エネルギーソードがシステムダウン！　エネルギープールもほぼ使い切りました！　復旧までは百六十三秒！」

　しかしその代償はあまりに大きかった。動力は停止し、バリアーは失われ、ビームソードは沈ちん黙もくした。そして蓄えてあったエネルギーも使い切ってしまった。だから今の『青騎士』はただ宇宙に浮かんでいるだけの状態であった。

「ここまで、か………」

「はい………残念です………」

　生身の身体で戦っているなら、精神論も有り得る。だが『青騎士』は機械だから、精神論では動かない。復旧までは二分半ほど。それまでの時間を無為に過ごすほど、相手は馬鹿ではない。二人の戦いはここまでだった。

「のう、ルース。わらわ達は、皆に誇れる戦いが出来たじゃろうか？」

「はい。殿下は皇女として、立派に戦われました。わたくしが保証致いたします」

　ティアとルースを乗せた『青騎士』に、ゆっくりと敵の戦闘機群が近付いてくる。その向こう側には、三隻せきの宇宙船の姿もある。だが今のティアとルースは、もうそれらを見ていない。この時二人が見ているものは、ずっと遠くに浮かんでいる月だった。

「ただ、わたくしは役に立っていなかったかもしれませんが」

「そんな事はない。そなたがいてくれたからこそ、ここまでやれたのじゃ。恥じる事はない。ルースカニア・パルドムシーハは、守護騎士の名に恥じぬ戦いをした。わらわが保証しよう」

「ありがとうございます、殿下。光栄に思います」

　ティアはルースと笑え顔がおで言葉を交かわしながら、これからの事を思う。

　このまま敵に捕らえられれば、エルファリアを脅きよう迫はくするカードに利用されるのは明らかだった。そしてその先は、良くて軟なん禁きん、悪ければ死刑となるだろう。それではエルファリアや孝太郎達たちの足を引っ張るだけの結果となる。ティアの望むところではなかった。だからティアは、ある決断を下した。

「………ルース、済まぬ」

「いいえ。殿下の判断は間ま違ちがっておりません。それ以外に、方法は有りません」

「ありがとう………今日までよく尽つくしてくれた。そなたには礼の言葉しか浮かばぬ」

「何を仰おつしやいますか。精一杯駆け抜けた、充実した人生でございました」

　二人は歩み寄ると互いの手を取り、固く握にぎり締しめる。二人は笑顔であったが、その両の瞳からは大おお粒つぶの涙が次から次へと零れ落ちていく。二人が共に過ごした期間は、決して短くはない。互いへの感情には、幼馴染みという言葉だけでは語り切れない、複雑な想いがある。その歩みを止めようという今、言いたい事は山のようにあった。だが、今はそれを伝える術すべがない。だから二人はただ互いの手を握り締め、涙を流し続けた。

　そして僅かな時間が流れ、敵の手が『青騎士』に及ぼうとした頃。ティアはもう一度だけ、『青騎士』へ命令を与あたえた。

「『青騎士』、わらわ達はこのまま敵の手に落ちる訳にはいかぬ。わらわ達ごと、ブリッジを爆ばく破はするのじゃ」

　ティアの最後の命令は、『青騎士』に彼女達を殺させるというものだった。

　ティア達がここで死ぬ場合と、敵に捕らえられた場合とでは、その後のリスクが大きく異なる。どう考えても、ティアにはこうする以外に方法が思い浮かばなかった。大切な者達を、危険な目には遭わせられなかった。

『その命令の実行には、正規の認証が必要です』

「我わが名はティアミリス・グレ・マスティル・サグラーダ・ヴォン・フォルトーゼ」

『認証完かん了りよう。ティアミリス皇女殿下御本人と確認。命令を受じゆ諾だく。仰せのままに、マイプリンセス。一分後にブリッジを爆破』

「ふぅ………これでよし」

「お疲れ様でした、殿下」

　命令を終えたティアは、軽く肩かたを落とすと可愛い吐息を漏らす。それを労うルースも、どこか解放されたような表情で微笑んでいる。皇女と騎士の時間は終わり、二人は幼馴染みの顔に戻っていた。

「そなたもな。これで心残りは………」

「殿下？」

「やっぱり、心残りはあるな。ふふ、わらわは聖女にはなり切れぬようじゃ」

「実はわたくしもです。サトミ様に、願い事をお伝え出来ないのが残念で………」

「ほぅ………興味がある。話せ」

「長い話になりますから、のちほどゆっくりお話し致します。このような落ち着かない場所では話せない、いささか少女じみた願いですから」

「そこまで言ったら、話したも同じじゃと思うがのう。………まあよい。確かに、こんな場所で話すには惜しい」

「お茶とお菓か子しを用意して、のんびりお話しさせて頂きます」

　モニターの端はしで、ブリッジの自爆までのカウントダウンが続いている。表示は三十秒を切り、残り時間は僅かだった。だがティアとルースはそれを見ておらず、のんびりとしたお喋りを続けている。そんな二人の視線の先にあるのは、真円を描く月。カウントダウンを終えた後、『青騎士』はそこへ向かうだろう。二人が願った通り、二人を月へと送り届ける為に。

「そうだ殿下、その時ついでにもう一つ、大きな暴露話を致します」

「なんじゃ？　面白そうじゃな」

　カウントダウンは続く。残り時間は十秒を切る。二人はそれを無視して、お喋りを続けた。そんな事はどうでも良い事だと、言わんばかりに。

　十、九、八、七、六。

　代わりに二人は、固く手を握り合っている。最後の時を前にして、相手の気持ちを支える為に。そしてこれまでの感謝と、今後の変わらぬ関係を誓ちかう為に。

「はい。殿下の騎士に隠かくされた、重大な秘密を」

「ふふふ、それは楽しみじゃの………」

　五、四、三、二、一。

　こうして最後の十秒間は過ぎていった。二人は最後の数秒だけ、両目を閉じた。お互いが爆ばく発はつで傷付く姿など、見たくはなかったから。そして二人は手を繋ぎ合ったまま、爆発の音が聞こえてくるのを待った。




『そんな秘密、暴露されては困るんですが』




　しかし爆発は聞こえてこなかった。代わりにブリッジに響いたのは、どこか惚とぼけたような雰ふん囲い気きの、一人の少年の声だった。










　それが艦かん隊たいの目の前に出現した瞬間、クーデター軍の人間達は、例外なくパニック状態に陥おちいった。それは指揮官であるエゥレクシスも例外ではなく、驚愕の表情で真正面のモニターを凝視していた。

「なんなんだ、あれはっ!?　ありえん、あんなものっ!!」

　目の前に存在しているものを、理性が全力で否定していた。

　そこにいたのは一匹の爬虫類だった。それは真しん紅くの鱗で身を覆い、背中に大きな翼と、額に角を生やした見慣れない爬虫類だ。その姿だけでも十分に奇き妙みように感じるのだが、これを更さらに奇妙にしていたのは、その大きさだった。どう小さく見積もっても二十五メートルを超えている。この爬虫類に比べれば、近くを飛んでいる戦せん闘とう機きの方が遥はるかに小さい。そして一番奇妙だった事、それはその爬虫類が、宇宙空間を自由に飛び回っているという事だった。爬虫類はその大きな翼を羽ばたかせながら、『青騎士』に迫せまる艦隊の中心に突っ込んできた。

「うわあぁぁぁっ、化け物だぁっ!!」

「酸素だっ！　俺おれ達たちは酸素不足で幻覚を見ているんだぁっ!!」

　兵士達はこれまで、常識的な世界の中で生きてきた。科学が進んだフォルトーゼの常識は、地球のそれとは大きく異なっている。しかしそれでも、生き物が宇宙を飛ぶ姿など見た事も聞いた事もない。しかもその圧あつ倒とう的てきな大きさ。比較する物がなく、何もかもが小さめに見える宇宙空間であっても、その圧倒的な存在感は隠すべくもなかった。

　グオオオォオオォオォォォォォォォッ

　そんな兵士達に止めを刺したのは、その大きく開いた口から放たれた咆ほう哮こうだった。音が伝わる筈がない宇宙空間、しかも艦ごとに大きく距離が開いているにも拘かかわらず、全員が同時にその声を聞いた。それが魔ま法ほうという技術であると知らない彼らは、殆ほとんどが自身の正気を疑った。そしてそうでない者達も、宇宙時代に入ってからも度たび々たび語られてきた、伝統的な迷信話を信じた。宇宙時代であっても、相変わらず船乗りは迷信深い。

　この結果、兵士達のパニックは更に拡大した。ほぼ全ての人間が冷静さを失い、艦隊の指揮系統は完全に混乱、艦や戦闘機が接せつ触しよく事故を起こしそうなほどだった。

「落ち着くんだ！　あの敵は奇妙極きわまりないがっ、攻撃して来た訳ではない！」

　唯ゆい一いつ、エゥレクシスだけが幾いくらか冷静さを保っていた。地上で異様な敵の姿を見ていたので、彼にだけはこの状じよう況きようにも耐性があったのだ。

　―――なんなんだこれは！　これではまるでっ、おとぎ話じゃないかっ！

　しかしその彼にしても、驚きは隠せなかった。それ程までにあり得ない状況なのだ。だからこそ、彼の声は兵士達には届かなかった。そして彼らのこの混乱によって生じた幾らかの時間が、ティアとルースの運命を変える事となるのだった。










　敵の艦隊に突っ込んでいく巨大な赤い爬虫類―――アルゥナイアの姿を見たクランは、瞳を大きく見開き、その顎あごをかくりと落とした。

「………まったく、無む茶ちや苦く茶ちやですわね………」

　呆れてものが言えない、それはそんな顔だった。

「………いくらなんでも、突とつ然ぜんあんなものが突っ込んで来たら、戦争どころではありませんわよね………」

　そしてクランは敵に同情する。敵の気持ちは彼かの女じよにもよく分かった。その光景は、事情を知っているクランにとっても、現実離ばなれした光景だった。

　アルゥナイアの提案を受け入れ、宇宙へ出ると決めた孝太郎は、晴はる海みに頼たのんで魔ま法ほう使つかいである真ま希きとゆりかに治ち療りようを施ほどこした。これはエルファリアの護衛と、残りの負傷者を彼女らに任せる為ためだった。二人の治療が済むと、アルゥナイアは半竜半人の姿から、本来の姿である巨大な竜の姿へ変身した。そしてアルゥナイアは孝太郎と晴海をその背に乗せて、宇宙へ駆け上がっていった。

　しかしいくら伝説のドラゴン、火竜帝アルゥナイアであっても、宇宙へ出る事は簡単な事ではない。特に地球へは実体ではなく、魔力と心だけでやって来ている。静しず香かの身体からだをベースに発揮できる力は限定的だった。おかげで宇宙へ上がり、月の裏側までやってきた段階で、その魔力の殆どを使い果たしていた。だから今、アルゥナイアが艦隊に突っ込んで行ったのはただの脅し、はったりの類たぐいだった。突っ込んで行ったからといって、それ以上何かが出来るという訳ではない。反撃を受ければ危なかっただろう。これは孝太郎達が『青騎士』へ乗り移る時間を稼かせぐ為に必要だった行こう為いなのだが、クランの言うように無茶としか言いようのないものだった。

「しかし伝説の真竜とはいえ、助力はここまで。あとはあなた次第ですわよ………」

　クランは口を閉じて眼鏡の位置を直すと、孝太郎の事を想う。すると彼女の胸には次々と孝太郎の姿が思い起こされる。しかしその姿は不思議と戦っている姿ではなかった。だらしない格好で寝ねている姿、強ごう引いんにクランを追い立てて勝手に研究室を掃除する姿、厨房でクランの為に料理をする後ろ姿、呑のん気きな顔でクランに笑いかける姿。そして、自身の無力さに嘆く姿。

　―――見事に勝って、ティアミリスさんとパルドムシーハを無事に連れ帰りなさい。そうすれば、あなたはまたああして、生きられるのでしょうから………。
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　孝太郎は戦いをする男ではない。しかし今は戦わねばならない。だったら可能な限りの支し援えんを。クランは気持ちを切り替えると、再び忙いそがしく働き始めた。情報収集や分ぶん析せきなど、離れていてもクランにはやらねばならない事が沢たく山さんあった。

「あのあかいのっ、ぜったいあるーないあだよ！」

　そしてこのブリッジにはもう一人、クランと同じぐらい忙しい人物がいた。それは大人達に混じって戦せん況きようを見つめていた、一人の小さな少年だった。

「それにさっ、みんなみたぁっ!?　しろがねのひめもいっしょだったよ!!　けんもぴかぴかしてたしさ!!」

　少年は大きな身振り手振りを交えつつ、周囲の大人達に力説する。今はモニターには数字やグラフしか表示されていないが、少し前まではそこに一人の騎士の姿が映し出だされていた。

　鮮やかな青の鎧よろいを身に着け、白銀に輝かがやく剣けんを手にした、見知らぬ騎き士し。その騎士は数で勝るクーデター軍を相手に一歩も退ひかなかった。また、騎士の傍そばには髪かみの毛を銀色に輝かせた少女の姿がある。少女の髪は黒かったが、髪を取り巻いている光は目を惹ひく銀色だった。その少女は不思議な力を使って騎士を守り、勝利へと導いた。そして騎士と少女は、赤い鱗で身を包つつんだ巨大な竜の背に乗って、ティアミリス皇女の救出に向かった。

「あおきしだよ！　やっぱりあのひとはあおきしなんだよっ！　エルファリアへーかと、ティアでんかがピンチだから、たすけにきてくれたんだよっ！　ぜったいそうにきまってるよっ！」

　少年の興奮は頂点に差し掛かっていた。

　先さき程ほどまでモニターに映し出されていた騎士は、少年が両親から聞かされたおとぎ話とそっくりだった。お気に入りの話だったから、少年は自分でも繰くり返かえしその絵本を読んだ。青い鎧と銀の剣、左手から炎ほのおと雷を放ち、空を飛ぶ。そして美しい銀髪の少女を連れていて、赤い鱗の竜を倒して仲間にした。

　まだ幼い少年には、クーデターの詳しよう細さいなど分からない。だが大人達の様子から、エルファリアとティアの―――皇帝とお姫ひめ様さまの危機は理解していた。そして騎士は、そんな時に現れた。お姫様の危機に、絵本そのままの騎士が颯さつ爽そうと登場。少年には、もはや疑う余地はなかった。

　彼は信じている。

　あれは伝説の英えい雄ゆう、青騎士レイオスなのだ、と。

「まさか………本当に………？」

「そんな筈はない。青騎士は二千年前の人間だぞ？」

「それにしてはあまりに符合し過ぎてないか？」

「ただの衣装遊びだろう？　ただの物好きさ」

「しかしただの衣装遊びで勝てるのか？　メルケムハウン騎士団の精鋭と、ＤＫＩの最新兵器だったんだぞ？」

「それは………」

「それにあの剣と少女、巨大な竜だってそうだ。あれをどう説明する？」

「………い、いや、どうって言われても………分からないんだが………」

　そして少年が信じている事を、少しずつ大人達も信じ始めていた。

　だが、それがあまりに現実離れした内容である為に、大人達はまだ半信半疑だった。しかし全すべてを科学の産物だと考えるのも無理があった。だから大人達は、想像を絶する力を備えた騎士が現れた、という点だけは既すでに意見が一いつ致ちしていた。

「あおきしだよ！　みんななんでわかんないかなぁっ！　どうみてもあおきしだったじゃないっ！」

「………本当にあれが青騎士だったら、どんなに嬉うれしいか………」

「そうだな。そうだったら、この状況にも希望が持てるんだが………」

　受け入れられないのは、それが何者であるのかという一点だった。祖国を追われ、苦しい立場にいる彼らには、現実がよく分かっている。伝説上の人物でもいなければ、この苦境は覆せない。しかしそんな人間は都合よく現れない。現れる訳がないのだ。これはおとぎ話ではなく、現実なのだから。

「もー、おとなはほんとうにうたがいぶかいなぁ………あとであおきしにおこられてもしらないからね？」

　だからこの時点でもまだ、本当の意味で信じているのは、少年ただ一人なのだった。










『そんな秘密、暴露されては困るんですが』

　ブリッジにその声が響くのと同時に『青騎士』の人工知能は自爆を解除した。

『最優先コード受諾、自爆を中止。青騎士閣下、当艦は閣下の御ご帰き還かんを心よりお喜び申し上げます』

　それは声の主に命じられたからなのだが、これは本来奇き妙みような出来事だった。最高位の指揮権を持つのは皇女であるティアだ。にも拘かかわらず『青騎士』は声の主の命令に従って自爆を解除してしまった。あり得ない出来事だった。

「コータロー!?」

「サトミ様っ!?」

　しかしこの時のティアとルースには、人工知能の声などまるで耳に入っていなかった。今の二人はただ声の主を求めていた。慌あわてて顔を上げ、その姿を探す。すると丁度それと同じタイミングで、ブリッジの入り口のハッチが開いた。

「………それにティア、何で自爆なんかしようとしてたんだ？　あっさり負けを認めるなんて、らしくないぞ。それでもお前、俺おれのお姫様か？」

　ハッチから姿を現したのは、青い鎧を身に着けた一人の少年だった。その少年は不満げな様子でティアとルースを見つめている。危機的な状況である事も知らぬげに。

「だってコータロー！　もう他に方法がなかったからっ！」

「お前は最近、物分かりが良過ぎる。いつも言ってるだろ。もっと昔みたいに、わがままを言え」

　少年―――孝太郎は厳しい調子でそう言うと、ティアとルースがいるブリッジの一番高い場所へ駆け上がっていく。すると階段の角度の関係でティア達たちの姿が見えなくなり、一いつ旦たん会話が途と切ぎれる。そのタイミングを使ってモニターを一いち瞥べつした孝太郎は、人工知能に向かって新たな命令を下した。

「『青騎士』、機能回復を最優先しろ。人間はブリッジ周辺にしかいない。それ以外の生命維持の回復は後回しで構わん」

『その場合、機能回復が十四秒短縮』

「いい子だ。その調子で省略できる作業は省略しろ。多少は無理して構わん。百点満点で動かそうとするな。これは時間との勝負だ」

『仰おおせのままに、マイロード。機能回復まで四十二秒、エネルギープール回復まで五十二秒』

　命令が終わるのとほぼ同時に孝太郎は階段を上り切った。すると再びティア達が視界に入り、途切れていた会話が再開した。

「わらわがわがままを通せば、大切な者達が死ぬ！　そなたもじゃ！　どうしてここへ来たコータロー！　こうならぬようにと、死のうとしていたのに！」

　ティアは孝太郎がやってきた事を非難した。孝太郎はティア達が気付かないうちに『青騎士』へ乗り込んできてしまっていた。しかしティアはそんな事は望んでいなかった。もしティアが事前にそれを知っていたなら、追い返していたに違いなかった。

「祖国の奪だつ還かんの為に、身命を尽くせ………お前の命令だぞ」

「なっ!?」

「………里さと見み君、それではちょっと言い方が冷たいですよ。もっとちゃんと言ってあげないと、ティアミリスさん達が可哀想です」

　ティアが孝太郎の言葉に絶句した時、孝太郎の背後に晴海が姿を現した。彼女も孝太郎同様にここまで走ってきたので、僅かに息が上がっていた。

「ハルミ!?　そなたまでどうしてっ!?」

「どうしてって………ティアミリスさんもルースさんも、私の大切なお友達ですから」

　驚おどろいているティアに、晴海は最大級の親愛の感情を込めて笑いかける。晴海にとって、この場所にいるのはごく自然な事だった。今の晴海には、ティア達に命をかける十分な理由があったから。

「しかし―――」

「ティア、お前のその手は、ルースさんとだけ繋つながっているつもりか？」

　孝太郎はそう言いながらティアの手元を覗のぞき込む。ティアの手は、今もなおルースの手と繋がったままだった。

「どういう意味じゃ？」

「お前の手はな、もうとっくに沢山の連中と繋がっちまってるんだ。今はたまたまそれが見えてないだけだ」

　ティアはルースとは共に死ぬつもりだった。ずっと二人で一いつ緒しよに育ち、共に生きると誓ったルースだから、そうしていいと思っていたのだ。

　だが孝太郎はそうではないと思っている。今のティアにとって、そういう相手はルースだけではない。違いは目の前にいるかどうかだけ。そして目の前にいるかどうかなど、どうでも良い話だった。

　―――そうだよな、ゆりか………？

　ゆりかは以前、孝太郎に言っていた。たとえ常に共にいなくても、気持ちだけはみんな一緒に六畳じよう間に座っていると。だったらティアの手は、今もみんなと繋がっている。今は見えていないだけなのだ。だから共に生き、共に死ぬ。変に思い遣る必要はない。今のティアは、ルースと二人だけで生きている訳ではないのだった。

「………コータロー、そなたの手も、わらわと繋がっておるか？」

　孝太郎の言葉の意味を正しく理解したティアは、その瞳にいっぱいの涙を溜めて、孝太郎を見上げた。ティアは嬉しかった。嬉しくてその場に泣き崩れてしまいそうだった。自分には沢山の仲間達がいる。命を懸かけてくれる仲間、逆に命を懸けられる仲間が。そしてティアは問う。最愛の人も、そのように思ってくれているのかと。

「当たり前だろう。でなければ、お前の家臣になんてなるもんか」

「わらわには、それだけの価値があると？」

「価値は関係ない。俺やみんながお前に命を懸けるのは、お前がずっと俺達の手を握ったままでいてくれると知っているからだ」

「コータロー………」

　返ってきたのは、明快で力強い答えだった。その言葉を耳にすると、ティアの胸にあたたかい何かが広がっていく。それはすぐに激しい喜びの感情と、高鳴る鼓動へと変化していった。涙が止まらない。身体は燃えるように熱い。ティアは確信する。自分は今、この瞬間の為に、地球へやってきたのだと。

「よろしゅうございましたね、殿でん下か………」

　これまでずっと成り行きに任せていたルースがティアに笑いかける。口には出さずとも、その気持ちはティアと同じ。彼女もまた燃えるような想いを身の内に抱え、その瞳ひとみから大粒の涙なみだを零していた。

「ルース………」

　二人の握り合う手に、自然と力が入る。だが、今はもう分かっている。その手が握っているのは目の前の人間の手だけではないのだと。その確信に支えられて、ティアは涙を拭ぬぐう。するとティアの瞳には強い力が戻もどってきた。それは戦いを前にした、強い皇女の瞳。しかし今は何かが違ちがっている。その瞳の向こう側に、全てを包み込まんとする深い愛が満ちていた。

「コータロー、ハルミ」

「おう」

「はい」

「ルース」

「殿下………」

「そしてここに居ない者達も―――」

　ティアはもう迷わない。

　自分の往ゆく道ははっきりしている。後は踏ふみ出すだけだった。

「―――わらわと共に生きておくれ。繋いだ手の、導くままに」

「ああ」

「はい、もちろんです！」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　自分には支え合う本物の仲間がいる。それを知ったティアは強い。ティアは今、皇女という枠を超えて、更に大きく成長し始めていた。

　だからこの時こそが、ティアが真の意味で試練を達した瞬しゆん間かん―――皇こう帝ていの資質を発揮し始めた瞬間であったに違いなかった。










　アルゥナイアが稼いでくれた時間はそれほど多くはなかった。だがその僅かな時間が、ティア達の運命を変えてくれた。停止していた『青騎士』の動力が回復し、船体の機能が次々と蘇っていく。ダメージを受けた個所は切り離され、予備の回路で補われた。また動力が回復した十秒後にはエネルギーにも十分な余よ裕ゆうが出来て、武器の使用が可能となり、バリアーも再び張り直された。おかげで完全ではないものの、『青騎士』はその力を取とり戻していた。

「コータロー、そなたが船体のコントロールを！　わらわは攻こう撃げきを担当する！」

「分かった!!　どうしたらいい!?」

「ルース！」

「はいっ！　サトミ様、そこの光っている床ゆかの上に立って下さい！」

　孝太郎はルースに言われるままに、床が円形に光っている場所へ向かう。その場所は孝太郎が鎧を着た時に、鎧が格納されていた場所だった。

「マニューバースーツ、モード変へん更こう！　戦闘モードから操艦モードへ！」

　孝太郎が光っている床の上に立つと、ルースはオペレーター席のパネルを操作した。するとまず、孝太郎の周囲に幾つもの立体映像が現れる。それらは全て、操艦に必要な情報の数々だった。

「サトミ様、身体が浮きますよ！」

　続いて孝太郎の身体が床から僅かに浮き上がる。高さにしておよそ十センチほどだろうか。それと同時に鎧が勝手に動き出し、孝太郎の手足の位置を変更していく。

「ルースさん、これは？」

「今のサトミ様の姿勢が、そのまま『青騎士』の今の姿勢です！　あとはサトミ様が思うように動いてくだされば、『青騎士』はそのように動きます！」

「よし！」

　孝太郎は試しに軽く手足を動かしてみた。すると眼前に表示されている『青騎士』の立体映像が、同じようにして動くのが分かった。

「こういう事か………しかし動きが鈍い。何とかなりませんか、ルースさん!?」

　だが身体は思ったほど速くは動かない。まるでプールの中で身体を動かしているかのような感覚だった。孝太郎は鈍い動きを確かめるようにしながら、船体を敵てき艦かん隊たいの方へ向ける。敵はアルゥナイアの作り出したパニックから立ち直りつつある。決戦はもうすぐそこに迫っていた。

「流石さすがにこればかりはどうにも。この艦はその速度でしか動けないんです」

　ルースは申し訳なさそうに詫わびた。これは船体が孝太郎ほどには速くは動けないのが原因で、両者の動きを同調させている以上、どうしても起こる問題だった。

　だがその直後、ルースはコンピューターにある異常を発見した。

「………って、ちょっと待って下さい、『青騎士』のメインシステム上で何かのコードが勝手に展開されて………これはっ!?」

『ダメージが設定数値をオーバー。マニューバースーツ着用者ＩＤ確かく認にん、レイオス・ファトラ・ベルトリオン。戦闘データ照合。声紋確認。お帰りなさいませ、青騎士閣下』

　驚くルースの目の前で『青騎士』のコンピューターが勝手に設定を変更していく。

　―――これは初めから『青騎士』に組み込まれていたプログラム!!　サトミ様が操艦モードで鎧を接続した事で、働き始めたんだ!!　だとしたら、これは―――

　ルースが事情を悟さとった、その瞬間。正面のモニターにエルファリアの姿が現れた。彼女は驚くルースとは反対に、どこか楽しそうに微ほほ笑えんでいた。

『お久しぶりです、レイオス様。このメッセージはレイオス様が操艦なさってもなお、危機的状況である場合に再生されるようになっています』

「やはり、陛下の仕込み！」

「母上!?　それにレイオス様じゃとっ!?」

　ルースとティアは驚きの声を上げる。二人が驚いているのはそれぞれ別の部分であったが、その驚きは同じぐらい深かった。そんな中、孝太郎一人だけが呆れ顔だった。

「………エル、お前は二十年経ってもやり口が変わらないな。まったく………で、何をやった？」

『この艦は元々、二十年前にクラン様から頂いたレイオス様の戦闘データを基に建造されております。しかしあなた様の戦いぶりは常軌を逸していますから、普ふ通つうの人間にはこの艦はまともに扱えません。これはティアと出会ったばかりのあなた様でも同様の筈はずです。そこで私は、多くの安全装置で真の力を抑おさえ込みました』

　まるで孝太郎の言葉に答えるかのように、エルファリアのメッセージ映像は事情を説明していく。

　―――この話しぶり、間違いない！　コータローと母上は、ずっと過去の時点で出会っている！　多分、クランと姿を消していた、あの時に!!

　これまで違い和わ感かんを覚えつつも、常識が邪じや魔まをして見過ごしてきた真実。ティアはようやくその真実に辿たどり着つこうとしていた。そんなティアをそのままにして、エルファリアの話は続いた。

『しかし今、そこにおられるのはレイオス様です。私が二十年前に出会った、あのレイオス様です。そしてこの艦は、私があなた様の為に作り上げた艦。だから今、この艦の真の力を解放します』

　エルファリアがそう言った瞬間、彼女の姿に重なるようにして、警告の赤い文字が画面いっぱいに広がった。

『操そう艦かんモード、プリセット変更。通常一より、レイオス・ファトラ・ベルトリオンへ。警告。現在、当艦の操艦には高いスキルが要求されます。青騎士閣下以外は、決して操艦なさらないで下さい』

　その瞬間、孝太郎の身体から重さが消え失せる。これまでは水の中を泳ぐようであったのだが、まるで宙に舞い上がったかのように自由に動けるようになっていた。

「こいつか！」

「サトミ様っ、敵てき戦せん艦かんからの砲ほう撃げきが来ます！」

　その直後、ルースが敵艦からの攻撃を告げる。クーデター軍は『青騎士』が動きだしたのを見て、ほぼパニックから立ち直っていた。戦闘機は包囲網を狭めつつあり、その向こう側にいる敵戦艦が『青騎士』へ砲門を向けていた。

「任せろっ！」

　孝太郎は手足を大きく振ふり回まわし、その反動を利用して『青騎士』の船体を大きく回転させた。同時に脚きやく部ぶに装備されているブースターを全力で噴ふん射しやさせる。すると『青騎士』は宇宙戦艦にあるまじき機動性を発揮して、飛行ルートを強引に変更した。おかげで敵艦が放ったビームは『青騎士』を掠める事さえなく、大きく外れて通り過ぎていった。

「いける！　これなら戦えるっ！」

『気を付けて下さい、レイオス様。これで船体はあなた様の思う通りに動くようになりましたが、安全装置が解除されて船体への配はい慮りよが全くなくなっています。二百万トンを超こえる質量ですから、僅わずかでも船体同士が接触すれば、跡形もなく吹き飛んでしまいます。操艦は慎しん重ちようになさって下さい』

「難しい事を簡単に言ってくれるな、エルッ！」

　孝太郎は『青騎士』の船体を不規則に揺らしながら、敵との距きよ離りを詰つめていく。その操作感覚は、ほぼ孝太郎の鎧と同じだった。しかし手足や身体を接触させてはいけない状態なので、鎧で戦う以上に気を使わねばならない。霊れい力りよくで感覚を強化している孝太郎でなければ、確かに操れない代物だった。

　だが孝太郎の努力は報われている。この宇宙戦艦にあるまじき動きを、敵の攻撃は捉とらえる事が出来ない。高機動の戦闘機は辛うじて追い縋っていたが、得意の連れん携けい攻こう撃げきを繰り出す事が出来なくなっていた。そして戦闘機の単独攻撃では、宇宙戦艦のバリアーは破れない。孝太郎のおかげで『青騎士』の防ぼう御ぎよ力りよくは格段に向上していた。

『ティア、あなたは攻撃に集中なさい。あなたが道を切り開き、あなたの騎士が進むべき道を示すのです。あなたは彼かれの主人なのですから』

「母上………コータロー………いったい、どうなっておるのじゃ………？」

　ティアはまだ混乱の中にあった。

　孝太郎に隠された秘密。そして孝太郎とエルファリアの関係。特に、エルファリアが孝太郎をレイオスと呼ぶ訳。ティアには知りたい事が沢山あった。そして同時に不安もあった。ティアから見えていない部分に、孝太郎と自身の関係をひっくり返す何かが、潜ひそんでいるかもしれなかったから。

　そんなティアの様子に気付き、ルースが声をかけた。

「殿下、お気持ちはお察し致します！　ですが今は戦いに集中なさって下さい！　あそこにおられるのは紛まぎれもなくわたくし達のサトミ様です！　それだけはわたくしが保証致いたします！」

「ルース………そうじゃな。わかった！」

　迷いは尽きない。不安もある。だがティアは、それを一旦忘れる事にした。今は何としても勝たねばならない。勝たねば何も始まらない。知りたい事を、尋たずねる事も出来ないのだ。そしてルースが保証してくれている。だから辛うじて、ティアは戦いに気持ちを集中する事が出来た。

「『青騎士』！　わらわの席を火器管制のみに切り替える！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　ティアの求めに応こたえ、彼女の席を囲む装置類が位置を入れ替えていく。これまでは彼女が操艦と攻撃を担当していたので、装置類は戦闘機の操縦席のように配置されていた。しかし今は孝太郎が操艦を担当しているので、彼女の役割は攻撃だけで構わない。そんな新たな役割を最大限効率的に発揮させるべく、彼女を囲む装置類は射しや撃げき戦せんに必要なものだけに絞しぼられた。おかげで今のティアは、これまでよりもずっと多くの武器を同時に扱あつかう事が出来るようになっていた。

「行くぞコータロー！　わらわが道を作る！　そなたはまっすぐに戦艦へ向かえ！」

「ヘマするなよ！」

　孝太郎の操艦に、ティアの砲撃が加わる。孝太郎の動きは不規則で予測し辛づらいが、ティアは孝太郎の動きに合わせて、器用に砲撃を混ぜ込んでいく。ティアの狙ねらいは『青騎士』と敵戦艦の間にいる戦闘機群。遠い敵はレーザーで、近い敵はビームで、逃にげる敵にはミサイルでと巧みに武器を使い分け、ティアは行く手を塞ぐ戦闘機を排はい除じよしていった。

「ヘマなどするものかっ！　そなた誰だれに向かって口を利きいておるっ!?」

「最近やたらと心配性な、俺のお姫様に」

「ばかっ！　あとで殴なぐる！　絶対に殴るからなぁっ！」

「あまり痛くしないでくれよ？」

「痛くするに決まっておろうがぁっ！」

　やがて言葉の勢いと共に、二人の動きが更に加速していく。そんな二人の姿は、ルースには六畳間のテレビでゲームをやっている時の二人を思わせた。

　―――サトミ様………殿下………。やはり、こうでなくては………。

　ルースの胸に熱いものが満ちる。だが彼女はぐっとそれを堪こらえる。今は泣いている時ではなかった。ルースは戦う二人のサポートをすべく行動を開始する。そんなルースに対しても、エルファリアはメッセージを用意していた。
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『ルース、あなたはレイオス様とティアのフォローを頼みます。二人が本気で戦えば、この艦は最高の力を発揮するでしょう。そのように造りました』

「陛下………」

『しかしジェネレーターの出力は以前と変わりませんから、パワーコントロールはこれまでより遥かにシビアです。また、重力・慣性制御がレイオス様の動きについていけない場合もあるでしょう。それらをコントロールする、あなたの力が必要です』

「では、この艦は最初からわたくし達三人で操る事を前提として造られて………」

　ルースはエルファリアの言葉に驚きつつも、戦う二人に合わせて艦のパラメーターを変更していく。エルファリアの言う通り、ルースの仕事は多かった。

　ジェネレーターとエネルギープールから各種の装備へ送られるエネルギーの配分や、バリアーの管理はもちろん、孝太郎の動きの補助や、ティアに敵の情報を届けたりもする。二人の癖くせと呼吸を読み、それを先回りして船体を制御するのは、確かに二人を見つめ続けたルースにしか出来ない仕事だった。

「分かりました陛下、わたくしがお二人を勝たせてみせますっ！」

　孝太郎とティアの動きにルースの補助が加わると、二人の動きはこれまで以上に速く、激しくなっていく。三人で一つ。三人の強い絆きずなが『青騎士』の力を飛躍的に高めていた。おかげでこれまでの苦戦が嘘うそのように、敵艦隊を押おし返し始めていた。これは誰かが特別であった訳ではない。三人の間にあるものが、特別であったというだけだった。

『そして………そこには他にもどなたかいらっしゃるのでしょうか？　そうである事を願いつつ、このメッセージを残します』

「陛下………」

　そしてエルファリアのメッセージは、晴海にも残されていた。晴海は驚きながらも、モニターに映し出されているエルファリアの姿を見上げた。

『ティアは不器用な子です。きっと皇帝の娘むすめとして生まれた事で、苦労が多かったのだと思います。心を許せるのはルース一人。そんなあの子に、沢山の友達が出来た。こんなに嬉しい事はありません』

　エルファリアは二十年前に孝太郎と出会っていたから、娘のティアが辿る運命を知っていた。地球で大きく成長し、掛け替えのない友を得る。だからこそ、エルファリアは強い気持ちで自身の使命に邁まい進しんする事が出来たのだ。

『あつかましいお願いである事を承知の上で、お願い致します。どうかティアの力になってやって下さい。あの子は意地っ張りだから、辛い時にも素す直なおに他人に甘えられない筈です。でも、そんな事はないんです』

　エルファリアの頬ほおを一筋の涙が伝う。それは本当はエルファリアが自分でやらねばならない筈の事だった。しかし皇帝という重責が、それを難しくしていた。母親としては、それが悲しくてならなかった。

『だからどうか、ティアをお願いします。大事な人には頼たよって良いのだと、あの子に教えてやって下さい。あの子にどうか、ごく普通の幸せを………』

　エルファリアはその言葉と共に、深々と頭を下げた。映像はそこで終わっていた。しかし映像を見た晴海には、エルファリアの強い想おもいがきちんと伝わっていた。

「安心して下さい、陛下。ティアミリスさんは私にそうして下さいました。内に籠こもり気味だった私を、外の世界へ連れ出してくれたんです。だから今度は私の番。そして地球で白銀の姫ひめ役を務める以上は、私はいつだってティアミリスさんの味方です！」

　晴海は決意の表情を浮うかべると、古代語魔法の呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した。これまで三人の絆で動いていた『青騎士』に、四人目の絆が加わろうとしている。それはエルファリアの思惑を大きく超えて、強い力を生み出していくのだった。










　エゥレクシスが率いるクーデター軍は、謎の巨きよ大だい爬虫類の登場で一度大きく混乱したものの、爬虫類が何もせずにどこかへ飛び去った事と『青騎士』の動力が再始動した事により、冷静さを取り戻していた。しかし彼らが冷静でいられたのは、ほんの僅かな間だけだった。それは再び動き出した『青騎士』が、これまでの宇宙戦艦の常識を覆す存在へと、変貌を遂げていた為だった。

「エゥレクシス様っ、『青騎士』の動きが速過ぎて、戦艦の砲では捉え切れません！」

「落ち着け！　戦せん闘とう機きで対応しろ！」

「それが『青騎士』の動きに振り回されて、上う手まく攻撃の同期が取れんのです！　それに戦闘機が次々撃うち落とされています！　このままではいずれ手が出せなくなります！」

　エゥレクシスのいる宇宙空母のブリッジもその例外ではなく、騒然とした空気に包まれていた。宇宙用の戦闘機に匹敵する機動性の宇宙戦艦など、聞いた事がない。また、それだけの動きをしながら、同時に正確な攻撃で進路上の戦闘機を撃墜している。あり得ない事だった。

『青騎士』の進路上には戦艦がある。このまま接近を許せば、攻撃の要かなめである戦艦が倒たおされてしまう。何とかして『青騎士』の足を止めなければならなかった。

「だったらＲＴＳミサイルを使え！　ハイマニューバータイプなら、あの速度でも追える筈だっ！」

「分かりました！　全ぜん艦かん、ハイマニューバーミサイル発射！　誘導はＲＴＳだ！」

　ＲＴＳミサイルは、ロボットや戦闘機と同じ方式で目標を追う。複数のミサイルが連れん携けいして敵を追い詰め、可能な限り多くのミサイルを同時に着弾させる。複数の高機動ミサイルをかわすのは困難で、しかも同時に着弾するので威い力りよくが高い。非常に有用な武器だが、一つ大きな弱点がある。多くのミサイルを戦闘機と同じ手法で同時に制御する為、連携を管理するコンピューターに大きな負荷がかかるのだ。おかげで戦闘機の制御を一時的に放棄しなければならず、防御力を大きく損なう。彼らがこのミサイルを使わなかったのは、必要なかったというだけでなく、こうした問題も抱かかえていた為だった。

「『青騎士』が対艦エネルギーソード『シグナルティン』を抜剣！」

「そんなもので何をする気だ!?　無駄だぞ、ティアミリス殿下!!　その剣でミサイルを叩き落とせるのは、コータロー君ぐらいのもの―――まさかっ!?」

　地上で見た赤い鱗を持つ少女。突如として現れた赤い巨竜。その直後から『青騎士』は動きが良くなった。しかも『青騎士』は多数のミサイルを前にして剣を抜ぬいた。

　そうした情報がエゥレクシスの頭の中で統合され、やがて一つの結論を導き出す。

「そこに乗っているんだな、コータロー君!!」

　赤い鱗を持つ竜は孝太郎を宇宙へ運んできた。突っ込んできたのは孝太郎が『青騎士』へ乗り移るまでの時間稼ぎ。動きが良くなったのは、孝太郎が操艦しているから。そしてたった今『青騎士』が剣を抜いたのも、孝太郎の操艦ならミサイルを斬れるから。

「ミサイルのＲＴＳ解除！　戦闘機の制御を再開！」

「しかし今ミサイルのＲＴＳを解除すれば誘導が―――」

「誘導を続けても倒せん!!　分からないのか!?」

　エゥレクシスの判断は早かった。そして正しかった。だが、部下である艦かん長ちようが戸と惑まどったおかげで、間に合わなかった。

「してやられた………彼が『青騎士』のマニューバースーツを使っている段階で気付くべきだったんだ………あの艦は、コータロー君の力を前提に設計されている！」

　ガッ

　エゥレクシスは悔くやしそうに座席の肘掛けを殴り付ける。

「彼は本当に何者なんだ!?　何な故ぜこれ程ほどの力を持つ!?　何の関係があって皇家に肩かた入れする!?　どうして『青騎士』は彼の力を前提に設計されていた!?」

　そんなエゥレクシスの視線の先、モニターの向こうでは、『青騎士』が巨大な光の剣を振るう。その切っ先が描く曲線状の軌跡は、フォルトーゼの古流剣術独特のもの。見る者を魅了するその美しい太刀たち筋すじは、接近するミサイルの群れを鮮あざやかに断ち切った。










　ミサイルを防ぐ事が出来たのは、孝太郎以外の人間の活躍も大きかった。

　孝太郎が小さなミサイルの所在を全て把握できたのは、晴海が使った金属を探知する魔ま法ほうのおかげだった。この魔法が教えてくれなければ、ミサイルが最も密集した部分は分からなかっただろう。そして孝太郎が斬り漏らしたミサイルは、ティアがレーザーで撃墜した。それでも数発は『青騎士』に命中したが、これはバリアーによって完全に防がれた。また、この一連のミサイル防御におけるルースのエネルギー配分は完璧で、最初の剣から最後のバリアーに至るまで、エネルギーの過不足は起こらなかった。

　つまりこれは、四人の力が完全に発揮されたが故ゆえの結果だった。

「サトミ様、そのまま突っ込んで下さいっ！　今のミサイルの誘導でシステムに負荷がかかっているのか、戦闘機がまるで機能していません！」

「行くぞティアッ！」

「任せておけっ!!　じゃがどうするっ、防衛艦が出てくるぞ!?」

「ルースさん、この剣けんで突つき破れませんか!?」

「可能ですが、あの艦の性質上、フルパワーでないと難しい筈です！」

　孝太郎達たちはこのまま敵の戦艦に攻撃を仕し掛かけるつもりだった。現状、一いち撃げきで『青あお騎き士し』を危機に追い込める攻こう撃げき力りよくを持つのは戦艦に限られる。戦艦の主砲のラッキーヒットの直後に戦闘機の群れが襲ってくれば、『青騎士』のバリアーは持ちこたえられない。

　だが、これには少なからずリスクが存在していた。戦艦は防衛艦に守られているから、直接攻撃するのは難しい。機動力で防衛艦を振り回すか、対艦エネルギーソードで防衛艦を倒すか。前者は戦闘機が機能を回復する時間を与えかねず、後者はソードにエネルギーを取られて無防備になる。両方に危険はついて回った。

「あの、ルースさん。あの宇宙船を守っている、ええと、ばりあー？　は、里見君の鎧よろいと同じものですか？」

　そんな時だった。ここまで魔法によるサポートに徹していた晴海が話に割り込んだ。その表情からは普ふ段だんの弱々しさは感じられない。今の晴海は、舞ぶ台たい上で演技をしている時の彼かの女じよを思わせた。

「はい！　出力が桁違いですが、基本的には同じ仕組みのものです！」

「だったら私が何とかします。里見君、大きなシグナルティンで攻撃して下さい」

「分かりました！　行くぞ、ティア！」

「おう！」

　孝太郎とティアは、晴海の詳くわしい説明を聞かないうちに、対艦エネルギーソードでの攻撃を決断する。晴海を信じていたし、迷っている暇もなかった。孝太郎は『青騎士』の進路を防衛艦の方へ修正し、ティアはその進路上の戦闘機を叩き落としていった。

「ハルミ様、どうされるおつもりですか？」

　代わりに晴海の話を聞いたのはルースだった。役割上、ルースは晴海の思惑を知っておく必要があった。

「二本のシグナルティンで攻撃します。小さい方の魔力で、大きい方の力を別のものに変更します」

「そんな事が可能なのですか!?」

「先せん端たん部分だけならなんとか」

「なるほど、そういう事でしたか。うまい方法です！」

　晴海の考えを察したルースは、それに合わせて『青騎士』の調整を始める。晴海は一度深呼吸して気持ちを整えると、胸の前で両手を組み合わせた。

「里見君、シグナルティンを」

「はい」

　晴海の求めに応じ、孝太郎は腰こしに下げたままだったシグナルティンを引き抜く。するとそれに合わせて、『青騎士』は再び対艦エネルギーソードの刀身を生成した。大小二人の青騎士はそれぞれのシグナルティンを同じように構えると、一つになって防衛艦に向かって突進していった。

「行きます！」

　晴海は両目を閉じ意識を集中する。彼女はこの時、シグナルティンの力を限界まで引き出そうとしていた。巨大な宇宙戦艦の武器に影えい響きようを及ぼそうとすれば、どうしてもそれだけ多くの力が必要になるのだ。晴海の求めに応じて、シグナルティンは魔力を大量に放出し始める。その輝かがやきと溢あふれ出す魔力で、ブリッジが震しん動どうし始めるほどだった。

　―――桜庭さくらば先せん輩ぱいの、髪かみが………。

　晴海の髪は、これまでも魔力を扱う度にぼんやりと銀色に輝いていた。しかし全力を必要としたこの時は、それだけに留まらなかった。輝きだけでなく、彼女の髪そのものが銀色に変化していたのだ。

　―――アライア陛下………？

　孝太郎はその姿に思わず目を奪われた。そう、髪の毛を銀色に変化させた晴海は、孝太郎が二千年前の世界で出会った白銀の姫、アライアとそっくりだった。そして立ち昇る魔力からも、アライアと同じ気配が感じられる。あらかじめそれが晴海だと知っていなければ、孝太郎には見分けがつかなかっただろう。

『かつていまし、いまいまし、そしてこれからもいます、万物の母、暁あかつきの女め神がみよ』

　そして晴海の口から溢れ出す祈りの言葉。それもまた、二千年前のアライアの再現だった。二千年前のアライアを知る孝太郎にも、その違いが見つけられない程に。

『あなた様の忠実なしもべ、フォルトーゼの子孫が伏ふして申し上げます。今こそ真の力を解き放ち、我らに国難を払う力を与あたえたまえ』

　晴海の祈りが進むにつれて、『青騎士』の構えた対艦エネルギーソードが純白の輝きを宿す。その輝きはソード全体を包み込み、孝太郎が手にしているシグナルティンと同じように輝き始めた。

『天の風、地の緑、海の水、山の炎ほのお。我わが命を糧かてとして、万物を統すべる力を今こそあらわしたまえっ！』

　二本の剣を包む輝きには強弱があり、まるで人の鼓動を思わせるかのように明滅を繰くり返かえしていた。二つの鼓動は一いつ致ちしている。晴海のそれと、同じものだった。

『我が名はアライア！　マスティルに舞い散る白銀の粉雪！　神託の宝剣よ、我が求めに応え、我らの進むべき未来を拓ひらけぇっ！』

　晴海の祈りは完成し、シグナルティンの力は全すべてエネルギーソードへ注ぎ込まれた。今やこの巨大な剣こそがシグナルティンであった。実体が何であるかなど問題ではない。対艦エネルギーソードは今、真なるシグナルティンとして輝いていた。

「今ですっ、里見君っ！」

　祈りを済ませた晴海が、孝太郎を見上げる。その在り様があまりにアライアであったから、孝太郎はほんの一いつ瞬しゆんだけ、この場所がどこなのかを忘れていた。

　―――いかん、しっかりしろ！　ボーッとしている場合じゃない！

　しかしそれもほんの一瞬。孝太郎はすぐに戦いを思い出すと、『青騎士』に剣を構えさせた。防衛艦は目の前に迫せまっている。惚ほうけている暇はない。孝太郎は自分を戒いましめるように大声で叫んだ。

「行くぞっ、みんなっ！」

「存分に！」

「対艦エネルギーソード『シグナルティン』エネルギー充填率百パーセント！」

「任せた、コータロー！」

　ティアの砲撃とルースがコントロールするバリアーとが『青騎士』を守り、晴海が力を与えたエネルギーソードが純白に輝く。そして孝太郎はシグナルティンを両手でしっかり構えると、思い切り正面に向かって突き出した。

　オオオオオォォォォォ

　孝太郎の動きに合わせ『青騎士』は船体を唸らせながら、その長大な剣を突き出した。狙いは目の前に迫る防衛艦の動力部分。すると防衛艦はバリアーを展開して、剣を跳はね除のけようとする。防衛艦は攻撃力が殆ほとんどない代わりに、他の艦と比べて格段に強固なバリアーを備えている。だから対艦エネルギーソードであっても、簡単には貫けない筈だった。

「いぃぃけぇぇえぇぇえぇぇぇっ!!」

　だが孝太郎の咆哮一閃、対艦エネルギーソードは、防衛艦のバリアーを一撃のもとに突き破った。防衛艦のバリアーは一度悲鳴を上げるかのように瞬またたいた後、まるでハンマーで殴られたガラスのように砕け散った。

　これは晴海がエネルギーソードにシグナルティンの力を与えた結果だった。晴海はシグナルティンの力を使って、ソードの先端部分のエネルギーを霊力に置き換えた。するとフォルトーゼのバリアーは霊力を防ぐ事が出来ないから、ソードの切っ先は簡単にバリアーに入り込んだ。そうなってしまえばあとは簡単。表面に傷がついた物を砕くのは難しい事ではない。ソードの刀身を形作るエネルギーは、自然と切っ先が作った隙すき間まに集中し、バリアーを粉々に砕いたのだった。

「全砲門解放!!　チャージが尽きるまで撃ちまくれぇぇぇっ!!」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　そしてバリアーが消しよう滅めつした瞬間、ティアは『青騎士』の対艦武装の殆どを使って攻撃を仕掛けた。ビーム、レーザー、ミサイル。考え得る全ての武装が牙を剥き、無防備に船体を晒さらしている防衛艦に襲おそい掛かかった。皇族級宇宙戦艦の攻撃力は伊達だてではない。防衛艦の装そう甲こうは紙細工のように簡単に突き破られた。強きよう烈れつな攻撃を受けた船体は一瞬で宇宙の藻も屑くずとなり、ブリッジを兼かねた脱だつ出しゆつ装置だけが、虚しく宇宙を漂った。










　防衛艦を撃げき破はできたのは、戦闘機が動けない隙すきを突いたからでもある。それが分かっていたから、孝太郎達は防衛艦を倒しても油断せず、そのまま一気に戦艦へ攻撃を仕掛けた。未だ敵の攻撃力は衰おとろえていない。受け手に回れば、危険なままだった。

「コータロー！　狙いを主砲の砲塔に絞るぞっ！」

「分かった！」

　ティアと孝太郎の狙いは、戦艦の船体上部に突き出た、旋回可能な主砲だった。

　この艦の主砲は旋回が可能な為ために、進行方向に関係なくあらゆる方向に攻撃が可能になっている。その反面、船体から突き出している分だけ構造的に弱く、しかも狙われ易い。十分な防御力が確保できる場合の強気の装備と言えるだろう。

　従って防御を担う防衛艦を撃破した今、そこを狙うのが最も効果的な戦術だった。主砲を取り除いてしまえば、戦艦も大した脅きよう威いではない。

「殿でん下かっ、戦闘機群が再起動っ！　本艦を追つい尾びしてきますっ！」

「コータロー、戦艦は任せるっ！　なんとかせいっ！」

「なんとかってなんだ、なんとかって！」

　ティアは再起動した戦闘機の接近を防ぐべく砲撃を開始する。すると戦艦への攻撃は孝太郎に一任された。孝太郎は攻撃をティアに任せるつもりだったので、攻撃の方法を考えなければならなかった。

「ええい、こうなったらっ！　ルースさん、ソードを射しや撃げきモードに！」

「仰せのままに、マイロード！」

　ゴゥン

　孝太郎は『青騎士』に対艦エネルギーソードを構えさせる。するとその先端部分から、ビームが発射される。元々ビームソードとビーム砲は非常に近い構造なので、対艦エネルギーソードにはその両方の機能が与えられていた。

「うおおぉおぉおおぉぉぉっ!!」

　孝太郎は『青騎士』にビームを連射させながら、敵―――クーデター軍の宇宙戦艦に迫る。もちろん敵も黙だまってそれを見ていたりはしない。砲を回転させると『青騎士』目掛けて主砲を連射する。

「当たってぇっ、たまるかぁぁぁっ!!」

　孝太郎は『青騎士』に旋回と回転をさせて、その回避を試みる。だがそれだけでは不足と見たルースが、次なる一手に出た。

「重力・慣性制御一部解除っ!!」

「うおぉぉおおぉぉぉっ!?　こっ、これはっ!?」

　ルースがパネルを操作した瞬間、『青騎士』の旋回と回転の勢いが一気に増した。おかげで敵のビームは回避する事が出来たが、孝太郎は突とつ然ぜん上がったスピードに振り回され、大おお慌あわてだった。

「まずいっ、ルースさんこれはまずいっ！」

「慣れて下さい、おやかたさまっ！　おやかたさまならできますっ！」

「うそだぁあぁあぁあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎が慌あわてていてもルースは容赦しない。彼女はなおも孝太郎の動きに合わせて船体の動きを加速させる。孝太郎は暴れ馬のように出で鱈たら目めなスピードで動く『青騎士』の船体を必死で抑え込みながら、艦首をクーデター軍の宇宙戦艦に向けた。

『………それにしても、二千年経っても相変わらず面白い連中だ………』

　魔力の大半を使い果たし、半竜半人の姿で戦いを見守るアルゥナイアの目には、この時の『青騎士』は稲妻のような不規則な動きに映った。こういう戦いぶりは竜族の常識には無い物だったから、アルゥナイアは孝太郎達の戦いを楽しそうに見守っていた。

「そっちがその気ならなぁっ！　ルースさんっ、五秒後に右足にバリアー集中っ！」

「きゃああああっ、まってまってぇぇぇぇっ!!」

「待てんっ!!」

　孝太郎はソードでビームを連射しながら戦艦の間近に迫る。ここまで度重なるビームの直撃を受け、戦艦のバリアーはほぼ機能を失っていた。そんな戦艦に向けて、孝太郎は右脚を大きく振り回す。

「はやいっ、はやいですおやかたさまぁっ!!」

「ルースさんなら出来るっ!!」

「うそですぅぅぅううぅぅぅっ!!」

　これまでは孝太郎を追おい詰めていたルースが、大慌てでバリアーの設定を変へん更こうする。その終しゆう了りようを待たず、孝太郎は全力で回し蹴りを放った。全長一キロ、総重量二百万トンを超える巨体が繰り出す回し蹴りの威力は絶大だ。命中直前に張られた強固なバリアーと一体となったその一撃は、容易たやすく戦艦の防御を突き破り、主砲を載のせた砲塔を蹴り飛ばしたのだった。










　孝太郎の蹴りに、ティアの的確な砲撃が続く。これにより、戦艦は完全に戦せん闘とう力りよくを失った。無力に漂う戦艦を放置して、孝太郎達は最後に残った空母を目指す。もはや戦う力を残しているのは、空母とそれが操あやつる戦闘機のみだった。

「戦闘機の残存兵力は九機、三個編隊です！　ここまで撃破は二十七機！」

「無人機じゃからと、随ずい分ぶん派手に使ったものじゃな」

「これ以上使わせる事もないだろう。………ルースさん、向こうと通信回線を開いて」

「あれは非合法で投入された艦隊じゃぞ。通信に応じるとは思えぬが………」

「あいつは応じるよ。そういう奴やつだ。頼たのむよ、ルースさん」

「はい」

　攻こう撃げきの前に、孝太郎は敵に降伏を求めるつもりだった。ルースはその意図を汲み、敵てき艦かん隊たいに通信を求める合図を送る。すると程なく『青騎士』のモニターにエゥレクシスの姿が現れた。

『君の戦いぶりには恐おそれ入ったよ、コータロー君』

「何もかもギリギリの綱つな渡わたりだった。今も綱を渡らずに済む方法を探している」

『それは降伏しろという事かい？』

「降伏でも撤てつ退たいでも何でもかまわないさ。お互たがい、これ以上戦って得られるものはない。違ちがうか？」

『ああ、部下達はそうだと思う。だから今この艦から降ろしたよ。見えるだろう？』

　エゥレクシスは救きゆう命めい艇ていを使って部下を全て降ろした。彼らは戦闘能力を失った戦艦へ向かう手て筈はずになっている。空母に残っているのは、エゥレクシス一人だけだった。

「時間稼ぎをする必要はないんだぞ？」

　孝太郎はそれを、エゥレクシスが部下を逃がす為に時間稼ぎをしていると思った。これまでも何度か似たような事があったから。

『時間稼ぎではないよ。これは私の意地さ。最後までやってみたいんだよ』

「意地か………だったら、これ以上は訊きかない事にしよう」

　モニターの向こうで笑うエゥレクシスを見て、孝太郎はその本気を悟さとった。

　孝太郎は意地を通してここに居る。ならばエゥレクシスの意地も止められない。

　孝太郎にはそれがよく分かっていた。

『助かるよ、コータロー君。私は君のそういうところも気に入っている。だからこそという事も、あるのかもしれないね』

　エゥレクシスは自分の全力を試したかった。孝太郎という好敵手を見付けた事で、初めて人生に張り合いが出来た。だからエゥレクシスはまだ、孝太郎との戦いを止やめたくなかった。全力は尽つくしていない。最後までやりたい。まるで日が暮れても帰宅を渋る、子供のように。この見方をするなら、彼は孝太郎とずっと、遊んでいたかったのだろう。

「代わりに一つ訊いていいか？」

『なんだい？』

「この戦いが済んだら、クーデター軍はどう出る？」

『そうだね………恐らくは一いつ旦たん手を引く。公式にはエルファリア陛下の御ご病びよう気きの悪化と発表。その間に証しよ拠うこをでっち上げて、重犯罪者に仕立てる。その後でっち上げた証拠と一いつ緒しよに、病気と発表していたのは犯罪を立証する証拠が集まるまでは犯罪者扱いできなかったからだと発表。………大体、こんな流れだろうね』

「そして大々的に攻撃を仕掛けてくる訳か」

『多分ね。まあ、それまでにも暗殺者ぐらいは送ってくるかもしれないけれど』

「なるほど。助かったよ、エゥレクシス」

『その引き換えといってはなんだけど、本気でやってくれないか？』

「分かった。そうしよう」

『楽しみにしているよ』

　その言葉を最後に、エゥレクシスは通信を切った。すると『青騎士』のモニターからは彼の姿が消え、代わりに動き出した空母の姿が映る。

　―――仲間想いにはなったが………相変わらず刹せつ那な的な生き方をしているんだな、デクストロゥ………。

　孝太郎はかつての敵の事を思い出しながら『青騎士』を身構えさせる。残り一隻せきであっても、油断ならない相手だった。

「ティア、あいつは最初から全力で来るぞ」

「分かっておる。これでも戦場の嗜たしなみには通じておる」

「空母のミサイル発射口が開口、例の誘導ミサイルと思われます。戦せん艦かんは動かず、戦闘には加わらないようです」

「………あいつも、俺おれと同じで戦争向きじゃあないのかもしれないな………」

　戦艦にはまだ無傷のミサイル発射口が残っている。しかしエゥレクシスはそれを使わなかった。それをした場合の結果を、エゥレクシスは嫌きらったのだ。

「なんでしょうか？」

「いえ、なんでもありません。………ティア、ミサイルは頼む！　最大船速、一気に片を付ける！」

「おう！」

「仰せのままに、マイロード」

　不利を承知で挑んでくるエゥレクシス。あらゆる意味で、全力で迎え討たねばならない相手だった。孝太郎は『青騎士』のブースターを点火すると、エゥレクシスを乗せた空母に接近しようとする。だがそれを阻止すべく、残った九機の戦闘機が行く手を阻んだ。空母はその向こうでミサイルを発射する。戦闘機の数が減ったおかげで、数を抑おさえればミサイルも同時に扱う事が出来るのだった。

「なるほどっ、防ぎ難にくい攻撃だ！」

　孝太郎はミサイルが発射されたのを見た瞬しゆん間かん、『青騎士』の姿勢制御スラスターを使って大きな回避運動を始める。戦闘機とミサイルは異なる性質を持つ兵器だから、どちらの数も十分に用意できない場合には、両方を織り交ぜる方が防ぎ難いのだ。

「戦闘機で足止めして、ミサイルで倒すつもりじゃろう！　ミサイルは任せよ！　そなたは戦闘機を振り切れっ！　空母からの砲ほう撃げきは無視して構わんっ！」

「仰せのままに、マイプリンセスッ！」

　孝太郎とティアはそれぞれに役割を分担して戦いに臨のぞむ。孝太郎が機動性を生かして戦闘機を近付けさせず、ティアが別の軌き道どうで迫るミサイル群に対応する。敵の数が減ったので、これで対応できる筈だった。

「殿下っ、空母がなおもミサイルを発射っ！　奇き妙みようですっ、これでは先さき程ほどよりもミサイルの数が多くなってしまいます！」

「目くらましじゃっ！　考えたなエゥレクシスッ！」

　これに対してエゥレクシスは、着弾時の連携を考えない通常のミサイルによる攻撃も織り交ぜてきた。孝太郎達の側からではミサイルの区別はつかないから、全てのミサイルに対して同じ対応が必要になる。ティアはその全てを撃ち落とすべく、射撃に忙殺される事となった。

『集つどい来たれ、大地の精せい霊れい。我が前に跪ひざまずき、その名を知らしめよ。叫べ、大地の系譜』

　そんなティアに晴海が魔法をかける。するとティアは、周囲を飛び回るミサイルと戦闘機の気配を感じ取れるようになる。金属を探知する魔法だった。

「助かる、ハルミ！」

「ご武運を！」

　おおよそあらゆる状じよう況きように柔じゆう軟なんに対応する魔法も、高速で動き回る多数の敵を相手にした場合だけは無力だった。今の晴海にはこの程度の助力しか出来ない。後は見ている事しか出来ず、晴海にはもどかしさが募った。

「戦闘機の数は減っているっ！　何とか空母を！」

　ミサイルの数が多く、連携型と通常型の見極めが付かない以上、空母を倒すのが急務だった。孝太郎は戦闘機の攻撃を掻かい潜くぐりながら、空母へ艦首を向けた。するとティアは進行方向から迫るミサイルを優先的に排除する。おかげで孝太郎は戦闘機と空母にだけ集中する事が出来た。

「ゆけいっ、わらわが道を作るっ!!」

「うおぉおおぉぉぉぉぉぉっ!!」

　ティアが切り拓いた道を、孝太郎の操る『青騎士』がアクロバット飛行さながらの航跡を描えがいて前進する。その周囲では幾いくつも爆ばく発はつが起こり、それはさながら花火大会のようにも見えた。しかしこれはそんな風流なものではない。命のかかった決死行だった。

「空母がジェネレーターを全開！」

「逃がすなコータロー！　一気に勝負を決めるのじゃっ！　そう長くはもたんっ！」

「任せろっ！」

　孝太郎の接近に合わせて、エゥレクシスは空母の動力を限界まで高めた。ティアが正確に射撃を続けられる時間はそう長くはない。ティアはエゥレクシスが動力を高めたのは、バリアーの強化と『青騎士』から距きよ離りを取る事で、時間を稼ごうとしていると読んだ。

「いけないっ、これはっ!?」

　しかし事態はティアの予想外の方向に動いた。

「空母がこちらに突っ込んできますっ！　時間稼ぎでは有りませんっ！」

「体当たりじゃとぉっ!?」

「そういう事かっ、エゥレクシスッ！」

　追おうとして更さらに加速した『青騎士』と、逃にげずに突っ込んだ空母の距離はあっという間に詰まった。逃げようにも退路はミサイルや戦闘機が塞ふさいでいる。エゥレクシスの狙ねらいは最初から空母をぶつける事だったのだ。

「この為に兵達を全て降ろしたのか！　そしてミサイルと戦闘機は、この策を隠かくす目くらましと、退路を断つのが狙い！　お前という奴は一体どこまでっ！」

　孝太郎は苦虫を噛かみ潰つぶしたかのような表情で、青騎士の両りよう腕うでを広げさせる。ティアの砲撃が空母をバリアーごと打ち砕いたが、破は壊かいされた船体はそのままの勢いで『青騎士』へ向かってくる。

「ルースさんっ、両手の先端に―――」

「歪わい曲きよく場ばを両前ぜん腕わん部ぶに集中展開っ!!　ジェネレーター出力全開っ、歪曲場の維持を最優先っ!!」

　ルースは孝太郎の意図を察して、『青騎士』の両腕の先にバリアーを集中させる。宇宙空母は重い。『青騎士』をもってしても、その体当たりを受け止められるかどうかは難しいところだった。

　ドゴォォォォォンンンン

　両腕が空母を受け止めた衝しよう撃げきが船体を伝わり、ブリッジを激震させる。この衝撃は絶大で、『青騎士』のブリッジを守る重力・慣性制御の許容範はん囲いを上回っていた。

『きゃああっ!?』

　少女達は突とつ然ぜん襲おそい掛かった激しい揺れに思わず悲鳴を上げる。するとその声と重なるようにして、多数の警告がブリッジを埋うめ尽くした。モニターをダメージの報告が埋め尽くし、照明は赤と黄の点滅を忙いそがしく繰り返した。

「ぬうぅぅぅっ、うおおぉぉぉおおぉぉぉぉっ！」

　孝太郎は細心の注意を払いながら、全力で空母を押おし返そうとする。少しでも力の加え方を誤れば、空母と青騎士の船体が接せつ触しよくして取り返しのつかない事になる。真正面から受け止め、最悪でも一緒に真後ろへ後退する。それがこの状況を切り抜ける唯ゆい一いつの方法だった。

　ゴンッ、ゴゴンッ

　ティアの砲撃で破壊された空母の残骸の一部が、青騎士に接触する。それで船体が破壊される事はなかったが、あまりいい気分はしない。孝太郎はその音を心の外に追いやりながら、船体のコントロールに集中する。今はそれが何より重要だった。

　ドンッ

　そんな時だった。突然『青騎士』のブリッジの正面に設置されたモニターが粉々に消し飛んだ。そこには数メートルの大きさの巨大な穴が出来上がり、その向こうには漆しつ黒こくの宇宙が広がっていた。その直後、急激な勢いでブリッジの空気が外へ吸い出だされ始める。

　孝太郎達は乗員の保護機能が働いて、外へ吸い出されたり呼吸が出来なくなる心配はなかったが、ブリッジにある空気はあっという間に外へ吸い出された。そして空気の流出が止まると、穴に覆いかぶさるようにして巨大な影が現れる。

『この状況では動けまいっ！　私の勝ちだっ、コータロー君っ！』

　現れたのはウォーロード。エゥレクシスが操る巨人型兵器だった。彼かれは空母に搭載されていたこの予備機を使って、最後の攻撃に出たのだ。

　全てはこの状況を作る為に練られた策だった。兵を降ろし、空母で『青騎士』に体当たりを仕掛ける。空母は受け止められるだろうが、その場合『青騎士』は身動きが取れなくなる。すると当然、それを操る孝太郎も身動きが取れない。あとは空母の破片に紛まぎれて、ウォーロードでブリッジを襲えばいい。それが不利な状況でエゥレクシスが見み出いだした、唯一の勝機。彼はこの瞬間に全てを賭けたのだった。

『さらばだコータロー君！　君は本当に強かった！』

　エゥレクシスは大きな賭けに勝った喜びを胸に、孝太郎にビームショットガンの銃口を向ける。

「くっ！」

　対する孝太郎は動けない。今『青騎士』の操縦を止めれば、空母と船体同士が接触して両方が大破する。それでは乗員もただでは済まないだろう。かと言って、動かなければ撃うたれて死ぬ。どう転んでも孝太郎には勝ちのない、袋ふくろ小こう路じの状況だった。

「させるかあぁぁぁぁぁっ!!」

　そんな孝太郎の前に立ち塞がる、小さな影があった。それは青い瞳ひとみと、金色に輝く髪を持つ小柄な少女―――ティアだった。

「わらわの騎士を殺させはせんっ!!」

『なんだとっ!?』

　ティアは孝太郎の前に立ち、両腕を大きく広げてエゥレクシスの銃口の前に身を晒す。策も何もない。ティアはその小さな身体を盾にして、孝太郎を守るつもりだった。

「馬ば鹿か野郎ッ！　お前っ、自分が何やってるのか分かってるのかっ!?」

　その背中に、孝太郎の非難が飛ぶ。皇女が身の危険を顧みず、一人の騎士の為に命を懸けている。国や国民に対して責任を持つ皇族には、許されない行こう為いだった。

「わからぬっ！　じゃがっ、こうせずにはおれんのじゃぁっ！　たとえ皇女失格であろうともっ、そなただけは特別じゃっ！　我が身に代えても守ってみせる！」

　ティアは泣いていた。頭ではこれはいけないと分かっている。だがそれが分かっていても、ティアはじっとしていられなかった。身体が勝手に動いてしまったのだ。心と身体は分かっているのだ。ティアには呼吸するのと同じぐらい、孝太郎が必要なのだと。

『………コータロー君は、殿下の想おもい人だったのか………』

　エゥレクシスにとっても、ティアのこの行動は予想外だった。戸惑った彼は、ほんの僅わずかの間、対応に悩なやんだ。ティアごと撃つか、それともティアを捕まえるか。悩んだ時間は数秒。だが、その数秒が運命を分けた。

『集え、水の精霊！　舞え、風の精霊！　二柱の力を糧として、出いでよ氷の精霊！　高くそびえ立つ氷山、長く伸び行く氷河の力もて、閉ざせ！　凍土の氷棺！』

　突然ウォーロードの左腕が氷の塊に覆われ、機能を停止する。そこに組み込まれたビームショットガンも例外ではなかった。それは僅かなチャンスを見逃さなかった晴海による攻こう撃げき魔ま法ほうだった。

『なんだっ!?』

「『青騎士』っ！　対物マシーンカノンッ！」

　その事にエゥレクシスが驚おどろいている間に、オペレーター席のルースが『青騎士』のシステムに直接コマンドを打ち込んで、対機動兵器用の武器をブリッジ内に呼び出した。エネルギー兵器はチャージしている暇がなかったので、呼び出された武器は連発式の大口径実弾砲だった。

「自動照準っ、すぐに撃って！」

　ブリッジは真空状態だったので、通信機で繋つながっていないマシーンカノンの射撃音は全く聞こえない。唯一、床ゆかに落ちた薬やつ莢きようの音だけが、床板を伝わって微かに聞こえてくるだけだった。だが、その威い力りよくは決して微かではなかった。

『うおっ、うおおおおぉぉおぉぉぉぉぉぉっ!!』

　バリアーを破られ、装甲に多数の直撃弾を浴び、ウォーロードは自分で作った穴にしがみついていられなくなった。宇宙空間に押し出されたウォーロードは、そのまま後ろに大きく跳ね飛ばされる。

「………わらわの………わらわ達の大事なコータローを、殺そうとしたな………」

　そして最後はティアだった。ティアは震ふるえる声でそう呟つぶやくと、穴の向こうを遠ざかっていくウォーロードの姿を睨み付ける。その瞳は怒りに燃え、爛らん々らんと輝いていた。

「赦ゆるさぬ………たとえそなたを神が赦しても、わらわは決して赦さぬ！　エゥレクシスよっ、手を出してはならぬものに手を出した事を、長く後こう悔かいするがよいっ!!」

　ブースターやスラスターを使って体勢を整えようとしていたウォーロードを、一条の白く輝く光が追いかけていく。その光はウォーロードを貫き、長く続いた戦いに終止符を打ったのだった。










　空母が撃げき沈ちんされると、武装を失っていた戦艦はワープして消えていった。それを見届けると、クランは大きな溜ため息いきと共に自身のシートにもたれかかった。『朧ろう月げつ』のブリッジには静せい寂じやくが戻もどり、彼女の溜め息はブリッジの隅まで届いた。

「………やれやれ、酷ひどい綱渡りでしたわね………」

　結果としては勝ったものの、戦いは終始危機の連続だった。それを見守っていたクランが、救いに行こうと考えた事は一度や二度ではなかった。幸いどれも大事には至らなかったので、実際に救いに行く事はなかったのだが、少しも落ち着いて見ていられず、クランは大きなストレスを溜め込んでいた。クランにとっては、現場で一緒に戦っていた方が、ずっと気が楽だったに違いない。

「………いずれわたくしの家臣となるのですから、もっとエレガントかつ圧あつ倒とう的てきに勝って頂かなくては………」

　クランは長い間気を揉んだ腹いせに、孝太郎に嫌いや味みの一つも言ってやりたくなった。そこでクランは『青あお騎き士し』にいる孝太郎を、専用回線で直接呼び出した。

『ん？　クランか？　どうした？』

　正面のモニターに孝太郎の姿が映る。

「どうしたもこうしたもありませんわ！」

　孝太郎の無事な顔を見て、クランは更に深い安あん堵どの気持ちに包まれる。疲つかれ気ぎ味みで顔は汚れていたが、大きな怪我をした様子はなく、声にも力がある。そんな普段の孝太郎の姿を、再び見る事が出来た。この時クランが感じた安堵感は、決して小さくはなかった。今はもう、文句を言いたかったのか、それとも無事を確かめたかったのか、その区別は難しかった。

「もっとエレガントに勝って下さいな。見ていて生きた心地がしませんでしたわ」

『悪かったよ。気を付ける』

「お分かりいただければ結構ですわ。ふふ、お疲れ様、ベルトリオン」

『なんだよ、今日に限って妙に優やさし―――』

　ベルトリオン。

　クランがその名を口にした瞬間だった。

　ウオオォオオォォォォオオオォォォォォッッ

　静まり返っていたブリッジは、怒号のような歓声に包まれた。

「なっ、なんですのっ!?」

　突然の歓声に驚き、クランは座席のシートからずり落ちそうになった。慌てて肘掛けを掴つかんだ彼かの女じよは、声の聞こえてくる方向を見る。そこには老若男女、様々な人間達が集まっていた。その姿を見てようやく、クランはブリッジにはティアやエルファリアを心配して民間人達が集まっていた事を思い出した。

「ホラァッ！　クランでんかがベルトリオンってゆってるじゃないっ！　やっぱりほんものなんだよっ！」

「そうだ！　あの戦いぶり、間ま違ちがいない！」

「でなければありえん！」

「まさかあの逆境を跳ね除けるなんて！」

「じゃあ、あの剣けんはやはり、シグナルティンなの!?」

「アライア様の紋章が刻まれていた！　きっとそうだ！」

「そのアライア様も御一緒におられるようだぞ！」

　クランと同じものを見た彼らは、孝太郎の事を完全に青騎士だと考えるようになっていた。彼らがそう考えたくなるのも当たり前だろう。クーデターで国を追われた皇こう帝ていと皇女を、所属不明の青い鎧よろいの騎士が守り切った。しかも圧倒的な不利を覆しての、鮮やかな勝利だった。加えて伝説に符合する物が次から次へと現れていた。青い鎧はもちろんの事、不思議な力を秘めた騎き士し剣けん、そしてそれを操る銀ぎん髪ぱつの少女。更には赤い鱗のドラゴン。そういった物的証拠と孝太郎達たちの勝利を見て、民間人達がもしかしてと考え始めた、その時。敬愛すべきクラン皇女殿下が、問題の騎士に向かってこう呼よび掛けた。

　ベルトリオン、と。

　クラン皇女殿下がそう呼んでいるからには、もはや間違いない。疑う余地はない。彼らは確信した。あれは青騎士レイオス・ファトラ・ベルトリオン。伝説上の人物が、再び姿を現したのだ、と。

　ウオオォオオォォォォオオオォォォォォッッ

　ブリッジは「青騎士」や「フォルトーゼ万歳」の歓呼の声に包まれていた。そのあまりの声の大きさに、通信機の向こう側にいる孝太郎は思わず仰のけ反った程だった。

「な、なんですの？　何が起こっていますの？」

　何な故ぜ民間人達が急に大おお騒さわぎを始めたのか、クランにはまだ理解できていない。人々の声が重なり過ぎていて、個々の言葉までは聞き取れなかったから。

『クラン！　これは何の騒さわぎだ!?』

「さあ！　それはわたくしにもよく分かりませんけれど！　とりあえず皆みなさん、何かに喜んでらっしゃるようですわっ！」

　孝太郎とクランの会話も、歓声に負けないように自然と大声になる。

『このやかましさでは話にならん！　詳くわしい話はまたあとでな！』

　話し辛さを感じた孝太郎は、ここで一旦会話を終える事にした。戦いは無事に終わっていたから、この状態で無理に話さなければならないような事はなかった。

「そうですわねっ！　またのちほどっ！」

　もちろんクランにも異存はなかった。しかしクランはこの僅か数秒後、通信を終えた事を後悔する事になる。

　ウオオォオオォォォォォォッ

「えっ、えっ？　なにっ、なにごとですのぉっ!?」

　何な故ぜなら、通信を終えたクランを質問責めにしようと、民間人達が大挙して押し寄せてきたからだった。










　戦いが終わった、数時間後。エゥレクシスは地球で一人、空を見上げていた。そこは吉きつ祥しよう春はる風かぜ市から程近い海岸。夜は白々と明け始め、太陽の光が水平線の向こうで輝かがやき始めていた。

「いやぁ、負けた負けた………ここまでやって勝てないと、いっそ清すが々すがしいね………」

　エゥレクシスはティアに撃たれてウォーロードを失いながらも、脱出装置を使って何とか地球へと舞い戻った。惨敗の上、仲間達とはぐれ、地球でひとりぼっち。傍はたから見れば大変な状況なのだが、彼は満足だった。自分が全力を尽くしてなお敵かなわなかった事を理解していたから。

「私が負けたのは、コータロー君が強いからではない。私が一人だからだ。私はあの最後の勝負の時、仲間達を手放してしまった。それが敗因だ」

　歴史にもしはないが、それでももし、最後の戦いに仲間を伴っていたら。エゥレクシスは勝っていたかも知れない。しかし彼はそれをしなかった。あるいは、守ってやるつもりで、他者の力を軽んじていたのかもしれない。驕おごり、あるいは不信。それが彼を敗北へと導いたのだ。

　理想の社会の実現の為に戦い、全力を尽くしてなお破れ、しかも敗因がはっきりしている。これほど明確な敗北では、文句のつけようがない。エゥレクシスには、やり残したことはなかった。だから彼は、この結果に満足だった。

「………だったら、私と一緒にやらない？」

　そんなエゥレクシスの背中に、何者かの声がかかる。それは若い女性の声。少女と言ってもいいかもしれない。しかしその口調は、どこか落ち着いた、完成された女性らしさを感じさせるものだった。

「君は？」

　エゥレクシスは海を眺ながめたまま、背後に立つ女性に名前を尋たずねる。エゥレクシスの視線の先で昇り始めた朝日は、とても美しかった。

「私は真ま耶や。あなたと同じく、一人で戦ってあの坊やに敗れた女よ」

　エゥレクシスと真耶、二人はこうして出会ったのだった。







仰せのままに　五月二十二日（土）







　あの戦いから数日が過ぎ、孝こう太た郎ろうと少女達たちは普ふ通つうの生活を取とり戻していた。

　国を追われたティアとエルファリアは、今もそのまま地球に滞在している。フォルトーゼの情勢はエゥレクシスが予言したとおりに進行していて、一時的な小康状態となっていた。この先、ティアとエルファリアは、フォルトーゼに残っているエルファリア派勢力を通じて、国を奪だつ還かんする為の情報収集や下準備にあたる事になっている。結果的に彼女らにしても、今すぐは動けない状況にあった。

　そうやって生活が落ち着き始めた頃ころ、孝太郎はティアを春はる風かぜ高校の屋上へ呼び出した。それはこれまで孝太郎が秘密にしてきた事を、ティアに打ち明ける為ためだった。

　戦いが終わっても、ティアは孝太郎に何も訊たずねなかった。辛抱強く孝太郎が話してくれるのを待ち続けていた。その信しん頼らいを裏切る訳にはいかない。またティアはあの時、命懸けで孝太郎を守ってくれた。その必死な想いにも、報いなければならない。孝太郎はそう考えて、ティアに全すべてを明かす決心をしたのだった。










「いい天気だ………」

　季節は夏に差し掛かり、空は鮮やかな青。そこに浮うかぶ白い雲は密度が高く、はっきりとした形を作り上げている。夏特有の、めりはりのある空。孝太郎は屋上の手すりに寄りかかって、ぼんやりとそんな空を眺めていた。聞こえてくるのは鳥の声、遠くを走る自動車のエンジン音。穏おだやかな夏の放課後だった。そんな事がどれだけ続いただろうか。孝太郎の時間感覚が薄れ始めた頃。

「はぁ、はぁ、はぁ………」

　孝太郎の耳に何者かが呼吸する声が届いた。ここまで走ってきたのか、その呼吸は僅かに荒い。その分だけ普ふ段だんよりも息のトーンが低い。そう、その呼吸の主は、呼吸だけでそれと分かるほど、孝太郎と深い関係にある人物だった。

「ふぅ………」

　その人物は息を整えると、孝太郎の横に進み出る。そして手すりに寄りかかり、孝太郎と一緒に空を眺め始めた。その人物は背が低かったから、孝太郎の肩かたのあたりで髪が風に揺ゆれている。その髪はまるで太陽の輝きをそのまま宿したかのように、鮮やかな金色で美しく輝いていた。

「………」

「………」

　二人はそのまましばらく、無言で風に吹かれ続けた。夏場であっても、屋上に吹く風は心地よい。金色の髪が風に揺れて乱れ、陽光を照り返してきらきらと輝く。その人物が自らの髪に触れて乱れを整える様は、まるで映画のワンシーンのようで。孝太郎は風が緩むその時まで、その姿を眺め続けていた。

「………なぁ、ティア」

　金色の髪の持ち主は、ティアミリス・グレ・フォルトーゼ。孝太郎が話をしようと、この場所に呼び出した少女だった。彼女は呼び掛けに応こたえ、その顔と瞳を孝太郎に向ける。よく整った顔立ちと、深く澄んだ青い瞳。金色の髪とあいまって、その姿はさながら地上に舞い降りた天使のようだった。

「お前、これから俺が言う事を、全部信じられるか？」

「何故そのような事を訊ねる？」

「これから俺は、普通なら信じられないような事を言うからだ」

「わらわとそなたの関係は、普通か？」

「違うだろうな」

「だったら安心して話すがよい。わらわは、そなたが本気で口にした言葉なら、明日太陽が西から昇るという言葉でも、そのまま信じるじゃろう」

「ありがとう、ティア………」

　孝太郎は礼を述べると、手すりに寄りかかるのを止やめ、ティアの方に身体からだを向ける。すると彼女も同じようにする。そうして二人は、吐息が届きそうな距離で向かい合う事となった。

「さて、何から話したらいいか………」

「最初からでよい。急いではおらぬゆえ」

「そうか。そうだったな」

　孝太郎には話さなければいけない事が沢たく山さんあった。それを混乱させずに伝えるには、最初から話すのが一番だった。孝太郎は自分を取り巻く複雑な環境を作り出したきっかけを思い起こす。それは今から半年程前の出来事だった。

「ティア、俺がクランと一緒に行方不明になった時の事を覚えているか？」

「うむ。忘れる筈もない。わらわはあの時に、そなたを愛していると気付いたのじゃ」

　ティアは僅かに頬ほおを赤らめ、目を細める。そんな彼女の可愛らしい姿に、孝太郎は話を忘れそうになる。しかし今は話をするべき時。孝太郎は高鳴る鼓動を抑えて、続きを話した。

「問題はその時の行き先だったんだ」

「確か、異世界に行っておったとか」

「ああ。ちょっと厄やつ介かいな行き先だったんで、そういう事にしておいたんだ」

「では、どこに行っておったというのじゃ？」

　そこでティアの表情が曇くもる。孝太郎の持つ剣、エルファリアとの奇き妙みようなやり取り、あらかじめ『青騎士』に組み込まれていた数々のプログラムとメッセージ。ティアはそういった事から、漠然とした不安を抱かかえていた。

「………二千年前のフォルトーゼだ。俺はそこで………白銀の姫ひめと出会った」

「そ、そんな………」

　ティアの瞳が限界まで見開かれる。

　孝太郎が口にした真実は、ティアの想像を遥かに超こえたものだった。ティアも、孝太郎はもしかしたら過去の世界に行ったのではないか、というぐらいの想像はしていた。しかしそれが二千年前で、しかも白銀の姫・アライアと出会ったなどとは、想像もしていなかったのだ。

　そしてその真実が、ティアにある一つの推測をもたらす。それはかつてティアが望み続けた事で、しかし今はそれが孝太郎の口から語られては困る事だった。

「そこで俺は、白銀の姫と青騎士の出会いを邪じや魔ましてしまった。だから俺は青騎士の代わりを務めなければならなくなったんだ」

　そしてその推測は、事実として孝太郎の口から語られた。

「待つのじゃ、コータロー!!」

　ティアは蒼白な顔で孝太郎の言葉を遮さえぎった。そして舌を噛みそうな勢いで、孝太郎に詰つめ寄る。ティアにとって、あってはならない事が、起こりつつあった。

「そなたの言う通りなのだとしたら、今のフォルトーゼで語られている青騎士の伝説は、全てそなたの事なのかっ!?」

「そうだ。最後まで本物の青騎士は見付からなかったから、俺が最後までやり通した。そうしなければ歴史が変わって、俺おれ達たちはここに帰ってこられなかったから」

「それがどういう事なのか分かっておるのかっ!?」

　ティアは両目いっぱいに涙なみだを溜め、孝太郎の服の胸元を掴む。白いシャツは、ティアの指の間でくしゃくしゃになってしまっていた。それ程までに、ティアの悲しみは深い。

「それはっ、そなたが本物の青騎士であるという事なのじゃぞっ!?」

「ただの代役だ」

「違ちがうっ！　そなたは何も分かっておらぬっ！」

　ティアは涙を流しながら、首を大きく左右に振ふる。涙が飛び散り、長い髪が乱れる。どちらも太陽の光を照り返して、きらきらと輝いた。

「ただの代役に、どうしてあの白銀の姫が心を寄せるっ！　どうして国の命運を左右するシグナルティンを託すっ！　そなたが青騎士なのじゃっ！　他の青騎士など、初めから存在しておらぬ！」

　孝太郎は代役と言ったが、孝太郎以上に伝説に詳しいティアには、代役などではない事が最初から分かっていた。様々な状じよう況きよう証しよう拠こがそれを物語っていた。青騎士の出自が不明であった訳。去って行った訳。青騎士の魔ま法ほうの武具。数え上げればきりがない。青騎士が別の時代からやってきた人間であるとすると、全てのピースがぴたりとはまる。

「思い返してみよっ!!　そなたが白銀の姫を救ったのは、代役であったからか!?　そうではあるまい!?　それが分かるから、あの方はそなたを愛したのじゃ!!　そなたの演技に騙だまされるほど、あの方は愚かではないっ!!」

　そして一番の証しよう拠こは、白銀の姫アライアが想いを寄せた事だった。演技をしているだけの偽物を、あの伝説の白銀の姫が愛する訳がない。アライアが青騎士を、孝太郎を愛したのは、孝太郎が必死になって彼かの女じよ達たちを守り通そうとしたからなのだ。

「わらわと同じじゃっ！　あの方はのうっ、そなたがそなたであったが故ゆえに愛した！　シグナルティンを託した！　そなたは、紛れもなく青騎士なのじゃっ!!」

　ティアも孝太郎を愛し、剣を託した。だからティアには、アライアの気持ちが痛いほど分かる。代役などではない。孝太郎の代役など、この宇宙には存在しないのだ。

「俺が………本物………？」

「そうともっ！　そなたがっ、そなたがぁっ！　あお、あおきし、なのじゃ………」

　ティアの言葉は途中から嗚お咽えつの中へ消えていった。堪こらえ切れなくなった彼女は、その言葉を最後に、その場に座り込んでしまう。そして両手を屋上の床に突つき、声を上げて泣き始めた。

「うああぁぁぁぁっ、ああぁぁっ、ああ、ああぁぁぁぁっ!!」

　その泣き声は、深い悲しみに満ちたものだった。

「ティア………どうして、泣く？」

　ティアのこの反応は、孝太郎には予想外だった。がっかりしたり、怒ったりはするだろうが、ここまで派手に泣き叫さけぶとは思っていなかったのだ。

「だってっ、だってぇっ、そなたは青騎士じゃものっ！」

　ガリ

　ティアの両手の指が、コンクリート製の床を引っ掻く。その頬から零こぼれ落おちた涙が、床に吸い込まれていく。この時のティアの声は、まるで血を吐はくかのように深い悲しみに彩られていた。

「青騎士は、白銀の姫の騎士じゃもの！　こんなわらわでは、逆立ちしたって白銀の姫には敵わぬ！　そなたはわらわを愛してはくれん！　家臣になってくれたのだって、白銀の姫への忠義立てであろうっ!?」

　今のティアにとって、孝太郎はどこにでもいるただの騎士でなければならなかった。ただティアと出会い、日々の中で心を交かわし、少しずつ絆きずなを育て、やがては互たがいを大切に思うようになった。ティアと孝太郎の間にあるものは、そういうごく自然な繋がりでなければならなかった。

　なのに孝太郎が青騎士だと分かってしまった。青騎士は白銀の姫に忠誠を尽つくし、今もなお皇家を守る孤高の騎士だ。それはティアとの間にあるべきものが、白銀の姫との間にあるという事を意味している。

　今のティアには、自身が白銀の姫以上の皇女である自信がない。だから孝太郎がティアを守るのは、白銀の姫への忠誠ゆえであって、ティアへの忠誠ゆえとは思わなかった。つまり孝太郎が青騎士であると認める事は、孝太郎がティアの手が届かない存在であると、認めるに等しいのだった。

「ティア………」

「どうしてっ、どうしてそなたが青騎士なのじゃあっ！　わらわでは決して白銀の姫には敵わぬっ！　こんなっ、未熟で自分勝手な女ではっ、うぅぅっ、うああぁぁぁぁっ！」

　ティアはその場に泣き崩れ、その小さな身体を更に小さく丸める。泣き声と涙はコンクリートの床に刻まれ、激しい嗚咽が彼女の小さな身体を震ふるわせ続けた。

「ティア」

　孝太郎はティアの傍そばにしゃがみ、彼女の肩にそっと触ふれる。

「同情など要いらぬっ！　わらわはっ、わらわはなっ、そなたを愛していたのじゃっ！　青騎士などではないっ、ただのそなたをじゃっ！　なのにっ、なのにぃっ………」

　ティアは孝太郎の手を払い、なおも泣き続ける。かつては青騎士を熱望して得られず、しかし望まなくなったタイミングで現れた。今のティアが欲ほしいのは、青騎士ではない。共に過ごした孝太郎が欲しかったというのに。ティアにとって、これほど残酷な運命もなかったに違いない。

「聞いてくれ、ティア。お前は考え違いをしている」

　ティアが何に悲しんでいるのかを理解した孝太郎は、ティアの誤解を解くべく彼女に語り掛ける。この誤解は、何としても解かねばならなかった。

「聞きとうないっ！　下手な慰めなどいらぬ！　どれだけ言い繕っても、そなたは青騎士じゃろうがっ！」

　しかしティアは聞く耳を持たない。ライバルは白銀の姫。それを知らされたショックは計り知れないくらい大きく、ティアは心を閉ざしてしまっていた。だが孝太郎としては、それでは困る。だから孝太郎は必死に本心を打ち明けた。

「よく考えてくれ、ティア。俺おれは帰ってきたんだよ。お前達がいる、この時代に。もしお前の言う通りなら、どうして俺はここにいる？　アライア陛下のところに、残った筈はずじゃないか？」

　この孝太郎の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ティアは身体をびくりと強張らせた。同時に泣き声が止まる。確かに孝太郎の言う通りだった。本当にアライアを愛したなら、孝太郎には地球へ戻る理由はなかった筈。青騎士の身分が問題になるなら、それを隠して二千年前に残ればよかった。なのに孝太郎は戻ってきたのだ。

「確かに、アライア陛下は言ったよ。このままフォルトーゼに残って欲しい、皇家に仕えて欲しいって。でも俺は、それを断ったんだ」

　ティアは両手を床に突き、身体を起こす。そしてゆっくりと顔を上げて、孝太郎を正面から見つめる。その顔は涙に濡れ、ぐしゃぐしゃになっていた。

「………何故じゃ？　何故、帰ってきた？」

　ティアはそんな皇女のイメージからかけ離はなれた姿で孝太郎に訊ねる。僅かな希望と不安とが、その瞳の奥おくで揺れていた。すると孝太郎は手を伸のばしてティアの涙を拭ぬぐい、彼女に笑いかけた。

「お前達との約束があったからだ」

「約束………何の事じゃ？」

　ティアには孝太郎の言う約束が思い出せず、目を何度か瞬かせる。すると拭った筈の涙が、再び頬を流れ落ちていった。

「クリスマスの時だ。あの日、みんなで約束しただろう？」

　孝太郎はほんの少しだけ照れ臭そうに笑うと、その約束を口にした。

「みんなで一いつ緒しよに演劇を成功させようって」

「あの時の………そなたは、そんなものを律りち儀ぎに守って………」

　クリスマスに交わした約束。そしてそれまでの日々で培つちかった絆。そういったものが、孝太郎を現代の地球へ連れ戻した。白銀の姫は確かに素す晴ばらしい人物だった。孝太郎に、力になりたい、仕えてもいい、そう思わせるだけの人物だった。しかしそれでも孝太郎は、地球に残した約束と絆が忘れられなかった。だから白銀の姫の誘いを断って、地球へと帰ってきたのだ。

　そしてこれこそが、他人を拒きよ絶ぜつして生きてきた孝太郎が、他人を求めるようになった最初の兆きざしだったのかもしれなかった。

「それにな、お前は俺がアライア陛下の騎士だったというが、それは間違いだ」

「そんな筈はなかろう!!　そなたは青騎士じゃぞ!?」

「俺は騎士の称しよう号ごうを持っていないのに、騎士のふりをしていたからな。だから正式にあの方の騎士であった訳じゃないんだ」

「では………」

「そうだ。俺が自分で望み、騎士にして貰もらったお方は、この世に一人しかいない」

　そして孝太郎は、真正面からティアの顔を見つめながら、この世でただ一人の主君の名を告げた。

「俺のお姫ひめ様さまは、ティア、お前一人だけだ」

「こ、こーたろー………」

　止まった筈の涙が、再び溢あふれ始めていた。だがそれはもう悲しみの涙ではない。胸の奥から次々と湧き出す喜びが、涙となって瞳から溢れ出していたのだ。

「泣くなよ」

「泣いてなどおらんっ！　笑っておるのじゃっ！　そなたの馬ば鹿かさ加減にっ！」

「馬鹿？」

「そうじゃっ、馬鹿じゃっ!!　相手はあの白銀の姫じゃぞっ!?　フォルトーゼ史上最高の皇女にして皇帝っ!!　その誘いを蹴ってっ、そなたはここにおるっ!!　馬鹿どころではないっ、大馬鹿じゃっ!!」

　ティアは泣きながら孝太郎の胸を叩き始める。その拳こぶしに込められた力は弱かったが、込められた想いは強かった。孝太郎は胸を叩かれる度に、ティアの真っ直ぐであたたかな想いが打ち込まれてくるのを感じていた。

「あんまり馬鹿馬鹿言うなよ。本当にそんな気がしてくる」

「馬鹿じゃあっ!!　そなたは、あの伝説の人物の求めを蹴って、わらわ達を選んでしまった!!　挙句の果てに、こんな胸の小さな我わがまま女に、忠誠を誓ちかいおってっ!!」

　孝太郎は青騎士ではなく、孝太郎自身の人生を選んだ。だから帰ってきた。そしてティアに忠誠を誓った。ティアはそれが嬉うれしくてならない。自分の存在を肯定して貰ったような、そんな気がして。

「フォルトーゼの伝統的な騎士ってのはな、誓いや約束を守るもんなんだ。お前のような懐古趣しゆ味みのお姫様には、お似合いの家臣だろう？」

「ばかっ、ばかぁっ、おおばかものぉっ!!」

　気持ちを抑おさえられなくなったティアは、孝太郎に抱だき付ついて激しく泣き始める。腕うでをしっかりと孝太郎の首に回し頬を胸に押おし当てる。それはまるで、久しぶりに再会した恋人と抱き合う少女のようだった。

　―――ティアはこんなにも、俺を必要としてくれるんだな………。

　孝太郎は泣き続けるティアをそっと抱き返した。自分も彼女を必要としているのだと、伝えてやりたかったから。

「お前は馬鹿って言うが、俺はやっぱり帰ってきて良かった気がしてる」

　ティアの身体は小さい。おかげでその身体は孝太郎の腕の間にすっぽりと収まってくれた。孝太郎にはそれが嬉しい。

「こうやって、お前達の事を自分の手で守れるからな。………大事なものは傍に置いて、自分で守らないとな？」

　こうしているとティアを守っている感覚がするのだ。命懸けで守ってくれる子を、守ってやれている。その実感は、孝太郎に幸せな気持ちを運んできてくれるのだった。

「だったら守れ………最後まで徹底的に、責任を持て………」

　ティアはそう囁くと両目を閉じ、身体から力を抜ぬく。身体だけでなく、心まで委ねられる相手と出会う事が出来た。そしてその相手と、心で深く繋がり合う事が出来た。ティアは幸せだった。

「そして………わらわ達全員が幸せな人生を歩むのを、全て見届けてから死ね………」

　こうして孝太郎に抱かれていると、ティアには自分の居場所はここだと、はっきりと感じられる。ティア達が孝太郎を必要とするように、孝太郎もティア達を必要としている。その想いと絆は、きっと運命の力よりも強い。

「………仰おおせのままに、マイプリンセス」

「ん………くるしゅうない………」

　だからティアは信じている。

　これからも過酷な運命が待ち構えているかもしれないが、孝太郎と六畳間の少女達は、きっと幸せになれる筈だ、と。










　年とし頃ごろの静しず香かにとって、美容の維持は最優先課題と言っても過言ではなかった。格かく闘とう技ぎをやっているおかげで、体型は問題ない。だが先日の戦い以降、少し気が緩ゆるんで食べ過ぎてしまった自覚があった。彼女がそう感じるのは、最近部屋を歩いていると床ゆか板いたが鳴る事が多いような気がしていたからだ。だから静香は体型とは関係ない部分に、隠かくれたお肉がついてしまったのではないかと心配していたのだった。

　そこで静香は、風呂から出てすぐに押し入れから体重計を引っ張り出した。体重を量るチャンスは、同居中の真ま希きが風呂に入っている今しかない。

「………よし」

　静香は意を決すると、恐おそる恐る体重計に片足をかけた。

　ギシッ

　十年以上使っている体重計は、今時あまり見かけないアナログ式だ。静香のベスト体重は四十六キロ。振ってある目盛りの前半四分の一弱の位置だった。これは同身長のクラスメイトに比べると若じやつ干かん重いのだが、格闘技で身体に筋肉がついているから、この数字になる。そして静香は食べ過ぎの自覚があるので、四十八キロ近い数字を覚かく悟ごしていた。

　ばぼんっ

「あれっ？」

　だが両足が体重計に乗った瞬間、体重計は鈍い音と共に、針が一気に振り切れてしまった。目盛りは二百キロまで振ってあるが、その外側まで行ってしまっていた。

「あっちゃー、壊れちゃったぁ………新しいの買ってこないと………あーあ、また余計な出費がぁ………」

　静香は体重計が壊れたと考えて肩を落とした。幾いくら何でも、二百キロはありえない。

　だが彼女は知らない。

　静香の中には、全長二十五メートルを超える巨きよ大だい生物が隠れているという事を。そしてその体重は、二百キロどころではないのだという事を。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、作者の健たけ速はやです。

　今回お届けするのは十三巻。ティアの故こ郷きよう、フォルトーゼに関する物語が展開していきます。ついでにあの人が何な故ぜ強いのかといった秘密が明かされたりします。

　皆さんの御支持のおかげで、このシリーズは外伝も入れると十五冊目を迎えました。ＨＪ文庫では一番長い作品になったんじゃないでしょうか。皆さんのお宅の本棚に十五冊並んでいる姿を想像すると、ある種の感動と共に、その期待を裏切ってはいけないと身の引き締まる思いです。国内外のファンの皆様の期待を裏切らないよう、今後も丁てい寧ねいに一つずつ巻を積み重ねていくつもりでいます。引き続きよろしくお願い致いたします。




　このところメールや手紙でファンレターを貰もらう事が増えてきました。また、お菓子を送って下さった方もいました。皆様、どうもありがとうございます。そうしたお便たよりの中に私へのご質問がありましたので、今回はこの場を借かりて答えてみる事にしました。

　まずは『作品の構成を考える時に何かやっている事はありますか』というご質問。思い付いた事はメモするようにはしていますが、私が一番重要だと思うのは、一巻を書く前にシリーズ全体の結末まで考える事だと思います。やはり見切り発車では苦く境きように陥おちいります。例を挙あげると、主人公が散さん々ざん敵を倒した後では、人の命の尊とうとさは説けません。そうする為には、主人公に敵の命を奪うばう事を避けさせたり、あるいはその事に苦く悩のうする様子を事前にやっておく必要があります。それをしないと………とまあ、そういう事です。そうした事は全すべてにおいて起こりますので、注意しておくと宜しいかと思います。

　次は『キャラクターを命名する時に、何か工く夫ふうはありますか』というご質問。キャラクターに名前を付ける時にまず考えるのが、なるべく名前が似ないようにする事です。特に複数の作品を出版すると、そちらとも被かぶらないようにしなければなりません。実際、先日他社で出版した『風とリュートの調べにのせて』では本作と名前が似ないようにするのに苦労しました。もう一つは、誰でもすぐに読めるようにする事。複雑な名前は読者の皆みなさんの集中力を削ぎます。分かり易やすい例は私のペンネーム『健速』でしょう。これを『たけはや』と読める人は少ない筈はずです。これは取り引き相手に読み方を確認させて覚えさせようという計算なのでペンネームならいいのですが、作品の人物名が読み難がたいと、その度に読者さん達は何て読むんだろうとストーリーから脱線します。これは名前にルビがふってあってもそうです。ですからなるべく複雑な読みは避けた方が賢明だと思います。

　最後は『小説家と他の職業は両立できますか』というもの。様々な要因が重なってデビュー作が奇き跡せき的てきに大ヒット、しかも続刊も継続して高売上、というような一部の例外的な作家を除き、普通はどの作家も最初は他に仕事を持っています。アルバイトか会社勤めかはまたそれぞれ違うのですが、デビューしたての作家（及び作家志望）が本だけでは食べられないというのは、紛まぎれもない事実です。そして人気が出てくると、次第に専業へシフトしていく訳です。従ってこの質問の答えは『両立した人が這はい上がる』です。




　今回あとがきは三ページなので、そろそろお別れです。今回も可愛いイラストを付けてくれたポコさん、出版にあたってご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に、心より御礼申し上げます。




　それでは十四巻のあとがき―――早い方は来月の他社作品のあとがきで―――またお会いしましょう。


二〇一三年　三月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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